取扱 書 

よく お読みに なって ご 使用く ださい。 
取扱 書は 車の 中に 保管し ま しょう。 


LAND  CRUISER 


® TOYOTA 


TABI_E  OF  CONTENTS 

目次 


運転す る 前に 

運転す るまでに 必要と なる 操作、 ごま 意が 説明して あります。 

運転ず ると をに 

走行、 停止の 方法 や 安全運転 のち 法が 説明して あ 0 ます。 

室内 装備の 使い方 

室内 装備を 快適に ご 使用いた だくた めの 説明が して あ ります。 

お 手入れの しかた 

車の お 手入れ、 ；<ン テ ナンス に関するち 法び 説明して あ 0 ま 
す。 

トラブルび 起きた 6 

故障 や パンクした とを など、 万一のと さの 対処に 関する 説明 
がして あ 0 ます。 

車両 仕様 

車の 仕様 や カスタマイズ 機能に 関する 情報が 記載して あ 0 
ます。 

さ  <  し、 ん 

本書に 記載され ている 情報を 五十音順な どのち 法で 探す こ 
とがで をます。 
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コント □- ル） .  239 

AVS  (ア ダプ ティブ バリア ブル 
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フ □ン ト ワイパー 
デ アイサ ー .  327 
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お 手入れの しかた 


4-1 .お 手入れの しかた 

外装の 手入れ .  370 

内装の 手入れ .  374 

タイヤに ついて .  377 

4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 
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X  : 別冊 「ナビ ゲー シ ヨン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 
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シフト レバー P. 173 
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シガ レッ トライ ター P.  351 
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^ パーキング ブレーキ レバー P. 179 


シフ ト □ック 解除 ボタン P.  463 

車 高 切り替え スイッチ/ 
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ホ： 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
^  : 別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 
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インス トル メント 八 ネル 
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p ぃ ビゲ- ション システム 非 装着 車 


時計 P.  348 


スイッチ*  P.  327 


ホ： 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 

X : イ ラス トは 前を 左ち 独立 温度 コン ト □ー ルオー ト エアコンで 化 表して います。 
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イラスト 目次 


インス トル メント パネル 


吐 


ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車 


助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告な P. 1 88 
時計 & 

外気 温度 表示^ 


ナビ ゲー シヨ ン 
システム & 


オー X イオ 
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1  1  な; 1 

1  (M  S 

〇 巧 

P. 1 1 已 ■ 1 1 7 


卜 I —— エアコン g 


非常 点滅な スイッチ P.  419 
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I クス イッチ*※ 


ホ： 車両 型式な どで 異なる 装備 や オフ シヨ ン 装備 
X  : 別冊 「ナビ ゲー シ ヨン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 


1 已 


イラスト 目次 


インス トル メント パネル 


B 


カメラ スイッチ*  P.  2 色色 
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イラスト 目次 


ラ ゲージ ルーム 


背ち たれ 引き起こし 八ン ドル*  P. 色 4, 色 9 

パワー バック ドア クローズ スイッチ*  P.  4 色 


tlPT077a 


工具 P.  447 

= 角 表示板 等  ア クセヴ 1」ー ソケット# バ ャッ丰 P  448 

収納 スペース P.  367  P.  352  ■ 


イラストは 8 人棄り 車で 代表して います。 
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知つ ておいて いただを たいこと 


I 本書の 内容に ついて 


本書は オプ ショ ンを 含む すべての 装備の 説明を しています。 

そのため、 お客様の お 車には ない 装備の 説明び 記載され ている 場合び あります。 
また、 車の 仕様 変更に より、 内容び お 車と 一致し ない 場合び あります ので ご了承 
ください。 

トヨタ 販売店で 取り付けられた 装備 （販売店 オプション） の 取り扱い について 
は、 その 商品に 付属の 取扱説明書を お読み < ださい。 

イラストは、 記載して いる 仕様な どの 違いに よ D、 お客様の お 車の 装備と一 致し 
ない 場合び あります。 


[違法 改造に ついて 


• トヨタび 国 ± 交通 省に 届け出を した 部品し U がの ちのを 装着す ると、 違法 改造 
になる ことび あります。 

•車 高を 下げたり、 ワイド タイヤを 装着す るな ど、 車の 性能 や 機能に 適さない 
部品を 装着す ると、 故障の 原因と なった 0、 事故を 起こし、 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あ 〇を険 です。 

• 八ン ドルの 改造は 絶対にし ないで ください。 八ン ドルには SRS エアバッグび 
内蔵され ている ため、 不適切に 扱 ラと、 正常に 作動し なくなったり、 誤って 
ふくらみ、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 
ます。 


• なの 場合は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

- タイヤ- ディスク ホイール- ホイール 取り付け ナッ トの 交換 

異なった 種類 や 指定し U がの ちのを 使用す ると、 走行に 悪影響を およぼした 
り、 違法 改造になる ことび あります。 

- 電装 品- 無線機な どの 取り付け、 取りは ずし 

電モ 機器 部品に 悪影響を およぼした 0 、 故障 や 車両 火災な ど 事故に つなび 
る おそれび あ 〇を険 です。 

•フロントガラス、 および 運転席 •助手席の 窓ガラスに 着色 フィルム （含む 透 
明 フィルム） などを 貼り付けないで ください。 視界を さまたげる ばかりで な 
く、 違法 改造に つなび る おそれび あります。 
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[運転に ついての ごを 意 


他の 車 や 歩行者な ど、 周囲の 状況に 常に 注意を 払い、 ま 全 運転を むびけ て < だ 
さい。 

ミ 酉 気 帯び 運転は 絶 巧 しないで く ださい。 お ミ 酉を 飲む とま 意力と 判断力び にぶり、 
思いび けない 事故を 引を 起こす おそれび あります。 また、 眠気を ちよ おす 薬を 
飲んだ とさち 運転を 控えて ください。 

運転 中に 携帯電話を 使用したり、 装置の 調節な どを しないで ください。 周囲の 
状況な どへの 注意び 不十分に なり、 大変を 険 です。 八 ンズフ 1」 一し:! 外の 自動車 
電話 や 携帯電話を 運転 中に 使用す る ことは 法律で 禁止され ています。 


[車両の 制御 データ- 操作 データの 記録に ついて 


お 車には、 車両の 制御 や 操作に 関する データ を 記録す る コン ピ ユー ターび 複数 装 
備 されて おり、 をに なのよ 5 な データを 記録し ます。 

- エンジン 回転 数 
- アクセルの 操作 状況 
- ブレーキの 操作 状況 
•  車 速 

- シフト ポジション 

グレード •オプション 装備に より 記録され る データ 項目は 異なります。 なお、 コ 
ン ピュー ターは 会話な どの 音声 や 映像は 記録し ません。 


• データの 取り扱い について 


トヨタは コンピューターに 記録され た データを 車両の 故障 診断 • 研究開発- 品質 
の 向上を 目的に 取得- 利用す る ことび あります。 

なお、 なの 場合を 除を、 トヨタは 取得した データを 第 = 者へ 開示 または 提供す る 
ことはありません。 

- お 車の 使用者の 同意 （U —ス 車は 借を の 同意） び ある 場合 
- 警察- 裁判所- 政府機関 などの 法的 強制力の ある 要請に 基づ < 場合 
- 統計的な 処理を 行 ラ 目的で、 使用ち や 車両び 特定され ない よ ラに 加工 
した データを 研究 機関な どに 提供ず る 場合 
雜 G-BOOK による データの 取り扱い について 


お客様び G-BOOK を ご 利用の 場合、 記録 データと その 使用に ついて、 G-BOOK 
利用 規約を ご覧く ださい。 
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[イ ペン ト :? — タレ ー タ ー 


お 車には、 イベント デー タ レコーダー (EDR) び 装備され ています。 EDR は、 
一定の 衝突 や 衝突に 近い 状態 (SRS エアバッグの 作動 および 路上 障害物との 接 
触な ど） び 発生した 時に 車両 システムの 作動 状況に 関する データを 記録し ます。 
EDR は 車両の 動を や 安全 システム に関する データを 短時間 記録す るよ ラに 作ら 
れ ています。 

EDR はなの よ ラな データを 記録し ます。 

- 車両の 各 システムの 作動 状況 

•アク セ J レぺダ j レ および ブ レーキ ぺダ J しの 操作 状況 

- 車 速 

これらの データは、 衝突 や 傷害び 発生した 状況を 把握す るのに 役立ちます。 

注意： EDR は 衝突び 発生した とさに データを 記録し ます。 通常 走行 時には デ ー 
夕は 記録され ません。 また、 個人情報 （例： 氏名. 性別. 年齢. 衝突 場所） は 記 
録 されません。 ただし、 事故 調査の 際に 法 執行機関 などの 第兰 者び、 通常の 手続 
をと して 収集した 個人を 特定で をる 種類の データと EDR データを 組み合わせて 
使用す る ことび あります。 EDR で 記録され た データを 読み出す には、 特別な 装 
置を 車両 または EDR へ 接続す る お 要び あります。 トヨタに くわえ、 法 執行機関 
などの 特別な 装置を 巧 有する 第 = 者び 車両 または EDR に 接続 した 場合で ち 情報 
を 読み出す ことび でを ます。 

•  EDR データの 情報 開示 

なの 場合を 除を、 トヨタは EDR で 記録され た データを 第 = 者へ 開示す る ことは 
ありません。 

- お 車の 使用者の 同意 （U —ス 車は 借を の 同意） び ある 場合 
- 警察- 裁判所- 政府機関 などの 法的 強制力の ある 要請に 基づ < 場合 
- トヨタび 訴訟で 使 巧ず る 場合 
ただし、 卜 3 夕は 

. データを 車両 安全性 能の 研究に 使用ず る ことび ありまず。 

- 使用ち- 車両び 特定され ない データを 調査 目的で 第 = ちに 開示ず る こ 
とび ありまず。 


吕吕 


[保証 および 点検に ついて 


保証 および 点検 整備に ついては、 別冊 「メンテナンス ノート」 に 記載して います 
ので、 併せて お読みく ださい。 

曰 常 点検 整備 や 定期 点検 整備は、 お客様の 責任に おいて 実施して < ださい。 

( 法律で 義務付けられて います） 


A 警告 

■お 子 さまを 柔 せる とさは 

おモ さまを 車の 中に 残した ままに しないで ください。 車内び 高温に なって 熱 射 
病 や 脱水症 状に なり、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる 
おそれび あります。 

また、 お 子 さまび 車内の 装置を 操作し、 ドア ガラスな どに 挟まれたり、 ライタ ー- 
発 炎 筒な どで やけどしたり、  運転 装置を 動かして、 思わめ 事故に つなび る おそ 
れびあ D を険 です。 

お 車に お 子 さまを 乗せる 場合は、 お 子 さまの 安全を 確な する ためのを 意 事項 や 
チ ャイ ル ド シー トの 取り付けち などを まとめた、 「チ ャイ ル ド シー トの 取り付 
け」 （一 P. 149) を お読みく ださい。 
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本書の 中の 表示に ついて 


[警告- ま 意- 知識に ついて 


A 警告 


ここに 記載され ている ことを お守りいた だかない と、 生命のを 険 または、 重大な 
傷害に つなび る おそれび あ D ます。 お客様 自身と 周囲の 人々 へのを 険を 避けたり 
減少 させた D する ためおず お読みく ださい。 


ZL ま 意 


ここに 記載され ている ことを お守りいた だかない と、 お 車 や 装備 品の 故障 や 破損 
につな びる おそれ や、 正しい 性能を 確な でさない 場合び あります。 


曰 知識 


機能の 説明 や 操作ち 法の 説明し U がで 知 つて おいてい ただをたい こと、 巧って お < 
と 便利な ことを 説明して います。 


I イ ラス ト 内の 表示に ついて 


Q セー フ テイーシンボル 

"しては いけません’’ "このよ ラに しないで くださし V’  "このよ ラな こと 
を 起こさないで ください’’ とい ラ 意味を 表して います。 


操作を 示ず ち 印 

に > スイッチ などの 操作 （押す、 まわすな ど) 
をのして います。 

0 操作 後の 作動 （フタび 開くな ど） を 示して 
います。 
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運 おする 前に 


1-1 .キーの 取扱い 

キー .  26 

1-2. ドアの 開閉の しかた、 

□ック のし かた 

スマ ー K エン ト U  —  & 

スタート システム .  28 

ワイヤレス リモコン . 40 

ドア （フ □ント ドア、 

I」 ャ ドァ） . 42 

ノ くック ドア . 4 已 

1-3. シ ート、 八ン ドル、 

5 ラーの 調整の しかた 

フ □ン ト シート . 已已 

IJ ャシ ーh . 已 8 

ドライビング ポジション 

巧 U- .  73 

へッ ドレ スト . 77 

シー ト ベルト . 82 

ノ  V ン ドル .  91 

イン ナー S ラー . 94 


1-4. ドア ガラス- ムーン ルーフの 


開け 方、 閉め 方 

パヮー ウィンドウ . 102 

ムーン ルーフ . 106 

1- 已 .給油の しかた 

給油 口の 開けち . 111 

1-6 .盗難 防止 システム 

エンジン イモ ビラ イヴ ー 

システム . 1 15 

オート アラーム . 1 17 

1- ス 安全に お使いい ただく ために 

正しい 運転 姿勢 . 126 

SRS エアバッグ . 128 

子供 専用 シート . 139 

チ ヤイ ル ド シートの 
取り付け . 149 


ドア ミラー . 96 

補助 確認 装置 . 100 


2 已 


1-1 .キーの 取扱い 

キ— 


お客様へ む 下の キーを お渡しし まず。 


n 電モ キー X’ 

- スマ ー ト エントリ  ー & スタ ー 
トシス テムの 作動 （^P.  28) 

- ワイヤレス 機能の 作動 
UP.  40) 

曰 六 カ ニ カルキ ー 
0 キーナン バー プレート 

※イ ラス トは パワー バック ドア 装 
着 車の キーで 代表して います。 


(メカ ニ カルキーを 使う には 


メカニカル キーを 取り出ず 

使用 後は わと にわ どし、 電子 キ ー と 一 
緒に 携帯して ください。 電子 キーの 電 
池が 切れた とを や、 スマート エン ト 
U  —  & スター トシス テムが 正常に 作 
動 しないと を、 方 カ ニ カルキ ーが 必要 
になります。 （^P.  4 日已） 
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-1 .キーの 取扱い 


白 知識        

■キ ー ナ ンバ ー プレ ー ト 

車内し U 外の ま 全な 場所 （財布の 中な ど） に 保管して < ださい。 万ー キーを 紛失 
した 場合、 トヨタ 販売店で キーナン バーから 新しい キーび 作製で をます。 

(一 P.  4 日 4) 

■航空機に 柔る ときは 

航空機に 電子 キーを 持ち込む 場合は、 航空機 内で 電子 キーの スイ ッチを 押さな 
いでく ださい。 また、 かばんな どに な 管す る 場合で ち、 簡単に スイッチび 押さ 
れな いよ ラに な 管して ください。 スイッチび 押される と 電波び 発信され、 航空 
機の 運行に 支障を およぼす おそれび あ 0 ます。 


A ま 意 

■ 電子 キーの 故障を 防 ぐた めに 

♦電 モキ ーに 衝撃を 与えたり、 直射日光の あたる 高温な 場所に さらしたり、 めら 
したりし ないで  <  ださい。 

♦電 モキ ーを 磁気の あるち のに 近付けた 0、 電磁波を 遮断す るち のを キー 表面に 
貼り付けたり しないで < ださい。 

■電子 キーに ついて 

電モ キーは 電波法の 認証に 適合して います。 必ずし:! 下の ことを お 守 D ください。 

♦電池 交換 時し 分外は、 不用意に 分解し ないで ください。 分解 •改造した ちのを 使 
用す る ことは 法律で 禁止され ています。 

♦必ず 日本国内で ご 使用 < ださい。 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ス 7 — ト エン ト U — & スタ ー トシス テム 


電子 キーを ポケッ ト などに 携帯ず る だけで む 下の 操作び おこなえ ま 
ず。 （必ず 運區 ちび 携帯して ください） 


a エンジンの 始動 （^p. 1己日) 
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I ドアの 解 錠- 施錠 


► ドア 八ン ドル 


八ン ドルを 握って 解 錠す る 

ノ V ン ドル 裏面の センサー 部に 確実に 
ふれて  <  ださい。 

• ドアが 解 錠され たこと を 確認して 
から、 ドア 八ン ドルを 引いて くだ 
さぃ。 

• 施錠 操作 後、 約 3 秒 間は 解 錠で さま 
せん。 

□ ック スイ ッチを 押 して 施錠す る 
□ッ クス イッチの 操作で ドア ガラス- 
ムーン ルーフを 閉じられる ように 設 
走: を 変更で きます （AX、 ZX のみ）。 
詳し < は トヨタ 販売店に ご 相談 < だ 
さい。 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


►バック ドア 


バック ドア オープン スイッチを 押 
して 解 錠す る 

施錠 操作 後、 約 3 秒 間は 解 錠で さま 
せん。 


バック ドア □ック スイ ッチを 押し 
て 施錠す る 

□ッ クス イッチの 操作で ドア ガラス- 
ムーン ルーフを 閉じられる ように 設 
走: を 変更で きます （AX、 ZX のみ）。 
詳し < は トヨタ 販売店に ご 相談 < だ 
さい。 
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アンテナの 位置と 作動 範囲 


n 車 外 アンテナ 
旦 車内 アンテナ 
□ ラ ゲージ ルーム 外 アンテナ 


作動 範囲 （電子 キーの 検知 エリア） 


ITY12C022a 


: ドアの 施錠- 解 錠 時 

各 ドア ノ  V ン ドルから 周囲 約 70cm 
じ (内で 電子 キーを 携帯して いる 場 
合に イ乍 動し ます。 

: エンジン 始動 時 または モー 
ド 切 0 替え 時 

車内で 電子 キーを 携帯して いる 
場合に 作動し ます。 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


口 知識     

■作動の 合図 

ブヴ ーと 非常 点滅 灯の 点滅で 知らせます。 （施錠は 1 回、 解 錠は 2 回） 

■解 錠 ドアの 切り替え 機首 目 

ワイヤレス 1」 モ コンを 使用して、 スマー ト エン ト U-& スター トシス テムで 解 
錯 でさる ドアの 設定を 切り替える ことび でを ます。 

お酬 1 I  "エンジン スタートス トップ" スイッチを OFF にす る 

feitii  2  I オート アラームの 侵入' 傾斜 センサー* を 停止す る （操作 中の オート ア 
ラー ム 誤作動 防止） （一 P. 1 1 7) 

EJfil 3 1 電 テキ ー 表面の イン ジケ ー タ ー び 点滅して いないのを 確認 後、 0 
ボタンと 同時に、  3 ボタン または ボタンり f ワー バック ドア 
装着 車の み） のい ずれ かを 約 已秒間 押し 続ける 


設定を おこな ラ ごとに し U 下の よ ラ に 設定び 切 り 替わります。 （続けて 切り替え 操 
作を おこな ラ 場合は、 ボタンから 手を 離した あと、 已 砂し ツ上 間隔を あけてから 
EJta  3 1 を おこなつ てくだ さい） 


マルチ イン フォ メー 
シ ヨン ディスプレイ* 

解 錠で をる ドア 

ブヴ ー音 

Q 

運転席の ドア 八ン ドルを 握る 
と 運転席の み 解 錠 

車 外： "ピ ピッ" （3 回） 
車内： "ポー ン "（ 1 回） 

運転席 政 外の ドア 八ン ドルを 
握る と 全席 解 錠 

团 

し 巧れ かの ドア 八ン ドルを 握 
ると 全席 解 錠 

車が： "ピ ピッ" （2 回） 
車内： "ポー ン "（ 1 回） 

3 呂 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


オー ト アラームの 誤作動 防止の ため、 登録 後は いったん ワイヤレス リモコンで 
解錯 し、 ドアを 開閉して ください。 （ q  ボタンを 押して 30 秒し:! 内に ドア 
を 開けなかった 場合は、 ドアび 再び 施錠され オー ト アラームび 設定され ます。） 

オー ト アラームび 作動し 警報び 鳴って しまったと をは、 作動を 停止す る 操作を 
行って ください。 （一 P. 1 18) 

■半 ドア 警告 ブザー 

ドアび 完全に 閉まって いない 状態で、 ドアを 施錠し よ ラと すると、 ブヴ ーび 鳴 
ります。 ドアを 完全に 閉めて からち 5 —度 施錠して ください。 

■オート アラーム について 

スマー ト エン ト U-& スター トシス テムで 施錠す ると、 オー ト アラームび 設定 
されます。 （一 P. 1 1 7) 

■節電 機能 

電モ キーの 電池と 車両の バッテ U —保 護の ため、 しツ 下の 状況では スマ ー ト エン 
卜 U  —  & スタート システムを 停止し ます。 

•  30 日し i (上 スマー ト エン ト U-& スター トシス テムを 使用 しなかった 
♦車両の 外 約 1 m し U 内に 電子 キーを 1 0 分し i (上 放置した 

liTF のい ずれ かの 操作を おこな ラと、 スマート エン ト U-& スタートシス テム 
び 復帰し ます。 

• ドア 八ン ドル 上の □ッ クス イッチで 施錠す る 
♦ワイヤレス 機能で 陆 錠. 解 錠す る （一 P.  40) 

♦  メカニカル キーで 施錠. 解 錠す る （一 P.  465) 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■電池の 消耗に ついて 

♦電池の 標準 的な 寿命は 1 〜 2 年です (電子 キーを 使用し な < てち 電池は 消耗 
します）。 スマー ト エン ト U-& スタートシス テム や ワイヤレス 機能び 作動 
しなかったり、 作動 範囲び 狭く なったり する 場合は、 電池び 消耗して いる 可 
能 性び あります。 新しい 電池に 交換して ください。 （一 P.  412) 

♦電池 残 量び 少なくな ると、 エンジンを 停止した 際に 車内から 警告音び 鳴り ま 
す。 （一 P.  3 日） 


♦電池の 著しい 消耗を 防ぐ ため、 しソ 下の よ ラな 磁気を 発生す る 電化製品の 約 1 m 
しツ内 に 電子 キーを 置かないで ください。 

- テレビ 
- パソコン 

- 充電 中の 携帯電話 や コードレス 式 電話機 
- 電気スタンド 


■システムを 正しく 作動させる ために 

電子 キーを 必ず 携帯した ラえ で 作動 させて ください。 また、 車 外から 操作す る 
場合は 電子 キーを 車両に 近付けす ざない よ ラに して  <  ださい。 

作動 時の 電モ キーの 位置 や 持ちち によって は、 電子 キーび 正しく 検 巧され ず、 シ 
ス テムび 正しく 作動し ない ことび あります。 （警報び 鳴ったり、 キー 閉じ込み 防 
止 機能び 働かない ことち あ D ます） 

■長期 間 運転 しないと きは 

盜難 防止の ため、 電子 キーを 車両から 2m (上 離して おいてく ださい。 

■ 解 錠 操作の セキ ユリ ティ 機首 目 

解錯 操作 後、 約 30 秒し:! 内に ドアを 開けなかった とさは 盗難 防止の ため、 自動 
的に 施錠され ます。 
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■ご 留意いた だきたい こと 

♦電 モキ ーび 作動 範囲 内 （検 巧エ 1」 ア内） にあって ち、 し U 下の よ ラな 場合は 正 
しく 作動し ない ことび あります。 

- ドアの 施錠- 解 錠 時に 電子 キーび ドア ガラス や ドア 八ン ドルに 近付を すぎ 
る、 または 地面の 近く や 高い 場所に ある 場合 
- バック ドアの 施錠- 解 錠 時に 電子 キーび 1」 ヤ バンパー 中央に 近付を す ざ 
る、 または i 也 面の 近く や 高い 場所に ある 場合 
- エンジン 始動 時 または モー ド 切り替え時に 電子 キーび インス トル メント 
パネル 上 や フロア 上、 または グローブボックス 内な どに 置かれて いた 場合 

♦インス トル メント パネル 上面- ドア ポケッ ト 付近に 電子 キーを 置いた まま 車 
外に 出る と、 電波の 状況によっては 車が アンテナに 検 巧され て 車が からの ド 
アロ ックび 巧 能になる 場合び あり、 電子 キーび 車内に 閉 じ 込め られる おそれ 
び あるた め ま 意して ください。 

♦電子 キーび 作動 範囲 内に あれば、 電子 キーを 携帯して いる 人し U 外で ち 施錠- 
解綻 でを ます。 

♦まがで も ドア ガラスに 近い 位置に 電子 キーび あるときは、 エンジン 始動び 可 
能になる 場合び あります。 

♦洗車 や 大雨な どで ドア 八ン ドルに 大量の 水び かかる と、 電子 キーび 作動 範囲 
内に ある 場合、 ドアび 解 錠す る ことび あります。 （ドアの 開閉 操作び なけれ 
ば 約 30 秒 後に 自動的に 施錠され ます） 

♦手袋を 装着して いると、 ドア 八ン ドルを 握って ち 解 錠され ない 場合び ありま 
す。 

♦車両に 近い 位置に 電子 キーび あると をに ワイヤレス 機能な どで 施錠を おこ 
な ラと、 スマート エン ト U-& スタートシス テムに よる 解 錠び でを なくなる 
ことび あります。 （ワイヤレス 機能を 使って 解 錠す ると 復帰し ます） 

♦作動 範囲 （一 P.  31) への 急な 接近 や、 急な ドア 八ン ドル 操作を したと をは、 
ドアび 解 錠され ない ことび あります。 その 場合は、 一度 ドア 八ン ドルを ちと 
の 位置に ち どして、 再度、 解 錠 操作を してく ださい。 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


3 已 


1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■警告音と 警告 表示に ついて 

誤 操作な どに よる 予期せ め 事故 や 盗難を 防ぐ ため、 車内 や 車 外で 警告音び 鳴つ 
たり、 マルチ インフォメーション ディスプレイ* に 警告び 表示され る ことび あり 
ます。 しツ 下に 従い 適切に 対処して ください。 


乾 化な 
言 □曰 

状況 

対処 方法 

車 外から "ピー" 

と 2 秒 間 鳴る 

車内に 電子 キーを 置いた まま、 
スマート エン ト IJ-& スタート 

システムで ドアを 施錠し よ 5 と 
した 

車内 か ら電 テキ ーを 取り 
出した あと、 再度 施錠し 
て  <  ださい。 

車 外から "ピー" 

と 目 0 秒 間 鳴る 

"エンジン スタート ストップ" 
スイッチを 日 FF にせずに、 電子 
キーを 外に 持ち出して ドアを 施 
錠し ようとした 

"エンジン スター トス 
トップ’’ スイッチを OFF 
にした あと、 再度 施錠し 
て  <  ださい。 

車 外から "ピー" 

と 己 秒 間 鳴る 

いずれ かの ドアが 開いて いると 
をに スマ ー ト エン ト U  —  & ス 
タート システムで 施錠し よ ラと 
した 

全 ドアを 閉めた あと、 再 
度 施錠して ください。 

車内から "ポ ー 
ン、 ポー ン" と 鳴 
D 続ける 

運転席 ドアび 開いて いる 状態で 
"エンジン スタート ストップ’’ 

スイッチを ア クセヴ U — モード 
にした （ア クセヴ U- モードの 
とを 運転席 ドアを 開いた） 

"エンジン スター トス 
トップ’’ スイッチを OFF 
にした あと、 運転席 ドア 
を 開め て  <  ださい。 

運転席 ドアび 開いて いる 状態で 
"エンジン スタート ストップ’’ 

スイッチを OFF にした 

運転席 ドアを 閉めて くだ 
さい。 

36 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


乾 化な 
言 □曰 

状況 

対処 方法 

車内から "ピー" 

と 鳴り 続ける 

"エンジン スタート ストップ" 

ス イッ チが イ グ こッシ ヨン 日 N 

モード または ア クセヴ U — モー 
ドのと を、 シフト レバーを P 政 
外の 位置に した まま ドアを 開け 
て 外に 出ようと した 

シフト レバーを P に 入 
れ、 "エンジン スタート 
ストップ" スイッチを 
OFF にして ください。 

車内. 車 外から 
"ピー" と 鳴り 続 
ける※！ 

"エンジン スタート ストップ’’ 

ス イッ チび イ グニ ッシ ヨン ON 

モード または ア クセヴ U — モー 
ドのと を、 シフト レバーを ドじ( 
外の 位置に した まま 電子 キーを 
持ち出 して 運転席 ドアを 閉めた 

シフト レバーを P に 入 
れ、 "エンジン スタート 
ストップ" スイッチを 
OFF にした あと、 運転席 
ドアを 閉めて  <  ださい。 

車内から 

"ポ ーン "と 1 回 

鳴る※！ 

電モ キーの 電池び 残り 少ない 

電子 キーの 電池を 交換し 
て  <  ださい。 

量 モキ ーを 携帯 していない か、 
電モ キーび 正常に 作動 しない 状 
態で エンジンを かけよ ラと した 

電 テキーを 携帯して エン ジ 
ンを かけて ください。 ’X’ 2 

車内から" ポ ー 
ン "と] 回 鳴る 

車 外から "ピー、 
ピー、 ピー" と 3 
回 鳴る** 1 

"エンジン スタート ストップ" 
スイ ッチを OFF にせずに 電子 
キーを 外に 持ち出 して 運転席 ド 
アを 閉めた 

"エンジン スター トス 
トップ" スイッチを OFF 
にした あと、 再度 運転席 
ドアを 閉めて  <  ださい。 

"エンジン スタート ストップ’’ 
スイッチび OFF になつ ていな 
いと さに、 同柔 者び 電子 キーを 
持ち出して ドアを 閉めた 

電 テキ ー を 車内に もどし 
て  <  ださい。 

オプ テイト □ン メーター 装着 車は、 方 ー ター 内の マルチ イン フオ 方ーシ ヨン 
ディスプレイに 方ッ セージが 表示され ます。 


‘^2 電子キーが車内にあってをエンジンが始動しない場合は、 電池が 切れて いるか 
電波の 状況が 悪い 可能性が あ 0 ます。 （^P.  39) 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■スマー ト エントリー & スター トシス テムが 正常に 働かない ときは 

• ドアの 施錠. 解 錠；  一 P.  4 已已 

♦モー ドの 切り替え/エンジンの 始動：  一 P.  4 己已 

■電池び 切れた とさは 

一口'  412 

■販売店 または ナビ ゲー シヨ ン 画面で 設定 可能な 機首 目 

スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムを 非 作動に するな どの 変更び でを ま 
す。 （車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


A 警告 

■電波び およぼず 該響 についての 警告 

♦植え込み 型む 臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器を 装着され ている 
ちは、 車内 アンテナ •車 外 アンテナ （一 P.  31) から 約 22cm しツ 内に 近付か 
ない よ ラに してく ださい。 電波に よ D 植え込み 型む 臓 ペースメーカー および 植 
え 込み 型 除 細 動 器の 作動に 影響を 与える おそれび あります。 

♦植え込み 型む 臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器し ツ 外の 医療用 電気 
機器を 使用され る 場合は、 電波に よる 影響に ついて 医療用 電気機器 製造業 者な 
どに 事前に 確認して ください。 電波に より 医療用 電気機器の 動作に 影響を 与え 
る おそれび あります。 

スマー ト エン ト U-& スター トシス テムを 非 作動に する こと もで をます。 詳し 

くは トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A ミち 意 

■機能び 正常に 働かない おそれの ある 状況 

スマート エン ト U-& スタートシス テムは 微弱な 電波を 使用して います。 なの 
よ ラな 場合は 電子 キーと 車両 間の 通信を さまたげ、 スマート エン ト 1」 一 & ス 
夕ートシス テム や ワイヤレス 機能、 エンジン イモ ビラ イヴーシステムび 正常に 
作動 しない 場合び あ ります。 

(対処ち 法：  一 P.  4 己 己） 

• 電モ キーの 電池び 消耗 している とを 

♦近くに テレビ塔 や 発電所- ガソリンスタンド- 放送局- 大型 ディスプレイ-空 
港び あるな ど、 強い 電波 や ノイズの 発生す る 場所に いると を 

♦無線機 や 携帯電話 •コー ドレス 式 電話な どの 無線通信 機器を 携帯して いると を 
♦電 モキ ーび 金属 裂の ちのに 接したり、 覆われたり している とを 
♦複数の 電子 キーび 近くに あると を 

♦電 モキ ーを、 し U 下の よ ラな 電波を 発信す る 製品と 同時に 携帯 または 使用して い 
ると を 

- 他の 車の 電 モキ ー 
- 電波 式 ワイヤレス リモコン 
- パソコン 

♦U ヤ ウインドウ ガラスに 金属を 含む フイルム などが 貼って あると を 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ッ ク① しかた 

ワイヤレス U モ コン 


ドアを 施錠- 解綻 できまず。 


I の 人 


n 全 ドア 施錠 
且全 ドア 解 錠 
曰 パワー バック ドア 開閉* 

(約 1 秒 長 巧し） 

ワイヤレス I」 モ コンの 操作で ドア 
ガラス- ムーン ルーフを 開閉で さ 
るよう に 設定を 変更で さます 
(AX、 ZX のみ）。 詳しくは トヨタ 
販売店に ご 相談  <  ださい。 


口 知識 

■作動の 合図 

ドア： ブヴ ーと 非常 点滅 灯の 点滅で 知らせます。 （陆 錠は 1 回、 解 錠は 2 回） 

パワー バック ドア*  :ブヴ ーと 非常 点滅な の 点滅 （2 回） で 巧ら せます。 

(ブヴ ーは 作動 開始 時に 1 回、 作動 中は 断続的に 鳴ります) 

■作動を 件に ついて 

"エンジン スタートス トップ" スイッチび OFF 1； (外のと をは、 ワイヤレス U 
モ コンび 作動し ません。 

■半 ドア 警告 ブザー 

一 P'  33 

■オート アラーム について 

ワイヤレス U モ コンで 施錠す ると 才ート アラー ムび 設定され ます。 （一 P. 117) 

■電池の 消耗に ついて 

一 P'  34 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


■ 解 錠 操作の セキ ユリ ティ 機能 


一 P'  34 

■電池が 切れた ときは 

一口'  412 

■パ ワー バック ドア* の 反転 作動に ついて 

作動 中に 再度 ワイヤレス U モ コンの スイッチを 押す と、 反転 作動に 切り替わり 
ます。 ただし、 自動 開閉 作動び 開始して 約 1 秒 間は、 再度 ワイヤレス リモコン 
の スイッチを 押しても 反転 作動に 切り替わりません。 

■パ ワー バック ドア* の 開閉に ついて 

随錯 されて いる 状態で も パワー バック ドアを 開ける ことび でさます （ワン モー 
シ ヨン)。  この場合、 バック ドアを 閉めて ち 施錠され ないた め、 ち ラー 度 施錠 操 
作を おこなつ てくだ さい。 

■販売店 または ナビ ゲー シヨ ン 画面で 設定 可能な 機首 目 

ワイヤレス 機能を 非 作動に するな どの 変更び でを ます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


A ま 意 

■機能び 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一 P'  3 日 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ドア （フロント ドア、 U ヤ ドア) 


スマー ト エントリ ー& スター トシス テム や ワイヤレス 機能、 ドア □ッ 
クス イッチを 使って 砲綻- 解綻 できまず。 

■ スマ ー ト エントリ ー & スタ ー トシス テム 

一 P'  28 


■ワイヤレス 機能 

一 P'  40 

■ ドア □ツ クス イッチ 


n 全 ドア 施錠 
0 全 ドア 解 錠 


n 施錠 
曰 解 錠 

運転席 ドアは、 □ック レノ （一び 施 
綻側 になって いても、 車内の ドア 
八ン ドルを 引く と 開け 5 れ ます。 
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(キー を 使わずに 外側 か 5 フ □ント 席 ドアを 施綻 ずると きは 

fcitJ 1 1  □ック レノ （一を 施錠 側に ずる 
Einrgl ドア 八ン ドルを 引いた まま ドアを 閉める 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセサ 1」 ー モード または イグ 
ニッシ ヨン ON モー ドのと を や、 車内に 電子 キーび 放置され ている ときは 施 
綻 されません。 

電子 キーの 位置に よっては、 キーび 正しく 検 知され ずに 施綻 される 場合び あ 
0 ます。 


I チャイルド プ □テク ター 


施錠 側に ずると、 U ヤ席 ドアび 内 
側から 開かな < なりまず 

お 子 さまび 内側 か 日 U ヤ席 ドアを 開 
けない よう にで きます。 両側の 1」 ヤ席 
ドアを 施綻 側に してく ださい。 


曰 知識 

■チャイルド プ □テク ター 使用 時の ドアの 開けち 

ドアを 解 錠して 車 外の ドア 八ン ドルを 引く と 開を ます。 万一 車内から 開ける 場 
合は、 ドア ガラスを 下げて 手を 出し、 車が の ドア 八ン ドルを 引いて ください。 

■販売店 または ナビ ゲー シヨ ン 画面で 設定 可能な 機首 目 

キー 操作に よって 解 錠され る ドアの 設定な どを 変更で をます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■事故を 防ぐ ために 

運転 中は しツ 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 思いち よらず ドアび 開を、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦シー ト ベル トを 必ず 使 巧す る 
♦すべての ドアを 施錠す る 
♦すべての ドアを 確実に 閉める 

♦走行 中は ドア 内側の ドア 八ン ドルを 引かない 

ドアび 開を 車 外に 放り出された りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あります。 とくに、 運転席は □ッ クレバーび 施錠 側に 
なって いても ドアび 開く ため、 ま 意して ください。 

♦お 子 さまを U ヤシー トに 乗せる ときは、 チャイルド プロテクターを 使用して 車 
内から ドアび 開かない よ ラに する 

■ ドアを 開閉ず ると さは 

傾斜 地- ドアと 壁な どの あいだび 狭い 場所 •強風な ど、 周囲の 状況を 確認し、 予 
期せめ 動きに ち 対処で さるよ ラ、 ドア 八ン ドルを 確実に イ呆 持して ドアを 開閉し 
て  <  ださい。 
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1-2. ドアの 開 巧の しかた、 □ッ ク① しかた 

バック ドア 


LU 下の 機能を 使って バック ドアを 施錠- 解綻- 開閉ず る ことび でき ま 
ず。 

■バック ドアの 施錠 •解 錠 

► ス 7 —  ト エン ト U  —  & スター トシス テム 
一 P'  28 

► ワイヤレス 機能 
一 P'  40 

► ドア □ッ クス イッチ 
一 P'  42 

■車が か 5 バック ドアを 開ける には 
►バック ドア オープン スイッチ- 下側 ドア 八ン ドル 


►ワイヤレス 機能 （パ ワー バック ドア 装着 車) 
一 P'  40 


4 已 


1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


車内 か 5 バック ドアを 開ける には （パワー バック ドア 装着 車) 


パワー バック ドア スイッチを 約 
1 秒 長 押しす る 

開閉 作動 中に 再度 スイッチを 押ず 
と、 反転 作動し まず。 

ただし、 作動 開始から 約 1 秒 間は 
反転 作動に 切 0 替わ 0 ません。 


I パワー バック ドア ク □—ズ スイッチ （パ ワー バック ドア 装着 車) 


スイ ッチを 巧す 

バック ドアび 閉まる 途中で スイッチ 
を 押す と、 バック ドアは 再び 開を ま 
す。 


■パ ワー バック ドアを 使用ず ると きは （パ ワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドア^ インス イッチ 
を ON にす る 

DON 

日 N にす ると スイッチ 上部の オレンジ 
色の マークび あらわれます。 

且 OFF 
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I バック ドアを 閉める とさは 


• 上側 バック ドアを 閉める 前に 下 
側 バック ドアび 閉まって いる こ 
とを 確認して ください。 

♦バック ドア 八ン ドルを 持って 
バック ドアを 引 さ 下げ、 必ず 外 
から 巧して 閉めて  <  ださい。 


白 知識 


■パ ワー バック ドアの 作動 可能を 件 （パ ワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドア メイン スイッチび ON で、 しツ 下の 作動 条件を すべて 満たして 
いると をに、 自動で 開閉で をます。 

♦パワー バック ドアび 解 錠され ている （閉 作動を 除く） 

♦下側 バック ドアび 閉まって いる （開 作動の み） 

♦"エンジン スタートス トップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 
開 作動す るには 上記に 加え、 車 まび 3km/h 未満 かつ シフト レバーび P に 
なつて いる こと 

■挟み & み 防止 機能 （パワー バック ドア 装着 車） 

♦上側 バック ドアの 左ち 端 部には、 セン 
ヴ ーび 付いています。 上側 バック ドアを 
自動で 閉めて いると をに、 挟み込み など 
により センサーび 押される と 挟み込み 防 
止 機能び 作動し、 その 位置から ドアは 自 
動的に 反 巧ち 向に 動を、 全開 位置で 停止 
します。 

♦上側 バック ドアを 自動で 閉めて いると を 
に、 下側 バック ドアを 開ける と、 バック 
ドアは 自動的に 反 巧ち 向に 動を ます。 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■バッテリーを 再 接続した とさは （パワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドアを 適切に 作動させる ために、 下記の 初期設定を おこなって く 

ださい。 

• ドアロック スイッチで ドアを 解 錠す る 

♦バック ドアを 手動で 一度 全開に する 
■バック ドア イー ジーク □ー ザー （パワー バック ドア 装着 車） 

上側 または 下側 バック ドアび 半 ドア 状態に なった とを、 イー ジーク ローヴ ーび 

作動し、 バック ドアび 自動で 閉まります。 

♦"エンジン スタートス トップ" スイッチび OFF になって いてち、 イー ジーク 
ローヴ ーは 作動し ます。 

♦イー ジーク □ーヴ ーび 作動 中で も、 バック ドア オープン スイッチ や 下側 バッ 
ク ドアの 八ン ドルを 操作して バック ドアを 開ける ことび でを ます。 

♦下側 バック ドアの イー ジーク □ーヴ ーび 作動 するとを はフヴ ーび 鳴ります。 

■パ ワー バック ドアの 作動に ついて （パ ワー バック ドア 装着 車） 

♦作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴り、 非常 点滅な び 2 回 点滅し ます。 また、 開閉 作動 
中は ブヴ ーび 断続的に 鳴ります。 

♦パ ワー バック ドア メイン スイッチび OFF のとき は、 バック ドアは 自動で 作動 
しません び、 手動で 開閉で をます。 

♦バック ドアび 自動 開閉 中に、 バック ドア オープン スイッチを 押す と、 手動 操 
作に 切り替わります。 

♦バック ドア 自動 開閉 中に、 人 や 異物な どに より 異常を 感知す ると、 ブヴ ーび 
鳴り、 その 位置から 自動的に ドアは 反対ち 向に 動を ます。 

♦連続して 2 回し U 上の 開ち 向の 異常を 感知す ると フヴ ーび 鳴 0、 手動 操作に 切 
り 替わります。 
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■バック ドアが 開かない ときは 

バック ドアを 内側 か ら 開ける ことび でを ます。 

カノ （一を はずす 


傷び 付く のを 防ぐ ため、 図の よ ラに 巧な どを 
巻いて 保護して ください。 


ネジ （1 本） を 取りは ずし、 内側 カバーを 
取りは ずす （パワー バック ドア 非 装着 車） 


Ejra  3 1 レノ （一を 巧す 
►  ノ のーバック ドア 非 装着 車 


手順 


手順 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■販売店で 設定 可能な 機首 目 

スイ ツチ 操作な どのを 要び でを ます。 
(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


A 警告 
■走行 中の 警告 

♦走行 中は バック ドアを 閉じて ください。 

開けた まま 走行す ると 、バック ドアび 車が のちのに あた ったり 荷物び 投げ出さ 
れ たりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

また、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害 や 死 t につな びる おそれび あ 
りを 険 です。 走行す る 前に 必ず バック ドアび 閉まって いる ことを 確認して くだ 
さい。 

♦走行 龍 こ パック ドアび 完全に 閉まって いる ことを 確認して ください。 バック ド 
アび 完全に 閉まって いないと、 走行 中に バック ドアび 突然 開を、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ 0 を険 です。 

♦ラ ゲージ ルームには 絶 巧に 人を 乗せないで ください。 急 ブレーキを かけた とを 
や 衝突した とを などに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あ 〇を険 です。 

■お 子 さまを 柔せ ている ときは 

な 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こに つなび る お 
それび あ 〇を険 です。 

♦ラ ゲージ ルームで お テ さまを 遊ばせないで ください。 

誤って 閉じ込められた 場合、 熱射病な どを 引を 起こす おそれび あります。 

♦お テ さまには バック ドアの 開閉 操作を させない でく ださい。 

不意に バック ドアび 作動したり、 閉める とさに 手 •頭- 首な どを 挟んだり する 
おそれび あります。 


已〇 


A 警告 

■バック ドアの 操作に あたって 

し U 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 体を 挟むな どして 重大な 傷害に つなび る おそれび あり 
を険 です。 

♦バック ドアを 開ける 前に、 バック ドアに 貼り付いた 雪 や 氷な どの 重量 物を 取り 
除いてく ださい。 開いた あとに 重みで バック ドアび 落下す る おそれび あり ます。 

♦バック ドアを 開閉 するとを は、 十分に 周囲の 安全を 確かめて ください。 

♦人び いると きは、 安全を 確認し 動かす ことを 巧ら せる 時 かけ」 をして くださし、。 

♦強風 時の 開閉には 十分 注意して く ださい。 

ルック ドアび 風に あおられ、 勢いよ く 開いたり 開 じたり する おそれび あ ります。 

♦半開 状態で 使 巧す ると、 バック ドアび 落 
ちて 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 0 ま 
す。 とくに 傾斜 地では、 平坦な 場所より 
ち バック ドアの 開閉び しにくく、 急に 
バック ドアび 開いたり 閉じたり する おそ 
れびあ 0 ます。 必ず バック ドアび 全開で 
静止して いる ことを 確認して 使 巧して く 
ださい。 

♦バック ドアを 閉める とさは、 指な どを 挟 
まない よ 5 十分 ま 意して ください。 

♦バック ドアは 必ずが から 軽く 押して 閉め 
てくだ さい。 バック ドア 八ン ドルで 直接 
バック ドアを 閉める と、 手 や 腕を 挟む お 
それび あります。 

♦バック ドア ダン パース テ ーを 持って バック ドアを 閉めたり、 ぶら 下 びったり し 
ないで ください。 

手を 挟んだり、 バック ドア ダン パース テ ーび 破損した りして、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび ありを 険 です。 

♦バック ドアに トヨタ 純正 品し U かの アク セヴ U — 用品を 取り付けないで くださ 
し、 パック ドアの 重量び 重くなる と、 開いた あとに 落ちる おそれび あります。 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■バック ド アイー ジーク □- ザーについて （パ ワー バック ドア 装着 車） 

♦バック ドアび 半 ドア 状態に なった とを、 
イー ジーク □ーヴ ーび 働を 自動で 完全に 
閉まります。 また、 作動し はじめる まで 
に 数秒 かかります。 指な どを バック ドア 
で 挟まない よ ラに ま 意して ください。 骨 
巧な ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 
を険 です。 

♦イー ジーク □-ヴ ーは、 パワー バック ドア メイン スイッチび OFF であっても 
作動す るた め、 指な どの 挟み込みには 十分 ま 意して ください。 

■パ ワー バック ドアに ついて （パ ワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドアの 操作 時は、 し U 下の ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 〇を険 です。 

♦周囲の ま 全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の まわりの 品び 挟み込まれ るを 険び 
ないか 確認して ください。 

♦人び いると をは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 動かす ことを しらせる r 声 か 
け」 をして < ださい。 

♦バック ドアび 自動で 開いて いる 途中で パワー バック ドア スイッチを 押す と、 作 
動び 停止し ます。 坂道な どの 傾斜 地では、 停止 させた とさに 急に 開いたり 閉じ 
たり する おそれび あるた め、 十分 注意して く ださい。 

♦自動 開閉 中に 作動 可能 条件を 満たさ なくなった ときは、 ブヴ ーび 鳴り、 作動び 
停止 し 手動 操作に 切り 替わる 場合び あ ります。 

この場合、 坂道な どの 傾斜 地では バック ドアび 不意に 動を 出す おそれび あるの 
で 十分 ミ 主意して ください。 
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A 警告 

■パ ワー バック ドアに ついて （パ ワー バック ドア 装着 車） 

♦傾斜した 場所では、 自動で 開いた あとに バック ドアび 落ちる 場合び あります。 
バック ドアは 必ず 全開で 静止して いる ことを 確認して く ださい。 

♦なのよ ラ な 場合、 システムび 異常と 判断し 自動 作動び 停止す る ことび ありま 
す。 手動 作動に 切り替わり、 急に バック ドアび 落ちるな どして 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あるた め、 十分に ま 意して ください。 

- 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とを 

- エンジン 停止 時で パワー バック ドアび 自動 作動して いると をに、 "エン ジ 
ン スター ト ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに したり エ 
ン ジンを 始動した りして、 バッテ U — 電圧び 急に 化 下した とを 
♦バック ドアに トヨタ 純正 品し U がの アク セヴ U — 用品を 取り付けないで くださ 
し、。 自動で 作動で をずに パワー バック ドアび 故障したり、 開いた あとに 落ちる 
おそれび あります。 

♦タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー バック ドア メイン スイ ッチを OFF にして 
ください。 OFF にしない と、 いたずら や 誤って スイッチに ふれた とさに パワー 
バック ドアび 動を、 指 や 手な どを 挟んで けび をす る おそれび あります。 

■挟み込み 防止 機能 （パワー バック ドア 装着 車） 

下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に つなび る おそれび ありを 険 です。 

♦挟み込み 防止 機能を 故意に 作動 させよ 5 として、 体の 一部を 挟んだり しないで 
< ださい。 

♦挟み込み 防止 機能は、 バック ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
い 場合び あります。 指な どを 挟まない よ ラに ミ 主意して ください。 

♦挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ちの の 形状 や 挟まれち によって は 作動し ない 場 
合び あります。 指な どを 挟まない よ ラに 注意して ください。 


-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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-2. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A ミち 意 

■ダン パーステーについて 

バック ドアには バック ドアを 支える ための ダン パース テ ーび 取り付けられ てい 
ます。 ダンバー ステ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ためな のこと を お守りく ださい。 

♦ビニール 片- ステッカー- 粘着な などの 
異物を ステ ーの ロッド 部 （棒 部） に 付着 
させない 

•□ッ ド 部を 軍手な どで ふれない 

♦バック ドアに トヨタ 純正 品し U がの アクセ 
ヴ U — 用品を 付けない 

参 ステ ーに 手を かけたり、 横ち 向に 力を か 
けたり しない 

■バック ドア イー ジーク □ー ザ ーの 故障を 防ぐ ために （パワー バック ドア 装着 車) 

イー ジーク ローヴ ーの 作動 中は、 バック ドアに 無理な 力を かけないで ください。 

■パ ワー バック ドアの 故障を 防ぐ ために （パ ワー バック ドア 装着 車） 

♦パワー バック ドアを 作動させる 前に、 凍結に よる バック ドアの 貼り付を びない 
ことを 確認して ください。 バック ドアに 無理な 力び かかって いる 状態で 作動 さ 
せる と、 故障の 原因になります。 

♦パワー バック ドアの 作動 中は、 バック ドアに 無理な 力を かけないで ください。 

♦バック ドア 左ち 端 部の センサーを 刃物な どの 鋭利な ちので 傷付けな いよ ラに 
ま 意して  < ださい。 センサーび 切断され ると 自動で 閉める ことび でさな <な0 
ます。 
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1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

フロン トシー ト 


マニュアル シート 


□ 前後 位置 調整 
旦 U クラ イニング 調整 
□ シー ト 全体の 上下 調整 
(運転席） 

Q クッシ ョ ン 前端の 上下 調整 
(運転席） 

且 腰部 硬さ 調整 （運転席） 


已已 


-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


パワー ンート 


□ 前後 位置 調整 
且 U クラ イニング 調整 
0 クッシ ョ ン 前端の 上下 調整 
□ シー ト 全体の 上下 調整 
且 腰部 硬さ 調整 （運転席） 

0 クッションの 長さ 調整* 
(運転席） 


I アクティブへ ッ ドレ スト* 


皆ち たれに 強い 衝撃を 受ける と、 
フ □ン ト席 乗員の むち 打ちの 症状 
を 軽減させる ためにへ ッ ドレ スト 
び 少し 前方 上側に 動 さまず。 


已 6 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


白 知識  „    

■アクティブへ ッ ドレ スト* について 

背 もたれに 弱い 衝撃を 受けても へッ ドレ ストび 動く 場合び あります び、 故障で 
はありません。 


A 警告 

■シー ト調舊 について 

♦シ ートび 乗員 や 荷物に あたらない ように 注意して ください。 

♦背ち たれは お 要し ツ 上に 倒さないで < ださい。 

事故のと をに 体び シー ト ベル トの 下にち ぐり、 腹部な どに 強い 圧迫を 受けるな 
ど 生命に かかわる 重大な 傷害の おそれび あり 危険です。 

♦マニュアル シート 装着 車は、 シート 調整 後は シートび 確実に 固定され ている こ 
とを 確認して ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

■J ヤシ— 卜 


■ セ カン ド シート 

►  A タイプ 


□ U クラ イニング 調整 
且 前後 位置 調整 


已 S 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


セカンド シート の 格納、 ヴード シート * への 乗り降り 


サー ド シー ト への 乗り降りの 際は、 "セ カン ド シー トの 格納の しかた" の 
巨 画 [互の 操作を おこなって ください。 （一 P. 己 0) 


セ カン ド シー トを 格納す る 前に 
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バックルを 格納し、 ヘッド レスト 
をい ちばん 下まで 下げる 


シー ト ベル ト八ン ガーに が 側 席 
シ ー ト ベル トを 格納し、 プレ ー ト 
を八ン ガー 巧 部に 挿し 込む 

シー ト ベル トが 損傷す るのを 防ぎ ま 
す。 

使用 するとを は シー ト ベル トび シー 
ト ベル ト八ン ガーに かかって いない 
ことを 確認し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■セ カン ド シー トの 格納の しかた 


レバーを 引 < 

背 わたれが 前に 倒れ、 シー トび はね 上 
び 0 ます。 


アシス トグ 1」 ップに フックを か 
け、 シートび 動かな < な るよ ラ 固 
定 ずる 

シー トを ちとに ち どず とを は、 フック 
を 格納し ます。 


シー ト クッション 裏 か 5 シート 
フック カバーを 取りは ずし シート 
フックの 位置に 取 0 付ける 

シー トを ちとに ち どす とを は、 シート 
フック カバーを 取りは ずし、 もとの 位 
置に 取 0 付けます。 


60 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


白 知識 


■ち 側 シートの 背 もたれび 上び 5 ない ときは 

背ち たれを 止まる ところまで 引を 起こす 


背ち たれを 少 し 下げてから 再度 弓 I を 起こす 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


[ヴー ド シート の 格納 （A タイプ）* 


■ ヴー ド シー トを 格納す る 前に 


バックルを 格納ず る 


巨 画 互 中央 席のへ ッ ドレス トを 格納ず る （一口.  80) 

シー ト ベル ト八ン ガーに 外側 席 
シ ー ト ベルトを 格納し、 プレ ー ト 
を八ン ガー 巧 部に 挿し 込む 

シー ト ベル トび 損傷す るのを 防 ざます。 

使用 するとを は シー ト ベル トび シー 
ト ベル ト八ン ガーに かかって いない 
ことを 確認し ます。 


巨 画で 中央 席の シー ト ベル トを 格納ず る （一 P.  84) 


巨呂 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ヴ ー ドシ ー トの 格納の しかた 


ITY13C023a 


へッ ドレス ト 前倒し レバーを 引い 
て 外側 席へ ッ ドレス トを 倒ず 


レノ （一を 操作 して 背ち たれを 倒ず 


イ ン ナーレ ッ グロ ック 解除 レバー 
を 引 < 

シー トび はね上がり、 ス トライ カーび 
起さ 上び 0 まず。 

はね 上げる 際に、 背ち たれう しろに あ 
る 背ち たれ 弓 I き 起こし 八ン ドルび 固定 
されて いる ことを 確認して ください。 

シートを 側面に 巧し 付けて、 確実 
に 固定ず る 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


手順 


シー ト クッション 裏から シート 
フック カバーを 取りは ずし、 シー 
ト フックの 位置に 取 0 付ける 


フ □アに 取り付けた シー ト フック 
カバーを 取りは ずし、 ちとの 位置 
に 取り付ける 


スペース アツ プロ ツク 解除 レバー 
を 引 さ、 シートを おろず 


シートを 巧し 付けて、 確実に 固定 
する 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


ITY13C136b 


背ち たれ ラ しろに ある 背を たれ 引 
き 起こし 八ン ドルを 引を、 背ち た 
れを 起こず 

八ン ドルを 使用した あとは、 ちとの 位 
置に 確実に 固定して ください。 


へッ ドレ ストを 起こず 


巨已 


-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


[ヴー ド シート の 格納 （B タイプ）* 


■ ヴー ド シー トを 格納す る 前に 


バックルを 格納ず る 


巨 画 互 中央 席のへ ッ ドレス トを 格納ず る （一口.  80) 

シー ト ベル ト八ン ガーに 外側 席 
シ ー ト ベルトを 格納し、 プレ ー ト 
を八ン ガー 巧 部に 挿し 込む 

シー ト ベル トび 損傷す るのを 防 ざます。 

使用 するとを は シー ト ベル トび シー 
ト ベル ト八ン ガーに かかって いない 
ことを 確認し ます。 


巨 画で 中央 席の シー ト ベル トを 格納ず る （一 P.  84) 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


I ヴー ド シー トの 背ち たれの 前倒し 

lOTTl "サー ド シー トを 格納ず る 前に" の 操作を おこな ラ （一 P. 日日) 


シートを 前倒しず る 

サー ド シー ト 背ち たれ 前倒し スイ ツ 
チを 巧し、 シー トを 自動的に 巧り たた 
みまず。 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ヴ ー ドシ ー トの 格納の しかた 

サード シート を 格納す る 前に" の 操作を おこなう UP.  66) 


シー トを 格納す る 

サー ド シー ト 格納 スイッチを 押す と、 
自動的に シー トが 格納され ます。 

操作 前に 背 わたれう しろに ある 背ち 
たれ 引を 起こし 八ン ドルび 操作で を 
る ことを 確認して ください。 


シートを 側面に 押し付けて、 確実 
に 固定す る 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


ITI13C172 


シー ト クッション 裏から シー ト 
フック カバーを 取りは ずし、 シー 
ト フックの 位置に 取り付ける 


フ □アに 取り付けた シー ト フック 
カバーを 取りは ずし、 ちとの 位置 
に 取り付ける 


スペース アツ プロ ツク 解除 レバー 
を 引 さ、 シートを おろず 


シートを 巧し 付けて、 確実に 固定 
する 


69 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


背ち たれ ラ しろに ある 背ち たれ 引 
さ 起こし 八ン ドルを 引を、 背を た 
れを 起こず 

八ン ドルを 使用した あとは、 ちとの 位 
置に 確実に 固定して ください。 


へッ ドレ ストを 起こず 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■ リ ヤシー トを 操作ず ると きは 

け 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦走行 中に 1」 ヤシ ー トを 操作 しない 

♦平坦な 場所で パーキング ブレーキを 確実に かけ、 シフト レバーを P にす る 
♦倒した 背ち たれ や ラ ゲージ ルームに 人を 柔 せて 走行し ない 
♦お テ さまび ラ ゲージ ルームに 入らない よ ラを 意す る 
■ リク ライニング 調整に ついて 
背ち たれは 必要し U 上に 倒さないで < ださい。 

事故のと をに 体び シー ト ベル トの 下にち ぐり、 腹部な どに 強い 圧迫を 受けるな 
ど 生命に かかわる 重大な 傷害の おそれび ありを 険 です。 

■シ ート 格納 時は 

♦走行 中は、 格納した シートに 柔 つたり、 ものを 置いたり しないで ください。 

♦シート フックの 位置に 確実に シート フック カバーを 取り付けて ください。 
お守り いただかな いと、 やけどを する おそれび あり を険 です。 

■背 もたれを もとの 位置に ち どした あとは 

下の ことを 必ず お守り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦シートの あいだに 手 や 足な どを 挟まない よ ラ ま 意す る 
♦背 もたれを 前後に 輕く ゆさぶり、 確実に 固定す る 

♦シー ト ベル トび ねじれて いたり、 シー ト 下に 挟み込まれて いない か 確認す る 
♦シー ト ベル トび シー ト ベル ト八ン ガーから はずれて いるか 確認す る 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A ミち 意 

■シ ートを 操作ず ると きは 

♦可動 部 や 結合 部に 手 や 足な どを 挟まない よ ラに ま 意して ください。 

♦シートに 人び 乗って いる 状態で シート アレンジ 操作を しないで ください。 

■部品の 損傷を 防ぐ ために 

ス トライ カーに ものを かけたり 取り付けたり しないで ください。 

■シ ートを 格納ず る 前に 
シートベルトと バックルを 格納して ください。 

■サード シート* をち どした あとは 

ヴー ド シー トの 背ち たれ ラ しろに ある 背ち たれ 引を 起こし 八ン ドルび 固定され 
ている ことを 確認して ください。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

ドライ ビング ポジ シ ヨン メモリー* 


お 巧みの ドライビング ポジション （運転席- 八ン ドルの 位置- ドア ミ 
ラーのち 度） を 登録して、 ワンタッチで 呼び出ず ことができまず。 ま 
た、 ドアの 解 錠と 連動させる ことができまず。 （メモリー コール 機能） 
ドライビング ポジションは 3 パ ター ン まで 登録で きまず。 

■ ポジ ショ ンの 登録 

MM\ 1 1  "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ョン 
ON モー ドに ずる 

固圆 [互 運転席 •八ン ドル- ドア S ラーち 度を お好みの 位置に 調整ず る 

SET ボタンを 巧 して か 日、 3 秒 
じ (内に 1 〜 3 の ラち 登録したい 
ボタ ン をブヴ ーび 鳴る まで 巧ず 

すでに 同 じ ボタンに 登録され てい 
る 場合は、 上書きされ ます。 


■ ポジ シヨ ンの 呼び出し 

iium シフ トレバーび P の 位置に ある ことを 確認ず る 

HH]" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 
ON モー ドに ずる 


1 〜 3 の ラち 呼び出したい ボタ 
ンを 巧ず 

ボタンを 巧す とブヴ ーび 鳴 0 ま 
す。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


I ドアの 解 錠と 連動させる には （メモリー コール 機能) 

お好みの ポジションを あらかじめ 1 ~3 のい ずれ かの ボタンに 登録して 
おさまず。 


► ワイヤレス U モ コンでの 登録 

巨 10 運転席 ドアを 閉めた 状態で、 "エンジン スタート ストップ" ス 
イッチを イグ ニッシ ヨン ON モー ドから OFF にず る 


1 〜 3 の ラち 連動 させたい ボタン 
を 押しな びら、 ワイヤレス U モコ 

ンの 3 ボタンを ブヴ ーび 鳴る 
まで 巧ず 

スマ ー ト エン ト IJ 一 & スター トシス 
テム または ワイヤレス 1」 モ コンで ド 
アを解 錠して 運転席 ドアを 開ける と、 
ドライビング ポジ シヨ ンび 呼び出さ 


れ ます。 


オー ト アラームの 誤作動 防止の ため、 登録 後は いったん ワイヤレス U モコ 
ンで解 錠し、 ドアを 開閉して ください。 （ d ボタンを 巧して 30 秒 じ (内 
に ドアを 開けなかった 場合は、 ドアび 再び 施錠され オー ト アラームび 設定 
されます。） 

オー ト アラームび 作動し 警報び 鳴って しまったと をは、 作動を 停止す る 操作を 行って 
ください。 （一 P. 1 18) 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


► ドア □ッ クス イッチでの 登録 

登録 させたい キーの み 携帯 してく ださい。 車内に キーび 2 つじ (上 あると、 
正確に 登録で さません。 

巨画で 運転席 ドアを 閉めた 状態で、 "エンジン スタート ストップ" ス 
イッチを イグ ニッシ ヨン ON モー ドから OFF にず る 

1 〜 3 の ラち 連動 させたい ボタン 
を 押しな びら、 ドア □ッ クス イッ 
チの 施錠 側また は 解 錠 側を ブヴー 
び 鳴る まで 巧ず 

スマ ー ト エン ト IJ 一 & スター トシス 
テム または ワイヤレス U モ コンで ド 
アを解 錠して 運転席 ドアを 開ける と、 
ドライビング ポジ シヨ ンび 呼び出さ 
れ ます。 


白 知識 

■ ドアの 解 錠との 連動を 解除ず るには 

Earn 1 1 運転席 ドアを 閉めた 状態で、 "エンジン スタート ストップ’’ スイッチ 
をイ グこ ッシ ヨン 日 N モー ドから OFF にす る 

tmi 2  I ワイヤレス U モ コンで 解除す る 場合； SET ボタンを 押しながら、 ワイ 
ヤ レス U モ コンの 3 ボタンを ブヴ ーが 鳴る まで 押す 
ドア □ッ クス イッチで 解除す る 場合： SET ボタンを 押しながら、 ドア 
□ッ クス イツ チの 施錠 側また は 解 錠 側を ブヴ ーが 鳴る まで 押す 


7 已 


-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■柔車 前に D 乎び 出ずに は 

運転席 ドアを 開け、 180 砂し U 内、 または 運転席 ドアを 閉め 日 0 砂!; (内に 呼び出 
したい ポジションの ボタンを 押す と、 シートの 位置び 調整され ます。 八ン ドル 
の 位置は "エンジン スタート ストップ" スイッチを 押す と 調整され ます。 

■ポジ ショ ンの D 乎び 出 し 作動を 止める には 

liTF のい ずれ かの 操作を します。 

♦  SET ボタンを 押す 
♦1 〜 3 の ボタンを 押す 

• シー ト 調整 スイ ッ チの いずれ かを 操作す る （シー ト のみ 作動 停止） 

■バッ テ リーとの 接続が 断たれた とさは 

記憶した ポジ シヨ ンび 消去され るので、 再 設定び 必要と なります。 


A 警告 

■シート 調整 時の 警告 

シート 調整 時は、 シートび セカンド シート 乗員に あたったり、 運転者の 体び 八 
ン ドルに 圧迫され たり しないよ ラ ま 意して ください。 


A ま 意 

■メモリー コール 機能を 登録ず ると きに 

手順 2( 一 P.  74) で ブヴー び 鳴ったら、 ドア □ッ クス イッチから 手を 離して く 
ださい。 そのまま ドア □ッ クス イッチを 押し 続ける と、 オートドア □ック •ア 
ン ロック 機能 （一 P.  42) び 切り替わる 場合び あります。 
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1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

ぺッ ドレ スト 


■フ □ント シート 


□ 上げる 
曰 下げる 

解除 ボタンを 押しな びら 操作し ま 
す。 


前後 調整* 


□ 上げる 
曰 下げる 

下げる とさは、 解除 ボタンを 押し 
ながら 操作し まず。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ヴー ド シート （が 側 席）* 


格納 時 

へッ ドレス ト 格納 レバーを 引 さな 
び 5 格納し ます。 


曰 知識 


■へッ ドレス トの 高さに ついて 


必ずへ ッ ドレス トの 中む び 両耳の いちばん 
上の 辺りになる よ ラ 調整して ください。 


■セ カン ドシー ト 中央 席のへ ッ ドレス トの 使用に ついて 


使用 するとを は、 常に 格納 位置 （ヘッド レ 
ストび 最も 下 びった 位置） から "カ チッ "と 
音び する まで 上げた 位置に して <  ださい。 
また、 ヘッド レストを 押し下げ、 確実に 固 
定 されて いる ことを 確認して ください。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ヘッド レス トの 取りは ずし 

►フ □ント シート 


ス □ッ トに マイナス ドライバーを 挿し 込む 
(ス □ッ ト はへ ッ ドレ ストち 側に あります） 


司 マイナス ドライバーを 挿し 込みな がらへ ッ ドレス トを引 さ 抜く 
►セカンド シート 

解除 ボタ ンを押 しなが ら 取り はずす 


►サード シート 中央 席 > 


解除 ボタ ンを押 しなが ら 取り はずす 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


►サード シート 外側 席 （サード シート A タイプ）* 


ス □ッ トに マイナスドライバ ーを 巧し 込む 
(ス □ッ ト はへ ッ ドレ スト 左側に あります） 


お M  2  I マイナス ドライバーを 挿し 込みな びら へッ ドレス トを 引を 抜く 

■サー ド シート 外側 席 ヘッド レストの 取り付け （サー ド シート A タイプ）* 

Eja 1 1 挿入 巧に へッ ドレ ストを 挿入す る 
な 1IBI  2  I へッ ドレ ストび □ック する 位置まで 押し込む 

■サー ドシー ト 中央 席のへ ッ ドレス トの 格納に ついて* 


ヴー ド シー ト 背面の ファスナーを 開けて 
へッ ドレ ストを 格納し ます。 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■へッ ドレス ト について 

liTF のこと を お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦へッ ドレ ストは、 それぞれの シート 専用の ものを 使用す る 
♦へッ ドレス トを 正しい 位置に 調整す る 

♦へッ ドレス ト 調整 後は、 へッ ドレス トを 押し込んで 確実に 固定され ている こと 
を 確認す る 

♦へッ ドレ ストを はずした まま 走行し ない 
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1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

シー ト ベルト 


ずべ ての 乗員は、 走行 前に 必ず シー ト ベル トを 正し < 着用して < ださ 
い。 

■正しく 着用す るには 

• 肩部べ ル トを 肩に 十分 かける 
首に かかった 0、 肩からは ずれな 
いよ ラに して  <  ださい。 

• 腰部べ ル トを 必ず 腰骨ので さ 
る だけ 低い 位置に 密着させる 

♦背を たれを 調整し、 上体を 起 
こし、 深く 腰かけて 座る 

• ねじれ びないよ ラに ずる 

■着けち、 はずしち （フ □ント シート •セカンド シート •ヴー 
ド シート 州 則 席*) 

n 固定 

"カ チッ" と 音び ずるまで 挿し 込み 
ます。 

旦 解除 

解除 ボタンを 巧し ます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


着けち、 はずしち （サード シート 中央 席*) 

プレー トを取 0 出ず 


バックル 日に "カ チッ" と 音び 
ずるまで プレート 日 を 挿し 込む 


バックル A に "カ チッ" と 音び 
ずるまで プレート A を 挿し 込む 

はずす とさは、 バックル A の 解除 
ボタンを 巧して 解除し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■分離 •格納の しかた （ヴー ド シート 中央 席*) 


バックル A の 解除 ボタ ンを 巧ず 


メカニカル キー、 または プレー 
卜 A を バックル 日に 挿し 込む 

シー ト ベル トを 分離- 格納す ると 
きは、 ベルトを 持ちな び 5 ゆつ く 
り卷き もどします。 


プレ ー ト A、 日を 重ねて ホ ルタ ー 
に 格納ず る 

もとに もどず ときは、 逆の 手順で 
プレートを 取 0 出し、 バックル B 
に プレート B を 挿し 込みます。 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ シー ト ベル トの局 さ 調節 （フ □ント 席 •セ カン ド シー トが側 
席） 

□ ボタンを 巧し なび 日 下げる 
且 上げる 

"カ チッ" と 音び して 固定され ると 
ころまで 動かして < ださい。 


I シー ト ベル トプリ テン シヨ ナー 
(フ □ン トシー ト •セ カン ドシー トの 外側 席) 


前方 か 5 強い 衝突を 受けた とさ 
や、 横転した とさに シートベルト 
を 引 さ 込む ことで 適切な 乗員 拘束 
効果の 確保に 貢がし まず。 

前ち か 日の 衝撃び 弱い とを や、 横 や ラ 
しろ か 5 の 衝撃のと をは 作動し ない 
場合び あ 0 まず。 


I プリ クラッシュ シー ト ベルト （プリ クラッシュ セー フ テイ システム 装着 
車の フ □ン トシー ト） 

レーダー センサー により 衝突 物び 検 知され、 衝突び 避けられな いと 判断 
したと き、 衝突の 前に フ □ント シートベルトを 巻き 取り、 プ U テン シヨ 
ナ ーの 効果を 高めます。 

急 ブレーキを かけた とき や、 車び コン ト □ー ルを 失った ときち 同様に 作動し ます。 
レ P.  2 白 3) 


8 已 


-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


白 知識        

■緊急 時 シー ト ベル ト 固定 機構 

急停車 や 衝撃び あった とを ベルトび □ック されます。 急に 体を 前に 倒したり、 
シー ト ベル トを すばやく 引を 出して ち □ック する 場合び あります。 一度 ベルト 
を 強く 引いて から ゆるめ、 ゆっくり 動かせば、 ベルトを 引を 出す ことび でを ま 
す。 


■巧娠 中の 女性 や 疾患の あるち の 場合 

医師に ミ 主意 事項を 確認の 上、 必ず 正し < 着 
用して ください。 （一 P.  82) 

妊娠 中の ちち、 通常の 着用の しかたと 同じ 
よ ラに、 腰部べ ル トび 腰骨ので をる だけ 化 
い 位置に かかる よ ラに お腹の ふくらみの 下 
に 着用して ください。 また、 肩部 ベルトは 
確実に 肩を 通し、 お腹の ふくらみを 避けて 
胸部に かかる よ ラに 着用して ください。 

ベルトを 正しく 着用して いないと、 衝突し 
たと をな どに、 母体 だけで な < 胎 おまで び 
重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 じに 
つなび る おそれび あ 0 ます。 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■サー ドシー ト 中央 席の シー ト ベル トび 引き出せない とさは* 

シー ト ベル トと ホルダーの あいだに 指を 入 
れ、 ベルトを 矢印の ち 向に 強く 引いて から 
離す と 引を 出す ことび でを ます。 


■お 子 さまの シー ト ベル トの 使いち 

車の シートベルトは、 シートベルトを 装着す るのに 十分な、 大人の 体格を 持っ 

た 人 用に 設計され ています。 

♦シー ト ベル トび 正しい 位置で 着 巧で をない ル さな お テ さまの 場合は、 お 子 さ 
まの 体に 合った チャイルド シート を 使用して ください。 （一 P. 139) 

♦シー ト ベル トび 正しい 位置で 着用で をる お テ さまの 場合は、 シー ト ベルトの 
着用の しかたに 従ってく ださい。 （一 P.  82) 

■ シー ト ベル ト プリ テン シヨ ナー について 

♦シー ト ベル トプ U テン シヨ ナ ーは 一度 しか 作動 しません。 玉 まを 衝突な どで 
連続して 衝撃を 受けた 場合で ち、 一度 作動した あとは、 その後の 衝突では 作 
動し ません。 

♦助手席に 乗員び いないと、 助手席 シートベルト プ U テン シ ヨナ ーは 作動し ま 
せん。 しかし、 シートに 荷物び 置かれて いたり、 シートベルトの バックルび 
留められ ている 場合は、 乗員び いなくて ち 助手席 シートベルト プ 1」 テン シヨ 
ナ ーび 作動す る ことび あります。 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

急 ブレーキ や 事故の 際の けび を 避ける ため、 し U 下の ことを 必ず お守りく ださい。 
お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れび友 0 ます。 

■シー ト ベル トの 着用に ついて 

♦まに 柔 ると をは 全員び シー ト ベル トを 着用す る 
♦シートベルトを 正しく 着用す る 

♦シー ト ベル トは ひとつに つを 一人で 使用す る 
おモ さまでち ひとつの ベル トを 複数の 人で 使用 しない 

♦お 子 さまは セ カン ド シー ト または ヴー ド シート* に 座らせて シー ト ベルトを 
着用させる か、 チャイルドシートを 使用す る 

♦シー トは 必要し i (上に 倒さない 
上体を 起こし、 シートに 深く 座る 

♦肩部べ ル トを 腕の 下に 通して 着用 しない 

♦腰部 ベルトは でさる だけない 位置に 密着 させ 着用す る 

♦ヴー ド シー ト 中央 席* の シー ト ベルトを 
使用 するとを は、 プレート B と バックル 
B を 結合して ください。 


88 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■お テ さまを 柔 せる ときは 

お テ さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 万一べ ル トび 首に 巻を 付い 
た 場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

誤って そのよ ラな 状態に なって しまい、 バックルち はずせない 場合は、 八ヴ 5 
などで シー ト ベル トを 切断して ください。 

■シー ト ベル トの 損傷- 故障に ついて 

♦ベルト やプレ ート、 バックル 等は、 シート や ドアに 挟むな どして 損傷 しないよ 
ラに してく ださい。 

♦シー ト ベル トび 損傷した とさは、 シー ト ベル トを 修理す るまで シー トは 使用し 
ないで  <  ださい。 

♦プレートび バックルに 確実に 挿し 込まれて いるか、 シートベルトび ねじれて い 
ないかを 確認して く ださい。 ラ ま < 挿 し 込めない 場合は ただちに トヨ タ 販売店 
に 連絡して ください。 

♦ちし 重大な 事故に あった とさは、 明らかな 損傷び 見られない 場合で ち、 シー 
卜、 シートベルトを 交換して ください。 

♦プ U テン シヨ ナー付 シートベルトの 取り付け. 取りは ずし. 分解. 廃棄な ど 
は、 トヨタ 販売店し ツが でしないで ください。 

不適切に 扱 ラと、 正常に 作動し なくなり、 重大な 傷害を 受けた 0、 最悪の 場合 
死 こに つなび る おそれび あ 0 ます。 

■助手席 シー ト ベル ト プリ テン シヨ ナー について 

助手席 座 面には 座布団な どを 敷かないで < ださい。 

柔 員の 重量び 分散され るた め センサーび 柔 員を 検知 せず、 衝突 時に 助手席の 
シートベルト プ 1」 テン シ ヨナ ーび 作動し ない ことび あります。 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■プリ テン シ ヨナー付 シー ト ベルトに ついて 

シー ト ベル トプ U テン シヨ ナーび 作動す ると、 SRS エア バッ グ / プ U テン シヨ 
ナー 警告な び 点な します。 その 場合は、 シートベルトを 再 使用す る ことび でを 
ないた め、 必ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 

■プリ クラッシュ シー ト ベルトに ついて 

プ U クラッシュ シー ト ベル トを 過信し ないで ください。 

運転 するとを は 常に 周囲の 状況に 注意し、 ま 全 運転を むびけ てくだ さい。 


A ま 意 

■サー ドシー ト 中央 席の シー ト ベル ト について* 

ヴー ド シー ト 運転席 側の 背ち たれを 前倒し するとを し U 外は、 ベル トを 分離し な 
いで  <  ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

八ン ドル 


►マニュアル チル ト & テ レスコ ピック ステアリング 
八ン ドル 位置を 運転し やず いように 調 壁で きまず。 


■ 上下 位置 調 壁 


■前後 位置 調舊 


八ン ドルを 持ち、 テレス コピッ 
クス テア 1」 ング レノ （一を 下げる 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


八ン ドルを 前後に 動かし、 適切 
な 位置に ずる 

位置び ミ夫定 した 5、 テレス コピッ 
クス テア I」 ング レバーを 上げて 八 
ン ドルを 固定して ください。 


►電動 チル ト & テ レスコ ピック ステアリング 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ u— モード また 
はイグ ニッシ ヨン ON モー ドのと き、 バン ドル 位置を 運転し やず いよ 
うに 調 壁で きまず。 


D 上 

曰 下 

□ 手前 
Q 前方 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


I 才ート アウ エイ & 才ー トリ ター ン 機能* 


"エンジン スター トス トップ" ス 
イッチを OFF にず ると、 柔り 降り 
びし やず いよ ラに 八ン ドルび 動 さ 
よ ^  〇 

"エンジン スタート ストップ" ス 
イッチを ア クセサ U — モー ド または 
イグ ニッシ ヨン 日 N モー ドに すると、 
わとの 位置に ちどります。 


白 知識 

■/\ン ドル 位置の 自動 調 舊 （ ドライビング ポジション メモリー 装着 車） 

お好みの 八ン ドル 位置を ドライビング ポジション メモ U —に 登録す ると、 自動 
で 調整され ます。 （一 P.  73) 


A 警告 
■走行 中の 警告 

走行 中は 八ン ドル 位置の 調整を しないで  <  ださい。 

運転を 誤り、 死 t や 重大な 傷害に つなび るよ ラな 事故になる おそれび あります。 

■  A ン ドル 位置を 調整した あとは （マニュアル チル ト & テ レスコ ピック ステ アリ 
ング 装着 車） 

八ン ドルび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

固定び 不十分 だと 八ン ドルの 位置び 突然 かわり、 死 t や 重大な 傷害に つなび る 
よ ラ な 事故になる おそれび あ D ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

イン ナ ー5 ラー 


►マニュアル 防 眩 =ラー 
後続 車の ライ ト がまぶ しいと さは、 
(防 眩） でさまず。 


レバーを 操作 して 反射光を 減少 

n 通常 使用 時 
旦 防 眩 時 


► 自動 防 眩 S ラー 

自動 モード にしておくと、 センサーび 後続 車の ライトを 感知し、 自動 
で 反射光を 減 かさせまず。 


自動 モードの 切 0 替え 

自動 モー ドのと さは インジ ケー 
ターび 点な します。 

"エンジン スター トス トップ" ス 
イッチを イグ ニッシ ョン ON モー 
ドに したと をは、  'ラーは 常に 自 
動 モー ドに なって います。 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


I 上下 調 壁の しかた 


イン ナー ミラー 本体を 持って、 上 
下方 向に 調整ず る 


曰 知識 


■センサーの 誤動作 防止 （自動 防 眩 5 ラー 装着 車） 

センサーの 誤 操作を 防ぐ ため、 センサーに 
ふれたり、 センサーを 覆ったり しないで < 
ださい。 


9 已 


1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

ドア 巧- 
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1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


ドア ミラーを 格納ず ると きは 


マニュアル タイプ 


S ラー 全体を 手で 巧 して 格納ず る 


ボタンを 巧して ドアミラーを 格納 
する 

わう 一度 巧す と、 わとの 位置に もど 0 
ます。 
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-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


白 知識   

■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード、 または イ グニッ 
シ ョン ON モードの とを 

■  S ラーび 量った とさは （ミラー ヒ ーター 装着 車） 

1」 ヤ ウイン ドウ デフ ォッ ガーを 作動させる と、 5 ラーヒーターび 同時に 作動し、 
曇りを 取る ことび できます。 （一 P.  32 己） 

■リバース 連動機 能* 

5 ラー選択 スイ ッチび L または R の 位置に なって いると をは、 後退 時に 5 ラー 
の 角度び 下向を になり、  下ち び 見やす くなります。 この 機能を 使用 しないと を 
は、 5 ラー選択 スイッチを 中立の 位置 （L-R の あいだ） にして ください。 

■ミラー角度の 自動 調整 （ ドライビング ポジ シ ョン メモリ ー 装着 ま） 

お好みの 5 ラー角度を ドライビング ポジション メモ U- に 登録す ると、 自動で 
調整され ます。 （一 P.  73) 

■自動 防 眩 機能 （自動 防 眩 5 ラー 装着 車） 

イン ナー 5 ラーを 自動 モード にしておくと、 ドア 5 ラーち 連動して 防 眩 機能び 
作動し ます。 （一 P.  94) 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■走行して いると をは 

走行 中は しツ 下の ことを おず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 運転を 誤り 思わめ 事故の 原因と なって 重大な 傷害 や 死 
t につな びる おそれび あります。 

♦5 ラーの 調整を しない 
参 5 ラーを 格納 した まま 走らない 

必ず 走行 前に 運転席 側 および 助手席 側の 5 ラーを 復帰して、 正し < 調整す る 

■5 ラーび 動いて いると さは 

手を ふれないで ください。 

手を 挟んで けび を したり、 = ラーの 故障の 原因になる おそれび あ ります。 

■  S ラー ヒー ターび 作動して いると をは （5 ラー ヒー ター装着 車） 

鏡面び 熱くなる ので みれ ないで ください。 
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1- 五シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

補助 確認 装置 申 


発進 時 または ごく 低速 時に、 車両 前面と 助手席 側車 両側 面を 確認ず る 
とさに 役立ちまず。 


S ラーび 動いて しまった とさ 
は、 S ラーの 突起と ステ ーの 溝 
の 位置を 合わせて、 己 ラーの 位 
置を を どし まず。 


曰 知識 


■ S ラーに 映る およその 節 囲 


身長. シートの 位置に より、 確認で をる 範 
囲は 異なります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A ミち 意 

■補助® 認 装置に ついて 

♦補助 確認 装置の 鏡面 部に 巧れ び 付着して いると をは、 やわらかい 巧な どを 使用 
して ミちれ をふさ 取って ください。 

♦車両 直前-直 左 部 や 後ち の 確認は 直接 確認す るか、 イン ナー 5 ラー- ドア 5 
ラーな どち 併 巧し 十分 注意して おこなって ください。 
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1-4. ドア ガラス- ムーン ルー フの 開けち、 閉め 方 

パワー ウインドウ 


スイ ツチで ドア ガラスを 開閉で さまず。 


n 閉める （スイッチを 途中で 保 
持） 

スイッチを 離す まで、 ドア ガラス 
び 閉ま D ます。 

旦 自動 全閉 X’ 

0 開ける （スイッチを 途中で 保 
持） 

スイッチを 離す まで、 ドア ガラス 
び 開を ます。 

Q 自動 全開 X’ 

途中で 停止 するとを は、 スイッチを 
反対側へ 操作し ます。 


■□ッ クス イッチ 


スイ ッ チを 巧して 運転席 じ (外の ド 
ア ガラスを 作動 不可に ずる 

お 子 さまび 誤って ドア ガラスを 開閉 
する ことを 防止で きます。 
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1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


白 知識      

■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 
■ "エンジン スタートス トップ" スイッチ OFF 後の 作動 

"エンジン スタートス トップ" スイッチを ア クセヴ U- モード または OFF にし 
た あとで も、 約 4 已 秒 間 ドア ガラスを 開閉で をます。 ただし、 その あいだに 運 
転 席 ドアを 開閉す ると 作動し なくなります。 

■挟み a み 防止 機能 

ドア ガラスを 閉めて いると をに、 窓 巧と ドア ガラスの あいだに 異物び 挟まる と、 
作動び 停止し、 少し 開を ます。 

■パ ワー ウインドウを 閉める ことび できない ときは 

挟み込み 防止 機能び 異常に 作動して しまい、 ドア ガラスを 閉める ことび でさな 
いとき は、 閉める ことび でさない ドアの パワー ウインドウ スイッチで、 下記の 
操作を おこなって ください。 

♦まを 停止し、" エンジン スター ト ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON 
モードの 状態で、 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 引を 続 
ける ことで ドア ガラスを 閉める ことび でさます。 

♦上記の 操作を おこなって ち ドア ガラスび 閉まらない 場合、 挟み込み 防止 機能 
の 初期化を なの 手順で 実施して  <  ださい。 

m]] パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 引を 続け、 ドア 
ガラスを 閉めた あと、 さらに スイ ッチを 6 秒 間引を 続ける 

HI 互 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 押し 続け、 ドア 
ガラスを 全開に した あと、 さらに スイ ッチを 2 秒 間 押 し 続ける 

fe 曲 細 3 1 再度、 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 引き続け、 
ドア ガラスを 閉めた あと、 さらに スイ ッチを 2 砂 間引を 続ける 
ドア ガラス 作動 途中で スイッチから 手を 離す と、 最初から やり直しと なります。 
しツ 上の 操作を おこなって ち 反転して 閉じ 切らない 場合は、 トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 

■販売店で 設定 可能な 機首 目 

ドア キー 連動 ドア ガラス 開閉機 能な どを 設定す る ことび でを ます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 
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1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


A 警告 

■ ドア ガラスを 開閉ず ると をは 

し U 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

• ドア ガラスを 開閉 するとを は、 乗員の 手- 
腕  •頭-  首な どを 挟んだり 巻を 込んだり 
しないよ うにして ください。 とくに お テ 
さまへは 手な どを 出さない よ ラに 声 かけ 
をして  <  ださい。 

♦お テ さまには、 ドア ガラスの 操作を させ 
ないで  <  ださい。 

ドア ガラスに 挟まれたり 巻を 込まれたり 
して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

■挟み & み 防止 機能 

♦挟み込み 防止 機能を 故意に 作動させる ため、 柔 員の 手' 腕' 頭- 首な どを 挟ん 
だり しないで ください。 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦挟み込み 防止 機能は、 ドア ガラスび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
し觸 合び あります。 また、 挟み込み 防止 機能は、 スイッチを 引き続けた 状態で 
は 作動し ません。 指な どを 挟まない よ ラに 注意して  <  ださい。 重大な 傷害を 受 
ける おそれび ありを 険 です。 
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1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


A ミ 主意 


I ドア ガラスを 開閉ず ると をは 

liTF のこと を お守り ください。 

♦運転席 スイ ツチと 他の ドア スイ ツチを 同時に 逆ち 向に 動かさない 
• ドア ガラスの 全開、 全開 後に 同じち 向に スイッチを 押し 続けない 


10 已 


-4. ドア ガラス- ムーン ルー フの 開け 方、 閉めち 

—ン ルー フ* 


天井に ある スイッチで ムーン ルー フを 開閉- チル ト アップ/ダウン 
ずる ことが でさまず。 

■ 自動 開閉 

11開< 

全開 手前 位置で 止ま 0 ます。 全開 
にしたい とさは、 スイッチ をち ラ 
一度 巧して ください。 

曰 閉まる 

途中で 止める には、 スイッチを 軽 
く 巧し ます。 


n チル ト アップ 
旦 チル ト ダウン 

途中で 止める には、 スイッチを 軽 
く 巧し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


白 知識      

■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 

■"エンジン スタートス トップ" スイッチ OFF 後の 作動 

"エンジン スタートス トップ" スイッチを ア クセヴ U- モード または OFF にし 
た あとでち、 約 4 已 砂 間は 操作で をます。 ただし、 その あいだに 運転席 ドアを 
開閉す ると 作動し なくなります。 

■挟み込み 防止 機能 

ムーン ルーフを 閉める とを、 または チル ト ダウン するとを に、 ムーン ルーフび 
異物の 挟み込みを 感知す ると、 作動び 停止し 少 し 開を ます。 

■閉め 忘れ 警告 表示 （オプ ティ ト □ン メーター 装着 車） 

"エンジン スター ト ストップ" スイッチび OFF で ムーン ルー フび 開いて いる 
と、 運転席 ドアを 開けた とさに フヴ ーび 鳴り、 メーター 内の マルチ インフォ メー 
シヨ ン ディ ス プレイ にメ ッ セージび 表示され ます。 

■閉め 忘れ 警告 ブザー （アナ □グ メーター 装着 車） 

"エンジン スター ト ストップ" スイッチび OFF で ムーン ルー フび 開いて いる 
と、 運転席 ドアを 開けた とさに フヴ ーび 鳴ります。 

■風 切 音の ほ 減 

自動で 開けた ときに 停止す る 位置 （全開 手前 位置） で 走行す ると、 風 切 音を 化 
減で をます。 

■サン シエード 

手動で 開閉で さます。 ただし、 ムーン ルーフび 開く とさは 連動して 開を ます。 
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1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


■反 おして 閉じ 切 6 ない ときは 

下記の 操作を おこなって ください。 
♦閉まる とさに 反転し、 閉じ 切らない 場合 


な 1IB1 1 I 車を 停止す る 

feiltJ  2  I  CLOSE 側を 押 し 続ける※ 

•スイ ッチを 押し 続けて いる あいだ、 ムーン ルーフび 開閉 作動を 繰り 
返します。 

•ムーン ルーフび 全開 したら 復帰 操作び 完了 します。 

♦チル ト ダウンのと をに 反転し、 閉じ 切らない 場合 
EJta 1 1 車を 停止す る 

EJia  2 1  UP 側を 押す 

ムーン ルー フを チル ト アップが 態に します。 

UiM 3 1 スイッチから一度 手を 離し、 もう一度 UP 側を 押し 続ける X’ 

•スイ ッチを 押し 続けて いる あいだ、 ムーン ルーフび 開閉 作動を 繰り 
返します。 

•ムーン ルーフび 全開 したら 復帰 操作び 完了 します。 

復帰 操作 作動 中は スイッチを 押し 続けて ください。 途中で スイッチから 手を 
離す と 最初から やり直しと なります。 

しツ 上の 操作を おこなって ち 反転して 閉じ 切らない 場合は、 トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 

■販売店で 設定 可能な 機首 目 

ドア キー 連動 ムーン ルーフ 開閉機 能な どを 設定す る ことび でを ます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 
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1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


A 警告 


■ムーン ルーフを 開けて いると きは 

し U 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦走行 中は ルーフから 手 や 顔を 出さない 
♦開 □部に 腰かけない 

■ムーン ルーフを 開閉ず ると さは 

下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あ 0 ます。 

♦ムーン ルーフを 開閉、 または チル ト ダウ 
ン するとき は、 乗員の 手 •腕 •頭- 首を 
挟んだ D 巻を 込んだり しないよ ラに ま 意 
してく ださい。 

♦お テ さまには、 ムーン ルーフの 操作を さ 
せないで  <  ださい。 

ムーン ルーフに 挟まれたり 巻を 込まれた 
り して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 
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1-4. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開けち、 閉め 方 


A 警告 

■挟み a み 防止 機能 

♦挟み込み 防止 機能を 故意に 作動させる ため、 柔 員の 手' 腕' 頭- 首な どを 挟ん 
だり しないで  <  ださい。 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦挟み込み 防止 機能は、 ムーン ルーフび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し 
ない 場合び あります。 また、 挟み込み 防止 機能は、 スイッチを 押し 続けた 状態 
では 作動し ません。 指な どを 挟まない よ ラに 注意して  <  ださい。 重大な 傷害を 
受ける おそれび ありを 険 です。 
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1- 已 .給油の しかた 

給油 □の 開け 方 


UTF の 手順で 給油 □を 開けて ください。 

■ 給油ず る 前に 

• ドアと ドア ガラスを 閉め、 "エンジン スタート ストップ" スイ ッ 
チを OFF にして < ださい。 

♦燃料の 種類を 確認して ください。 （P. 1 12) 

■ 給油 □の 開けち 

給油 □を 開ける 


キャップを ゆつ < り まわして 開 
ける 


キャップを 八ン ガーに かける 
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-已. 給油の しかた 


I 給油 □の キャップを 閉める とさは 

キャップを "カ チッ" と 音び ずる 
まで まねして 閉める 

手を 離す と、 キャップび をち 向に 少し 
ち ど 0 ます。 


曰 知識 

■燃料の 種類 

無鉛 プレ 5 アム ガソ 1」 ン （無鉛 八 イオ ク) 


1 12 


A 警告 
■給油に ついて 

給 ミ 由 前には！; (下の ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦ま 体な どの 金属 部分に ふれて 体の 静電気を 除去す る 
放電に よる 火花で 燃料に 引火す る おそれび あ D ます。 

♦キャップを ゆるめた とさに、 "シュー" とい ラ 音び する 場合は、 その 音び 止まっ 
てから ゆっ  <  り 開けて < ださい。 

キャップを 開ける とを、 キャップの ツマ 5 部分を 持ち、 ゆっくりと 開けます。 
ゆっくり と 開けない と、 気温び 高い とを 給油 □から 燃料び 吹を 返して けび をす 
る おそれび あります。 

♦給 ミ 由 □に、 静電気を 除去して いない 人を 近付けない 

♦気化 した 燃料を 吸わない よ ラ にす る 
燃料の 成分には、 有害物質を 含んで いるち のちあります。 

♦喫煙し ない 

引火 して 乂 巧を 引を 起こす おそれび あ ります。 

♦車内に もどったり、 帯電して いる 人 や ものに ふれない 
再び 帯電す る 可能性び あります。 

■給油 時のを 意 

♦給 ミ 由 するとを は 給油 □に ノズルを 確実に 挿入して ください。 

ノズルを 浮かして 継ぎ足し 給油を おこな ラと、 オートストップび 作動せ ず、 燃 
料び こぼれる 場合び あります。 

♦その他、 ガソリン スタン ドで 掲示され ている を 意 事項を 守って ください。 正常 
に 給 ミ 由で をない 場合は、 スタン ドの 係員を 呼んで 指示に 従って < ださい。 

■キャップ 交換 時の 警告 

トヨタ 純正し U がの キャップを 使用 しないで ください。 

純正 品を 使わない と乂 巧な どを 引を 起こし、 その 結果 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 
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-已. を日 油の しかた 


-已. 給油の しかた 


A ミち 意 

■給油ず ると きは 

指定し U 外の ガソ U ンや 他の 燃料 （粗悪 ガソ 1」 ン. 軽 ミ 由- 灯油- アルコール 系 燃 
料） を 使用したり、 燃料を こぼしたり しないで ください。 
liTF のよ ラな 状態になる おそれび あります。 

♦エンジンの 始動 性び 悪 くなる 

♦エンジンからの 異音 や 振動な ど （ノッキング） び 発生す る 

♦エンジン 出力び 化 下す る 

♦排気 制御システムび 正常に 機能 しない 

♦燃料 系 部品び 損傷す る 

♦塗装び 損傷す る 
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1-6 .盜難 防止 システム 

エンジン イモビ ライザー システム 


電子 キーに 信号 発信 機び 内蔵して あり、 あ 5 かじめ 登録され た キー 松 
夕 本では エンジンを 始動で きません。 

車両 か 5 離れる 場合は、 車内に キーを 残さないで ください。 

►ナビ ゲー シヨ ン システム 非 装着 車 


►ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車 


"エンジン スター トス トッ ブ’ 
スイ ッチを OFF にす ると、 シス 
テムの 作動を 知らせる ために イ 
ン ジケーターが 点滅し ます。 
登録され た キーを 携帯し、" エン ジ 
ン スター トス トップ" スイッチ 
をア クセサ I」 ー モー ド または イヴ' 
ニッシ ヨン 日 N モードに すると シ 
ス テムが 解除され、 インジ ケー 
ターび 消灯し まず。 


《 G- 目 日日 K  mX  Pro を ご 利用で、 リ モート セキュリティ 装着の お客衞 ま、 お 車 
が 盗難に あった 場合の お客様の 要請に より、 エンジン 始動- ステアリング □ッ 
ク 解除を 禁止ず る ことができます。 

詳しくは 別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書/  G-B 日日 K オンライン サービ 
ス /G-Security」 を ご覧く ださい。 


"M 已 


1-6. 盗難 防止 システム 


白 知識   

■メンテナンス について 

エンジン イモ ビラ イヴーシステムの メンテナンスは 不要です。 

■システムび 正常に 作動 しないと を 

♦キーび 金属製の ちのに 接したり、 覆われて いる 

♦キーび 他の 車両の セキ ュ U ティ システム 巧 キー （信号 発信 機内 蔵 キー） と 重 
なつて いる もしくは 接近して いる 


A ミ 主意 

■エンジン イモビ ライザー システムを 正常に 作動させる ために 

システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 システムび 正常に 作動し な 
し、 おそれび あります。 

■機能が 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一 P'  3 日 
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1- 己. 盜難 防止 システム 

才 ー ト アラ ー ム 


不正な 侵入を 検 知した 場合、 音と 光で 警報し まず。 

■ オー ト アラームび 作動ず ると を 

オー ト アラームを 設定す ると、 次の よ ラな 状況で オー ト アラームび 
作動し ます。 

• 施錠され た ドア または バック ドアび、 スマ ー ト エン ト U  —  & ス 
ター トシス テム や ワイヤレス 機能を 使わずに 解 錠され たり、 こじ 
開けられた とさ 

• 施錠 時に ボン ネッ トび 開けられた とさ 

♦侵入 センサー 装着 車 （AX、 ZX のみ） ： 侵入 センサーび 車内で 動 
く 物体を 検 知した とさ （侵入者び ガラスを 割るな どして 車内に 乗 
り 込んだ とさ） 

♦傾斜 センサー装着 車 （AX、 ZX のみ） ： 傾斜 センサーび 車内の 傾 
さを 検 知した とさ 

♦パッ テ U —び はずされた とさ 

《 G-BOOK  mX  Pro を ご 利用の お客様へは、 才ート アラー ムび 作動した 場 
合、 E  メール や 電話で お 知日せ する ことび でを ます。 

詳しくは、 別冊 「ナビ ゲーシ ヨン システム 取扱 書/ G-BOOK オンライン 
サー ビス/ G-Security」 を ご覧く ださい。 
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1-6. 盗難 防止 システム 


■ オー ト アラームを 設定ず るには 

►ナビ ゲー シ ヨン システム 非 装着 車 


全 ドア- ボン ネッ トを 閉め、 ス 
マー ト エン ト U — & スター トシ 
ス テム、 ワイヤレス リモコンを 
使って 施綻 しまず。 

30 秒 LU 上 経過ず ると、 自動的 
に 設定され まず。 

オー ト アラームび 設定され ると イ 
ン ジケーターは 点な か 5 点滅に か 
ね 0 ます。 


►ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車 


■ オー ト アラームの 設定を 解除 および 作動を 停止す るには 

じ (下の いずれ かを おこなって ください。 

• スマー ト エン ト U-& スター トシス テム または ワイヤレス 機能 
を 使用 して ドア または バック ドアを 角军 錠ず る 

• エンジンを 始動ず る （数秒 後に 解除- 停止し まず） 
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I セキュリティ カメラ* 


オート アラームび 作動ず ると、 力 
メラび 車内の 様 テを 撮影し まず。 
詳しくは 別冊 「ナビ ゲー シヨ ンシ 
ス テム 取扱 書/ G-BOOK オン ライ 
ンサー ビス/  G-SecurityJ を ご覧 
< ださい。 


I 侵入- 傾斜 センサー 4 

• 侵入 センサーは、 車内に 不正に 入り込んだ 侵入者の 動 さを 超音波で 検 
知ず る センサー でず。 侵入ち の 動を で検 知ず るた め、 ドアを 開けず ガ 
ラス を 割 つて 乗り 込んだ 侵入ち などち 検知 でさまず。 

♦傾斜 センサーは、 車の 傾 さの 変化を 検知 ずる センサー でず。 けん 引な 
どで 車び 盗難され る 場合な どを 検知 しまず。 

この システムは、 車両 盗難を 防止 または 抑止ず る 機能で あり、 ずべ ての 
侵入- 傾 さの 変化に 巧ず る 完全な セキ ュ U テイを 保証ず るを のでは あり 


ません。 


車内で 動く すべての をのに 反応ず るた め、 ぺッ トや 動く をのを 車内に 残 
すと さは、 必ず 侵入- 傾斜 センサーを 停止して から アラームを 設定して 
< ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-6. 盗難 防止 システム 


■侵入- 傾斜 センサーの 作動を 停止ず るには 

"エンジン スター トス トップ" ス 
イ ッチを OFF にし、 侵入’ 傾斜 セ 
ンサ ーOFF スイッチを 巧ず 

メータ— 内の マルチ インフォ メー 
ショ ン ディスプレイに、 侵入- 傾斜 セ 
ンサー 停止の メ ッ セージび 表示され 
ます。 

ちう 一度 スイ ッチを 巧す と、 侵入 •傾 
斜 センサーは 再び セッ ト されます。 

侵入- 傾斜 センサーを 停止させる とさは、 そのつど 設定を おこなって < 
ださい。 


白 知識 

■メンテナンス について 

オート アラーム システムの メンテナンスは 不要です。 
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1-6 .盗難 防止 システム 


■ ドアを 施錠ず る 前の 確認 

オート アラームの 思わめ 作動、 および 盗難を 防ぐ ため、 しツ 下の ことを 必ず 確認 
してく ださい。 

♦車内に 人び 乗って いない か 
• ドア ガラスと ムーン ルーフ* び 閉じて いるか 
♦ま 内に 貴重品な どを 放置して いない か 

■才ー ト アラー ムの 作動に ついて 

なのよ ラな 場合、 オート アラームび 作動す る ことび あります。 オート アラーム 
を 解除、 作動を 停止す る 操作を おこなって < ださい。 

♦メカニカル キーに より、 ドアを 解 錠した 
とを 


♦車内に 残った 人び、 ドア や バック ドア、 ボ 
ンネッ トを 開けた とを 


♦施錠 後、 バッテ U — あびり などで バッテ 
1」 一の 充電 や 交換を したと を 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-6. 盗難 防止 システム 


■才 ート アラー ム 作動に よる ドア □ック 機能に ついて 

♦オー ト アラームび 作動した とを、 ドアび 解 錠され ている と 車内への 不正な 侵 
入を 防止す るた め 自動的に 施錠され ます。 

♦オート アラームび 作動した とさに 車内で キーを 閉じ込めな いよ ラに、 バッテ 
U- あびり などで 充電- 交換す る 場合は 車内に キーび なし) かを 確認して くだ 
さい。 

■侵入- 傾斜 センサーの 停止- 復帰に ついて* 

♦侵入- 傾斜 センサーを 停止して ち、 オート アラームは 作動し ます。 

♦侵入' 傾斜 センサーを 停止した あとに "エンジン スタート ストップ" スイ ッ 
チを 押す か スマ ー ト エン ト 1」 一 & スター トシス テム や ワイヤレス 機能に よ 
る解綻 操作を おこな ラと、 侵入- 傾斜 センサーび 復帰し ます。 

♦オート アラームの 設定を 解除す るた びに 侵入- 傾斜 センサーは 復帰し ます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-6 .盗難 防止 システム 


■侵入 センサーの 検知 について* 

なのよ ラな 場合、 侵入 センサーの 検巧 により オー ト アラームび 作動す る ことび 
あります。 状況に 応じ、 侵入 センサーを 停止して から アラームを 設定して くだ 
さい。 


♦ま 内に 乗員 やぺッ ト などを 残して 車両 か 
ら 離れる 場合 


」〇  〇1 


• ドア ガラス や ムーン ルーフ* などび 開い 
ている 場合 

しツ下 のちのを 検巧 する ことび あります。 

- 室内に 入った 落ち葉 ■虫- 風な ど 
- 他 車の 侵入 センサー などび 発する 超 
音波 

- 室が の 歩行者の 動を 
♦マスコ ッ トやア クセヴ 1」 一を ぶら下げた 
状態で 取り付けたり、 コート フックに 巧 
類を かけて いると をな ど、 動を やすい も 
のび 車内に ある 場合 


♦立体 駐車場の よ ラ な 振動 や 騒音の 激しい 
場所に 駐車した とを 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-6. 盗難 防止 システム 


参 雪 かさや ガラスに 付着した 氷を 削り落と 
す 際に、 連続 的な 衝撃 や 振動び 車両に 伝 
ねった とを 


♦高圧 洗車 機 や 自動 洗車 機な どを 使 ラと を 

♦ひょ ラ や 落雷な どに より、 連続 的な 衝撃 や 振動び 車両に 伝わった とを 

■傾斜 センサーの 検知 について* 

なのよ 5 な 場合、 傾斜 センサーの 検知 によ D オー ト アラームび 作動す る ことび 
あります。 状況に 応じ、 傾斜 センサーを 停止して から アラームを 設定して くだ 
さい。 

♦フエ U-. トレーラー. 列車な どで 運搬 するとを 

♦立体 駐車場に 駐車 したと を 

♦車両 移動を とちな ラ 洗車 機を 使 巧 するとを 

♦タイ ヤ空 気圧び 少ない とを 

♦ジャッキ アップ するとを 

♦地震 や 路面 陥没び 起さた とを 

♦ルーフ キヤ U アに スキー 板 や スノー ボード 等を 積んだり、 荷 降ろし するとを 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-6 .盗難 防止 システム 


A ミち 意 

■侵入 センサーを 正しく 作動させる ために 

参 センサーの 巧は 塞び ない よ ラに してく だ 
さい。 


•センサーの 巧に 向かって、 直接 消 臭スプ 
レーな どを 噴 霧し ないで ください。 


♦運転席と 助手席の シー トの あいだに、 トヨタ 純正 品し:! がの アク セヴ U —を 装 
着したり ちのを 放置した りする と、 検知 性能び 化 下す る ことび あ ります。 

■オー ト アラームを 正常に 作動させる ために 

システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 システムび 正常に 作動し な 
し'! おそれび あります。 


1 吕已 


1 - ス ま 全に お使いい ただく ために 

正しい 運 起を 勢 


LU 下の ま 件に 合った 正しい 姿勢で 運転して く ださい。 

n まっすぐ 座り、 背を たれ か 日 
背を 離さない （一 P. 已已） 

B シー トを ペダルび 十分に 踏み 
込める よ ラな 位置に ずる 
(一 P' 已已） 

□ 各 装置び 操作し やず い 背を た 
れ のち 度に ずる （一 P. 已已） 

□  SRS エアバッグび 自分の 胸 
の 方へ 向く よ ラな 八ン ドルの 
位置に ずる （一 P.  91) 
且へッ ドレス トの 中央を 耳の 後 
方に ずる （一 P.  77) 

□ シー ト ベル トを 正しく 着用で 
きる （一  P.  82) 
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-7. 巧 全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は 運転席の 調整を しないで < ださい。 

運転を 誤る おそれび あります。 

♦背 もたれと 背の あいだに クッシ ヨンな どを 入れないで ください。 

正しい 運転 姿勢び とれない ばかり か、 衝突した とを、 シートベルト や ヘッド レ 
ストな どの 効果び 十分に 発揮され ない おそれび ありを 険 です。 

♦フロン トシー トの 下に ものを 置かないで ください。 

ちの び 挟まる と シートび 固定され ず、 思わめ 事故の 原因と なって、 重大な 傷害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 また、 調整 機構の 
故障の 原因に な 0 ます。 

■シ ート を調藝 ずると きは 

♦同柔 者び シートに あたって けび を しないよ ラに ま 意して ください。 

♦シートの 下 や 動いて いる 部分に 手を 近付けないで ください。 

指 や 手を 挟み、 けび をす る おそれび あ D を険 です。 
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1- ス ま 全に お使いい ただく ために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは 乗員に 重大な を 害が およぶ よ ラな 強い 衝撃を 受け 
たと きに ふく  5 み、 シー ト ベル トび 体を 拘束ず る 働きと 併せて 柔 員へ 
の 衝撃を 緩和 させまず。 


►フ □ント SRS エアバッグ 

□ 運転席 SRS エア バッ グ / 目 力 手 席 SRS エアバッグ 
(運転者と 目 力 手 席 乗員の 頭や陶 などへの 衝撃を 緩和) 
曰 SRS 二ーエアバッグ 

(運転者と 助手席 乗員の 衝撃 緩和を 捕 巧） 
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►  SRS サイ ド エアバッグ &  SRS 力ーテン シールド エアバッグ 
0SRS サイ ド エアバッグ 

(フ □ン トシ ー ト 乗員の 胸な どへの 衝撃を 緩和） 

QSRS サイ ド エアバッグ* * 

(セ カン ド シー ト 外側 席 麦 員の 胸な どへの 衝撃を 緩和） 

且 SRS 力ーテン シール ド エアバッグ 

• フ □ン トシ ー ト 乗員の おちに 頭部への 衝撃を 緩和 
♦セ カン ド シー ト 外側 席 乗員の おちに 頭部への 衝撃を 緩和 
• サー ド シー ト 外側 席 乗員の おちに 頭部への 衝撃を 緩和* 


口 知識 

■  SRS エア バッ グび 展開ず ると 

•  SRS エアバッグとの 接触に より、 巧撲 やすり 傷な どを 受ける ことび ありま 
す。 

♦作動 音と 共に 白い ガスび 発生し ます。 

♦フロント. セカンド シ ート、 フロント ピラー、 ルーフサ イド レールの一部分 
など だけでなく、 エアバッグ モジュールの 各部 品 （八ン ドルの 八ブ、 エア 
バッグ カバー、 インフレーター） も 数 分 間 熱くなる ことび あります。 エア 
バッ グ そのち のち 熱 <  なり ます。 

♦フ □ント ウインドウ ガラスが 破損す る ことがあります。 

♦白-目 日日 K  mX  Pro を ご 利用の お客衞 ま、 SRS エアバッグが 作動す ると 自動 
的に 緊急 通報が ヘルプ ネッ ト センターに 送信され ます。 オペレーターからの 
呼びかけに 応答がない 場 含は、 緊急 車両を 手配し ます。 詳し < は 別冊 「ナビ 
ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-7. 安全に お使いい ただく ために 


■  SRS エアバッグが 作動ず ると き （フ □ント SRS エアバッグ） 

♦フ □ント SRS エアバッグは、 衝撃の 強さび 設定 値 够動も 変 あ もしない 固定 
された 壁に、 約 20 〜 30km/h のま 度で 正面衝突した 場合の 衝撃の 強さに 
相当す る 値） し U 上の 場合に 作動し ます。 

ただし、 駐車して いる 車 や 標識の よ 5 な 衝撃に よって 移動 や 変形す るち のに 
衝突した 場合 や、 ちぐり 込む よ ラな 衝突 （例えば、 車両 前部び ちぐ D 込む、 
下に 入り込む、 トラックの 下敷を になるな ど） の 場合は、 展開 車 速は 設定 値 
より 高くな ります。 

♦衝撃の 強さび 設定 値に 近い 場合での 前ち からの 衝突の 場合には、 フロント 
SRS エア バッ グと シー ト ベル トプ U テン シヨ ナ ーび 同時に 作動 しない 場合 
び あ D ます。 


■  SRS エアバッグび 作動ず ると き 

(SRS サイ ドエ アバ ッグ &  SRS 力ーテン シール ドエ アバ ッグ） 

•  SRS サイ ド エアバッグと SRS 力ーテン シール ド エアバッグは、 衝撃の 強さ 
び 設定 値 （約 1 .5t の 車両び、 約 20 〜 30km/h の 速度で 客室へ 直角に 衝突 
した 場合の 衝撃の 強さに 相当す る 値） し U 上の 場合に 作動 します。 

•  SRS 力ーテン シールド エアバッグは、 横転 時ち 作動し ます。 
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-7. 巧 全に お使いい ただく ために 


■衝巧 がで 作動ず ると き 

し U 下の よ ラな 状況で 車両 下部に 強い 衝撃を 受けた とさち、 フ □ント SRS エア 
バッ グび 作動す る 場合び あり ます。 

♦縁石 や 歩道の 端な ど、 固い ちのに ぶつ 
かった とを 

参 深い 巧 や 溝に 落ちたり、 乗り越えた とを 

♦ジャンプして 地面に ぶつかったり、 道路 
から 落下した とを 


SRS カーテン シールド エアバッグは、 け 下の よ ラな 状況で 作動す る 場合び あり 
ます。 

♦車両び 大 をく 傾いた とを 

♦車両び 横す ベり し 縁石 等に 衝突して 強い 
衝撃び あった とを 


■  SRS エアバッグび 作動 しないと を （フ □ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、 側面 や 後ち からの 衝撃、 横転、 またはな 速での 前 
ちからの 衝撃で 作動す るよ ラには 設計され ていません。 ただし、 それらの 衝撃 
び 前ち への 減速を 十分に 引を 起こす 場合には、 フ □ント SRS エアバッグび 作動 
する ことび あ D ます。 

♦側面からの 衝突 
♦後方からの 衝突 
♦横転 
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-7. 安全に お使いい ただく ために 


■  SRS エアバッグが 作動 しないと き 

(SRS サイ ドエ アバ ッグ &  SRS 力ーテン シール ドエ アバ ッグ） 

斜めから 衝撃を 受けた 場合 や、 客室 部分な 外の 側面に 衝撃を 受けた とを には、 
SRS サイ ド エアバッグと SRS 力ーテン シール ド エアバッグび 作動し ない 場合 
び あ 0 ます。 


• 客室 部分な 外の 側面への 衝撃 
♦斜めからの 衝撃 


SRS サイド エアバッグは、 前ち や 後ち からの 衝撃、 横転、 または 低速での 側面 
からの 衝撃で 作動す るよ ラには 設計され ていません。 


♦前方からの 衝突 
♦後ち からの 衝突 
♦横転 


SRS カーテン シールド エアバッグは、 前ち や 後ち からの 衝撃、 縦ち 向への 転覆、 
または ほ 速での 側面からの 衝撃で 作動す るよ ラには 設計され ていません。 


♦前方からの 衝突 
♦後ち からの 衝突 
雜 縦ち 向への 転覆 
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■ トヨタ 販売店に 連絡が 必要な 場合 

しツ 下の よ ラな 場合には、 でさる だけ 早く トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 
♦いずれ かの SRS エアバッグ びふく らんだと を 

♦フロント SRS エアバッグは ふくらまな 
かった び、 事故で 車両の 前部を 衝突した 
とを、 または 破損- 変 おな どび あると を 


•  SRS サイ ド エアバッグと SRS 力ーテン 
シール ドエ アバ ッグは ふくらまな かつた 
び、 事故で ドア 部分を 衝突した とを、 ま 
たは 破損- 変形な どび あると を 


♦八ン ドルの パッ ド 部分. ダッシュ ボー ド 
の 助手席 SRS エア バッ グ 付近 ’インスト 
ル メント パネル 下部び 傷付いたり、 ひび 
割れたり、 その他の 損傷を 受けた とを 


♦  SRS サイ ドエ アバ ッグび 内蔵され ている 
シート 表面び、 傷付いたり、 ひび 割れた 
り、 その他の 損傷を 受けた とを 

♦  SRS 力ーテン シール ドエ アバ ッグび 内蔵 
されて いる フロント- U ヤ ピラー部、 ルー 
フサ イド 部び 傷付いたり、 ひび 割れた 0、 
その他の 損傷を 受けた とを 


ITY17C120 


rrY17C121 
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A 警告 

■  SRS エアバッグ について 

必ずし U 下の ことを お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦運転者と 乗員 すべてび シー ト ベル トを 正しく 着用して ください。 

SRS エアバッグは シー ト ベル トを 補助す るた めの ものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは 強い 力で 面く らむ ため、 特に 乗員び エアバッグに 近 
付を すざる と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 乗員び SRS エアバッグの ふくらむ 場所に 近い 場合は 特に 尉まで す。 
シートの 背 もたれを 調整して、 シートを でさる だけ SRS エアバッグから 離 
し、 まっすぐに 座って ください。 

♦お 子 さまび シートに しっかり 座って いないと、 SRS エアバッグの ふくらむ 衝 
撃で 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
お テ さまび ル さくて シー ト ベル トび 使えない とさは、 チ ャイ ル ド シートで 
しっかり 固定して ください。 

おモ さまは セ カン ド シー ト または ヴー ド シート* に 乗せ、 チ ャイ ル ド シート 
または シート ベルトを 着用させる ことを おすすめいた します。 （一 P. 14 日） 

参 シートの 縁に 座ったり、 ダッシュ ボード 
にち たれ かかったり しない 


♦お テ さまを 助手席 SRS エアバッグの 前に 
立たせたり、 ひざの 上に 抱いたり しない 

♦運転者 および 助手席 乗員は、 ひざの 上に 
何ち 持たない 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


A 警告 


♦ ドア やフ □ント ピラー- センター ピラー • 
U ヤ ピラー- ルーフ サイ ドレールへ 寄り 
かからない 


♦サイ ドガ ラスに 向かって ひざを ついた 
り、 窓から 顔 和 手を 出したり しない 


♦ダッ シユ ボード-ステア U ングパ ッ ド- イ 
ンス トル メント パネル 下部な どには 何も 
取り付けたり、 置いたり しない 


♦ ドア- フ □ン ト ガラス- サイ ドガ ラス- フ 
□ント ピラー- センター ピラー- U ヤピ 
ラー- ルーフ サイ ドレール- アシス トグ 
U ップ などには 何も 取り付けない 
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-7. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■  SRS エアバッグ について 

♦  SRS ニー エアバッグび ふくらむ 場所に ビニール カバーび 付いている 場合は 取 
り 除いて  <  ださい。 

♦  SRS サイ ドエ アバ ッ グ びふく らむ 場所を 覆うよう なシー トア クセヴ U -を使 
用し ないで ください。 エアバッグび 展開す る 際、 ア クセヴ U —び 干渉す る おそ 
れびあ D ます。 そのよ ラ なア クセヴ U —び エア バッ グび 正常に 作動す るのを さ 
またげ、 システムを 不能に したり、 または エアバッグび 誤って 展開した りし 
て、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦コート フック* に八ン ガーな どの 硬い ちのを かけないで ください。 

SRS カーテン シール ド エアバッグび 作動した とさに 巧げ 出されて 重大な 傷害 
または 死 t につな びる おそれび あ ります。 

♦  SRS エアバッグ システム 構成 部品の 周辺は、 強 < たた < など 過度の 力を 加え 
ないで ください。 

SRS エア バッ グび 正常に 作動 しなくなる おそれび あります。 

♦  SRS エアバッグ びふく らんだ 直後は、 構成 部品び 熱く なって いるた め ふれな 
いで  <  ださい。 

♦  SRS エアバッグび ふくらんだ あとに、 もし 呼吸び 苦しく 感じたら、 ドア や ド 
ア ガラスを 開けて 空気を 入れる か、 ま 全を 確認して 車が に 出て < ださい。 皮膚 
のが 症を 防ぐ ため、 残留 物は でさる だけ 早く 洗い流して ください。 

♦  SRS エアバッグび 収納され ている パッ ド 部 および フロン ト ピラー. セン ター 
ピ ラー  ガーニ  ッシュ 部に 傷び 付いていた りひび 割れび あるときは、  そのまま 使 
用せ ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 

♦助手席 座 面には 座布団な どを 敷かないで < ださい。 

柔 員の 重量び 分散され るた め センサーび 柔 員を 検巧 せず、 衝突 時に 助手席 
SRS エア バッ グび 作動 しない ことび あり ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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A 警告 

■改造. 廃棄に ついて 

トヨタ 販売店への 相談な しに、 し i (下の 改造- 廃棄を しないで < ださい。 

SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり、 誤って ふくらむな どして、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

•  SRS エアバッグの 取りは ずし- 取り付け. 分解'  修理 

♦八ン ドル、 インスト ル メント バネル、 ダッシュ ボード、 シート、 シート 表皮、 
フ □ン ト ピラー. センターピラー. U ヤ ピラー、 ルーフ サイ ドレール 周辺の 不 
適切な 修理、 取りは ずし、 改造 

♦フロント フェンダー  'フロント バンバ ー'  車両 客室 側面 部の 不適切な 修理 や 改造 

♦グ U ルガード （ブル バー •カンガルー バーな ど）、 除雪 装置、 ウインチ などの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

•  CD プレーヤー- 無線機な どの 電化製品の 取り付け 
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|rsca  off スイッチの 使い方 


ON /OFF  (約 2 秒 長 巧し） 

OFF にす ると RSCA  OFF 表示 打び 
点灯し ます。 


曰 知識 
■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 

■スイッチを ご 使用い ただをた いとを 

レジャー 的な オフ □ー  ド 走行 時、 運転者の 意志に よって 車両び 大 をく 傾く こと 
び 予想され る 場合、 RSCA システムを OFF にして ください。 

■  RSCA  OFF 表示な び 点な している ときの 作動 

♦車両の 横転' 転覆 時に、 SRS カーテン シールド エアバッグと シートベルト プ 
U テン シヨ ナ ーは 作動 しません。 

♦ま 両側 面ち 向からの 強い 衝撃を 感知した とさは、 SRS 力ーテン シールド エア 
バッグび 作動し ます。 


A 警告 

■通常 走 巧 時は 

スイッチを OFF にしないで ください。 

お守りいた だかない と、 事故び 起さた とを などに 重大な 傷害を 受けたり、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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1- ス ま 全に お使いい ただく ために 

子供 専用 シート 


子供 専用 シー トの 固定 機構を 使用して、 子供 専用 シー トを 固定ず る こ 
とがで さまず。 


I 知って おいてい ただをた いこと 

• おモ さまの 年齢 や 体格に 合わせて、 適切な 子供 専用 シー トをお 遇び く 
ださい。 

• モ供 専用 シー トの 取り付け 方法 および 取りは ずし 方は、 それぞれの モ 
供 専用 シートに 付属の 取り扱い説明書を お読みく ださい。 

• この 車は 2006 年 10 月 1 曰 施行の 保安 基準に 適合した IS0FIX 対応 
チ ヤイ ル ド シー ト 固定 専用 バーを 標準 装備して いまず。 
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■子供 専用 シー トの 適合 性 一 覧表 について 


■質量 グループ について 

ECE  R44  X’ の 基準に 適合ず るモ供 専用 シートは おモ さまの 体重に よ 
0; 欠の 5 種類に 分類され まず。 


グループ 0  : 1 0kg まで 

グルー プが ： 1 3kg まで 
グルー プ I  :  9 〜 1 8kg 
グルー プ n  :] 已〜 2 已 kg 
グルー プ in  :  22 〜 3 日 kg 


この 本では 代表的な; 欠の 3 種類の 子供 専用 シー トを シー ト ベル トで 固定 
する 方法を 紹介し ます。 


《 ECE  R44 は、 子供 専用 シー ト に関する 国際 法規です。 

■サイズ 等級、 固定 具につ いて 

モ供 専用 シー トに表 おされる 分類 記号と、 それにと をな ラ 取 0 付け 器 
具の 記号に な 0 まず。 
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►ベ ビーシ _ 


ECER44 基準の グループ 0、 0^ 
に ホ 目 当 


ECE  R44 基準の グルー プ 0+、 I 
に 相当 


ECE  R44 基準の グループ n、 の 
に 相当 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


[シー ト 位置 別モ供 専用 シー ト適 合性 一覧表 （シー ト ベル ト での 取り付け) 


質量 グループ 

着席 位置 （または 他の 場所） 

フロン トシー ト 

セカンド シート 

ヴー ド シート 
(8 人 乗り 車の 場合） 

助手席 

左ち 席 

中央 席 

左ち 席 

中央 席 

0 

(10k 旨まで） 

X 

U 

U 

U 

U 

が 

(13k 旨まで） 

X 

U 

U 

U 

U 

I 

(目〜 1 8  kg) 

前 向を UF 

U 

U 

U 

U 

ラし ろ 向を X 

n 

(1 己〜 2 己 k 呂） 

UF 

U 

U 

U 

U 

m 

に 2 〜 36k 呂） 

UF 

U 

U 

U 

U 

• 上表に 記入す る 文字の 説明 

U  : この 質量 グループでの 使用を 許可され た沉用 （ユニバーサル） カ テコ' リーの 子供 


専用 シートに 適して います。 

UF  : この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユニバーサル） カ テコ 'U —の 前 
向 さ 子供 専用 シー トに 適して います。 

X : 子供 専用 シートを 取り付ける ことは でを ません。 

表に 記載され ていない 子供 専用 シー トを 使用す る 場 含は、 子供 専用 シー ト 製造業 者 また 
は 販売 業者に ご 相談  <  ださい。 
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質量 グループ 

サイズ 等級 

固定 具 

車両に 日 FIX 位置 

セカンド シート 
左ち 席 

キヤ 1」 コット 

F 

IS0/L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0  (10kg  まで） 

E 

IS0/R1 

1L 

0+  (13kg  まで） 

E 

IS0/R1 

1L 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R  吕 

X 

I  ( 目〜 1 8kg) 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

巨 

IS0/F2 

IUF 

臣 1 

IS0/F2X 

IUF 

A 

IS0/F3 

IUF 

n  (1 己〜 2 已 kg) 

(1) 

X 

皿 （22 〜 36kg) 

(1) 

X 

♦ 上表に 記入す る 文字の 説明 


(1) サイズ 等級 表示 （A から G) のない 子供 専用 シートの 各 シート 位置での に 日 FIX 
対応 子供 専用 シー ト 固定 機構の 取 0 扱いに ついては、 子供 専用 シー ト 製造業 者 ま 
たは 販売 業ち にご 相談く ださい。 

IUF  : この 質量 グループでの 使用を 許可され た況用 （ユニバーサル） カ テコ 'リーの 
に 日 FIX 対応の 前 向を 子供 専用 シー トに 適して います。 

IL: に 日 FIX 子供 専用 シート の リストに 示す 「特定 自動車」、 「限定」、 または 「準況 
用」 カ テ 3リ ーの 子供 専用 シートに 適して います。 

X  : に 日 FIX 子供 専用 シートを 取り付ける ことは でを ません。 


シー ト 位置 別 子供 専用 シー トの 適合 性 一 覧表 
(ISOFIX 対応 トップ テ ザー アンカー での 取り 巧け) 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


運転す る 前に 


の 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


[旧 OFIX 子供 専巧 シー トの リスト 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定 具 

ISO 円 X テ 供 専用 シート 

カ テ jij 一 

0  (10kg  まで） 

E 

IS0/R1 

トヨタ 純正 NE 日 G-Child 
ISO  baby 

準況巧 

0+  (13kg  まで） 

E 

IS0/R1 

トヨタ 純正 NE 日 G-Child 
ISO  baby 

準況用 

白 知識 


■旧 0円 X 対応 チャイルド シー ト 固定 専用 バーに ついて 


この 車に 標準 装備され ている 旧 0FIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 バーは、 
ECE  R44 に 適合して いる テ 供 専用 シートの 取り付け 専用です。 それし:! がの ち 
のを 使用す る ことは でを ません。 

■子 お 専用 シートの 選 巧、 使用に ついて 

♦お テ さまに 最適な テ 供 専用 シートに ついては、 テ 供 専用 シート 製造業 者、 ま 
たは 販売 業者に ご 相談  <  ださい。 

♦体び 十分に 大 をく、 テ 供 専用 シートび 不要な お テ さまは、 セカンド シート、 
または ヴー ド シート* に 乗せて 車の シー ト ベル トを 使用 してく ださい。 
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-7. 巧 全に お使いい ただく ために 


■シー ト ベル トで 取り付ける タイプの 子供 専用 シー トの 選択に ついて 

「シート 位置 別 テ 供 専用 シート 適合 性 一覧表」 （一 P. 142) を 参照し、 テ 供 専用 
シートを 取り付け 可能な 位置と、 対応す る テ 供 専用 シートの 種類 （記号） を ご 
確認の 上、 適したち のを 選択して ください。 

■  ECE  R44 適合の 旧 0円 X 対応 子供 専用 シー トの 選択に ついて 

「シ ート 位置 別 テ 供 専用 シート の 適合 性一 覧 表」 （一 P. 143) を 確認して、 適切 
な シー トを 選択して ください。 

Ejra 1 1 お テ さまの 体重から、 該当する 「質量 グループ」 を 確認す る 

(例 1) : 体重び 12k 目の 場合、 質量 グルー プは 「〇+」 になります。 

(例 2) : 体重び 1 已 kg の 場合、 質量 グルー プは 「 I 」 になります。 

E3I1M  2  I サイズ 等級を 選択す る 

na 五で 確認した 「質量 グループ」 から 該当する サイズ 等級を 確認し 
ます。 ’X 

(例 1) : 質量 グルー プび 「〇+」 の 場合、 サイズ 等級は に」 •の」 • 旧 
び 該当 します。 

(例 2) : 質量 グルー プび 「 I 」 の 場合、 サイズ 等級は 「A」 '旧」'  旧 1 」 ' 
に」'  の」 び 該当し ます。 

& ただし、 該当の サイズ 等級で ち 適合 性 一覧表の 「車両 旧 0FIX 位置」 に 
「X」 と 記載され ている ちのは 選択で をません。 また、 nu と 記載され 
ている 場合は、 nSOFIX 子供 専用 シート の I」 スト」 UP.  144) で 指定 
されて いる 製品を 使用して ください。 


14 已 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


モ供 専用 シー トに 表示され ている マーク/ 
ラベルを 確認して、 基準に 適合した シート 
である ことを 確認す る 

況用 （ユニバーサル） モ供 専用 シートには、 
なに 示す マーク- ラベル 類び 表示され てい 
ます。 & 

* 表示され ている 位置- 記号な どは、 商品に 
よ 0 異な 0 ます。 


□ 旧 0円 X 対応 テ 供専巧 シートで ある こと 
をの す 表: 

サイズ 等級び 示されて います。 （表示され 
る 文字は、 製品に より 異なります） 

お M  2  I で 確認した サイズ 等級に 適合し 
ている ちのを 選択して ください。 


UNIVERSAL  9- 18  kg 


04 み 本** 


曰 ミ 化 用 （ユニバーサル） テ 供 専用 シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は ミ 化 用品の 認可で ある こと 
を あらわし、 併せて、 対象と なるお 子 さ 
まの 体重の 範囲び 記載され ています。 


且 トップ テヴー (一 P. 149) を 示す マー ク 
商品の 取り付け 装置の 位置に より、 意匠 
は 異なります。 
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■ 旧 0円 X 対応 テ 巧 専用 シー トの 種類 （サイ ズ 等級 別) 


A-IS0/F3 

全 高 前 向を 幼 お 用 チ ャイ ル ド シート 

B-IS0/F2 

ほ 型 前 向を 幼 お 用 チ ャイ ル ド シート 

B1-IS0/F2X 

低 型 前 向を 幼 お 巧 チ ャイ ル ド シート 
(B-IS0/F2 と 別形 状の もの） 

C-IS0/R3 

大型 後 向を 幼 お 用 チ ャイ ル ド シート 

D-IS0/R2 

ル 型 後 向を 幼 お 巧 チ ャイ ル ド シート 

E-IS0/R1 

後 向を 乳 お 用 チ ャイ ル ド シート 

F-IS0/L1 

左 向を 位置 用 チャイルドシート （キャ U コット） 

G-IS0/L2 

ち 向を 位置 用 チャイルドシート （キャ 1」 コット） 

■助手席に 子供 専用 シー トを 取り付ける とさ 

やむ を 得ず 助手席に テ 供 専用 シー トを 取り付ける 場合には、 助手席 シー ト をし ツ 
下の よ ラに 調整し、 テ 供 専用 シー トを前 向を に 取り付けて ください。 


♦背ち たれを 直立 状態に する 

参 シートを いちばん ラし ろに 下げ、 最ち高 
い 位置に する 

♦シー ト ベル トの 高さを いちばん 化い 位置 
まで 下げる 


■キャ リコ ッ ト について 

キャ 1」 コッ トは 横向を に 取り付ける ことので をる ベビー シートの ことです。 
詳し < は 子供 専用 シー ト 製造業 者、 または 販売 業者に ご 相談 < ださい。 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


運転す る 前に 


が 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■子供 専用 シー トを 使用 しない 場合 

♦子供 専用 シー トを 使用 しないと きであって も、 シー トに 適切に しっかりと 取 
り 付けた 状態に してく ださい。 ゆるめた 状態で 客室 内に 置く ことは 避けて く 
ださい。 

♦モ 供専巧 シー トの 取りは ずしび 必要な 場合は、 車両から はずして な 管す るか、 
ラ ゲージ ルーム 内に 容易に 動かない よ ラに 収納して ください。 
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1- ス ま 全に お使いい ただく ために 

チャイルド シー トの 取り付け 


シー ト ベル トを 正しく 着用で きない ル さ なお子 さまを 乗せる ときは、 
チャイルド シート を お使いく ださい。 お 子 さまの 安全の ために、 チャ 
イル ドシー トはセ カン ドシー ト または ヴー ド シート * に 取り付け てく 
ださい。 

取り付け 方法は、 必ず 商品 付属の 取扱説明書に 従ってく ださい。 


シー ト ベルトに よる 取り付け 
(一  P. 1 已 0) 


IS0FIX 対応 チャイルドシート 
固定 専用 バー （一 P. 1 已 1) 

セ カン ド シー ト 外側 席に 装備され 
ています。 （固定 専用 バーび 装備 さ 
れ ている ことを 示す ボタ ンび シー 
卜に 付いています） 


トップ テヴー アンカー 
(一 P. ]已1) 

テヴ ーべ ル トを 固定 するとを に 使 
います。 

トップ テヴー アンカーは セカンド 
シー ト州則 席に 装備され ています。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-7. 安全に お使いい ただく ために 


(シー ト ベルトで 固定ず る 


背を たれの 角度を 調整ず る 

レバーを 引いて、 いったん 背ち たれを 
前に 倒して か 5、 一段 目の 固定 位置 ま 
で 起こしまず。 （一 P. 巳 8) 


チ ヤイ ル ドシー ト にシー ト ベルト 
を 取り付け、 プレートを バックル 
に "カ チッ" と 音び ずるまで 挿し 
込む。 ベルトび ねじれて いないよ 
ラに ずる 

チ ヤイ ル ド シー トに 付属の 取 0 扱い 
説明書に 従い、 シー ト ベル トをチ ヤイ 
ル ド シー トに しっかり 固定 させて く 
ださい。 

チ ヤイ ル ド シー トに シー ト ベルト 
の 固定 機構が 備っ ていない 場合 
は、 □ッキ ング クリップ 側 売） を 
使用して 固定す る 

□ ッ キング ク U ップの 購入に あたって 
は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
(□ツキ ングク U ップ 品番： 

731 19-22010) 


取り付け 後は チャイルドシートを 前後左右に ゆすり、 しっかりと 固定され ている 
ことを 確認して ください。 


1 已〇 


旧 OFIX 対応 チャイルド シー ト 固定 専用 パ‘ 一& トップ テ ザーアンカーで 固定す る 


背を たれの 角度を 調整ず る 

レバーを 引いて、 いったん 背ち たれを 
前に 倒して か 5、 一段 目の 固定 位置 ま 
で 起こしまず。 


へッ ドレス トを いちばん 上まで 上 
げる 


カノ （一を めくり、 ISOFIX 対応 チヤ 
イル ド シー ト 固定 専用 バーの 位置 
を 確認ず る 

固定 専用 バーは シー ト クッションの 
奥に あります。 
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-7. 安全に お使いい ただく ために 


\  ITY17C082 


チ ヤイ ル ド シー トを シー トに 取り 
付ける 

チ ヤイ ル ド シー トの 取り付け 金具を 
チ ヤイ ル ド シー ト 固定 専用 バーに 取 
り 付けます。 

取り付けち 法は、 それぞれの 商品に 付 
属の 取扱説明書に 従って < ださい。 


フタを 開けて、 トップ テヴー アン 
カーに フックを 固定し、 テヴ ーべ 
ル トを 締める 

テヴー ベルトを ピンと 張り、 フックが 
しっか 0 固定され ている か 確認し ま 
す。 


へッ ドレス トを いちばん 下まで 下 
げる 


1 已 2 


取り付けた チ ヤイ ル ド シー トを前 
後 左ち に ゆずり、 確実に 固定され 
ている ことを 確認ず る 


A 警告 


■チャイルド シート について 

♦事故 や 急 停まの 際、 効果的に な 護す るた めに、 必ず お 子 さまの 年齢 や 体の 大を 
さに 合った シー ト ベル ト または チ ャイ ル ド シー トを 使用 してく ださい。 お テ さ 
まを 腕の 中に 抱く のは チャイルドシートの 代わりには なりません。 事故の 際、 
お テ さまび フ □ン ト ガラス や柔 員、 室内の 装備に ぶつかる おそれび あります。 

♦お 子 さまの 年齢 や 体の 大 ささに 合った チ ャイ ル ド シー トを 使用 して セカンド 
シー ト または ヴー ド シート* に 取り付けて ください。 

♦たとえ チャイルド シート に 座らせて いても、 ドア やシ ート、 フロント ピラー、 
ルーフ サイ ドレール 付近に お テ さまの 頭 や 体の どの 部分ち ち たれ かけない よ 
ラに してく ださい。 SRS エアバッグび ふくらんだ 場合、 大変を 険 であり、 重 
大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ ります。 

♦チャイルドシートに よっては、 取り付けび できない、 または 取り付けび 困難な 
場合び あ D ます。 必ず チ ャイ ル ド シー トに 付属の 取扱説明書 をよ < お読みの ラ 
え、 確実に 取り付け、 使用ち 法を 守って ください。 使用方法を 誤ったり、 確実 
に 固定され ていないと、 急 ブレーキ や 衝突 時な どに、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ ります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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-7. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 


■チャイルド シー トを 取り付け ると をは 


♦お 子 さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 万一べ ル トび 首に 巻を 付 
いた 場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れびあ 0 ます。 

誤って そのよ ラな 状態に なって しまい、 バックルち はずせない 場合は、 八ヴ 
5 などで シー ト ベルトを 切断して ください。 

♦シー ト ベルトと バックルび 固定され ていて、 ベルトび ねじれて いない か 確認し 
て  <  ださい。 

♦チ ヤイ ル ド シー トを 前後 左ち に ゆすって、 しっかり 固定され ている か 確認して 
< ださい。 


♦運転席と チ ャイ ル ド シートび 干渉し、 
チャイルドシートび 正しく 取り付けられ 
ない 場合は、 助手席 側の セカンド シート 
に 取り付けて ください。 

♦助手席と チャイルドシートび 干渉し ない 
よ ラに、 助手席を 調整して ください。 


♦助手席には チ ヤイ ル ド シー トを ラ しろ 向を に 取り付けないで ください。 


う しろ 向きに 取り付けて いると、 事故な どで 助手席 SRS エアバッグび ふくらん 
だと さ、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 
助手席 側の サンバ イヴ ーに、 同 内容の 警告 文び 表示され ています。 併せて ご覧 
< ださい。 


1 已 4 


-7. 巧 全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■チャイルド シー トを 取り付け ると をは 

♦やむ を 得ず 助手席に 前 向を に チャイルド 
シートを 取り付ける 場合には、 助手席 
シートを いちばん 5 しろに 下げて 取り付 
けて  <  ださい。 

助手席 SRS エア バッ グ はかなり の 速度と 
力で み <ら むので、 お守りいた だかない 
と、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦ジュニア シー トを 使用して いる 場合は、 肩部べ ル トび 常に お 子 さまの 肩の 中む 
にくる よ ラに してく ださい。 ベルトを 首から 離す と共に 肩から 落ちない よ ラに 
してく ださい。 お守りいた だかない と、 事故 や 急 ブレーキの 際に 重大な 傷害 や 
死 t につな びる おそれび ありを 険 です。 

♦旧 OFIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 バーを 使用 するとを は、 周辺に 障害物 
びない か、 シー ト ベル トび 挟まって いない かな どを 確認して ください。 

•  ISOFIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 
バーを 使用 して チ ャイ ル ド シー トをセ カ 
ン ド シー ト 運転席 側に 取り付けた とを 
は、 セカンド シート 中央 席に 座らないで 
< ださい。 腰部 ベルトび 腰骨の 上に なっ 
たり ベルトび たるむな ど、 シートベルト 
の 効果び 十分 発揮で をず、 事故 や急ブ 
レーキの 際に 重大な 傷害 や 死 t につな び 
る おそれび ありを 険 です。 


1 已已 


-7. 安全に お使いい ただく ために 


A ミち 意 

■ トップ テ ザーアンカーについて 

使用 しないと をは フタを 確実に 閉めて ください。 開けた まま にしておくと フタ 
び 破損す る おそれび あ ります。 


1 已 6 


運 巧 するとを に  2 


2-1 .運転の しかた 

運転に あたって . 1 已 8 

エンジン （イグ ニッシ ョン） 

スイッチ . 169 

オー トマ チック 

トランスミッション . 173 

ち 巧 指示 レバー . 178 

パーキング ブレーキ . 179 

ホーン （警音 器） . 180 

2-2 .メ ー タ ー の 見方 

計器 類 . 181 

表示な/警告 灯 . 187 

マルチ イン フォ  ーシ ョン 
ディスプレイ . 192 

2-3. ランプの つけ 方- 
ワイパーの 使いち 

ランプ スイッチ . 199 

フォグ ランプ スイッチ .  202 

ワイパー & ウォッ シャー 

(フ □ン ト） .  204 

ワイパー & ウォッ シャー 

(U ャ） .  209 

へツ ド ランプ クリーナー ......  21 1 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


クルーズ コント □ー ル .  212 

レーダー クルーズ 

コント □ー ル .  21 目 

ク U アラン スソナ ー .  22 白 

4-Wheel  AHC 
(アクティブ 八 イト 

コント □- ル） .  239 

AVS 

(ア ダプ ティブ バ U アブ ル 
サスペンション システム）.  248 

フルタイム 4WD .  249 

ク □ー ルコント □ー ル 
(ターン アシスト 

機 宫目付 さ） .  2 巳已 

マルチ テ レイン セレクト .....  261 
マルチ テ レイン モニター .....  266 

運転を 補助す る 装置 .  28 已 

PCS  (プ U クラッシュ 
セーフ ティ システム） ........  293 

2-5. 様々 な 状況での 運転 

荷物を 積む ときのを 意 .  300 

寒; 令 時の 運転 .  302 


1 已 7 


2-1 .運転の しかた 

運 起に あたって 


安を 運転を むがけ て、 む 下の 手順で 走行して く ださい。 
■エンジンを かける （^P.  169) 

■発進ず る 

固圆[で ブレーキ ペダルを 踏んだ まま、 シフト レバーを D にず る 

(一  P'  173) 

固圆 [互 パーキング ブレーキを 解除ず る  （一 P. 17日) 

固圆 [互 ブレーキ ペダル か日徐 々に 足を 離し、 アクセル ペダルを ゆつ 
< り 踏み 発進ず る 

■停車ず る 

EHm シフト レノ （一は D のま ま、 ブレーキ ペダルを 踏む 
固圆[互 必要に応じて、 パーキング ブレーキを かける 

長時間 停車ず る 場合は、 シフ トレバーを P または N にします。 

UP.  173) 


■ 駐車ず る 

EHm シフト レノ （一は D のま ま、 ブレーキ ペダルを 踏む 
固 画！] パーキング ブ レー キを かける  （^P. 17日) 

MM\  3 1 シフト レノ （一を P にず る  （一 P. 1 73) 

お 道のを 中で 駐車を する 場合は、 必要に応じて 輪 止め & を 使用 してく ださ 
い。 

& 輪 止めは トヨタ 販売店で 購入す る ことび でを ます。 


固画0" エンジン スター ト ストップ" スイッチを OFF にして、 エン 
ジンを 停止ず る 

固圆 [司 電モ キーを 携帯して いる ことを 確認し、 ドアを 施錠ず る 


1 已 8 


2-1 .運転の しかた 


I 上り坂の 発進の しかた 

feitii 1 1 ブレーキ ペダルを 踏んだ まま、 ノ （ー キング ブ レーキを しっかり か 
け、 シフト レバーを D にず る 
fc 創 2  I アクセル ペダルを ゆっくり 踏む 

巨画 互 車び 動 さ 出ず 感触を 確認したら、 パーキング ブレーキを 解除し 発 
進ずる 

U 知識 

■ ヒル スター ト アシス ト コン ト □- ルに ついて 

ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルに より、 急な 上り坂 やすべり やすい 上り坂 
からの 発進を 容易に おこな ラ ことび でを ます。 （一 P.  2 已 8) 

■雨の 曰の 運転に ついて 

♦雨の 曰は 視界び 悪くな り、 また ガラスび 曇ったり、 路面び すべり やすくな っ 
たりす るので、 慎重に 走行して ください。 

♦雨の 降り はじめは 路面び より すべりやすい ため、 慎重に 走行して ください。 

♦雨の 曰の 高ま 走行な どでは、 タイヤと 路面の あいだに 水 膜び 発生し、 八ンド 
ル や ブレーキび 効かなくなる おそれび あるので、 ス ピー ドは 控えめ にして く 
ださい。 

■走行 中の エンジン 回転 数に ついて 

し U 下の 場合、 走行 中に エンジン 回転 数び 高くなる ことび あります。 これは 走行 
状況に あわせて シフ ト アップの 制限、 または シフ ト ダウンの 実施を 自動的に 行 
ラた めで、 急 加速を 示す ちので はありません。 

♦車両び 上り坂、 または 下り坂を 走行して いると 判断した とを 
♦アクセル ペダルを 離した とを 

■運転 標識の 取り付け 

磁石 式の 巧む ち 運転 標識 や 高齢ち 運転 標識な どを 樹脂 バン ノ て 一 や アル = ボデー 
部に 取り付ける ことは でを ません。 
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2-1 .運転の しかた 


■エコ ドライブイン ジケーターについて 

♦環境に 配慮した アクセル 操作を している かど ラ かを 確認で をます。 

バー 表示び エコ 運転の 範囲 内に あり、 エコ ドライブイン ジケーター ランプび 
点灯して いると を、 環境に 配慮した エコ 運転 中で ある ことを 示して います。 

n エコ ドライブイン ジケーター ランプ 
(一  P'  145) 

且 エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 
表が 

且 エコ 運転の 範囲 
Q 現状の アクセル 開 度 

アクセル 操作に 連動して バー 表示び 変化 
します。 

バー 表示び エコ 運転の 範囲を こえる と、 
エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 表示 
のち 側部 分び 点滅し、 エコ ドライブイン 
ジケーター ランプび 消な します。 

♦エコ ドライブイン ジケーターは、 なの 条件のと をに 作動し ます。 

- シフ ト ポジ シヨ ンび D で 走行 中 

- セカンド スタートモード または パワー モード （一 P. 161) を 使用して い 
ない とを 

- 車 速び 約 lOOkm/h け 下のと き 
- クロールコント □ー ルを 使用して いないと を 
♦エコ ドライブイン ジケーター ランプの 作動/非 作動を 設定で をます。 

(一 P'  41 1) 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■発進ず ると きは 

ブ レー キ ペダルを しっかり 踏み込んだ まま、 シフ トレバーを 操作して ください。 
ク U —プ 現象で 車び 動を 出す のを 防 ざます。 

■運 面ず ると きは 

♦踏み 間違いを 避ける ため、 ブレーキ ペダルと アクセル ペダルの 位置を 把握し な 
し、 状態で 運転し ないで ください。 

- アクセル ペダルを ブレーキ ペダルと 間違えて 踏む と、 車び 急 発進して 思わ 
め 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

- 後退 するとを は 体を ひねった 状態と なる ため、 ペダルの 操作び しにくくな 
ります。 ペダル 操作び 確実に でを るよ ラ ミ 主意して ください。 

- 車を 少し 移動させる とを も 正しい 運転 姿勢を とり、 ブレーキ ペダルと アク 
セル ペダルび 確実に 踏める ようにして ください。 

. ブレーキ ペダルは ち 足で 操作して < ださい。 左足での フ レーキ 操作は 緊急 
時の 反応び 遅れるな ど、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 
♦燃え やすいち のの 上を 走行したり、 可燃物 付近に 車を 止めたり しないで  <  ださ 
し、。 排気管 や 排気ガスは 高温に なり、 可燃物び 近くに あると 乂 巧になる おそれ 
び ありを 険 です。 

♦シフ トレバーを 前進 側の シフ ト ポジションに 入れた まま 惰性で 後退したり、 R 
に 入れた まま 惰性で 前進す る ことは 絶対に やめて ください。 

エンジンび 停止し、 ブ レー キの 効きび 悪く なったり、 八ン ドルび 重く なったり 
して、 思わめ 事故 や 故障の 原因と なるお それび あります。 

♦車内で 排気ガス 臭に 気付いたら、 ドア ガラスを 開け、 バック ドアび 閉まって い 
る ことを 確認して ください。 多量の 排気ガスび 旧 気を 起こし、 事故の 原因と な 
る ほか、 重大な 健康 障害 や 死 t に まる おそれび ありを 険 です。 すみやかに トヨ 
夕 販売店で 点検 整備を 受けて < ださい。 

♦車両び 動いて いる あいだは、 シフト レバーを P に 入れないで ください。 
トランス 5 ッシ ヨンに ダメージを 与えたり、 車両の コント ロールび でを なく 
なるお それび あります。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■運転ず ると きは 

♦車両び 前進して いる あいだは、 シフト レバーを R に 入れないで ください。 
トランス 5 ッシ ョンに ダメージを 与えたり、 車両の コント ロールび でを なく 
なるお それび あります。 

♦車両び 後退して いる あいだは、 シフト レバーを D に 入れないで ください。 
トランス = ッシ ョンに ダメージを 与えたり、 車両の コント ロールび でを なく 
なるお それび あります。 

♦走行 中に シフ ト レバーを N にす ると、 トランス ミッションと エンジンの 動力 伝 
達び 解除され、 エンジン ブ レーキび 効かな < な D ます。 

♦通常 走行 時は、 走行 中に エンジンを 停止し ないで ください。 走行 中に エンジン 
を 停止して ち八ン ドル やフ レーキの 操作は 可能です び、 操作 力 補助び な < なり 
ます。 その 場合は 八ン ドルと ブレーキの 操作び 困難になる ため、 ま 全を 確認し 
た 上で、 すみやかに 道路 協に 停車して < ださい。 

なお、 通常の 方法で 車両を 停止す る ことび でさない よ 5 な 緊急 時は、 P.  474 
を 参照して  <  ださい。 

♦急な 下り坂では、 エンジンブレーキを 使用して ス ピー ドを 下げて ください。 
フット ブ レーキを 連続 して 使いす ざると、 ブ レーキび 過熱 して 正常に 機能し な 
くなります。 （一 P. 173) 

♦八ン ドル- シート- ドア = ラ — r ンナ ー5 ラーの 調整を しないで ください。 
運転を 誤 0 、 思わめ 事故の 原因と なっ て 重大な 傷害 や 死 t の おそれび あ りを 険 
です。 

♦重大な 傷害 や 死 この おそれび あるので、 すべての 同乗者び 頭 や 手、 その他の 
体の 一部を 車から 出さない よ ラに してく ださい。 

♦シートの 上 や 付近に 荷物を 置いて 走行し ないで < ださい。 

急 ブレーキを かけた とを や、 施 回して いると をな どに 荷物び 飛び出し たりして 
乗員に あたったり、 荷物を 破損したり、 荷物に 気を とられた りして、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あ 〇を険 です。 

•4-Wheel  AHC  &  AVS 装着まで ミ 原 可 走行を するとき は、 車 高を HI (八 イ） モー 
ドに 切り替えて か  ら車高 制御を 停止 させ、 30  km/h け 下で 走行 してく ださい。 
お守りいた だかない と、 オート レべ U ング 機能に より 車 高び かわり、 思わめ 事 
故につな びる おそれび ありを 険 です。 （一 P.  239) 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面を 運転ず ると をは 

♦急 ブレーキ- 急 加速- 急八ン ドルは タイヤび ス U ップ し、 車両の 制御び でさな 
< なり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

♦急激な アクセル 操作、 シフ ト チェンジ による エンジンブレーキ や エンジン 回転 
数の 変化は、 車び 横 すべりす るな どして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
を険 です。 

♦水たまり 走行 後は、 ブ レーキ ペダルを 軽く 踏んで ブ レーキび 正常に 働 くこと を 
確認して ください。 ブレーキ パッ ドび めれ ると ブレーキの 効を び 悪く なった 
り、 めれ ていない 片方 だけび 効いたり して 八ン ドルを とられ、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ 0 を険 です。 

■シフ ト レバーを 操作ず ると きは 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作 しないよ ラに 気を付けてく ださい。 

シフト レバーび P または N しツ がに あると 車び 急 発進し、 思わめ 事故に つなび る 
おそれび ありを 険 です。 

■停車ず ると さは 

♦空ぶ かしを しないで ください。 

シフト レバーび P または N しツ 外に あると、 車び 急 発進して 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび ありを 険 です。 

♦長時間 エンジンを かけた ままに しないで ください。 ど 5 しても 必要な 場合は、 
開かれた 場所に 車を 停め、 排気ガスび 車内に 入って こない ことを 確認して  <  だ 
さい。 

♦まび 動を 出す ことによ る 事故を 防ぐ ため、 エンジン 回転 中は 常に ブレーキ ぺダ 
ルを 踏み、 必要に応じて パーキング ブレーキを かけて < ださい。 

♦坂道で 停車 するとを は、 前後に 動を 出して 事故に つなび るのを 防ぐ ため、 常に 
ブレーキ ペダルを 踏み、 必要に応じて パーキング ブレーキを かけて < ださい。 

♦停車 中は 空ぶ かしを しないで ください。 

排気管び 過熱し、 可燃物び 近 < にある と 火災に つなび る おそれび ありを 険で 
す。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■駐車ず ると きは 

♦炎天下では、 メガ ネ'  スプレー 宙や 炭酸飲料の 宙 などを 車内に 放置し ないで く 
ださい。 放置した ままで いると、 し U 下の よ ラな ことび 起こる おそれび ありを 険 
です。 

- スプレー 宙 から ガスび ちれた D、 出火す る 

- プラスチック レンズ •プラスチック 素材の メガ ネ び、 を おまたは ひび 割れ 
を 起こす 

- 炭酸飲料の 宙び 破裂して 車内を 巧したり、 電気 部品び ショート する 原因に 
なる 

♦ライターを 車内に 放置した ままに しないで ください。 ライターを グローブ ボッ 
クスな どに 入れて おいたり、 車内に 落とした まま にしておくと、 荷物を 押し込 
ん だり シー トを 動かした とさに ライターの 操作 部び 誤作動し、 火災に つなび る 
おそれび あ D を険 です。 

♦ウインドウ ガラスな どには 吸盤を 貼り付けないで ください。 また、 インスト ル 
メント パネル や ダッシュ ボー ドの 上に 芳香剤な どの 容器を 置かないで < だ 
さい。 

吸盤 や 容器び レンズの 働を をして、 車両 火災に つなび る おそれび ありを 険 です。 

♦シルバー 色な どの 金属 蒸着 フィルムを 曲面 ガラスに 貼った 場合は、 ドア や ウイ 
ン ドウを 開けた まま 放置し ないで ください 。直射日光び 曲面 ガラスの 内側に 反 
射し、 レンズの 働を をして 火災に つなび る おそれび あ D を険 です。 

♦車から 離れる ときは、 必ず ノ  キング ブレーキを かけ、 シフト レノ （一を P にし 
て エンジンを 停止し 施綻 してく ださい。 

エンジンび かかつ ている あいだは、 車から 離れないで ください。 

• トランス ファース イッチを 操作した 際、 L4 作動 表示 好び 点 好また は 消な する 
前に シフト レバーを 操作す ると、 トランス ファーの 切り替えび 完了せ ず、 シ 
フト ポジションに 関係な < 駆 動軸び 拘束され ません。 （表示灯び 点滅し、 ブ 
ヴ ーび 鳴ります） 

この場合、 シフト レバーを P に 入れて ち 車両び 動 < おそれび ありを 険 です。 
必ず、 トランス ファーの 切り替えを 完了 させて ください。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■駐車ず ると きは 

♦エンジン 回転 中 または 停止 直後は 排気管に ふれないで < ださい。 

やけどを する おそれび あり ます。 

♦降雪 時 や 雪び 積もった 場所では、 エンジンを かけた ままに しないで ください。 
まわり に 積 ちった 雪で 排気ガスび 滞留 して 車内 に 入り、 重大な 健康 障害 や 死 t 
にを る おそれび ありを 険 です。 

■排気ガス について 

排気ガスには 無色- 無臭で 有害な 一酸化炭素 （C0) び 含まれて いるた め、 排気 
ガスを 吸い込む と 重大な 健康 障害 や 死 t に まる おそれび ありを 険 です。 

♦排気び 悪い 場所では エンジンを 停止して ください。 

と  <  に 車庫 内な ど 囲まれた 場所では 排気ガスび 充満 し、 重大な 健康 障害 や 死 t 
にを る おそれび ありを 険 です。 

♦排気管は とを どを 点検して ください。 排気管な どの 腐食な どに よる 巧 や 亀裂、 
および 継 ざ 手 部の 損傷、 また、 排気 音の 異常な どに 気付いた 場合は 必ず トヨタ 
販売店で 点検 整備を 受けて  <  ださい。 そのまま 使用す ると 排気ガスび 車内に 侵 
入し、 重大な 健康 障害 や 死 t に 至る おそれび あ 〇を険 です。 

■仮 旧ず ると きは 

必ず エンジンを 停止して ください。 

エンジンを かけた まま 仮眠す ると、 無意識に シフト レバーを 動かしたり、 アク 
セル ペダルを 踏み込んだ りして、 事故 や エンジンの 異常 過熱に よる 火災び 発生 
する おそれび あります。 さらに、 風通しの 悪い 場所に 停める と、 排気ガスび 車 
内 に 侵入し、 重大な 健康 障害 や 死 t に まる おそれび あり を険 です。 

■ブレーキを かける とさは 

♦万ー エンジンの 停止な どに より ブレーキ 倍 力 装置び 機能 しないと をは、 他の 
車に 近付いたり しないで ください。 また、 下り坂 や 急カーブを 避けて くださ 
し、 この場合 ブレーキは 作動し ますび、 通常より ち 強 < 踏む 必要び あります。 
また、 制動 距離ち 長くな ります。 

♦万ー エンジンび 停止 したと をは、 ブ レーキ ペダルを 繰り返し 踏まない でく ださ 
し、 ペダルを 踏む たびに、 ブレーキの アシス ト カの 蓄えを 使い切って しまいます。 


1 己已 


2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■ブレーキを かける とさは 

♦ブレーキ システムは 2 つの 独立した システムで 構成され ており、 一ち の 油圧 シ 
ス テムび 故障して ち、 ち ラーち は 作動し ます。 この場合、 ブレーキ ペダルを 通 
常より 強 < 踏む 必要び あり、 制動 距離び 長 < なります。 一ち の ブレーキ シス テ 
ム しか 作動 していない 状態で 走行 しないで  <  ださい。 ただちに ブレーキの 修理 
を 受けて ください。 

■万一脱輪 したと をは 

いずれ かの タイヤび をに 浮いて いると をは、 むやみに 空転 させないで ください。 
駆動 系 部品の 損傷 や 車両の 飛び出し による 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 

■継続的に ブレーキ 付 おか S 警告音 （キー キー 音） び 発生した ときは 

でさる だけ 早く トヨタ 販売店で 点検を 受け、 ブレーキ パッ ドを 交換して くださ 
し、。 必要な とさに バッドの 交換び おこなわれな いと、 ディスク ローターの 損傷 
につな びる 場合び あります。 

パッド や □ー ターな どの 部品は、 役割を 果たす と共に 摩耗して いを ます。 摩耗 
の 限界を こえて 走行す ると 故障を 引を 起こす ばかりでなく、 事故に つなび る お 
それび あります。 
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2-1 .運転の しかた 


A ミち 意 

■運転 中は 

•運転 中に アクセル ペダルと フ レーキ ペダルを 同時に 踏んだ D しないで くださ 
しん 運転 中、 アクセル ペダルを 踏んで いると をに ブレーキ ペダルを 踏む と、 駆 
動力を 抑制す る 場合び あります。 

♦坂道で 停車す るた めに、 アクセル ペダルを 使ったり、 アクセル ペダルと ブレー 
キ ペダルを 同時に 踏んだり しないで ください。 

■駐車ず ると さは 

必ず シフト レバーを P にして ください。 P にして おかないと、 車び 動を 出した 
り、 誤って アクセル ペダルを 踏み込ん だとを に 急 発進す る おそれび あります。 

■部品の 損傷を 防ぐ ために 

♦パワー ステア U ング ポンプの 損傷を 防ぐ ため、 八ン ドルを いっぱいに まわした 
状態を 長く 続けないで < ださい。 

♦ディスク ホイール などの 損傷を 防ぐ ため、 段差な どを 通過 するとを は、 でさる 
だけ ゆっくり 走行して ください。 
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2-1 .運転の しかた 


A ミち 意 

■走行 中に タイヤ だり て ンク した 5 

し U 下の よ ラな とさは タイヤの パンク や 損傷び 考えられます。 八ン ドルを しっか 
り 持って 徐 々に ブレーキを かけ、 スピードを 落として ください。 

♦八ン ドルび とられる 
♦異常な 振動び ある 
♦車両び 異常に 傾 < 

タイヤび パンク した 場合の 対処 法は、 P.  4 已 2 を ご覧く ださい。 

■冠 水路 走行に 関ず る ま 意 

大雨な どで 冠水した 道路では、 下の よ ラな 重大な 損傷を 与える おそれび ある 
ため、 走行し ないで ください。 

♦エンスト する 

♦電装 品び ショート する 

♦水を 吸い込んでの エンジン 破損 

万一、 冠水した 道路を 走行し、 水中に 浸 かってし まった とさは、 必ず トヨタ 販 
売店で LiTF の 点検を して  <  ださい。 

♦ブレーキの 効を 具合 

♦エンジン- トランス ミツ シ ョン- トランスファー •デイ フ ァレン シャルな どの 
オイル や フルー ドの 量 および 質のを 化 

♦プ □ペラ シャフト- 各 ベア U ング- 各 ジョイ ン ト部 などの 涵滑 不良 
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2-1 .運転の しかた 

エンジン （イグ ニツシ ヨン） スイ ツチ 


電子 キーを 携帯して じ TF の 操作を おこな ラ ことで、 エンジンの 始動 ま 
たは "エンジン スター ト ストップ" スイッチの モー ドを 切り替える 
ことび でさまず。 

■エンジンの かけち 

固圆[互 パーキング ブレーキび かかって いる ことを 確認ず る 
固圆 [互 シフ トレバーび P の 位置に ある ことを 確認ず る 
ifeatrfi  3 1 ブ レー キぺダ J しを しっかり 踏む 

スイ ッ チ 上の イ ン ジケーターび 緑色に 点な します。 

緑色に 点な していな いと エンジンは 始動し ません。 


"エンジン スター トス トップ" 
スイッチを 巧ず 

完全に エンジンび 始動す るまで ブ 
レーキ ペダルを 踏み 続けて くださ 
い。 

"エンジン スター トス トップ" ス 
イッチの どの モー ド か 5 でち エン 
ジンを 始動で をます。 
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2-1 .運転の しかた 


■ "エンジン スタート ストップ" スイッチの モード 切り替え 

ブレーキ ペダルを 踏まずに "エンジン スタート ストップ" スイ ッ 
チを 押す と、 モードを 切り替える ことが でさます。 （スイッチを 押 
すごと に モー ドが 切り替わります） 


nOFF《. 

非常 点滅な が 使用で をまず。 

曰ア クセサ U — モード 

オーディオ などの 電装 品が 使用で 
をます。 

スイッチ 上の インジケーターが 穫 
色に 点灯し ます。 

H イグ ニッシ ヨン ON モード 
すべての 電装 品び 使用で をます。 

スイッチ 上の インジケーターが 憧 
色に 点 打し ます。 

※： シフ トレバーび P ながのと きは 
日 FF にな 0 ません。 
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2-1 .運転の しかた 


口 知識   

■ステアリング □ック を 解除ず るには 

八ン ドルを 左ち に まねしな びら "エンジン 
スタート ストップ" スイッチを 押してく だ 
さい。 

マルチ イン フ オメーシヨ ンデ ィス プレイ* 
に メッセージび 表示され、 "エンジン ス ター 
ト  ストップ"  スイッチの インジケーターび 
緑色に 点滅し ます。 

エンジン イモ ビラ イヴ ー システムび 解除され ていない 可能性び あります。 

(一 P. 1 1 己） 

トヨタ 販売店へ ご連絡  <  ださい。 

■"エンジン スター ト ストップ" スイッチ 上の イン ジケーターび 撞 色に 点滅した 
ときは 

システムに 異常び ある おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受け 
て  <  ださい。 

■自動 電源 OFF 機能 

シフト レバーび P にある とを、 1 時間し U 上ア クセヴ U- モードに した ままに し 
て おくと、 "エンジン スタートス トップ" スイッチび 自動で OFF になります。 

■電子 キーの 電池の 消耗に ついて 

一 P'  34 

■電子 キーが 正常に 働かない とさは 

^P.  4 已已 

■スマー ト エントリ ー& スター トシス テムが 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一 P'  3 日 

■ご 留意い ただをた いこと 

一 P'  3 已 

* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


■エンジンが 始動 しないと きは 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ず ると をは 

必ず 運転席に 座って おこなっ てくだ さい。 このと を ミ 夫して アクセル ペダルは 踏 
まないで < ださい。 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 

■緊急 時の エンジン 停止ち 法 

走行 中に エンジンを 緊急 停止したい 場合には、 "エンジン スタート ストップ’’ ス 
イッチを 3 秒し ツ上 押し 続ける か、 素早く  3 回し U 上 連続で 押してく ださい。 

(一 P'  474) 

ただし、 緊急 時し:! かは 走行 中に "エンジン スタート ストップ’’ スイッチに ふれ 
ないで ください。 走行 中に エンジンを 停止して ち八ン ドル や ブレーキの 操作は 
可能です び、 操作 力 補助び な < な 0 ます。 その 場合は 八ン ドルと ブレーキの 操 
作び 困難になる ため、 安全を 確認した 上で、 すみやかに 道路 脇に 停車して < だ 
さい。 


A ミち 意 

■バッ テリ ー あが りを 防止ず る ために 

エンジンび かかっ ていないと をは、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 
ア クセヴ U- モード または イグ ニッシ ヨン ON モードに した まま 長時間 放置し 
ないで  <  ださい。 

■エンジンを 始動ず ると き 

♦エンジンび; 令え た 状態で 空ぶ かし しないで ください。 

♦もし エンジンび 始動し にくかったり、 ひんぱんに エンスト する 場合は、 ただ 
ちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

■"エンジン スタートス トップ" スイッチの 操作に ついて 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 操作 時に 引っ かかりな どの 違和感び あ 
ると をは、 故障の おそれび あります。 すみやかに トヨタ 販売店に ご連絡く ださ 
い。 
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2-1 .運転の しかた 

才ート 7 チック トランス 5 ッシ ヨン 


状況に 応じて シフ ト ポジションを お選びく ださい。 
■シフ トレバーの 動かしち 
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2-1 .運転の しかた 


■シフ ト ポジ シヨ ンの 使用 目的 


シフト ポジション 

目的 

P 

駐車 または エンジン 始動 

R 

後退 

N 

動力び 伝わらない 状態 

D 

通常 走行’ X 1 

S 

S モード 走行※ 2( 一 P. 175) 

I 燃費 向上 や 騒音の 低減の ために、 通常は □ポジションを 使用して ください。 

^  2  S モー ドは シフ ト レンジを 選択す る ことで、 使用す る ギヤ 段の 上限を 制限し、 
エンジンブレーキ カを 切 0 替えた 0、 高ま ギア 段への 不要な シフ ト アップを 
抑えた 走行び でさます。 

■走行 モードの 選択 

走行- 使用 条件に 合わせて LU 下の モー ドを 遇択 でさまず。 

n パワー モード （パワフルな 運 
転 や 山間 地な どの 走行） 

旦 通常 走行 モード 
0 セカンド スタート モード （雪 
道な ど、 ずべ 0 やず い 路面で 
の 発進- 走行） 

通常 走行 モー ドに ち どず とさは 
吕 nd をもう 一度 巧し ます。 
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2-1 .運転の しかた 


|s モー ドでの シフ ト レンジ 切り替え 

シフト レノ （一を S の 位置に して、 シフト レノ （一を 操作 しまず。 

n シフ ト アップ 
旦 シフ ト ダウン 

0 オプ ティ ト □ン メーター 装着 車 
Q アナ □グ メーター 装着 車 


S ポジションへ 操作した ときの 初期 シフト レンジは、 車 速に 応じて 已 
レンジ または 4 レンジに 設定され ます。 ただし、 D ポジション にて 
AI-SHIFT 制御 中は それに 従い、 初期の シフ ト レンジび 3 レンジ または 
2 レンジになる 場合び ありまず。 （一 P. 177) 
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2-1 .運転の しかた 


■シフト レンジ 機能 

• 車 速と 走行 状況によって、 1 〜日 速を 自動的に 遇 おしまず。 しかし、 
選択した シフ ト レンジに よって ギヤは 制限され まず。 

• エンジンブレーキ カは、 6 段階から 選択び 可能で ず。 

• シフ ト レンジの 数字の ル さい 方び エンジンブレーキ カは 大 さくな 
り、 エンジン 回転 数ち 高くな りまず。 

曰 知識 

■リバース 警告 ブザー 

シフ トレバーを R に 入れる とフヴ ーび 鳴り、 R にある ことを 運転者に 知らせます。 

■  S モード 

♦已 レンジし 下のと を、 シフト レバーを + 側へ 保持す ると、 己 レンジに 設定 さ 
れ ます。 

♦エンジン 過 回転 前に 自動的に シフ ト アップし ます。 

• トランスミッション フルードの 温度び 高くなる と、 才ー トマ チック トランス 
ミッション 保護の ため、 自動的に シフ ト レンジ アップし ます。 

■シフ ト ダウン 制限 警告 ブザー （S モー ド 走行 時） 

ま 全 や 走行 性能を 確保す るた め、 シフトダウン 操作には 制限び あり、 シフト レ 
バーを 操作して ち シフ ト ダウンで をない 場合び あります。 （このと をブヴ ーび 2 
回 鳴 D ます） 
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2-1 .運転の しかた 


■クルー ス コント □-ル または レー ター クルー ス コント □- ルを 使って 走行して 
いると を* 

エンジンブレーキを 目的に S モード 走行 中に 已 または 4 に シフ ト ダウンしても、 
クルーズ コン トロール または レーダー クルーズ コン トロールび 解除され ないた 
め エンジン ブ レー キは効 きません。 （一 P.  212、 21 己） 

■セ カン ドス ター トモー ドの 自動 解除 

セカンド スタート モードを 選択して 走行 後、 エンジンを 停止す ると、 自動的に 
通常 走行 モー ドに 切 0 替わり ます。 

■シフ ト レバーを P か 5 シフ ト でさない とさは 

一 P.  463 

■シフ ト レバーを S にしても、 S 表示む び 点な しないと きは 

システム 異常の おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて < だ 
さい。 この場合、 シフト レバーを D にして いると をと 同じ 制御になります。 

■  AI-SHIFT について 

AI-SHIFT は、 運転者の 運転 操作と 走行 状況に より、 自動的に 適切な ギヤ 段に 切 
り 替えます。 

AI-SHIFT は、 シフト レバーを D にして いると きに 自動的に 作動し ます。 （シフ 
トレバーを S にす ると、 機能び 解除され ます） 

■  NAVI  •  AI-SHIFT  について* 

ナビ ゲー ショ ン システムの 機能を 利用 した、 高度な 自動 変速 制御の 機能です。 
詳しくは 別冊 「ナビ ゲーシ ヨン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 


A 警告 

■ずべ り やすい 路面では 

急な アクセル 操作 や、 エンジンブレーキ カの 急激な 変化び 横す ベり や スピンの 
原因と なります ので ま 意して ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-1 .運転の しかた 

方向 指示 レバー 


n 左折 
0 ち 折 

B 左側へ 車線 変更 
(レバーを 途中で 保持） 

レバーを 離す まで 左側ち 向 指示な 
び 点滅し ます。 

□ ち 側へ 車線 変更 
(レバーを 途中で 保持） 

レノ （一を 離す までち 側ち 向 指示な 
び 点滅し ます。 


曰 知識 
■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチが イグ こッシ ヨン 日 N モードの とを 
■表示 巧の 点滅が 異常に 速く なった ときは 

方向 指示 口の 電球が 切れて いない か 確認して < ださい。 
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2-1 .運転の しかた 

パーキング ブレーキ 


n パーキング ブレーキを かける 
ブレーキ ペダルを 踏みながら、 
パーキング ブレーキ レバーを いつ 
ぱいまで 引を まず。 

且ノ て ー キング ブレーキを 解除す る 
レバーを 少し 引を 上げ、 ボタンを 
押しな びら 完全に 下まで もどし ま 
す。 


曰 知識 

■を季 の パーキング ブレーキの 使用に ついて 

一 P.  302 

■パーキング ブレーキ ホ 解除 走行 時 警告 ブザー 

一 P.  42 已 


ミち 意 

■走行 前の ま 意 

パーキング ブレーキを 完全に 解除して < ださい。 

パーキング ブレーキを かけた まま 走行す ると、 ブレーキ 部品び 過熱し、 フレー 
キの 効を び 悪く なったり、 早く 摩耗した りする おそれび あり ます。 
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2-1 .運転の しかた 

ホーン （警音 器) 


白 知識 

■/\ン ドル 位置を 調舊 した あとは 

八ン ドルび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

固定び 不十分 だと、 ホーンび 鳴らない 場合び あります。 （一 P.  91) 
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2-2.  メー ター の 見方 

計器 類 


►アナ □ク メーター 


►オプ テイ ト □ン; ー ター 


n タコ  > (ー ター 

毎分の エンジン 回転 数を 示します。 

曰 水温 計 

エンジン 冷却水の 温度を 示します。 

□ 燃料 計 

燃料 残 量を 示しまず。 
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2-2.  メーターの 見方 


n スピード ー ター 
車両の 走行 速度を 示します。 

且表 お切り替え スイッチ 

オ ド; ー ター/トリ ップ六 一夕 一画 面の 切り替えが でを まず。 

□ 六 ー ター 照度 調整 ダイヤル （ オプ ティ ト □ン > (ー ター 装着 車） 
メーター 照明の 明るさを 調整で をます。 

Q 電圧計 

バッ テリ ーの 充電 状態を 示 します。 

Q マルチ イン フォ ーシ ヨン ディスプレイ （オプ ティ ト □ン > (ー ター 

装着 車） 

走行に 関する 様々 な 情報を 表示し ます。 （^p. 192) 

且オド ー ター- 卜 U ップ ー ター 
♦オ ド ー ター 
走行した 総距 難を 表示し まず。 

♦ 卜 U ップ ー ター 
リセ ッ ト してからの 走行距離を 表示し ます。 

区間 距離は、 トリップ A- トリップ 目の 2 種類で 使い分ける ことび できまず。 

の 油圧計 

エンジン オイルの 圧力を 示します。 
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2-2.  メーターの 見方 


I 表示 切り替え、 トリップ メー ターリセット スイッチ 

►アナ □グ メーター 

スイッチを 巧す ごとに じ (下の よ ラに 切り替わりまず。 

オ ド メーター 
卜 U ップ メーター 八※ 1 
卜 U ップ メーター 巨※ 1 
メーター 照度 調整 画面 X’  2 
* 1 巧し 続ける と 0 に もどりまず。 

58  2 メーター 照明び 点な している と 
を、 画面び 表示され ます。 スイ ッ 
チを 押し 続ける と 照度を 調整で を 
ます。 

►オプ テイ ト □ン; ー ター 

スイッチを 押す ごとに じ (下の よ ラに 切り替わります。 

n オド ー ター 
0 卜 U ップ メーター 八※ 

□ 卜 1」 ップ メーター 巨※ 

^ 巧し 続ける と 0 に もどります。 
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2-2.  メーターの 見方 


I エコ ドライブイン ジケーターランプの カスタマイズ 

エコ ドライブイン ジケーター ランプは、 作動/非 作動を 設定ず るき びで 
さまず。 

111 で オ ド メーター 表示 中に 表示 切り替え スイッチを 已秒じ しけ 甲ず と 力 
スタ マイズ 画面び 表示され まず。 

►アナ □グ メーター 


►オプ テイ ト □ン メーター 


巨画 互 表 お切り替え スイ ツチを 押して ON/OFF を 選択ず る。 

臣 if 可 表 お切り替え スイ ツチを 2 秒 じ (上 巧ず と 設定び 完了し まず。 
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2-2.  メーターの 見方 


メーター 照明の 明るさを 調整で さまず。 

n 暗くなる 
B 明る < なる 


I メー ター照度 調 壁 ダイヤル （オプ ティ ト □ン メー ター装着 車) 


運転す ると さに 


巧已 


2-2.  メーターの 見方 


白 知識     

■メー ターディスプレイの 作動 条件 （オプ ティ ト □ン メー ター装着 車） 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニツシ ヨン ON モードの とを 


A ま 意 

■ エンジン や 構成 部品への 損傷を 防 ぐた めに 

♦タコ メーターの 針び レッ ド ゾーン （エンジンの 許容 回転 数を 超えて いる 範囲） 
に 入らない よ ラに してく ださい。 

♦水温 計の 針び H の レッ ド ゾーンに 入った とさは、 オーバー ヒー トの おそれび あ 
るた め、 ただちに 安全な 場所に 停車して ください。 （一 P.  470) 

■走行 中の ま 意 

♦エンジン 回転 中に 電圧計び 19VUI 上、 または 9V し U 下を 示す とさは、 バッテ 
1」 一 や 充電 系統の 異常び 考えられ ますので トヨ タ 販売店で 点検を 受けて < だ 
さい。 

♦エンジン 回転 中に ミ 由 圧 計び 作動 しないと をは、 ただちに 安全な 場所に 停車し、 
エンジンを 停止して、 エンジン オイル 量を 点検して ください。 

エンジン オイルび 減って いないのに 油圧び 低下 するとを や、 エンジン オイルを 
補給 してち ミ 由 圧び 上昇 しないと をは、 トヨ タ 販売店へ ご連絡く ださい。 
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2-2.  メー ター の 見方 

表示 巧/警告 巧 


メ— 夕—. センター パネル 内の 表示' 灯/ 警告' 灯で お 車の 状況を お 知 5 
せし まず。 

巧の イラストは、 説明の ためず ベての 表示' 灯/警告 归を 示して いまず。 

►アナ □グ メーター 
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2-2.  メーターの 見方 


► センターパネル （ナビ ゲー シ ヨン システム 非 装着 車) 


►センターパネル （ナビ ゲー シ ヨン システム 装着 車) 
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2-2.  メーターの 見方 


表示な 

システムの 作動 状況を 表 おしまず。 


《2 


夕 お 


雨 


の 


固 


(点滅） 


RSCA 

OFF 


SET 


方向 指示 表示な 
UP.  178) 

八ィ ビーム 表示な 
UP.  199) 

尾な 表示灯 
UP.  199) 

フ □ン トフ ォグ ランプ 
表示な*  UP.  202) 

U ヤ フォグ ランプ 表示な* 

UP.  202) 

クルーズ コント □ー ル 
表示な*  (^P.  212.  21 目） 

ス U ップ 表示な 
(^P.  28 目） 

ク □ー ルコント □ー ル 
作動 表示灯 (^P.  255) 

RSCA 日 FF 表示 口 
(^P. 1 38) 

クルーズ コント □ー ル 
セット 表示灯 
(一 P.  212,  216) 

マルチ テ レイン セレクト 
表示灯*  (^P.  261) 


ECT 

PWR 


2nd 

STRT 


爾 

OFF 


4LO 


を 


で 

で 

IO 

で 

互 


TRC 

OFF 


ECT  PWR  表示 口 
(一  P. 1 74) 

2nd  STRT 表示 打 
(一  P. 1 74) 

VSC  OFF  表示 口 
(一 P.  288) 

L4 作動 表示な 
(一 P.  24 目） 

センター デフ □ック 作動 
表示灯 （^P.  24 目） 


《3 


シフト ポジション 表示な 
UP.  173) 


《3 


車 間 制御 モード 表示よ "T 
(^P.  216) 

TRC  OFF 表示灯* 

(一 P.  287) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-2.  メーターの 見方 


《1 

エコ ドライブ インジ ケー 
夕ーランプ （一 P. 160) 


ターン アシス ト 機能 表示な 
(一 P.  2 已已） 

1 作動 確認の ために" エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ ショ 
ン ON モー ドに ずると 点な し、 数秒 後 または エンジンを かける と ミ 肖 打し ま 
す。 点な しない 場合 や 点な した ままのと きは システム 異常の おそれび あり 
ます。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

を オプ ティ ト □ン メーター 装着 車 
3 アナ □グ メーター 装着 車 


PCS 


PCS  警告 口*  (一 P.  293) 


(点灯 または 
早い 点滅） 


で 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-2.  メーターの 見方 


■警告な 

万一の システム 異常な どを 警告し まず。 （一 P.  426) 


《2 

ム 

口 

《1 

〇  (①） 

《6 

を 

が 

(@) 

※斗  ※己 

%  1  %  3 

PCS 

A 

PASSENGER 

么  PASSENGER  ぶ 

の 

A/T  OIL 
TEMP 

A/TP 

(点滅) 


《 ] 《 3  《3  ホ※ 1  《 1 

み] — !< li  〇ぅ I 田 

^ 1 作動 確認の ために" エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ ショ 
ン ON モー ドに すると 点な し、 数秒 後 または エンジンを かける と 消な しま 
す。 点な しない 場合 や 点な した ままのと きは システム 異常の おそれび あり 
ます。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

^2 オプティ ト □ン メーター装着 車 
《3 アナ □グ メーター装着 車 
^ 4 ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車 
5S  5 ナビ ゲ—シ ョン システム 非 装着 車 

"エンジン スタートス トップ" スイッチび イグ ニッシ ョン ON モードの 
とを、 半 ドア 警告 打の 点 打に 併せて、 マルチ インフォメーション ディ スプ 
レイ 上に、 半 ドア 警告 表示び 表示され ます。 （一 P.  433) 


A 警告 


■まを 装置の 警告な び 点な しないと をは 

ABS や SRS エアバッグ などの ま 全 装置の 警告 灯び、 "エンジン スター トス 
トップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに しても 点な しない 場合 や 点灯 
した ままの 場合は、 事故に あった とを に 正しく 作動せ ず、 重大な 傷害を 受けた 
り、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点 
検を 受けて ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-2.  メー ター の 見方 

マルチ イン フ オメーシヨ ンデ イス プレイ* 


マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイは、 走行に 関ず る さまざまな 
情報を 表示し まず。 


参 シフ ト ポジ シ ヨン •シフ ト レンジ 表示  （一 P. 1 73) 


還択 されて いる シフ ト ポジ シヨ ン または シフト レンジを 表示し ます。 

• 卜 U ップ イン フォー メーシ ヨン  （一 P. 194) 

航続 可能 距離 や 燃費な ど、 走行に 関する 各種の 情報を 確認で をます。 

• スピー ドメーター  (一 P. 1 94) 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-2.  メーターの 見方 


♦ルート 案内 表示* 

• レーダー クルーズ コン ト □ー ル の 情報 表示’ 


(一  P'  1 94) 
UP.  216) 


レーダー クルーズ コン ト □ー ル 使用 時、 車 間 モー ド や 警告 画面な どの 情報び 自 
動で 表示され まず。 


ク U アラン スソナ ー & バック ソナー 距離 表示 ’ 


(一 P'  214) 


ク U アラン スソナ ー& ノ （ッ クソナ ーの 使用 時、 車両 各部の センサーび 障害物を 
感知す ると、 自動で 表示され まず。 


•  4-Wheel  AHC  表示* 

• マルチ テ レイン セレ ク ト 表示’ 
• ク □ー ル コン ト □ー ル 表示 
参 フ □ン ト タイ ヤ 方向 表示 
♦警告メッセージ 


(一 P.  239) 
UP.  261) 

(一 P.  2 已已） 
(一  P'  1 94) 
(一 P'  433) 


車両に ついて お 知 5 せしたい 事項び 発生した とを、 警告の 内容な どび 自動で 表 
示されます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-2.  メーターの 見方 


[表示 切り替え 


表示を 切り替え るには、 DISP ス 
イッチを 巧し ます。 


I； 表示 項目 


■フ □ント タイヤち 向 表示 

現在の フ □ン ト タイヤの 方向 （切れ 巧） の 目 
安を 表 おします。 

タイヤの 方向 表示は、 タイヤの 角度に 応じて、 左 
ち それぞれ 3 段階に 切 0 かわ 0 ます。 


■航続 可能 距離 


航病 可能 距雜 

100 km 


現在の 燃料 残 量で 走行で さる およその 距離 
を 表示し ます。 


表示され る 距離は 過去の 平均 燃費を ちとに 算 
出される ため、 表示され る 距離を 実際に 走行 
でさる とは 限 0 ません。 

燃料 給油 量び 少量の 場 含、 表示が 更新され な 
い ことがあ 0 ます。 給油の 隙は "エンジン ス 
ター トス トップ" スイッチを 日 FF にして くだ 
さい。 万一、 "エンジン スタート ストップ" ス 
イ ツチを OFF にせず 給油した 場 含、 表示が 要 
新され ない ことがあ 0 ます。 
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2-2.  メーターの 見方 


給油 後平 均 燃費 


給油を 平 巧 燃費 


12.51 


燃料を 補給 してからの 平均 燃費を 表示 します。 

表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利用して くだ 
さい。 


瞬間 燃費 


現在の 瞬間 燃費を 表 おしまず。 


平 巧 燃費 & エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 表示 
(^P. 1 白 0) 

U セッ ト して か 日の 平均 燃費を 表 おしまず。 

- U セッ トす るには、 平均 燃費の 表示 中に DISP 
スイッチを 巧し 続けます。 

- 表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利用して 
< ださい。 


平均 車 速 


平均 車 速 


50 


U セツ ト してからの 平均 車 速を 表示し ます。 

リセ ツ トす るには、 平均 車 速の 表示 中に D に ドス 
イ ツチを 押し 続けます。 


■スピードメーター 


60‘ 


車 速 化表术 します。 


19已 


2-2.  メーターの 見方 


■ルー ト 案内 表示 設定 画面* 

ルート 案内 表示の ON/OFF を 設定で さま 
す。 

ルー ト 案内 表示 設定 画面 表示 中に D に P スイッチ 
を 1 秒！; Lb 押す と 設定が 変更され ます。 


■ 表示 OFF 

OFF 画面を 表示し まず。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-2.  メーターの 見方 


目 知識  — 

■システム チェック 表示 

"エンジン スタート ストップ’’ スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに したと 
き、 システムの 作動 確認の ため 「LAND  CRU 旧 ER」 と 表示され ます。 チ ェッ 
クび 終わる と、 通常の 画面 表示に な D ます。 

■バッ テリ ー 端子の 脱 着を したと きは 

バッテ U —端 テの 脱 着を 行 5 と、 なの データは U セッ ト されます。 

♦給油 後平 巧 燃費 
♦平ち 燃費 
♦平 巧 ま 速 

■ルー ト 案内 表示に ついて 

ルート 案内 表示は、 ナビ ゲー シヨ ンシ ステ 
ムの 目的地 案内 設定を している とさに 表示 
されます。 分岐す る 交差点に 近づ < と 、分 
岐 までの 距離、 分岐 方向び 表示され ます。 

□ 分岐 方向 
□ 分岐までの 距離 

ルー ト 案内 表示の 形状は、 実際と 異なる 
場合び あります。 


197 


2-2.  メーターの 見方 


A 警告 

■ 低温 時の 画面 ま ルに ついて 

画面の 温度び 極めてな いとを は、 画面 表示の 切 0 かえび 遅れる 場合び あ 0 ます 
ので、 車 室内を 暖めてから ご 使用く ださい。 

例えば ギヤ 段 表示を 使用 した 場合、 シフ ト 操作を してち すぐに ギヤ 段の 表示び 
切り かわらない ことで 運転者び ダウン シフトし なかっ たと 誤解し、 再度 ダウン 
シフ ト する ことによって 急激に 過度の エンジンブレーキび かかり、 重大な 傷害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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2 -五 ランプの つけち- ワイ パーの 使いち 

ランプ スイッチ 


自動 または 手動で へッ ド ランプな どを 点！ 打で きまず。 


• 車 幅 灯- 尾な- 番号 打- 
メーター 照明 （アナ □グ 
メーター のみ） を 点な 
※オプ ティ ト □ン メーター装 
着 車は、 尾な 表示な び 点な 
しまず。 

ミり 上記 ランプと へッ ドラン 
'  プを 点な 

AUTO へッ ド ランプ、 車 幅な な 
どを 自動 点な- 消灯 
( "エンジン スター トス 
トップ" スイッチび イグ 
ニツシ ヨン ON モードの 
とさ） 


八イ ビームに ずる 


n ランプ 点灯 時、 レバーを 前方に 
巧し 八イ ビームに 切り替え 
レバーを もとの 位置へ もどす と □一 
ビームに ち ど D ます。 

且 レバーを 引いて いる あいだ、 八 
イ ビームを 点な 

ランプび 消な していて ち、 八 イビー ム 
び 点な します。 

レバーを 離す と、 □ー ビームに もど 
る、 または ミ 肖な します。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイ パーの 使いち 


I 手動 光軸 調 壁 ダイヤル 

乗車 人数 や 荷物の 重量な どに よる 車の 姿勢の 変化に 合わせて、 ヘッド ラ 
ンプの 光軸を 調整ず る ことび でさまず。 


n 上向を に 調整 
且 下向 さに 調整 


■目盛り 設定の 目を 


柔 員と 荷物の ま 件 

ダイヤル 位置 

柔員 

荷物 

GX 

AX 

ZX 

運転者 

なし 

0 

0 

0 

運転者と 
助手席 乗員 

なし 

0 

0 

0 

運転者と 助手席 柔 員、 
および、 サード シート* 
に 3 名柔車 

なし 

1 

1.5 

日. 己 

全柔員 

なし 

1 

2.5 

日. 己 

全 乗員 

ラ ゲージ ルーム 満載 時 

3 

3 

0.5 

運転者 

ラ ゲージ ルーム 満載 時 

3 .己 

3.5 

0.5 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-3. ランプの つけち- ワイ パーの 使い方 


口 知識  

■ライト センサー 

センサーの 上に ものを 置いたり、 センサー 
をふさぐ よ ラな ちのを ウインドウ ガラスに 
貼らないで ください。 周囲からの 光び さえ 
ざら れ ると、 自動 点な- 消灯 機能び 正常に 
働かな  <  なります。 


■ランプ 消し 忘れ 防止 機宜 目 

"エンジン スタートス トップ" スイッチを ア クセヴ U- モード または OFF にし 
て 運転席 ドアを 開ける と、 へッ ド ランプと 尾灯び 消な します。 

再び ライ トを 点灯す る 場合は、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ 
ニッシ ヨン ON モー ドに する か、 一度 ライ トス イッチを OFF にも どし、 再度 
参 または  10  の 位置に します。 

■販売店 または ナビ ゲー シヨ ン 画面で 設定 可能な 機首 目 

ライ ト センサーの 感度の 設定な どを 変更で をます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


A ま 意 

■バッ テリ ー あび りを 防止ず る ために 

エンジンを 停止した 状態で ランプを 長時間 点灯し ないで ください。 


201 


2 -五 ランプの つけ 方- ワイ パーの 使い方 

フォグ ランプ スイッチ* 


雨 や 霧な どの 悪天候 下で 視界を 確保し まず。 

へッ ド ランプ また は 車 幅' 灯が 点 巧して いると さ 使用で さまず。 

(リヤ フォグ ランプ* はフ □ン トフ ォグ ランプび 点 幻して いると きの 
み 使 巧で きまず） 

► フ □ン トフ オグ ランプ スイッチ 


□ 消な 

曰フ □ン トフ オ グ ランプ 点灯 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-3. ランプの つけち. ワイ パーの 使い方 


白 知識      

■U ヤ フォグ ランプに ついて 

♦  1」 ヤ フォグ ラ ンプび 点な している とさは、 メ ー ター 内の 表示な び桓 色に 点な 
します。 

♦雨 や 霧な どで 視界び 悪い とさに 後続 車に 自分の 車の 存在を 知らせる ために 
使用 します。 視界び 悪い とさし U がに 使用す ると 後続 車の 迷惑になる 場合び あ 
ります。 必要な とを m がは 使用 しないで ください。 
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2 -五 ランプの つけ 方- ワイ パーの 使い方 

ワイ パ ー& ウォッ シャー （フロント) 


► 間夕 作動 調 壁 式 ワイ パー 

INT を 選択して いると き、 間欠 作動の 頻度を 調 壁ず る ことび でき ま 


n 間欠 作動 （INT) 
旦ほ速 作動 (L0) 

0 高速 作動 （HI) 

Q —時 作動 （mist) 

且 停止 （OFF) 


□ 間欠 ワイパーの 作動 頻度 (減) 
□ 間欠 ワイパーの 作動 頻度 (増) 
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2-3. ランプの つけち. ワイ パーの 使い方 


□ ウォッシャー 液を 出ず 
ワイ バーび 連動して 作動し ます。 


雨滴 感知 式 ワイ パー 

AUTO を 選択して いると き、 雨滴 量と 車 速に 応じて ワイ パーび 作 
動し まず。 

□ 雨滴 感知 オー ト 作動 
(AUTO) 

0 ほ 速 作動 (L0) 

0 高速 作動 （HI) 

Q —時 作動 （mist) 

且 停止 （OFF) 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイ パーの 使いち 


□ 雨滴 センサーの 感度 調整 (低) 
□ 雨滴 センサーの 感度 調整 (高) 


且 ウォッ シャー 液を 出す 

ワイパーび 連動して 作動し ます。 
(数回 作動した あと、 液 だれ 防止と 
して さらに 1 回 作動し ます） 
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2-3. ランプの つけち- ワイ パーの 使い方 


白 知識      

■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 

■ ま 速に よる 作動への 彰響 （雨滴 感知 式 ワイ/  く 一 装着 車） 

AUTO 選択 時！; (外で ち、 ま 速に よって ウォッシャー 連動 時の ワイパー 作動 （液 
だれ 防止 作動び 働 < までの 時間） びか わ ります。 

L0 選択 時は 停車 時の み 間欠 作動へ 切り替わり ます。 

(雨滴 センサーの 感度 調整び 最高に 調整され ている ときは、 做！ 作動を 続けます） 

■  AUTO 作動に ついて （雨滴 感知 式 ワイパー 装着 ま） 

♦雨 ミ 商 感知 センサーび 雨 ミ 商量を 判定し ま 
す。 

光学 センサーを 使 巧して いるた め、 フロン 
ト ガラスに 朝日 や 夕日び 断続的に あたる 
とを や、 虫な どで 巧れ たと をに 正しく 作動 
しない ことび あります。 


♦"エンジン スタートス トップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 
に ワイ パースイッチを AUTO モードに すると、 作動 確認の ため ワイ バーび 
1 回 作動し ます。 

♦雨 ミ 商 感知 センサーの 温度び 90で1；(上 または 一 1 已 で！; (下のと をは、 AUTO 作 
動し ない ことび あります。 その 場合は、 AUTO モードし U かで ワイ パーを 使用 
してく ださい。 

■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

ウォッ シャー 液量び 不足して いないのに ウォ ッ シャー 液び 出ない とを は、 ノス レ 
のつ まり を 点検して く ださい。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイ パーの 使いち 


A 警告 

■  AUTO モー ド 時の ワイ パー作動 に関する 警告 （雨滴 感知 式 ワイパー 装着 車） 

AUTO モー ドでは、 センサーに ふれたり、 フロントガラスに 振動び あるな どの 
要因で 不意に ワイ バーび 作動す る おそれび あります。 ワイ バーで 指な どを 挟ま 
ない よ ラに ご注意く ださい。 

■ウォッシャー 使用 時の 警告 

寒; 令 時は フロント ウインドウ ガラスび 暖まる まで ウォ ッシャ ー 液を 使用 しない 
でく ださい。 ウォッシャー 液び フロント ウインドウ ガラスに 凍りつ を、 視界 不 
良を 起こして 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あります。 


A ま 意 

■窓ガラスび 乾いて いると きは 

ワイパーを 使わないで ください。 

ガラスを 傷付ける おそれび あ 0 ます。 

■ウォ ッシャ ー 液び 出ない ときは 

ウォッシャー スイッチを 操作し 続けないで ください。 
ポンプび 故障す る おそれび あります。 

ウォッ シャー 液量を 点検して ください。 

■ノズルび つまつ たと をは 

ピンな どで 取り除かないで ください。 

ノ ズ ルび 損傷す る おそれび あ ります。 
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2 -五 ランプの つけ 方- ワイ パーの 使い方 

ワイ パ ー& ウォッ シャー （リ ヤ） 


n 間欠 作動 (L0) 

曰 通常 作動 （HI) 

曰 ウォッ シャー 液を 出す 
ワイパーが 連動して 作動し ます。 
□ ウォッ シャー 液を 出す 

ワイパーび 連動して 作動し まず。 
(ZX のみ） 

且 停止 （OFF) 


白 知識 
■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ’’ スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 

■ウォ ッシャ ー 液び 出ない ときは 

ウォ ッ シャー 液量び 不足して いないのに ウォッ シャー ミ 夜び 出ない とを は、 ノス 
ルの つま D を 点検して く ださい。 

■液 だれ 防止 機 旨 目 (ZX) 

ウォッシャー あを 出す と、 数秒 後に 液 だれ 防止と して ワイパー びち ラ 1 度 作動 
します。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイ パーの 使いち 


■車を 切り替え 機能 （ZX) 

HI 選択 時は、 走行 中は 通常 作動を おこない、 停車す ると 間欠 作動に 切り替わり 
ます。 


■ リバース 連動機 能 （ZX の 雨滴 感知 式 ワイパー 装着 車） 

L0 または OFF 選択 時は、 フ □ン ト ワイパーび 作動 中 または フ □ン ト ワイ パー 
の 作動 停止から 約  17 秒 じ (内のと を、 シフ トレバーを R にす ると U ヤ ワイパー 
び 1 回 作動し ます。 

■販売店で 設定 可能な 機首 目 

液 だれ 防止 機能な どを 変更で をます。 （車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


A を 意 

■ リヤ ウイン ドウ ガラスが 乾いて いると きは 

ワイパーを 使わないで ください。 

ガラスを 傷付ける おそれび あります。 

■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

スイッチを 操作し 続けないで ください。 
ポンプび 故障す る おそれび あります。 
ウォッシャー 液量を 点検して ください。 

■ノズルび つまつ たと をは 

ピンな どで 取り除かないで ください。 

ノ ズ ルび 損傷す る おそれび あ ります。 
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2 -五 ランプの つけ 方- ワイ パーの 使い方 

へッ ドラン プク リーナ ー* 


ウオッ シヤー 液を 噴射して、 ヘッド ランプを 洗浄し まず。 


スイッチを 巧す と、 ヘッド ラン 
プク U —ナ ーが] 回 作動し ま 
す。 


曰 知識 
■作動を 件 

"エンジン スター ト ストップ’’ スイ ツチび イグ ニツシ ヨン ON モー ドで ヘッド 
ランプび 点な している とを 


A ミち 意 

■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

へッ ドラン プク U — ナース イ ツチを 操作 し 続けない でく ださい。 
ポンプび 故障す る おそれび あります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

クルー ズ コント □ー ル* 


アクセル ペダルを 踏まなくて ち 一定の 速度で 走行で さまず。 


D 表 ZK 打 

B クルーズ コン ト □ー ルス イツ 
チ 


ON-OFF スイ ツチを ON にず る 
メーター内の クルーズ コント □- 
ル 表示な び 点な しまず。 

OFF にす る には 再び スイ ッ チを 巧 
します。 


希望の 速度まで 加速/減速し、 
レバーを 下げて 設定ず る 

メーター 内の セツ ト 表示な び 点な 
します。 


レバーを 離した とを のま 度で 定ま 
走行で さます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■設定 速度を 変える には 

設定 速度を 変える には、 希望の 速度になる まで レバーを 操作し ま 
す。 

□ 速度を 上げる 
曰 速度を 落とす 

微調整： レバーを 上 または 下に 軽 
< 操作して 手を 離す 

調整： 希望の 車 速になる まで レ 
バーを 保持す る 


設定 速度は、 次の 通りに 増減され ます： 

微調整 ： レバー操作 する ごとに 約 1 .6  km/h 
調整  ： レバーを 保持す る 間 

■定速 走行を 解除ず る- 復帰させる 

n 解除す るには、 レバーを 手前 
に 引く 

ブレーキを 踏んだ とさわ 解除され 
ます。 

曰定速 走行に もどす には、 レ 
バーを 上げる 

レバーを 上げる と、 わとの 定速走 
行に もどりまず。 ただし、 実 隙の 
速度が 約 40km/h 政下 になる と 
設定 速度が 消去され るた が、 復帰 
しません。 


□ 


IT024W005 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


白 知識       

■設定を 件に ついて 

♦シフ トレバーび D、 または S モー ドの 4 レンジし iLh のとを 設定で をます。 
♦速度は 約 40 〜 1 OOkm/h の 範囲で 設定で をます。 

■車を 設定 後の 加を について 

♦通常 走行と 同様に アクセルで 加速で をます。 加速 後、 設定 車 速に ちどります。 

♦クルーズ コントロールを 解除し なくて ち、 希望の 速度まで 加速して、 レバー 
を 下げる ことにより 設定 車 速を 変更す る ことび でを ます。 

■定速 走 巧の 自動 解除 

しツ 下のと を 自動的に 定ま 走行び 解除され ます。 

♦設定 速度より 実際の 速度び 約 1 日 km/h 1；(上 低下した 
♦速度び 約 40km/h  liTF になった 
♦  VSC び 作動した 

♦センター デフ □ック スイ ッチ 操作 後、 約已 砂し ツ上 切り替え 中び 続いた 

■マルチ イン フ ォメーシヨ ン ディスプレイ* に "クルー ズ システム チェック" が 表 
示される か クルーズ コント □ー ル 表示な が 黄 点な したと き 

ON-OFF スイ ッチで システムを一度 OFF にし、 再度 設定して ください。 

設定で をない とを、 またはす ぐに 解除され ると をは システム 異常の おそれび あ 
ります。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■誤 操作を 防ぐ ために 

クルーズ コン ト □ー ルを 使わない とさは、 ON-OFF スイ ツチで システムを OFF 
にして ください。 

■ クルー ズ コン ト □- ルを 使用 し 口まい けない 状況 

なの 状況では、 クルーズ コン トロールを 使用し ないで ください。 

車の コント □ー ルを 失い、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

参 交通量のを い 道 
参 急 力 ー ブの ある 道 
♦曲び りく ねった 道 

♦雨天 時 や、 凍結 路- 積雪 路 などの すべりやすい 路面 
♦急な 下 0 坂 

急な 下 0 坂では 設定 車 速し ツ 上になる ことび あ D ます。 

♦車両 けん 引 時 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

レーダー クルー ズ コン トロー ル* 


アクセル ペダルを 踏まなくて ち、 車 間 制御 モー ドで 巧 巧 車の 速度 変化 
に 合わせた 追従 走行を 行ったり、 定速 制御 モー ドに より一 定の 速度で 
走行で さまず。 


先行 車との 車間距離び 確保し やすい 高ま 道路 や 自動車 専用 道路な どで 使用して 


< ださい。 


n ディスプレイ 
且 設定 速度 
0 表示な 

□ 車間距離 切 りかえ スイッチ 
且 レーダークルーズ コン ト □- 
ルス イッチ 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


I 速度を 設定ず る （車 間 制御 モード） 


"ON-OFF" スイッチを 押して、 
システムを ON にす る 

車 間 制御 モー ド 表示 打び 点灯し ま 
す。 

OFF にす るには 再度 "ON-OFF" 
スイッチを 押しまず。 


希望の 速度まで 加速/減速し、 
レバーを 下げて 設定す る 

クルーズ コン ト □ー ル セツ ト 表示 
灯が 点 打し ます。 

レバーを 離した とさの 速度で 定速 
走行で をまず。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■設定 速度を 変える には 

設定 速度を 変える には、 希望の 速度び 表示され るまで レバーを 操作 
します。 

□ 速度を 上げる 
曰 速度を 落とず 

微調整： レバーを 上 または 下に 軽 
く 操作して 手を 離す 

調整： 希望の 車 まになる まで レ 
バーを 保持す る 


車 間 制御 モードでは、 設定 速度は、 次の 通りに 増減され まず： 
微調整で 設定 ま 度を 変更す る ことは でを ません。 

大幅 調整： レバーを 保持す る 間、 設定 ま 度を 調整で さます。 

定速 制御 モード （一 P.  222) では、 次の 通 0 に 増減され まず： 
微調整： レバー操作を する ごとに 約 1 .6  km/h 
大幅 調整： レバーを 保持す る 間 

■車間距離を 変更ず る （車 間 制御 モード） 

スイッチを 巧す ごとに 次の よ ラ 
に 車間距離を 切り かえる 

D 長い 
0 中間 
0 短い 

"エンジン スタート ストップ" ス 
イッ チび イ グ ニッシ ョン ON モー 
ドになる たびに  n  に 設定され ま 
す。 

先行 車び いる 場合、 先行 車 マーク 
わ 表示され ます。 


IT024W009 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■車間距離 選択の 目安 

次の 目安を 参考に 車間距離を 選 おしてく ださい。 （一 P.  21 助 
旧 Okm/h で 走行して いる 場合） 

なお、 速度に 応じて 車間距離は 増減し まず。 


車間距離 選択 

車間距離 

長し、 

約 日日 m 

中間 

約 40m 

短い 

約 吕 Om 

n 解除す るには、 レバーを 手前 
に 引 < 

ブレーキを 踏んだ とさち 解除され 
ます。 

曰を との 制御 状態に ち どずに 
は、 レバーを 上げる 
レバーを 上げる と、 わとの 定ま 走 
行に ちどります。 

ただし、 実際の ま 度び 約 4C)km/h 
し： ■(下になる と 設定 速度び 消去され 
るた め、 復帰し ません。 


■ 制御を 解除す る- 復帰させる 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■車 間 制御 モー ドでの 走行 

この モードでは レーダー センサー により、 車両 前方 約 loom じ (内の 先 
行 車の 有無- 先行 車との 車間距離を 判定して 先行 車との 適切な 車間距離 
を 確保す る 制御を しまず。 

長い 下 0 巧を 走行して いると をは、 車間距離び 短め にな 0 ます。 


□ 定速 走行： 

先行 車び いないと さ 

運転者び 設定した 速度で 定速 走行し ます。 また、 車間距離 切 0 かえ スイッチを 操 
作して、 希望の 車間距離に 設定ず る ことわで をます。 

□ 減速 走行： 

設定した 速度より 遅い 先行 車び 現れた とさ 
先行 車を 検知 ずると 自動で 減 まし、 よ〇大 をな 減 まび 必要な 場合は ブレーキ びか 
か 0 まず。 十分に 減までを ない 状態で 先行 車に 接近した 場合は、 接近 警報を 鳴 5 
します。 


□ 追従 走行： 

設定した 速度より 遅い 先行 車に 追従ず ると さ 

先行 車の 速度 変化に 合わせて、 運転を の 設定した 車間距離になる よ ラ 追従し ます。 

□ 加速 走行： 

設定した 速度より 遅い 先行 車び いな < なった とを 
設定 速度まで ゆつ く  0 加速し、 定速 走行に わ ど 0 ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


[接近 警報 

追従 走行 中の 他 車の 割り 込みな ど、 十分な 減速び でさない 状態で 先行 車 
に 接近した ときは、 表示の 点滅と ブヴ ーで 運転者に 注意を ラな びし まず。 
その 場合は、 ブレーキを 踏むな ど 適切な 車間距離を 確保して ください。 

■警報され ない とき 

車間距離び 短くて ち、 次の よ ラな 場合は 警報され ない ことび ありま 
す。 

• 先行 車と 自 車の 速度び 同 じか 先行 車の 方び 速い とさ 
• 先行 車び 極端な な 速 走行を している とさ 
• 速度を 設定した 直後 
• アクセル ペダルび 踏まれた とき 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


I 定速 制御 モー ドを 選択ず る 

定速 制御 モードを 選択した とさは、 車 間 制御 モードと 異なり、 先行 車の 
有無に 関わらず 一定の 速度で 走行し ます。 

"ON-OFF" スイッチを 押して、 
システムを ON にす る 

OFF にす るには 再度 "日 N- 日 FF" ス 
イッチを 押します。 

定速 制御 モー ドに 切 0 かえる 
(約] 秒 間 レバーを 前方に 押し 
続ける） 

定速 制御 モードに 切 0 かえると、 ク 
ルーズ コン ト □ー ル 表示灯が 点灯し 
ます。 

定速 制御 モー ドから 車 間 制御 モード 
に 戻す には、 再度 レバーを 前ち に 約 1 
砂 間 押し 続けます。 

希望の 速度を 設定した あとは 車 間 制 
御 モー ドに 切 0 かえる ことは でを ま 
せん。 

"エンジン スタート ストップ" ス 
イッチを 日 FF にし、 再度 "エンジン 
スタート ストップ" スイッチを イグ 
ニッシ ヨン 日 N モー ドに した 場 含は、 
自動で 車 間 制御 モー ドに 戻 0 ます。 

設定 速度を かえる ： ^P.  218 

制御を 解除す る- 復帰させる： 

^P.  219 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


口 知識        

■設定を 件に ついて 

♦シフ ト ポジ シヨ ンび D または S の 4 レンジし ^(上 のとを 設定で をます。 
♦速度は 約 已 Okm/h から 約 1 OOkm/h の 範囲で 設定で きます。 

■速度 設定 後の 加を について 

通常 走行と 同様に アクセル ペダル 操作で 加速で をます。 加速 後、 設定 速度に ち 
ど 0 ます。 ただし、 車 間 制御 モード 時は 先行 車との 距離を な 持す るた め 設定 速 
度 liTF になる こと もあります。 

■車 間 制御 走行の 自動 解除 

なのと を、 自動的に 車 間 制御に よる 走行び 解除され ます。 

♦実際の 速度び 約 40km/h しツ下 になった 

♦  VSC び 作動した 

♦センサーび 何 かで ふ さびれて 適切に 働かない 

♦ワイ パーび 高速で 作動した （ワイ パースイッチを "AUTO" モード または 高 
速 作動の 位置に したと を） 

♦走行 モードを セカンド スタート モードに セットした 

♦センター デフ ロック スイ ッチ 操作 後、 約已 秒し U 上 切り替え 中び 続いた 

その他の 理由で 車 間 制御 走行び 自動 解除され ると をは、 システムび 故障して い 
る 可能性び あり ます。 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

■定速 制御 走行の 自動 解除 

なのと を、 自動的に 定速 制御び 解除され ます。 

♦設定を 度より 実際の 速度び 約 1 己 km/h  liLH 氏 下した 
このと を、 設定 速度は 消去され ます。 

♦速度び 約 40 km/h しツ 下に なった 
このと き、 設定 速度は 消去され ます。 

♦  VSC び 作動した 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ レーダー センサーと グリル カバーに ついて 

車 間 制御を 正しく 作動させる ために センサーと グ U ルカ バーは 常にされ いにし 
ておいて ください。 （ビニール やつらら. 雪な ど、 ミちれ 検巧 機能で 検 巧で をない 
ちの ちあります） 

ミちれ を検 巧した とさは、 レーダー クルーズ コン ト □ー ルは 解除され ます。 


n グ U ルカ バー 
曰 レーダー センサー 


■ レーダー クルーズ コント □ー ルの 表示む- 警告 表示- 警告 ブザーに ついて 

走行 操作に 関 して ま 意び 必要な 場合 や、 システムに 異常び 発生した とを には、 
表示 打 や 警告 表示- 警告 ブヴ ーで ま 意を ラな びし ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■まを にお 使いいた だく ために 

ま 全 運転を 行 ラ 責任は 運転者に あります。 システムを 過信せ ず、 運転者は 常に 
自 らの 責任で 周囲の 状況を 把握し、 安全運転を むびけ て < ださい。 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは 運転者の 操作の 一部を 支援し、 操作 負担を 軽 
減す るた めの システムで、 支援の 範囲には 限りび あります。 

システムび 正常に 機能して いてち、 運転者び 認識して いる 先行 車の 状況と シス 
テムび 検 巧して いる 状況び 異なる 場合び あ 0 ます。 従って ま 意 義務' を険 性の 
判断 •ま 全の 確保は 運転者び 行 ラ 必要び あります。 なお、 誤った 使いち をした 
り、 操作 慣れな どで ま 意を 怠ったり すると 思わめ を険を 招く ことび あります。 

■システム のち 援 内容に 関ず るを 意 点 

システムの 支援には 限界び あるた め、 なの 点に ま 意して ください。 

システムを 過信す ると 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦運転者び 見る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは、 自 車と 設定され た 先行 車との 車間距離を 検 
巧す るの みで あり、 わを 見や ぼんやり 運転を 許容す る 装置で ち、 視界 不良を 補 
助す る 装置で ちありません。 

運転を 自らび 周囲の 状況に ま 意を 払 ラ 必要び あります。 

♦運転者び 料 断す る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは、 自 車と 設定され た 先行 車との 車間距離び 適 
正 かど ラ かを 判断して おり、 それし ツ 外の 判断は しません。 このため、 を険 性び 
あるか ど ラ かな ど 運転者は 自 らま 全の 判断を する 必要び あ ります。 

♦運転者び 操作す る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コント □ー ルは、 先行 車への 追突を 防止す る 機能は ありませ 
ん。 このため、 危険性び あれば 運転者 自らび 安全を 確な する 必要び あります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■誤 操作を 防ぐ ために 

レーダークルーズ コント □- ルを 使わない とさは "ON-OFF” スイッチで シス 
テムを OFF にして ください。 

■ レーダークルー ズ コン ト □- ルを 使用 し 口まい けない 状況 

なの 状況では、 レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 使用し ないで ください。 

適切な 制御び 行われず、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

参 交通量のを い 道 
参 急 力 ー ブの ある 道 
♦曲び りく ねった 道 

♦雨天 時 や、 凍結 路- 積雪 路 などの すべりやすい 路面 

♦急な 下 0 坂 や 急で 勾配の 変化び 激しい 坂 
急な 下り 坂では 設定 速度し ツ上 になる ことび あります。 

♦高速道路の 出入 〇口 

♦レーダー センサーび 正しく 働かない よ ラな 悪天候 時 （霧 •雪. 砂嵐- 激しい 雨 
など） 

♦警報び ひんぱんに 鳴る とを 
♦車両 けん 引 時 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■センサーび 正しく 検知 しない おそれの ある 巧 巧 車 

なのよ ラな 場合は、 必要に応じて ブレーキで 減まして ください。 

センサーび 正しく 車両を 検 巧で をず、 接近 警報 （一 P.  221) ち 作動し ないた め、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦先行 まび 急に 割 0 込んで をた とを 
♦先行 まび 低速で 走行 中のと を 
♦停車 中の まびい ると を 

♦先行 車の 後部 分び ル さすざる とを （荷物を 積んで いない トレーラー など） 

♦同 じ 車線を 二輪車び 走行 中のと を 

■車 間 制御び 正しく 働かない おそれの ある 状況 

なの 状況では、 必要に応じて フ レーキで 減速して < ださい。 

レーダー センサーび 正常に 車両を 検巧 せず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦周囲の まより 水 や 雪び まを 散らされ、 レーダー センサーの 作動の さまたげ にな 
る 場合 

♦自 車の 車両 姿勢び 上向を になる 場合 （重い 荷物を 積んだ とを など） 

♦カーブ 路や 車線 幅び 狭い 道路な どを 走行す る 場合 

♦八ン ドル 操作び 不安定な 場合 や、 車線 内の 自 車の 位置び 一定で ない 場合 

♦先行 車び 急 ブレーキを かけた 場合 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■ レーダーセンサーの 取り扱い 

レーダー クルーズ コントロールび 効果を 発揮で さるよ ラに なの ことを お守りく 
ださい。 お守りいた だかない と、 センサーび 正しく 作動せ ず、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あり を険 です。 

♦センサーと グ U ルカ バーは 常にを れい にしておく 
お 手入れを する 際は、 センサー やグ U ルカ バーを 傷付けな いよ ラ、 やわらかい 
布を 使って ください。 

♦センサー 周辺への 強い 衝撃を 避ける 

センサーの 位置び ずれる と、 システムに 誤作動 または 異常び 起こる おそれび あ 
ります。 センサー、 または 周辺に 強い 衝撃を 受けた 際は、 必ず トヨタ 販売店に 
て 点検を 受け、 調整して ください。 

♦センサーを 分解し ない 

♦センサー やグ 1」 ルカ バー 周辺に ア クセヴ 1」 一を 付けたり、 ステッカーを 貼った 
りしない 

♦センサー やグ 1」 ル カノ （一を 改造 したり 塗装したり しない 
♦純正 品し ツ 外の 部品に 交換し ない 

♦センサーは 電波法の 基準に 適合して います。 センサーに 貼り付けられ ている ラ 
ベルは その 証明です のでは びさないで < ださい。 また、 センサーを 分解 •改造 
すると 罰せられる ことび あ 0 ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

ク U アラン スソナ ー* 


ク リア ランス ソナー は、 車両と 障害物との おおよその 距離を 超音波 セ 
ンヴー によって 感知して、 メー ター内の マルチ イン フ オメーショ ン 
ディスプレイの 距離 表示と プ ザー音で 運転ち にお 知 5 せし まず。 

メー カーオプションの ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車は、 モニター画 
面で ち 距離を 表示し まず。 

■センサーの 種類 

□ フ □ン ト コーナーセンサー 
曰 U ヤ コーナー センサー 
0  ノ （ック センサー 


■クリアランス ソ ナース イッチ 

ON /OFF 

スイッチを 巧す とク U アラン スソ 
ナ ーは ON にな 0、 表示灯び 点な 
しまず。 

OFF にす る には 再び スイ ッ チを 巧 
しまず。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■マルチ イン フ オメーシヨ ンデ イス プレイの 表示 


n フ □ン トコー ナー センサー作 
動 表 お 

曰 1」 ヤ コーナー センサー 作動 表 
お 

0 バック セ ンサ ー作 動 表 お 


■ モニター 画面の 表示 （ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車) 


障害物を 感知ず ると 自動的に 表 
おされまず。 

n バック ガイ ド モニター- マル 
チ テレイ ン モニター 非 表示 時 

表示され ないように 設定す る こと 
びで さます。 （^P.  23 巳） 

且 バック ガイ ド モニター- マル 
チ テレイ ン モニター 表示 時 

画面 上に 簡略 表示され ます。 

(左の 画面は バック ガイ ドモニ 
ターの 場合です） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


[距離 表示の 見方 


■ コーナー センサー 


障害物までの 
おおよその 距離 

マルチ インフォ 
メー  シ ヨン 
ディスプレイ 

モニタ 

一画 面 

割 D 込み 表示 

フ □ン ト； 己 日 cm 〜 

3/. 5cm 

U ヤ： 目 0cm 〜 

4 己 cm 

圓 

(点な） 

ぶ、 な i 

苗，' 夕 

(点な） 

1 

(点滅 

：) 

フ □ン ト；  37.5cm 

〜 2 己 cm 

U ヤ：  4 己 cm 〜 

30cm 

(点な） 

タイ 

弓 

、つ ダ 

(点灯） 

賞 

(連い 点滅） 

フ □ン ト：  2 己 cm 

U ヤ：  30cm  UTF 

H 

(点滅） 

‘3 

(点な） 

貫 

(点 打） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■パック センサー 


障害物までの 
おおよその 距離 

マルチ イン フォ 一 
シ ヨン ディスプレイ 

モこ ター 画面 
(割り込み 表示） 

1 己 0cm  〜 80cm 

B 

循し 

1 

/'i 点滅） 

80cm  〜 6 己 cm 

D 

し [ 

1 

京廊 

) 

6 己 cm 〜 己 0cm 

B 

(点な） 

冒 

(速い 点滅） 

己 日 cm  iiTF 

B 

(点滅） 

し [ 

1 

細 

) 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


t 音声 案内と ブザー 音 

障害物を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴りまず。 

ナビ ゲー シ ヨン システム 装着 車は、 ブヴ ー音と 同時に 音声 案内を おこないます。 

♦障害物との 距離び 近付 < と、 ブヴ ーの 断続 時間び 短 < なりまず。 障害 
物との 距離び] ツ 下のと き、 ブヴー は 断続 音 "ピ ピピ" から 連続 音 "ピー" 
になり まず。 

- フ □ン ト コーナー センサーび 感知した 障害物との 距離び 25cm  iU 
下 

- U ヤ コーナー センサーび 感知した 障害物との 距離び 30cm  LU 下 
•ノ （ック センサーび 感知した 障害物との 距離び 已 0cm じ (下 
• 複数の ソナ ーび 同時に 障害物を 感知して いると さは、 ちっとを 近い 障 
害 物との 距離に 合わせた ブヴ ー音び 鳴りまず。 

ただし、 感知し た 障害物の どちら かまた は 両方び 上記の 距離より 近付 
くと、 ブヴ ーは 断続 音 "ピ ピピ" と 連続 音 "ピー" を 繰り返しまず。 

• ブヴ ーの 音量と 鳴る タイ S ング は、 変更ず る ことび でさまず。 

(一 P'  23 己） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


[障害物を 感知で きる 轟 囲 


n  約 60cm 
曰 約 1 50cm 
且約 己 0cm 

感知で をる 範囲は 左 図のと おりです。 
ただし、 障害物び センサーに 近付 さす 
ざると 感知で をません。 

障害物の お 状 • 条件に よっては 感知で 
きる 距離が 短 < なること や、 感知で を 
ない ことがあ 0 ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


ク リア ランス ソナー の 設定 （ナビ ゲーシ ヨン システム 装着 車） 


"エンジン スター ト スト ツプ" スイ ツチび イグ ニツシ ヨン ON モードの 
とさ、 ク U アラン スソナ ーの 設定を ずる ことび でさまず。 


ESiira 1 1 画面 外の を 押ず 
巨圆互 画面 内の 運転 支援 に タッチず る 


巨圆可 画面 内の クリアランス ソナー 設定 に タッチず る 


1 ク U アラン スソナ ー致を 

] プ ザ-ち 置 ぉ定 

四 

■画 1 

■B 

] ソナ- 表示  1  お a. 

] 画面 表示 
ブ ザー タイ 吉ンヴ 

►み 

， 

□ ブヴ ー音 量 設定 
且 画面 表 おの ON  .  OFF 
曰 画面 表示- ブヴー タイ S ング 
設定 変更した 5  r 完了」 をタ ツチす る。 


ブザー 音量 設定 

設定したい 音量に タッチず る 
ブヴ ー音 量を 調整す る ことび でを ます。 

画面 表示の ON  •  OFF 

画面 内の をナー 表示な し I に タッチず る 

• タッチず ると 作動 表示な び 点な しまず。 再び タッチず ると 作動 表示 
なび 消な しまず。 

障害物び 感知され たと を、 自動的に クリアランス ソナ ー画 面び 表示され るか ど ラ 
か 設定す る ことび でを ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■画面 表示- ブザー タイ S ング 

画面 内の 切替え] に タ ッチず る 

♦タッチず る ごとに、 感知 範囲び 「遠」 （緑色、 約] 已 Ocm じ (内） と 
「逊 横 色、 約 日 OcmLU 内） に 切り替わりまず。 

バック センサーの 割 0 込み 表示び 表示され る 感知 範囲と、 ブヴ ーび 出力され る感 
知 範囲を 調整す る ことび でを ます。 

白 知識 
■作動を 件 

♦フロント コーナー センサー: 

- "エンジン スタートス トップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ 
- シフ トレバーび P し U 外に あると を 
- 車両の 速度び lOkm/hliTF のとき 
♦  U ヤ コーナー センサー- バック セン ヴ ー： 

- "エンジン スタート ストップ" スイッチが イグ こッシ ヨン 日 N モードの とさ 
- シフト レバーが R にある とさ 

■クリアランス ソナ ーに 異常び あるときは 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 異常を 知らせる 表示が 出ます。 

UP.  433) 
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A 警告 

■センサー について 

なのと を、 ク U アラン スソナ ー& バック ソナ ーび 正常に 作動 しない ことび あり、 
思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 ま 意 して 運転 して < ださい。 

♦センサーに 氷 •雪-ミ 尼な どび 付着した とを 用 又り 除けば、 正常に 復帰し ます） 

♦センサー 部び 凍結した とを （解ければ、 正常に 復帰し ます） 

特に 低温 時には 凍結な どに より 異常 表示び 出たり、 障害物び あってち 感知し な 
いこと びあります。 

♦センサーを 手な どで 覆った とを 
♦炎天下 や 寒; 令 時 

♦凸凹 道- 坂道- 砂利道- 草 むら 走行 時な ど 

♦他 車の ホーン. オー ト バイの エンジン 音 • 大型車の エアブレーキ 音 • 他 車の ク 
1」 アラン スソナ ーな どの 超音波を 発生す るち のび 近付いた とを 

♦どしゃぶ りの 雨 や 水し ぶを びか か ったと を 
♦車両 姿勢び 大 をく 傾いた とを 

♦市販の フェン ダーポール、 無線機 アンテナを 車に 付けた とき 
♦背の 高い 縁石 や 直角の 縁石に 向かって 進んだ とを 
♦標識な どのち のに よっては 感知 距離び 短くな ります。 

♦バン ノ て 一真 下付 近は 感知し ません。 

センサーより 低 いちのや 細い 杭な どは、 一度 感知して ち 接近す ると 突然 感知し 
なくなる ことび あ 0 ます。 

♦センサーに 障害物び 近付を す ざた とを 

♦バンパー や センサー 部 付近に ちのを ぶつけた とを や、 たた  <  などの 強い 衝撃を 
与えた とを 

• トヨタ 純正 品し ソ 外の ヴス ペン シヨ ンを 取り付けた とを 

障害物の 形状- 条件に よっては 感知で をる 範囲び 短くなる こと や、 感知で をな 
いこと びあります。 
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A 警告 

■正確に 感知で をない ことび ある 障害物 

なのよ ラな ちのは 感知し ない ことび あります。 ミ 主意して 運転して ください。 

♦針金 .フェンス. □-プ などの 細い ちの 

♦綿- 雪な どの 音波を 吸収し やすい もの 

♦鋭角 的な おのち の 

♦背の 化い ちの 

♦背び 高く 上部び 張り出し ている ちの 

特に 人は 巧 類の 種類に よってち 検 巧で をない 場合び あります ので、 常に 目視で 
確認して ください。 


A ミ 主意 
■洗車 時の ま 意 

高圧 洗車 機を 使用 して 洗車す ると さは、 センサー 部に 直接 水を あてないで くだ 
さい。 強い 水圧に より 衝撃び 加わり、 正常に 作動し なくなる おそれび あります。 
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4-Wheel  AHC  (アクティブ 八 イト コント □— ル）* 


4-Wheel  AHC は、 走行の 状況に 応じて 車 高を HI  (A イ） モー ド、 N 
(標準） モー ド、 LO(n-) モー ドの 3 つか 5 選択ず る ことができまず。 

■ 車 高 切り替え スイ ッ チ/車 高 制御 OFF スイッチ 

(車 高 上昇） スイッチ 
(車 高下 降） スイッチ 
車 高 制御 OFF スイッチ 

車び 停止して いると をに スイッチ 
を 巧す と、 八 イト コント □ー ル 
OFF モー ドに なり、 車 高 制御び 停 
止されます。 ちう 一度 スイッチを 
巧す と、 車 高の 調整び でを るよ ラ 
にな 0 ます。 

■マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 

DN  (標準） モード 

マルチ イン フ オメーシヨ ンデ ィス 
プレィに 表示され る n 、 
U の 矢印は、 現在の 車 高 か 日 
矢印の 方向への 調整び でさる こと 
をのして います。 

曰 HI  (ハィ） モード 
OLO  (□-) モード 
n 八イ ト コン ト □ー ル 
日 FF モード 

八イ ト コン ト □ー ル 日 FF モードの 
とを、" ▲" (車 高 上昇） や" ▼"(車 
高下 降） スイッチを 押しても 車 高 
はかね 0 ません。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


TTT  ITI24T097a 
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I 車 高 モード 

車 高 モードは、 車 高 切り替え スイッチ や 車 高 制御 OFF スイッチを 操作 
する ことで じ (下の 表の よ ラに 切り替わりまず。 


現在の ま 高 モード 

操作す る スイッチ 

▼ 

▲ 

HI  (八 ィ） モード 

N  (標準） モード 

現在の まま 

N  (標準） モード 

L0  (□-) モード 

HI  (八 イ） モード 

L0  (□-) モード 

現在の まま 

N  (標準） モード 

八イ ト コン ト □-ル OFF モード 

現在の まま 

■  HI り、 ィ） モード 

N  (標準） モードと 比べ、 フ □ント の 車 高び 約已 0mm、 U ヤの車 高 
び 約 己 0mm 高くな りまず。 

• 凹凸の ある 路面 や 渡河 走行ず ると さに 適して いまず。 

•  HI  (八 イ） モー ドは、 車 速び 約 30km/hLU 下のと きに 遇 おできまず。 

■  N  (標準） モード 

標準 車 高で ず。 一般的な 走行に 適して いまず。 

高速 走行 時は、 自動的に フ □ント の 車 高び 約 20mm、 U ヤの車 高び 
約 1 已 mm 低くな り、 優れた 空 力 特性 や 走行 安定性を 確保し まず。 車 
速び なくなる と、 自動的に 標準 車 高に ちどりまず。 

■  L0  (□— ) モード 

N  (標準） モードと 比べ、 フ □ント の 車 高び 約 日 0mm、 U ヤの車 高 
び 約 40mm ほくな りまず。 

• 車への 柔り 降り や、 荷物の 積み降ろしび 容易に なりまず。 

•  L0 に一) モー ドは 車 速び 約 1 2km/h  LU 下のと きに 遇 おできまず。 
車 速び 約]  2km/h を 超える と、 自動的に N 鳩勒 モー ドに 移行 
します。 
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t 車 高 モード 切り替え 条件 

車 速に より 選択で さない 車 高 モー ドが あり ます。 政 下の 表を 参照 して 
モー ドを 切 0 替えて <  ださい。 

《 トランス ファース イッチが L4 のとを の 車 高 モー ドの 切り替えは、 下記の 表と 異なる 
場 含び あります。 


〇 : 選択 可 X : 選択 不可 


車両の 状態 

車 高 モード 

L0  (□— ) 

N 婚 準） 

HI  (ハイ） 

車 速 約 1 2km/h  UTF 

〇 

〇 

〇 

車 速 約 1 2km/h 〜 3 日 km/h 

X 

〇 

〇 

車 速 約 30km/h  U (上 

X 

〇 

X 

1； 車 高 制御の 停止 方法 


停車 中に 車 高 制御 OFF スイッチを 
巧す。 

マルチ インフォ  ーシ ヨン ディ スプ 
レイに "OFF" が 表示され ます。 

車 高 制御の 停止を 解除 するとき は、 ス 
イッチを 再度 押します。 
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口 知識  

■作動を 件 

♦エンジンび かかつ ている こと 


♦車 高 制御び 停止され ていない （八イ ト コン ト □-ル OFF モー ドで ない） こと 


♦すべての ドア （バック ドアを 含む） び 閉まつ ている こと 

■エンジン 停止 中の 車 高 モー ドの 切り替え 

♦ま 高び 下降 中に エンジンを 停止した 場合、 下降を 継続し ます。 

♦"エンジン スタートス トップ" スイッチを OFF にしてから 約 30 砂 間は、 人 
び 降りたり 荷物を 降ろ したりして 車 高び 上び ると、 オート レべ U ング 機能に 
より 車 高び 下び る ことび あ ります。 

♦エンジン 停止 中は、 車 高 切り替え スイ ッチの 操作は 受け付けません。 

■ トランス ファースイッチが L4 のと さの 車 高モー ドの 自動 切り替え 

トランス ファースイ ッチび L4 で、 まを び 約 3km/h を 超えて 不整 地を 走行す る 
場合は、 自動的に 車 高び HI  (八 イ） モードへ 移行し ます。 （平坦 路 では 車 高 モー 
ドは かね 0 ません） 


■  HI  (A イ） モードでの 車 高 自動 変更 


♦トランス ファースイ ツ チび H4 で 車 速び 約 30km/h を 超えた とを、 車 高は 自 
動的に N  (標準） モードへ 移行し ます。 

• トランス ファースイ ツチび L4 で 車 まび 約 40km/h を 超えた とを、 車 高は N 
(標準） モー ドより 約 2 已 mm 高い 位置まで 移行し ます。 車 速び 約 20km/h 
しツ 下に なったら 自動的に HI  (八 イ） モードの 位置へ もどります。 
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■エ クス トラ A イモー ド 

HI  (八 イ） モー ドで トランス ファースイ ッチび L4、 または クロールコント □一 
ルび 作動した 状態のと をに 車び スタック すると、 自動的に エ クス トラ 八イ モー 
ドへ 移行し ます。 車 高び HI  (八 イ） モードより 約 20mm 高くな ります。 

•  HI  (八 イ） モードに もどる 条件 

- 車 速び 約 1 Okm/h 1；( 上になる 
- トランス ファースイ ッチを H4 にす る 
♦エ クス トラ 八イ モードで" ▼" (車 高下 降） スイッチを 押す と、 N  (標準） 
モードへ 移行し ます。 

♦エ クス トラノ  V イ モー ドは スイ ッチ 操作に よる 選択は でを ません。 

■車 高 制御の 停止に ついて 

♦エンジンを 停止して ち、 ま 高 制御の 停止 状態は 記憶され ています。 

♦車 高 制御 OFF スイッチ により 車 高 制御を 停止して ち、 下記の 車 まを 超える 
と、 停止 状態び 解除され ます。 

•  HI  (八 イ） '  L0  (□— ) モー ド： 車 速 約 30km/hl； (上 

•  N  (標準） モード： 車 速 約 80km/h しツ上 

■才ー トレべ リング 機能 

すべての モー ドで 乗員 数 や 荷物な どの 積載 条件び かわって ち、 常に 一定の 高さ 
になる よ ラに 車 高び 自動で 制御され ます。 
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■積載量に ついて 

♦下記の 積載量を 越えた 場合、 車 高 切り替え スイ ッチを 操作して ち 目的の 車 高 
にならない ことび あります。 

•  HI  (八 イ） モー ド： 大人 4 名※ + 約 270k 巨 

•  N 鳩 準） モー ド： 大人 4 名※ + 約 370k 呂 
《 1 名 あたり 已已 k 目と した 場合 

•  N  (標準） モードで 車 高び 上 びらず、 マルチ インフォメーション ディ スプレ 
イに 「1_0」 と 表示され たと を、 または HI  (八 イ） モードで 「1_0」 または 
「N」 と 表示され たと をは、 車両の 積 荷び 重す ざる ことを 示して います。 この 
状態で 走行 するとを は、 十分に 注意して ください。 積 荷を 降ろして ち 車 高び 
上 びらない とを は、" （車 高下 降） スイッチを 押して 一度 車 高を 下げた あ 
と、" ▲- (車 高 上昇） スイッチを 押して 車 高を 上げて ください。 

それでち 車 高び 上 びらない とさは、 一度 エンジンを 停止し、 再 始動 後、 車 高 
切り替え スイッチ による 再 操作を おこなって ください。 

■運転 中に 停車した とき 

オート レべ U ング 機能び 作動し 車 高び かわる 場合び あります び、 異常では あり 
ません。 


■車 高び かわ 6 ない ときは 

積 荷び 重す ざる 場合、 車 高を 上げる ことび でを ません。 また、 車両 下部び 路面 
と 接触して いる 場合、 車 高を 下げる ことび でを ません。 

■  4-Wheel  AHC び 作動 しないと き 

♦車両び 停止して いると をに、 ブレーキ ペダルを 数秒 間 踏んだ とを 
♦車 高の 切り替えを ひんぱんに おこなった とを 
♦サスペンション フルー ドの 油 温び 約 一 30 でし iTF のとを 
♦サスペンションに 氷び 付いている とを 

♦サスペンションび 伸びを るよ ラな 凹凸の 激しい 路面を 走行して いると を 

♦センターデフ □ック 作動 状態 (一 P.  249) で、 八ン ドルを 約 3  /4 回転 上 ま 
ねした とを 
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■寒を 時の 取り扱い 

♦サスペンション フルードの 油 温び 約 一 1 已 でし ツ下 になる と、 車 高の 調整に 化 
要な 時間び 長くな ります。 

♦サスペンション フルー ドの 油 温び 約一  30 でし iTF になる と、 4-Wheel  AHC 
は 作動し ません。 

- この場合、 車 高 切り替え スイッチを 押してち 車 高は かわりません。 一度し 
ばらく 走行し、 サスペンション フルードを 通常の 温度まで 上げる と、 4- 
Wheel  AHC び 作動し、 自動的に 選択 した モー ドの 車 高に 調整され ます。 

- サスペンション フルードの 油 温び 約一  30 で 付近のと き、 4-Wheel  AHC 
び 作動して ち 車 高び 上 びらない ことび あります。 この場合、 しばらく 走行 
した あとで、" ▼" (車 高下 降） スイッチを 押してから" （車 高 上昇） ス 
イッチを 押し、 車 高を 上げて ください。 

■駐 停車に ついて 

♦オフ □ー  ド 走行 後、 すぐに エンジンを 停止して 駐車す る 場合、 車 高び 少し 下 
びります。 駐車 時は、 車両び 下 びった 際に 車体に 接触す るち のびない か 確認 
してく ださい。 なお、 車 高は エンジンを 始動す ると もとに もどります。 

♦長期 間に わたって 駐車す る 場合、 気温の 変化に より 車 高び かわる 場合び ありま 
す。 長期 間 駐車す ると さは、 車 高び かわった 際に 車体に 接触す るち のびない か 
確認して ください。 なお、 車 高は エンジンを 始動 するとち とに ちどります。 

■プ □ペラ シャフ トの音 

巧 道での 車 高調 整 や、 駐停 車中に シフト レバーび P または N し U がで 車 高調 整し 
た 場合、 プ □ペラ シャフトの 伸縮に より 作動 音び 発生す る ことび あります び、 異 
常ではありません。 

■  4-Wheel  AHC び 故障した ときは 

•  4-Wheel  AHC び 故障した 場合、 N 婚 準） モー ドび 自動的に 選択され ます。 
また、 マルチ インフォメーション ディスプレイに 警告び 表示され、 修理を 受 
ける まで 4-Wheel  AHC を 使用す る ことび でを ません。 

♦エンジンを 停止して、 再 始動した とさに 警告び 表示され なければ、 システム 
は 正常です。 警告び ま 示された ままのと をは、 ただちに トヨタ 販売店で 修理 
を 受けて ください。 
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A 警告 

■車 高 モー ドの 切り替え時の 警告 

車 高を 下げる 前に まの 下 やま わりに 人び いない こと、 障害物び ない ことを 確認 
してく ださい。 お守りいた だかない と、 車両に 体び 挟まれた りして、 思わめ 事 
故につな びる おそれび ありを 険 です。 

■  HI  (A イ） モー ドに ついて 

この モー ドは オフ ロー  ドな ど 悪路を 走行 するとを のみ 使用して ください。 重む 
び 高くなる ため、 八ン ドル- ブレーキ- アクセル などを 慎重に 操作して くださ 
し、。 お守りいた だかない と、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■ジャッキ アップ 時 や タイヤ チェーンを 取り付け ると をは 

車 高 制御を 停止 させて エンジンを 停止して ください。 お守りいた だかない と、 
オート レべ 1」 ング 機能に より 車 高び かわり 車両に 体び 挟まれた りして、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

■渡 ミ 可 走 巧ず ると さは 

車 高を HI  (八 イ） モードに 切り替えてから 車 高 制御を 停止 させ、 30km/h しツ下 
で 走行して ください。 お守りいた だかない と、 オート レべ U ング 機能に より 車 
高び かわり、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■他 車に けん 引 しても 5 ラと さは 

4 輪 接地で かつ エンジンび かかって いる 状態で 他 車に けん 引しても らうと をは、 
車 高を N  (標準） モードに してから 車 高 制御を 停止 させて ください。 お守りい 
ただかない と、 オート レべ U ング 機能に より 車 高び かわり、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび ありを 険 です。 

■脱輪した ときは 

車 高 制御を 停止 させて ください。 お守りいた だかない と、 オート レべ 1」 ング機 
能に よ り 車 高び かわ 0 、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

■ルーフラックに 荷物を 積んで いると きは 

HI  (八 イ） モードに 切り替えないで ください。 重む び 高くなる ため、 急 施 回 時 
など 不ま定 となり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

また、 RSCA システム （一 P. 138) の 誤作動に つなび る おそれび あります。 
トヨタ 純正 アル = ラックを 装着して いる 場合は、 付属の 取扱 書を ご覧く ださい。 
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A ミち 意 

■高さ 制限の ある 場所に 駐車 するとを は 

柔 員び 降 D たと さや 積 荷を 降ろした とさは、 通常よ 0 車 高び 高めに な 0 ますの 
で、 高さ 制限の ある 場所では ま 意して ください。 

■車 高 モー ドの 切り 營え 時のを 意 

•  L0  (□-) モードに しても、 車び 発進す ると 自動的に N  (標準） モードに な 
るた め、 高さ 制限の ある 場所では ミち 意して ください。 

♦凹凸の ある 路面では、 L0  (□-) モードに しないで ください。 車び 路面に 接 
触し、 損傷す る おそれび あ 0 ます。 

♦ま 高の 切り替えを ひんぱんに おこな 5 と、 ポンプび 損傷す る おそれび ありま 
す。 ま 高を 連続して 切り替える ときは、 数秒 間 待って からな の 切り替えを おこ 
なって  <  ださい。 
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AVS  (ア ダブ テ イブ バリア ブル サスペンション システム）* 


路面の:! 犬 態 や 運転 操作な どに 応じ、 ショ ック アブ ソー バーの 減衰 力を 
4 輪 沼! 立に 制御ず る ことで、 なめ 5 かな 乗りむ 地と 優れた 操縦 安定性 
を 両立し、 車両 姿勢を 良 巧な：！ 犬 態に 保ちまず。 

□  COMFORT モード （やわ b 
かめ） 

ノーマル モー ドに 比べて ソフトな 
柔〇わ 地に な 0 ます。 

曰 ノーマル モード 

通常 走行に 適して いまず。 

0  SPORT モード （硬め） 

ス ポー ツ 走行 に 適して います。 
ノーマル モー ドに 比べて 硬め の 減 
衰 力に 自動的に 切 0 替わ 0 ます。 


曰 知識 


■モー ドに ついて 


♦通常 走行 時は ノーマル モー ドを おすすめ します。 

♦積載量び 多い とを や 未 舗装 路を 走行 するとを は、 SPORT モー ドを おすすめ 
します。 


• トランス ファースイッチび L4 のとを は、 減衰 力 切り替え スイッチの 位置に 
かかわらず、 オフ □ー  ド 走行に 適した 減衰 力になります。 
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: 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

フルタイム 4WD 


トランスファースイッチ および センターデフ □ッ クス イッチを 操作 
して 駆動 系の 作動が 態を 切り替えまず。 


■ トランス フ アース イッチ 


□  H4  (ハイ レンジ） 

一般 走行に 適して います。 通常は 
この 位置で 使用し ます。 

曰 L4  (□- レンジ） 

悪路 • 氷雪 路 • 砂地 • お 地な ど、 と 
く に大 をな 駆動力を 必要と する 走 
行 時に 適して います。 


めかる みな どで スタック （立ち 
往生） した 場合の 脱出 時 や 急な 
降 坂路の 走行な ど、 大 さな 駆動 
力を 必要と する 走行 時に 使用し 
ふ d  〇 

センター デフ □ック 状態になる 
と、 センター デフ □ック 作動 表示 
灯が 点 打し ます。 

も ラー 度 押す と、 センター デフ 
□ック 状態が 解除され まず。 
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I トランス ファーレンジの 切り替え 

■  H4 か 5  L4 へ 切り替え 

EJM 1 I 車両を 完全に 停車させる 
feitisi シつ トレバーを N にず る 

巨圆 互 トランスファー スイッチを 巧し なびら ち (L4) へまわず 

L4 に 切 0 替わる と L4 作動 表示な び 点な します。 点 巧す るまで 他の 操作を 
しないで  <  ださい。 

■  L4 か 5  H4 へ 切り替え 
earn 1 1 車両を 完全に 停車させる 
HM 互 シフ トレ パ'— を N にず る 

巨圆 1] トランスファー スイッチを 左 (H4) へまわず 

H4 に 切 0 替わる と L4 作動 表示な び 消な します。 ミ 肖な する まで 化の 操作を 
しないで  <  ださい。 


口 知識  

■ トランス ファースイッチの 使用を 件 

♦"エンジン スタートス トップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 
♦シフ トレバーび N にある とを 
♦車両び 完全に 停車して いると を 

■  L4 作動 表示な について 

H4 と L4 の 切り替え 作動 中は、 表示な び 点滅 します。 

■すべりやすい 路面を 走行ず ると きは 


♦険しい オフ □- ドを 走行す る 場合、 トランス ファースイッチを L4、 シフト 
レバーを S モードの 2 レンジに する ことで、 アクティブ TRC の ブレーキ 制 
御を より 効果的に ま 用で をます。 

♦スタック （立ち往生） した 場合の 脱出 時 や 急な 降 坂路の 走行な ど、 最大の 駆 
動力 や エンジンブレーキを 必要と する 場合には シフ トレバーを S モードの 1 
レンジに します。 


2 已〇 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■センターデフ □ッ クス イッ チの 使用を 件 

♦"エンジン スタートス トップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モー ドのと を 

♦ま両 の 速度び 1 OOkm/h しツ 下のと き 

■センター デフ □ッ ク 作動 表示む について 

センター デフの 切 0 替え 作動 中は、 表示な び 点滅し ます。 

■センターデフ □ック について 

♦センター デフ □ッ クス イッチを 操作 後、 表示灯び 点滅した ままのと さや、 セ 
ン ター デフ ロックを 解除しても 表示な び 消な しないと をは、 周囲の ま 全を 確 
認 して、 加減 ままた は 後退を してく ださい。 

♦センター デフ □ック 状態での 急 旋回は 避けて ください。 急 旋回した 場合、 前- 
後 輪の 回転 差に  より  フ  レーキを  かけた 状態と  同じよ  ラ  な 現象を 起 こし、 運転 
しにくくな ります。 

■フルタイム 4WD の 取り扱い 

♦  4WD まといつても 万能 車ではありません。 アクセル-八 ン ドル- ブレーキ 
の 操作は 一般の 車と 同じく 慎重に おこない、 常に ま 全 運転を むびけ てくだ さ 
い。 

♦スタック （立ち往生） したら、 タイヤの 下に 石 や 木な どを あてび い 脱出す る 
か、 前進 ■後退を 繰り返し 慣性を 利用して 脱出し ます。 また、 めかる みび ひ 
どい とさは タイヤ チェーンを 利用す るの ち 効果的です。 

♦急坂 路を 登る とさは、 登る 前に あらかじめ 路面の 状態を 確かめ、 凹凸の 少な 
し'! と ころを 選びます。 登りは じめ と 終わり は なだらかな 斜面を 選びます。 

♦急坂 路を 降りる とさは、 降りる 前に あらかじめ 路面の 状態を 確かめ、 斜 度に 
あつ た 変速 ギヤを 選びます。 降り る 途中での 変速は 避けて く ださい。 


2 已 1 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■  L4 作動 表示な ちしく は センターデフ □ッ ク 作動 表示な が 点滅した ときは 

♦トランス ファーレンジ 切り替え時に L4 作動 表示な び 点滅し 続けた ときは、 
車両を 完全に 停車し シフト レバーび N に 入って いる ことを 確認して から、 も 
ラー 度 トランス ファースイッチを 操作し 直して ください。 

♦トランス ファース イッチを 操作した 際、 L4 作動 表示な び 点 打 または 消な す 
る 前に シフト レバーを 操作す ると、 トランス ファーの 切り替えび 完了せ ず、 
シフ ト ポジションに 関係な < 駆 動軸び 拘束され ません。 （表示灯び 点滅し、 ブ 
ヴ ーび 鳴 D ます） 


この場合、 シフ トレバーを P に 入れて ち 車両び 動 < おそれび ありを 険 です。 必 
ず、 トランス ファーの 切り替えを 完了 させて ください。 

切り替えを 完了させる ためには、 車両を 完全に 停車し シフト レバーを N にし 
て、 切 0 替えび 完了した こと （表示な び 点な または 消 打した こと） を 確認して 
< ださい。 

♦エンジンび 極端に; 令え ている とさは、 トランス ファーレンジび 切り替わらな 
いこと びあります。 エンジンび 暖まって から、 もう 一度 トランス ファース 
イッチを 操作して ください。 

上を 実施 してち、 L4 作動 表示 好ち しく は センター デフ □ッ ク 作動 表示な び 点 
滅し 続けた とさは、 エンジン- ブレーキ 系統 もしくは トランス ファーの 異常の 
おそれび あります。 この場合、 トランス ファーレンジ や センターデフの 切り 替 
えは でを ません。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■渡 ミ 可に ついて 

•  4WD 車と いえ どち 水中 走行に 対しては 万全ではありません。 やむ を 得ず 渡 
ミ 可す る 場合は; 欠の 事項を 厳守して  <  ださい。 

- 水中 走行す る 前に あらかじめ ミ 可 川の 深さ '地形な どを 確かめて < ださい 
- ミ 可 川 進入 時は 最 徐行 （5km/h しツ 下） してく ださい 
- ミ 可 川に 巧し、 直角 または 下流 方向へ 横断して < ださい 
- ミ 度 ミ 可 途中での 変速 操作は 避け、 一気に ミ 度り をって < ださい 
♦ミ 度 ミ 可な ど 水中 走行した とさは、 なの 項目を 必ず 点検し、 メンテナンスを おこ 
なって ください。 

- ブレーキの 効を 具合 

- エンジン- トランス ミツ シ ヨン- トランスファー •デイ フ ァレン シャルな 
どの オイル 量 および 質の 変化 （白 還して いる 場合、 水び ミ 居 入して いますの 
で オイルの 交換び 必要です） 

- プロペラ シャフト- 各 ベア U ング- 各 ジョイント 部な どの 涵滑 不良 
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A 警告 
■走行 中の 警告 

必ずし U 下の ことを お守り ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

♦脱輪な どに より、 いずれ かの 車輪び 苗に 浮いて いると をは、 むやみに 空転 させ 
ないで < ださい 

♦車両 旋回 中 やま 輪 空転 中は、 トランスファー スイ ッチ 操作 および センター デフ 
□ ック スイ ツチ 操作を おこなわないで ください 

♦タイヤび 空転 中に 急激な フ レーキ 操作を しないで < ださい 


A ま 意 

■センターディ ファレン シャルの 損傷を 防ぐ ために 

乾燥した 舗装 路面では、 必ず センターデ フロック スイッチを OFF にして 走行し 
てくだ さい。 また、 高速道路では トランス ファースイッチを H4 で 走行して く 
ださい。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

クロー ルコント ロール （夕ー ン アシスト 機能 付を) 


アクセル ペダル やブ レー キ ペダルを 踏まなくても、 凹凸の 大きな オフ 
□- ドを 一定の おを 度で 走 巧で き、 すべりやすい 路面での スリ ップや 
車輪の 空転を 最ル 限に 抑え、 安定して 走行で さまず。 

■ ク □ー ルコント □ー ルス イッチ 

□  ON /OFF スイッチ 
曰 速度 切り替え スイッチ 
□ 表 お 巧 

作動 中は ク □ー ル コン ト □-ル 作 
動 表示な び 点な し、 ス U ッ プ 表示 
なび 点滅し ます。 

Q マルチ インフォメーション 
ディスプレイ* 

選択した モー ドび マルチ インフォ 
メーシ ヨン ディスプレイに 表示 さ 
れ ます。 


次の 已 つの モー ドから 路面 状況 
に 合わせて モー ドを 選択ず る こ 
とびでさまず。 


: 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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モード 

路面 状況 

□ 

□— 

岩石 路や 下り坂を 走行 するとを などに 適 
しています。 

旦 

□一- 5 デイ アム 

モー グ j レ 路の登 り 坂を 走行す ると をな ど 
に 適して います。 

Q 

S デイ アム 

モー グル 路- ガレ キ路の 登り 巧、 雪- 
ミ 尼- めかる み. 砂利. 草地な どの 上を 走 
行 するとを などに 適して います。 

□ 

5 デイ アム-八 イ 

且 

八イ 

■ 夕ーン アシス ト 機首 目 

切り返 し 操作な しでは 通過 困難な タイ ト コーナーを 走行ず ると を 
に、 一定の 低速 度を 維持し なびら、 運転者の 八ン ドル 操作に 応じて 
回 頭 性を 向上させる 制御を 実施し、 切り返し 操作 回数を な 減し ま 
ず。 


ク □ー ル コン ト □ー ル 作動 中に 
ターン アシス トスイ ツチを 巧ず 

ターン アシス ト 表示な び 点な しま 
す。 

OFF にす る には 再度 スイ ッ チを 巧 
しまず。 
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I ク □- ルコント □-ル & 夕ー ン アシス ト 機能を 解除ず ると きは 

► ク □ー ルコント □-ル 

ク □ー ル コン ト □ー ル 作動 中に ON  /  OFF スイ ッチを 押しまず。 スイ ッ 
チを OFF にず ると、 ス U ップ 表示な と ターン アシスト 表示な （ターン ア 
シス ト 機能 使用 時の み） び 消 巧し、 機能び 完全に 解除され るまで ク □ー ル 
コント □-ル 作動 表示な び 点滅し、 マルチ インフォメーション ディ スプレ 
イ* にク □ー ルコント □ー ルび 解除され たこと を おず メッ セージび 数秒 
間 表 おされまず。 

走行 中に ク □ー ル コン ト □ー ルを 解除ず ると きは、 ク □-ル コン ト □-ル 
作動 表示な び 消 打ず る 前に 停車ず るか、 とくに 慎重に 運転して ください。 

► ターン アシス ト 機能 

ターン アシス ト 機能 作動 中に ターン アシス トス イッチを 巧し まず。 スイ ッ 
チを 巧す と ターン アシス ト 表示 打び 消 好し、 マルチ インフォメーション 
ディスプレイ* に ターン アシス ト 機能び 解除され たこと を おず メッセ ー 
ジび 数秒 間 表示され まず。 


* : 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


口 知識  

■作動を 件 

► ク □ー ルコント ロール 

♦エンジンび 回転して いると を 

♦シフト レバーび P、 N じ (夕 りこ あると を 

• トランス ファースイ ツチび L4 にある とを 

♦運転席 ドアび 閉まって いると を 

► ターン アシス ト 機能 

♦ク □-ル コン トロールび 作動して いると を 


♦センター デフを ロックして いないと を 
♦アクセルと ブレーキ 操作を していな いとを 
♦シフト レバーび P、 R、 N し U 外に あると を 
♦八ン ドル 操作ち 度び 大を いとを 

■機能の 自動 解除 

► ク □ー ルコント ロール 

なのい ずれ かの 場合、 ブヴ ーび 断続的に 鳴 D、 ク □ー ルコント ロールび 自動的 
に 解除され ます。 この場合、 クロール コントロール 表示灯び 点滅 後、 消な し、 
ターン アシスト 表示な び 消な し （ターン アシスト 機能 使用 時の み）、 マルチ イン 
フ ォメーシヨ ン ディスプレイ* に クロールコント ロールび 解除され たこと を 示 
すメ ッ セージび 数 砂 間 表示され ます。 


♦シフト レバーを P または N にした とを 


• トランス ファースイ ツチを H4 にした とを 
♦運転席 ドアを 開けた とを 
► ターン アシス ト 機能 

センター デフを □ツク したと を、 フヴ ーび 断続的に なり、 ターン アシスト 機能 
び 自動的に 解除され ます。 この場合、 ターン アシスト 表示な び 消な し、 マルチ 
インフォメーション ディスプレイ* に ターン アシスト 機能び 解除され たこと を 
示す メ ッ セージび 数秒 間 表示され ます。 


吕已 S 
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■機能 制限 

► ク □ー ルコント ロール 

♦Li (下の 場合は、 下り坂を 一定の 速度で 降 りる よ ラ なブ レーキ 制御は でさます 
び、 上り坂を 一定の 速度で 登る エンジン 制御は でを ません。 

- 走行 モー ドに セ カン ドス ター トモ ー ドを 選択した とを 
- 車 速び 約 10 km/h を 超えた とを 

♦U ■(下の 場合は、 エンジン 制御 • ブレーキ 制御と も 一時的に 機能を 停止し ます。 
この場合、 ク □ー ル コン ト □ー ル 表示な び 点滅し ます。 

- 車を び 約 2 已 km/h を 超えた とを 
► ターン アシス ト 機能 

し U 下の 場合は、 ターン アシス ト 機能を 一時的に 停止し ます。 

♦ま 速び 約 10 km/h を 超えた とき 
♦シフ トレバーを R にした とを 

■長時間の 使用に ついて 

♦ク □ー ル コン トロールを 長時間 連続 的に 使用す ると、 ブレーキ システムの 異 
常 過熱を 招く ため、 ブヴ ーび 鳴り、 マルチ インフォメーション ディスプレイ* 
に 異常を 知らせる 表示び 出され、 ク □ー ル コン ト □ー ル 表示な び 点滅 後 消な 
し、 ク □ー ルコント ロールび 一時的に 作動で をなくなります。 この場合、 速 
やかに 安全な 場所に 停車して、 表示び 消える まで ブレーキ システムを 十分に 
を 却 してく ださい。 （この間の 通常 走行は 可能です） 

♦ク □-ル コン トロールを 長時間 連続 的に 使用す ると、 オー トマ チック ト ラン 
ス 5 ッ ショ ン システムの 異常 過熱を 招く ため、 ブヴ ーび 鳴り 機能び 自動的に 
解除され、 マルチ イン フ ォメーショ ン ディスプレイ* に 異常を 巧ら せる 表示 
び 出る ことび あ D ます。 表示び 消える まで、 ま 全な 場所に 停車して ください。 


: 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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■作動 音 やお 動に ついて 

♦エンジン 始動 時 や 発進 直後に、 エンジン ルームから 作動 音び 聞こえる ことび 
あります び、 異常ではありません。 

♦クロール コン トロールび 作動す ると、 なのよ 5 な 現象び 発生す る ことび あり 
ますび、 異常ではありません。 

- 車体 や八ン ドルに 振動を 感じる 
• 車両 停止 後ち モ ー タ ー 音び 聞こえる 

■システムに 異常び あると をは 

警告 灯 や 警告 表示び 点な します。 （一 P.  42 己,  433) 


A 警告 

■ク □- ルコント □-ル & 夕ーン アシス ト 機能を お使いになる 前に 

クロール コン ト □-ル & ターン アシス ト 機能を 過信し ないで ください。 車両の 
限界 性能を 高める ちので はない ので、 常に 路面 状況を よ < 確認した 上で、 安全 
運転に むびけ てくだ さい。 

■正しく 作動し ない おそれの ある 状況 

し U 下の 路面を 走行す る 場合、 車両の 一定 速度を 維持で をない ことび あり、 思わ 
め 事故に つなび る おそれび あ 0 ます。 

♦極端な 急勾配 

♦凹凸の 激しい 路面 

♦積雪 路 などの すべり やすい 路面 


A ま 意 

■夕 ーン アシス ト 機能を お使いになる 前に 

ターン アシスト 機能は、 オフ ロード 路面での 回 頭 性を 向上させる 機能です。 舗 
装され た 路面では 制御の 効果び 十分 発揮で をない 場合び あり ます。 
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7 ル チ テ レイン セレクト 


マルチ テ レイン セレ ク ト は、 オフ □- ドでの 走破 性を 向上させる シス 
テムで ず。 

あ 日 かじめ 用意され た已 つの モー ドの 中から、 走行ず る 路面 状況に 適 
した モー ドを 選択す る ことで、 各 状況に 合わせて ブレーキ 制御び 最適 
化されまず。 

117 ル チ テ レイン セレ ク トモ ー 
ド セレ ク トス イッチ 
旦 マルチ テ レイン セレ ク ト 表示 
な 

0 マルチ インフォメーション 
ディスプレイ 

マルチ テ レイン セレ ク トの 作動 状 
態 や、 路面 選択状態 などび 表示 さ 
れ ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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■選択 可能な モード 

なの 日 つの モー ド か 5、 オフ □ー  ドの 路面 状況に 合わせて モードを 
選択ず る ことび でさまず。 

□  MUD  &  SAND 

□  LOOSE  ROCK 
且 MOGUL 

□  ROCK  &  DIRT 
日  ROCK 


モード 

路面 状況 

□ 

MUD  &  SAND 

ミ 尼 潭路- 砂地 路- 深雪 路- ダー ト路 などの す 
ベり やすい 状況 や ダー ト路に 適して います。 

□ 

LOOSE  ROCK 

± と 動を やすい 石び 混じった、 すべりやすい 
状況に 適して います。 

且 

MOGUL 

モー グル 路 など 路面の 凹凸の 激しい 状況に 
適して います。 

□ 

ROCK  &  DIRT 

モー グル 路や 岩石 路 など 路面の 凹凸の 激し 
い 状況に 適して います。 

且 

ROCK 

岩石 路の 走行に 適 しています。 

■制御の 開始 条件 

じ (下の 条件を ずべ て 満たした とさ、 マルチ テ レイン セレ ク ト 表示な 
び 点灯し、 マルチ インフォメーション ディスプレイに モー ド 遇択画 
面び 表示され、 マルチ テ レイン セレ ク トの 制御を 開始し まず。 

• トランス ファース イッチび L4 にある とさ 

• アクティブ TRC と VSC を OFF に していな いとき 

• ク □ー ル コン ト □ー ルび OFF のと さ 
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■モードの 切り かえち 

マルチ テ レイン セレ ク ト制 御中 
に マルチ テ レイン セレ ク トモ ー 
ド セレ ク トス イッチを 操作して 
モー ドを 選択ず る。 

モードび 巧定 すると、 モード 名び 
表示され 制御び 切 0 かわ 0 ます。 


マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイの 表示に ついて 

□ モー ド 選択 

マルチ テ レイン セレ ク トの モードを 
表术 します。 

D に P スイ ツチを 押す か 各 システムの 
状況に よ 0 表示が 切 0 かわ 0 ます。 

曰 モー ド 表示 

選択され た モー ド 名を 表示し ます。 


白 知識 

■機能の 自動 解除 

なのい ずれ かの 場合、 マルチ テ レイン セレクト 表示な び 消な し、 マルチ テレイ 
ン セレ ク トび 自動的に 解除され ます。 

• トランス ファースイ ツチを H4 にした とを 
♦アクティブ TRC と VSC を OFF に したと を 
♦ク □-ル コン トロールを ON にした とを 


□- 


ROCK 


ROCK  &  DIRT 


MULTI-TERRAIN  SELECT 
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■ トラ クシ ヨンが 発生し にくい ときは 

タイヤの ス U ップ 量は 「ROCK」 一 「ROCK  &  DIRT」 一 「MOGUL」 一 「LOOSE 
ROCK」 - 「MUD  &  SAND」 の 順に 大 をくなる ため、 ス U ップ び大 をい とを 
は 「ROCK」 側、 ス U ップび ル さいと をは 「MUD  &  SAND」 側の モー ドへ 切 
り かえる ことで 走破 性び 向上 します。 

■スタック したと をは 

トランス ファースイ ッチと 4  WD システムを 切り かえて ください。 

切り かえに ついては、 しツ 下の ぺージ を 参照して ください。 

♦フルタイム 4  WD  (一 P.  24 日） 

♦センターデ フロック （一 P.  249) 

■マルチ テ レイン セレクトび 正常に 作動 しないと きは 

ス U ップ 表示 好び 点 好し ます。 その 場合は、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 


■長時間の 使用に ついて 

ブレーキ システムび 異常 過熱す る おそれび あるた め、 ブヴ ーび 鳴り、 TRC  OFF 
表示な び 点な する か マルチ インフォー メーシ ヨン ディスプレイに 「TRC  OFF」 
と 表示され、 マルチ テ レイン セレクトび 一時的に 作動 出来なくなります。 この 
場合、 速やかに ま 全な 場所に 停車して、 表示び 消える まで ブレーキ システムを 
十分に; 令 却して ください。 

( この間の 通常 走行は 可能です） 


しばらくして、 TRC  OFF 表示灯 か マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイの 表 
示び 消えれば、 マルチ テ レイン セレ ク トび 作動 可能と なります。 
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A 警告 

■マルチ テ レイン セレ ク トを 使用ず ると きは 

なの ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 車両び 損傷したり、 乗員び 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦モードの 選択は、 勾配 •すべり 度合い •起伏な どの 状況によっては、 必ずし ち 
最適で ない 場合び あります。 （一 P.  2 已已） 

♦マルチ テレイ ン セレ ク トは 車両の 限界を 高める 装置では あり ません。 路面 状況 
をよ く 確認した 上で、 ま 全に ま 意 して 走行 してく ださい。 


A ま 意 
■使用 上のを 意 

マルチ テ レイン セレ ク ト は、 オフ □ー ド 走行 時の み 使用して ください。 


2 巨已 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

7 ル チ テ レイン モニター 


マルチ テ レイン モニターは、 低速で 走行 中に 車両 周辺の 映像を デ ィス 
プレイに 表示し、 車両 周辺の 状況を 確認ず るのを 補助し、 オフ □-ド 
走行を 支援ず る システム でず。 

参 カメラ スイッチを 巧ず ことで 画面の 表示、 又は フ □ン ト 画面- ワイ 
ド ビュー フ □ント & サイ ド モニター 画面- サイ ド 前方 同時 表示 画 
面- サイ ド 後方 同時 表示 画面- U ヤ 画面の 映像を 切 0 かえる ことび 
でさまず。 

(シフ トレバー や トランス ファーの 条件に より 切り かえ 日れ る カメ 
ラび 異な 0 まず） 


♦フ □ン ト 画面 上に 合成 表 おされる ガイ ド 線を 参考に して、 前方の 障 
害 物との 距離 や 予想 進路を 確認し なびら 走行 ラインを 決めたり、 ワ 
イ ド ビュー フ □ント & サイ ド モニター 画面 • サイ ド 前方 同時 表示 画 
面 •サイ ド 後方 同時 表示 画面で タイヤ 付近 や 側 方に ある 障害物な ど 
を 確認して、 不意の スタックを 未然に 回避し なび 日、 走行ず る こと 
びで さまず。 


n カメラ スイッチ 
0 ディスプレイ 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■画面の 切り かえ 

• シフ ト ポジ シヨ ンび D、 S または N のと さ 

通ち 表示 モード： カメラ スイッチを 巧す と 画面び 表示され る。 

自動 表示 モード： 自動的に 画面び 表示され る。 

カメラ スイッチを 巧す ごとに 画面び 切 0 かね 0 ます。 （トランス ファーレンジに 
よ 0、 切 0 かわる 画面び 異な 0 ます。） 


トランス ファーレンジ 

表示 画面 

H4 

ワイ ド ビュー フロント & サイ ド モニター画 E 

小  / 

サイ ド 前ち 同時 表示 画面 
小 

サイ ド 後ち 同時 表示 画面 

国 

、 

L4 

フロント 画面  < - 

サイ ド 前方 同時 表示 画面 

サイ ド 後方 同時 表示 画面 

• シフ ト ポジ ショ ンび R のと さ 

シフ ト ポジションを R にず ると U ヤ 画面 （バック ガイ ド モニター) 
び 表示され、 カメラ スイッチを 巧ず ごとに 画面び 切 0 かわ 0 まず。 

U ヤ 画面 （バック ガイド モニター)  < - 

丄 

ワイ ド ビュー フ □ン ト & サイ ド モニター 画面 
サイ ド 前方 同時 表示 画面 

丄 

サイ ド 後方 同時 表示 画面 
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■ 自動 表示 モード 

カメラ スイッチ 操作に よる 画面 切り かえに 加え、 車 速 または シフト 
操作に 応じて 自動的に 画面び 切り かわる モードで ず。 


フ □ン ト 画面 または ワイド 
ビュー フ □ント & サイ ドモニ 
ター 画面の AUTO を タッチず 
る。 


AUTO の 表示な び 点な します。 

巧び AUTO を タッチす ると 通常 表 
示 モー ドに 戻 0 ます。 


[各 カメラの 受け持つ 範囲 


n フ □ン ト 画面 ’X 
且 サイ ド 前方 同時 表示 画面 X’ 

曰 サイ ド 後方 同時 表示 画面 X’ 

□  U ヤ 画面 

※ワイ ド ビュー フ □ント & サイド モ 
ニ ター 画面の 範囲です。 （ サイドの 
表示 画面は、 左側の みです。） 

イ ラス トは 大まかな イ><  ー ジを示 
したわので、 実際に 撮影され る 範囲 
とは 異な 0 ます。 力 > (ラの 撮影 範囲 
について は、 P.  278 の 記載を 参照 
して  <  ださい。 
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映像 表示に ついて 


■フ □ン ト 画面 


車両 前方の 映像を 表示 します。 

前ち 付近の 安全 確認に 使用 します。 
進行ち 向を ミ夫定 する 際に 目安と なる 
ガイ ド 線び 合成 表示され まず。 


■ ワイ ド ビュー フ □ン ト & サイ ド モニター 画面 


ITI24T067aJ 


I サイド 前方 同時 表示 画面 


車両 前方と 側面の 映像を 表示し ま 
す。 

見通しの 悪い 交差点な どの 状況 確認 
や 左 旋回 時の 安全 確認の 補助と して 
使用し ます。 

左 旋回 時に 八ン ドル 操作の 目安と な 
る 進路 線を 表示す る ことわで をます。 


車両 側面 （前方 寄り） 下方の 映像 
化 表 おします。 

車両の 左ち の 映像が 同時に 表示され 
ます。 

タイヤ 周辺 や 車両 側面の 障害物な ど 
の 確認に 使用し ます。 

車 幅の イ； <  ージと 前輪の 位置を 示す 
ガイ ド 線が 合成 表示され ます。 
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■サイド 後方 同時 表示 画面 

車両 側面 （後方 寄 0) 下方の 映像 
化 表示し ます。 

車両の 左ち の 映像が 同時に 表示され 
ます。 

タイヤ 周辺 や 車両 側面の 障害物な ど 
の 確認に 使用し ます。 

車 幅の イ； <  ージと 後輪の 位置を おす 
ガイ ド 線が 含 成 表示され ます。 


■リヤ 画面 （バック ガイド モニター) 


ITI24T073J 


車両 後方の 映像が 表示され ます。 
バック ガイ ド モニターの 詳細に つい 
ては、 別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 
取扱 書」 を 参照して  <  ださい。 
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[画面の 見方 


■フ □ン ト 画面 


a 軌跡 線 （内側） X’ 


タイヤの 内側び 通る 進路の 目安を 表 
7J\  UcK  9  〇 

n 距離 目安 線 （黄） 

車両の 前端から 約 Im 前方の 位置を 
7J\  UcK  9  〇 

曰 距離 目安 線 （ホ） 

車両の 前端から 約 0 .已 m 前ち の 位置 
を のします。 

0  AUTO スイッチ 

自動 表示 モー ドを 設定し ます。 

軌跡 線は 八ン ドル 操作に 連動して 
変化し ます。 

※ク □-ル コン ト □- ルの 夕ー ン アシス 
卜 機能 作動 中のと を、 軌跡 線を 点線で 
表示し ます。 この 状態では、 実 隙の 進 
路と 軌跡 線で 誤差が 生じる 場 含び あ 0 
ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ ワイ ド ビュー フ □ン ト & サイ ド モニター 画面 


□ 進路 表 お切り かえ スイッチ 

進路 表示 モー ドを 切 0 かえます。 シフ 
ト ポジションび R のと さは、 切 0 か 
えで をません。 

曰 車両 アイコン 

ワイ ドビ ューフ □ン ト & サイ ド 画面 
が 表示され ている ことを 示します。 

□ 前輪 接地 線 


前輪 位置の 目 巧を 表示 します。 


□ 車両 前端 表 お 

車両 前端 位置の 目 安を 表示 します。 

曰 予想 進路 線 （黄） 

ノ V ン ドル 操作に 連動した 進路の 目安 
を 示す。 最小 回転 予想 進路 線と とわに 
表示され ます。 

0 最小 回転 予想 進路 線 （青） 

八ン ドルを いっぱいまで 操作して、 
もっとち ル 回りした いとを の 予想 進 
路の 目安を 示します。 八ン ドルが 左側 
へ 操作され ている （直進 状態から 約 
9 ぴ 上） ときに 表示され ます。 

Q 車 幅 表示 線 （青） 

車 幅の 目安を 表示し ます。 （ドア S 
ラーの 幅ち 加算され て 表示され ます） 


□ 後輪 接地 線 

後輪 位置の 目安を 表示し ます。 


且 AUTO スイッチ 
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自動 表示 モー ドを 設定し ます。 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■サイド 前ち 同時 表示 画面 

□ 車両 アイコン 

サイ ド 前ち 同時 表示 画面び 表示され 
ている ことを 示します。 

B 車両 前端 表示 

車両 前端 位置の 目 安を 表示 します。 

□ 車 幅 表 お 線 

車 幅の 目安を 表示し ます。 （ド ア- 
ラーの 幅ち 加算され て 表示され ます） 

□ 前輪 接地 線 

前輪 位置の 目安を 表 おします。 

■サイド 後方 同時 表示 画面 

□ 車両 アイコン 

サイ ド 後ち 同時 表示 画面び 表示され 
ている ことを 示します。 

曰 車 幅 表 お 線 

車 幅の 目安を 表示し ます。 （ド ア- 
ラーの 幅ち 加算され て 表示され ます） 

□ 後輪 接地 線 

後輪 位置の 目安を 表 おします。 

□ 車両 後端 表示 

車両 後端 位置の 目 安を 表示 します。 

■リヤ 画面 （バック ガイド モニター） 

別冊 r ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して < ださい。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


I 進路 線 表示 モー ドに ついて 
(ワイ ドビ ューフ □ン ト & サイ ド モニター画面) 


► 進路 線 消去 モード 


車 幅 表示 線び 表示され まず。 


ITI24T069aJ 


► 最ル 回転 予想 進路 表示 モード 


進路 線 消去 モー ドに 最ル 回転 予 
想 進路 線び 追加され まず。 


► おち 連動 線 表示 モード 


最ル 回転 予想 進路 表示 モードに 
予想 進路 線び 追加され まず。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ 進路 線 表示 モー ドの 切り かえ 


ITI24T067aJ 


■ 車 幅 表示 線と 進路 線の 使いち 

► 車 幅 表示 線 


ar-1 に タッチず る。 タッチず 
る ごとに、 次の よ ラに 切り かわり 
まず。 

能ち 連動 線 表示 モード  ^ 


最ル 回転 予想 進路 線 表示 モード 


進路 線 消去 モード 


車 幅 表示 線と 路肩の 縁石な どの 目 
標 物との 位置 関係を 見ます。 

イ ラス ト のよ ラに 車 幅 表示 線び 重 
ならない よ ラに 車両を 幅寄せし ま 
ず。 同時に 車 幅 表示 線と 目標 物び 
平行になる よ ラに 運転 操作す る こ 
とで、 目標 物に 沿って 駐車す る こ 
とがで をます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


► 最ル 回転 予想 進路 線- 予想 進路 線 


最ル 回転 予想 進路 線 や 予想 進路 線 
(表示 時） と 障害物との 位置 関係を 
見まず。 


イ ラス ト のよ ラに 最ル 回転 予想 進 
路線 （青） び 障害物 上に あると さ 
や、 最ル 回転 予想 進路 線 （青） の 
内側に 障害物び あると さは、 ル 回 
りず ると 障害物に 接触ず る 可能性 
び ありまず。 


ITI24T110 


予想 進路 線 （黄） を 表示して いる 
とさは、 予想 進路 線び 障害物の が 
側になる 八ン ドル 操作 量を 維持し 
て、 車両び 障害物を 通 0 過ざる ま 
で 旋回して ください。 


276 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


口 知識  

■作動を 件 

►通常 表示 モード 
車 速び 約 1 2km/h 未満のと を 
►自動 表示 モード 

♦自動 表示 モー ドを 選択して いると を 
♦シフト レバーを D、 S または N にした とを 

♦シフ ト レバーび □、 S または S にある ときで、 車 速び 約 1 Okm/h け 下にな つ 
たと を 

■システムび 自動で 解除され ると を 

なの 場合、 マルチ テレイ ン モニターび 自動で 解除され ます。 

♦ま 速び 約 1 2  km/h を こえた とき 

車 连び約 1 2  km/h を 超えた 場合、 少しの 間は 表示び 継続され ます。 もし 表 
示び 消える 前に 車 速び 約 1 2  km/h し U 下に なれば 表示は 解除され ません。 

♦現在地な ど 画面が の スイ ッ チを 押 したと を 

■割り & み 表示に ついて 

ク U アラン スソナ ーの 検巧 範囲に 障害物び あると を、 割 0 込み 表示び 表示され 
ます。 （一 P. 乙 乙 日） 

■ ドア ミラーを 格納した とき 

ドア 5 ラー 格納 作動 中のと をは、 一時て をに OFF 画面になります び、 格納 後は、 
通常と おなじ 画面 表示に 戻ります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■画面に 映る 節 囲 


カメラび 撮影で をる 範囲には 限り び あり、 バン ノ f 一の 両端 付近 や バン ノ f 一の 下 
にある ちのは 撮影で をません。 また、 車両 や 路面の 状況に より、 ディスプレイ 
に 映る 範囲び 異なる 場合び あ D ます。 


♦フ □ン h カメラ 


D カメ フの およその 撮影 範囲 
□ カメラび 認識で をる 障害物 
且 死角と なる 障害物 

□ ま 両前ち のが 装 部品 （バン ノ f 一やグ U ル 
など’ X) 

※ノ  くンノ （ー コーナー部では あ 0 ません。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


> サイド カメラ （ワイド ビュー フ □ント & サイド モこ ター 画面） 

D カメ フの おその 撮影 範囲 


看 

m 

1 

ITI24T086a 

曰 カメラび 認識で をる 障害物 
且 車両 左側 部分 


> サイ ド カメラ （サイ ド 前方 同時 表示 画面） 

D カメ フの およその 撮影 範囲 
曰 カメラが 認識で をる 障害物 
且 車両ち 側部 分 
□ 車両 左側 部分 


r  )  r  ) 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


♦サイ ド カメラ （サイ ド 後ち 同時 表示 画面) 


D カメ フの およその 撮影 範囲 
曰 カメラび 認識で をる 障害物 
且 車両ち 側部 分 
□ 車両 左側 部分 


♦  U ヤ カメラ （バック ガイド モニター) 

月麵 「ナビ ゲーシ ヨン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■7 ル チ テ レイン モニターカメラ 


D サイ ド カメラ 
曰 フロント カメラ 
且 U ヤ カメラ 


♦カメラの レンズび 巧れ ている と、 辭 巧な 画像び 得られません。 オフ □ー ド 走 
行 後は 水洗いし、 やわらかい 巧で なを 取って ください。 巧れ び ひどい 場合は、 
中性洗剤で 洗い流し てく ださい。 

♦なのよ ラな とさは、 画面び 見づ らくなる ことび あります び、 異常では ありま 
せん。 

- 暗い ところ （夜間な ど） 

- レンズ 付近の 温度び 高い、 または 低い とを 
- カメラに 水 ミ 商び 付いた とを や、 湿度び 高い とを （雨天 時な ど） 

- カメラ 付近に 異物 （ミ 尼な ど） び 付着した とを 
- 太陽 やへ ッ ド ランプの 光び 直接 カメラの レンズに あたった とを 
- 飛び石び レンズに あたり 傷付いた とを 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ス 5 ヤ 現象に ついて 

高輝度の 点 （車体に 反射した 太陽 等） び 力 
メラに 映る と、 CCD カメラ 特有の スミ ヤ現 
象 ^ び発生する こ と びあ り ま す。 

^ 高輝度の 点 （車体に 反射した 太陽 等） び 力 
メラに 映る と、 その 点の 上下 （縦 方向） に 
尾を引く 現象 


■マルチ テ レイン モニターの 画質 調舊 について 

ナビ ゲー シヨ ン 画面の 調整 方法と 同様です。 

別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 

■バッ テリーを 再 接続した ときは 

フ □ン ト 画面に 表示され る ガイ ド 線び 表示 
されません。 

八ン ドルを 直進 状態に して 一定 時間 走行し 
て  <  ださい。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■7 ル チ テ レイン モニター について 

♦マルチ テ レイン モニターは オフ □ー  ド 走行を 補助す る 装置です 。オフロード 走 
行 するとを は、 必ず 車の 周囲の ま 全を 直接 確認し なびら 運転して ください。 

♦カメラの レンズの 特性に より、 画面に 映る 人 や 障害物は、 実際の 位置 や 距離と 
異なります。 

■ガイ ド 線に ついて 

♦乗車 人数- 積載量な どに より、 画面の ガイ ド 線の 示す 位置は かわります。 

必ず 周囲の ま 全を 直接 確認 しなび ら 運転して  <  ださい。 

♦バンパー ガー ドな ど 車両の 全長に 影響を 与える 部品を 取り付けた 場合、 フ □ン 
卜 画面の 距離 目 ま 線との 位置 関係び かわる 場合び あり ますので ミ 主意 して  <  だ 
さい。 

■運転 時の ま 意 点 

♦マルチ テ レイン モニターを 過信し ないで ください。 

一般の 車と 同様に、 必ず 周囲の ま 全と 直接 確認し なびら 慎重に 走行 して  <  ださ 
し、。 特に 周辺の 障害物な どに 接触 しないよ ラに してく ださい。 

♦画面 だけを 見な びら 走行す る ことは 絶対にし ないで ください。 

画面に 映って いる 映像と 実際の 状況は 異なる ことび あ D、 画面 だけを 見て 走行 
すると 車を ぶつけたり、 思わめ 事故を 引を 起こす おそれび あります。 走行す る 
とを はおず 目視や 5 ラーな どで 周囲の 安全を 直接 確認して < ださい。 

♦外気 温び 低い 場合、 画面び 暗 < なったり、 映像び 薄れる ことび あります。 特に 
動いて いるち のの 映像び 歪む、 または 画面から 見えなくなる ことび あるた め、 
必ず 周囲の ま 全を 直接 目 で 確認し なび ら 運転して  <  ださい。 

♦タイヤを 交換 するとを は、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 タイヤを 交換す る 
と、 画面に 表示され る ガイ ド 線の 示す 位置に 誤差び 生じる ことび あります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A ミち 意 

■カメラに ついて 

マルチ テレイ ン モニターび 正常に 作動 しなくなる おそれび あり ますので、 なの 

ことに 注意して ください。 

♦カメラ 部を 強く たたいたり、 ちのを ぶつける など、 強い 衝撃を 与えないで くだ 
さい。 カメラの 位置、 取り付けち 度び ずれる おそれび あります。 

♦カメラ 部は 防水 構造と なって いますので、 取りは ずし- 分解. 改造を しないで 
< ださい。 

♦カメラの レンズを 強く こすったり、 硬い ブラシ や 研磨 剤な どで みび いたりす る 
と レンズび 傷付を、 映像に 悪影響を およぼす おそれび あ D ます。 

♦カメラの カバーは 樹脂です ので、 有機 溶剤- ボデー ワックス- 油 膜 取り 剤 •ガ 
ラス コート 剤な どを 付着 させないで ください。 付着した とさは、 すぐに 拭を 
取って ください。 

♦寒い とさに お湯を かけるな どして 急激な 温度 変化を 与えないで ください。 

♦カメラ 部を ぶつけた とさは、 カメラの 故障な どの おそれび あります。 早めに 
トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

♦洗車 時に 高圧 洗 ミき 機で カメラ や カメラ 周辺に 直接 水を 当てないで  <  ださい。 高 
水圧の ため カメラの 故障の 原因と なること があります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

運 起を 巧 助す る 装置 


走行の 安を 性 や 運転 性能を 高める ため、 走行 状況に 応じて LU 下の 装置 
び 自動で 作動し まず。 ただし、 これ 5 の 装置は 補助 的な ちの なので、 
過信せ ずに 運転には 十分に ま 意して ください。 

■マルチ テ レイン ABS  (アンチ □ック ブレーキ システム） 

急 ブレーキ 時、 またはす ベ 0 やすい 路面 や オフ □ー  ド （砂利- 砂地- お 地- 氷雪 
路 など） での ブレーキ 時に タイヤの □ック を 防ぎ、 ス U ップを 抑制し まず。 

■ブレーキ アシスト 

急 ブレーキ 時な どに、 より 大 をな ブレーキ カを 発生 させまず。 

■  VSC  (ビーク ルスタビ リ ティ コント □ー ル） 

急な 八ン ドル 操作 やすべ 0 やず い 路面で 旋回ず ると さに 横ず ベ 0 を 抑え、 車両 
の 姿勢 維持に 寄与し ます。 

■アクティブ TRC  (トラ クシ ョン コント □ー ル） 

すべ 0 やすい 路面 や 険しい オフ □ー  ドでの 発進 時 や 加速 時に 生じる 車輪の 空転 
を 4 輪 別々 に 抑制ず ると 共に、 降 坂 時の エンジンブレーキ 抜けに よる 加速を 抑 
制し、 車両の 方向 安定性と 駆動力の 確保に 貢献し まず。 

■ ヒル スター ト アシス ト コント □ー ル 

上 0 坂 やすべ 0 やず い 丘 面で 発進ず ると をに、 車び 後退す るのを 緩和し まず。 

■  KDSS  (キネ テ ィッ クタ' イナ ミッ クヴス ペン ショ ン システム )4 

オフ □ー  ド 走行 時 や カーブ 時な どの 路面 状況 や 運転 状況に 応じて、 油圧に よ 0 
サスペンション スタ ビラ イヴ ーを 制御して、 走行 安定性の 確保に 貢献し まず。 

■  VGRS  (バリア ブル ギヤ レシオ ステアリング）* 

車 速 や八ン ドルの 動を に 合わせて ホイールが 切れる 角度を 調整し ます。 

■  PCS  (プリ クラッシュ セーフ ティ システム）* 

-^P.  293 


: 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


IVSC. アクティブ TRC- ヒル スター ト アシスト コント □— ルが 作動し 
ている とさ 

►アナ □グ メーター 


VSC  • アクティブ TRC  • ヒ ルス 
ター ト アシス ト コン ト □ー ルび 作 
動して いると さは、 ス U ップ 表示 
巧び 点滅し まず。 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □-ル 
の 作動 時、 制動な と 八 イマ ウン トス 
トップ ライ トび 点な します。 


VSC  • アクティブ TRC  • ヒ ルス 
ター ト アシス ト コン ト □ー ルび 作 
動して いると さは、 ス U ップ 表示 
巧び 点滅し まず。 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □-ル 
の 作動 時、 制動な と 八 イマ ウン トス 
トップ ライ トび 点な します。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


I アクティブ TRC や VSC を 停止ず るには 

めかる みや 新雪な どから 脱出ず ると さに、 アクティブ TRC や VSC び 作 
動して いると、 アクセル ペダルを 踏み込ん でち エンジンの 出力び 上 びら 
ず、 脱出び 困難な 場合び ありまず。 このよ ラな ときに、 アクティブ TRC 
や VSC を 停止ず る ことにより 脱出し やず くな りまず。 

■アクティブ TRC を 停止ず るには 

アクティブ TRC を 停止ず るには 
VSC  OFF スイッチを 巧ず 

TRC  OFF 表示な び 点な する か マルチ 
インフォー メーシ ヨン ディスプレイ 
に 「TRC  OFF」 と 表示され ます。 
もう 一度 スイッチを 巧す と、 システム 
作動 状態に ち ど 0 ます。 

《 1: アナ □グ メーター装着 車 
^2: オプ ティ ト □ン メーター装着 車 


287 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ アクティブ TRC と VSC を 停止ず るには 

アクティブ TRC と VSC を 停止す 
るには 停車 時に VSC  OFF スイ ッ 
チを 押し 3 秒 政 上 保持す る 

VSC  OFF 表示 口が 点灯し、 TRC 
OFF 表示 口び 点灯す るか マルチ イン 
フ オメ ーシ ヨン ディスプレイに 
[TRC  OFFJ と 表示され ます。 

ちう 一度 スイッチを 押す と、 システム 
作動 状態に ちどります。 

《 L アナ □グ方 ー ター 装着 車 

オプ ティ ト □ン ー ター 装着 車 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


白 知識  —    

■アクティブ TRC や VSC の 自動 復帰に ついて 

アク ティ フ TRC や VSC を 作動 停止に した あと、 "エンジン スタートス トップ" 
スイッチを OFF にす ると、 自動的に アクティブ TRC と VSC は 作動 可能 状態 
に ちどります。 

■アクティブ TRC  OFF の 作動 制限 

アクティブ TRC のみ 作動を 停止して いる 場合は、 車 速び 高くなる と アクティブ 
TRC は 作動を 再開し ます。 

■アクティブ TRC と VSC  OFF の 作動 制限 

アクティブ TRC と VSC の 作動を 停止して いる 場合は、 車 速に よる 作動 再開は 
ありません。 

■マルチ テ レイン ABS  • ブ レーキア シスト’  VSC  • アクティブ TRC  • ヒ ルス ター 
ト アシス  ト コン ト □- ル. VGRS の 作動 音と 振動 

♦エンジン 始動 時 や 発進 直後 や、 ブレーキを 繰り返し 踏んだ とさに、 エンジン 
ルームから 作動 音び 聞こえる ことび あります び、 異常ではありません。 

♦上記の システムび 作動す ると、 し U 下の よ ラ な 現象び 発生す る ことび あり ます 
び、 異常ではありません。 

- 車体 や八ン ドルに 振動を 感じる 
• 車両 停止 後ち モ ー タ ー 音び 聞こえる 

- マルチ テ レイン ABS の 作動 時に、 ブレーキ ペダルび ル 刻みに 動く 
- マルチ テ レイン ABS の 作動 終了後、 ブレーキ ペダルび 少し 奥に 入る 

■ ヒル スター ト アシス ト コント □- ルの 作動を 件 

♦シフ トレバーび D または S の 位置に あると を 
♦ブレーキ ペダルび 踏まれて いないと を 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■  VGRS の 作動が 停止ず る 場合 

しツ 下の 状況では、 VGRS び 作動を 停止す る ことび あります。 この場合、 直進の 
八ン ドル 位置び ずれる ことび あります び、 システムの 復帰と 共に もとに もどり 
ます。 


♦停ま 中 か 極 低速 走行 中に 長時間 八ン ドルを まわ し 続けた とを 
♦八ン ドルを いっぱいに 切った 状態で 長く 力を かけ 続けた とを 
♦バッ テ U —の 充電び 不十分、 または 電圧び 一時的に 下 びった とを 
♦  一  30 で！; (下で エンジンを 始動 した あと 
これらの 状況び 改善 されれば、 システムは 復帰 します。 


■長時間の 使用に ついて 


ブレーキ システムび 異常 過熱す る おそれび あるた め、 ブヴ ーび 鳴り、 TRC  OFF 
表示 好び 点 打す るか マルチ インフォー メーシ ヨン ディスプレイ* に 「TRC  OFF」 
と 表示され、 アク ティ フ TRC と ヒル スター ト アシス ト コン トロールび 一時的に 
作動 出来な < なります。 この場合、 速やかに 安全な 場所に 停車して、 表示び 消 
える まで ブレーキ システムを 十分に; 令 却して ください。 

( この間の 通常 走行は 可能です） 

しばらくして、 TRC  OFF 表示な か マルチ イン フ ォメーシヨ ン ディスプレイ* の 
表示び 消えれば 、アクティブ TRC と ヒル スタート アシスト コント □-; レび 作動 
可能と なります。 
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: 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

Li (下の 状況では、 事故び 起を、 その 結果 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あ 0 ます。 

■マルチ テ レイン ABS の 効果を 発揮で きないと き 

♦タイヤの グ U ップ 性能の 限界を 超えた とを 

♦雨で めれ た 路面 やすべり やすい 路面での 高速 走行 時に、 八イ ド □プレーニング 
現象び 発生した とを 

■マルチ テ レイン ABS び 作動ず る ことで、 制動 距離が 通常よ り も 長くなる とき 

マルチ テ レイン ABS は 制動 距離を 短く する 装置ではありません。 し U 下の 状況で 
は、 常に 速度を 控えめ にして 前車と 安全な 車間距離を とって < ださい。 

♦ミ 尼、 砂利の 道路 や 積雪 路を 走行して いると を 

♦タイヤ チェーンを 装着して いると を 

♦道路の つなぎ目 など、 段差を こえた とを 

♦凹凸の ある 路面 や 石 だた みな どの 悪路を 走行して いると を 

■アクティブ TRC の 効果を 発揮で きないと き 

すべりやすい 路面では、 アクティブ TRC び 作動して いても、 車両の ち 向 ま 定性 
や 駆動力び 得られない ことび あります。 車両の 方向 安定性 や 駆動力を 失 ラよ ラ 
な 状況では、 とくに 慎重に 運転して ください。 

■ ヒル スター ト アシス ト コント □- ルの 効果を 発揮で きないと き 

ヒル スタート アシスト コント □ー ルを 過信し ないで ください。 急勾配の 坂 や、 
凍った 路面では ヒル スタート アシス ト コン ト □ー ルび 効かない ことび ありま 
す。 

■アクティブ TRC や VSC を OFF にず ると をは 

アクティブ TRC や VSC は 自動的に ブレーキ や エンジンの 出力を 制御して 駆動 
力 や 車両の ち 向 ま 定性を 確保 しよ ラと する システムです。 

そのため、 必要な とさし U がは アク ティ フ TRC 機能、 VSC 機能を 作動 停止 状態 
に しないで ください。 アクティブ TRC 機能 や VSC 機能を 作動 停止 状態に した 
とさは、 路面 状況に 応じた 速度で、 とくに 慎重な 運転を むびけ てくだ さい。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■スリ ップ 表示な び 点滅して いると きは 

VSC び 作動 中で ある ことを 知らせて います。 常に 安全運転を むびけ てくだ さい。 
無謀な 運転は 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 表示な び 点滅した 
ら とくに 慎重に 運転して ください。 

■タイヤを 交換ず ると さは 

4 輪と も 指定され た サイズで、 同じ メーカー •ブランド- トレッド バター ン （溝 
模様） の タイヤを 使用し、 推奨され た 空気 圧に してく ださい。 （一 P.  480) 
異なった タイヤを 装着す ると、 マルチ テ レイン ABS  '  VSC び 正常に 作動し ま 
せん。 

タイヤ、 または ホイールを 交換 するとを は、 トヨタ 販売店に 相談して ください。 


A を 意 

■  KDSS に関するを 意 

し U 下の 場合は システム 異常の おそれび あり、 乗りむ 地 や 悪路 走破 性び 損なわれ 
る 可能性び あります ので、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

♦コーナーを 曲び る 際に、 車の 傾を び 通常より 大 をくな つたと 感じられる とを 

♦縁石に 乗り上げたり、 傾斜 地な ど 車両び 傾いた 状態で 長時間 放置した あと、 走 
行を 続けて ち 傾を び もどらな いとを (水平 地に ち どした 直後は 傾いた ままに な 
る ことがあります） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

PCS  (プリ クラッシュ セー フ テイ システム）* 


レーダー センサー により、 前方の 車両 や 障害物との 衝突の 可能性が あ 
ると 検 知した ときに、 警報に より 運 お 者に 巧して 回避 操作を ラな が 
し、 衝突の 防止に 役立ちまず。 前方の 障害物と 衝突の 可能性び 高い、 
または 前方の 障害物と 衝突び 避け 5 れ ない と検 知した とさ、 自動的に 
シー ト ベル トやブ レー キ などに 働き かけ、 衝突 被害の 軽減に 寄与し ま 
ず。 

■衝突 警告 表示 

衝突の 可能性が高いと 検 知した とを、 
"ピピ ピ…" とブヴ ー音び 鳴り、 PCS 
警告 打び 点滅、 マルチ インフォ 六 一 
シヨ ン ディスプレイ に 衝突 警告 表示 
を 出し、 回避 操作を うながします。 


: 車両 型式で 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■プリ クラッシュ シートベルト （フ □ント 席） 

プリ クラッシュ センサー によ 0 衝突 物び 検 知され、 衝突が 避けられな いと 判 
断した とを、 衝突 前に シートベルトを 巻を 取 0 まず。 

また、 急 ブレーキを かけた とを や、 車が コント □ー ルを 失った ときわ 同様に 
作動し ます。 （^P.  8 已） 

ただし、 VSC び 作動して いないと をに、 横ず ベ 0 した 場合は 作動し ません。 

■ プリ クラッシュ ブレーキ アシスト 

衝突が 避けられな いと 判断した とさに、 ブレーキ ペダルび 踏まれる 強さに 反 
応 して ブレーキ カを 増強し ます。 

■プリ クラッシュ ブレーキ 

衝突の 可能性び 高い と 判断した とさに 警告 灯- 警告 表示- ブヴ ーで 警報を 行 
し、、 さらに 衝突び 避けられな いと 判断した ときは、 ブレーキを かけて、 衝突 
速度を 低減し ます。 スイッチを 使って、 プ U クラッシュ ブレーキを 日 FF に 
する ことび でを ます。 （^P.  29 己） 

■ サスペンション コント □ー ル 

衝突の 可能性が高いと 判断した とさに、 ショックアブソーバーの 減衰 力を 最 
適に 制御し ます。 （^P.  248) 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


プリ クラッシュ ブ レー キの 切り 替え 


プ U クラッシュ ブレーキ OFF スイッチを 巧ず ことにより、 プ U クラ ッ 
シュ ブレーキの ON  /  OFF 切り替えび できまず。 


n プ U クラッシュ ブレーキ OFF 
曰プ U クラッシュ ブレーキ ON 
OFF にす ると PCS 警告な び 点滅し ま 
す。 


プ U クラッシュ センサー 


走行 中に 進路 上 または その 付近に 
車 や 障害物び あるか ど ラ かを 検知 
し、 そのち のの 位置 や 車 速、 進路 
から 衝突ず る 可能性を 事前に 判断 
しまず。 


29 已 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


白 知識     

■センサーび 検知 しない 場合 

パイ □ン などの プラスチック 類は 検知 でを ません。 人 や 動物- 自転車- オート 
バイ •木- 雪の 吹を だまりな どは 検巧 しない おそれび あります。 

■システムの 作動を 件 
♦プリ クラッシュ シート ベルトの 作動を 件： 

- フロント 席の 乗員び シートベルトを つけて いる 
- 車 速び 約 5km/h しツ上 

- 自 車から 見た 前ち の 車両 か 障害物の 接近 速度び 約 30 〜 40km/h し i (上 

♦プリ クラッシュ ブレーキ アシス トの 作動を 件： 

- 車 速び 約 30km/h 1；( 上 

- 自 車から 見た 前ち の 車両 や 障害物の 接近 速度び 約 30 〜 40km/h しソ上 
. ブレーキ ペダルび 踏まれて いると を 
♦プリ クラッシュ ブレーキの 作動 条件： 

. プ 1」 クラッシュ フ レーキ OFF スイッチび 押されて いないと を 
- 自車 速度び 約 1 5km/h しツ上 

- 自 車から 見た 前ち の 車両 や 障害物との 接近 速度び 約 15km/hUUi 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ 衝突の 可能性が な くて ち システムび 作動ず ると さ 

衝突の 可能性び な < てち、 しツ 下の 場合、 システムび 作動す る ことび あります。 

♦カーフ 入り □に 障害物び あった とを 

♦カーブで、 対向車と すれ違った とを 

参 細い 鉄橋を 走行した とを 

♦路面に 金属 物び あった とを 

♦凹凸の ある 路面を 走行した とを 

♦ち 折 時に 対向車と すれ違った とを 

♦立体交差- 標識- 看板な どび 進行ち 向に 見えた とを 

♦上り坂 走行 中に 看板な どの 上ち 金属 物び 前ち に 見えた とを 

♦前を 走って いるまに 急に 近付いた とを 

• 路面の 勾配の ため、 衝突し ない 位置の 金属 物び 進行ち 向に 見えた とを 
♦  ETC ゲート を 高速で 通過 したと を 
参 陸橋を 通過した とを 
♦ま 高び 極端に 変化して いると を 
• レーダーの 軸び ずれて いると を 

また、 このと を、 シートベルトび すばやく 引を もどされたり、 ブレーキを かけ 
たと さに 通常より ブ レーキび 強 く かかった りする ことび あります。 

■ レーダー センサーと グリル カバーに ついて 

レーダー センサー や フロント グ U ルの カバーの 前後 面び 雪 や 氷な どで 巧れ た 場 
合、 PCS 警告 灯び 点滅し、 マルチ イン フ ォメーシヨ ン ディスプレイに 「PCS 現 
在 使用で をません」 と 表示され ます。 雪 や 氷な どの ミちれ を 取り除を、 走行す る 
と 警告 灯は 消な します。 

■プリ クラッシュ シー ト ベル トが 作動し、 シー ト ベル トが 巻き 取 5 れた 状態で 
□ック した 場合は 

車を を 全な 場所に 停車して、 シートベルトを はずし、 再度 装着して < ださい。 

■システムに 異常が あるときは 

警告 灯 や 警告 表示び 点な または 点滅し ます。 （一 P.  42 日， 433) 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■まを にお 使いいた だく ために 

ま 全 運転を おこな ラ 責任は 運転者に あります。 常に 周囲の 状況を 巧 握し、 安全 
運転に 资 めて  <  ださい。 

PCS は 運転者び 衝突のを 険を 見逃して しまった 場合に、 警報 や ブレーキ 制御に 
より 運転者を 支援す るち のです。 本 システム だけで 衝突を 回避したり、 安全に 
停止 するとい 5 ちので はないた め、 システムの 機能を 過信す ると 思わめ 事故に 
つなび 0、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ま 
す。 また、 状況によっては 有効に 機能し ない ことび あります。 

■システム のち 援 内容に 関ず るを 意 点 

PCS は、 警報 やフ レー キ 制御に より 衝突 回避 支援を おこなう ために、 運転者び 
「見る」、 「判断す る」、 「操作する」 過程で、 支援を おこないます。 システムの 支 
援 には 限界び あるた め、 し U 下の 点に ま 意して ください。 

♦運転者び 見る 過程での 支援 内容 

PCS は、 前ち の 障害物を 可能な 範囲で 検知 する のみで あり、 わを 見や ぼん や 
り 運転を 許容す る 装置で ち、 視界 不良を 補助す る 装置で ちありません。 運転者 
自らび 周囲の 状況に ま 意を 仏 5 お 要び あります。 

♦運転者び 判断す る 過程での 支援 内容 

PCS は、 検 知し ラる 前ち の 障害物の 情報の みから 衝突の 可能性を 削 断す るち 
のです。 ま 全の 確保の 判断は 運転者 自 らび おこな ラぶ、 要び あります。 

♦運転者び 操作す る 過程での 支援 内容 

被害 軽減 制動 制御は、 衝突び 避けられな いと 判断した 段階で 作動す るち ので、 
単独で 衝突を 回避したり、 安全に 停止させる ちので は あ D ません。 このため、 
を険 性び あれば 運転者 自 らびま 全を 確な する 必要び あり ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■ レーダーセンサーの 取り扱い 

PCS び 効果を 発揮で さるよ ラに じ (下の ことを お守りく ださい。 

♦レーダー センサーと グ 1」 ルカ バーは 常にを れい にしておく 
お 手入れを する 際は、 センサー やグ U ルカ バーを 傷付けな いよ ラ、 やわらかい 
巧を 使って ください。 

• レーダー センサー 周辺の 強い 衝撃を 避ける 
センサーの 位置び ずれる と、 システムに 異常び 起こる おそれび あります。 強い 
衝撃を 受けた 劇 ホ、 必ず トヨタ 販売店に て 点検を 受け、 調整して ください。 

• レーダー センサーを 分解し ない 

♦センサーは 電波法の 基準に 適合して います。 センサーに 貼り付けられ ている ラ 
ベルは その 証明です のでは びさないで < ださい。 また、 センサーを 分解 •改造 
すると 罰せられる ことび あります。 

• レーダー センサー やグ 1」 ル カノ  '(一周 辺に アク セヴ 1」 一を 付けた り、 ステッカー 
を 貼ったり しない 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 

巧 物を 積む とまの 注意 


安まで 快適な ドライブを ずるた めに、 荷物を 積む ときは じ TF のこと を 
お守りく ださい。 

• でさる だけ 荷物は ラ ゲージ ルームに 積む 

♦荷物び 安全な 位置に 置かれて いるか 確認ず る 

♦走行 中の バランスを 維持ず るた めに 重さび 偏 日ない よ ラに 積む 

• 燃費び 悪化 しないよ ラに ずるた めに、 不要な 荷物は 積まない よ ラに 
ずる 


A 警告 

■積んで はいけ ない もの 

下の よ ラな ちのを 積む と 引火す る おそれび ありを 険 です。 
♦燃料び 入った 容器 
参 スプレ ー 宙 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


A 警告 

■荷物を 積む ときは 

♦し U 下の 場所には 荷物を 積まないで < ださい。 

お守りいた だかない と、 ブレーキ •アクセル ペダルを 正しく 操作で をなかった 
り、 荷物び 視界を さえ ざったり、 荷物び 乗員に 衝突した りして、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ ります。 

- 運転席 足元 

- 助手席 や 後 席 （荷物を 積み重ねる 場合） 

- トノ カバー* 

- インストルメントパネル 
. ダッシュ ボード 
- フタの ない ル 物入れ/トレイ 

♦室内に 積んだ 荷物は すべて しっかりと 安定 させて ください。 

を定 していな いと、 急 ブレーキ や 事故の 際に 投げ出され、 乗員を 傷付ける おそ 
れ びあります。 

♦ルーフ レール* には 直接 荷物を 置かないで ください。 荷く ずれを 起こした りし 
て 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

■荷物の 重量- 荷重の かけち について 

♦荷物を 積み過ぎないで < ださい。 

♦荷重を 不均等に かけない ようにして ください。 

これは タイヤに 負担を かける だけで な <、 八ン ドル 操作 性やフ レーキ 制御の 化 
下により 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害を 受ける か 最悪の 場合 死 t につな 
びる おそれび あります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 

寒を 時の 運 起 


寒を 時に 備えて、 準備 や 点検な ど 正しく 処置して いただいた ラえ で 適 
切に 運転して ください。 

■ をの 前の 準備 

♦  LU 下の ちのは それぞれ 外気 温に 適した をのを お使いく ださい。 

- エンジン オイル 
- ; 令 却 水 
- ウォッ シャー 液 

♦バッ テ U —の 点検を 受けて ください。 

♦を 用 タイヤ （4 輪） や タイヤ チェーン （後部 タイヤ 用） を 使用し 
て  <  ださい。 

タイヤは 4 輪と ち 指定 サイズで 同一 銘柄の ちのを、 タイヤ チェ ー 
ンは タイヤ サイズに 合った をのを 使 巧して ください。 （タイヤに 
ついて  一 P'  30 已） 


■運転ず る 前に 

状況に 応じて じ (下の ことを おこなって ください。 

♦ドア や ワイパーび 凍結した とさは 無理に 開けたり 動かした りせ 
ず、 める ま 湯を かけるな どして 氷を 解かし、 ずぐ に 水分を 十分に 
ふさ 取って ください。 

• フ □ン トウ イン ドウ ガラス 前の 外気 取り入れ口に 雪び 積 ちって 
いると さは、 エアコンの フアンを 正常に 作動させる ために、 雪を 
取 0 除いて  <  ださい。 

♦外装 ランプ、 車両の 屋根、 タイヤの 周辺 や ブレーキ 装置に 雪 や 氷 
び 付いている とさは、 取 0 除いて < ださい。 

♦乗車ず る 前に 靴底に ついて 雪を よく 落として ください。 

■運転ず ると をは 

ゆっくり スター ト し、 車間距離を 十分に とって 控えめ な 速度で 走行 
して <  ださい。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


■駐車ず ると をは 

ノ （ー キング ブ レーキを かける と、 ブ レーキ 装置び 凍結して 解除で さ 
な  <  なるお それび あ 0 まず。 

パーキング ブレーキは かけずに、 シフト レバーを P に 入れて 駐車 
し、 輪 止めを してく ださい。 


白 知識 

■タイヤ チェー ン について 

取り付け' 取りは ずし •取り扱い 方法に ついては、 し U 下の 指示に 従ってく ださい。 
♦ま 全に 作業で をる 場所で おこな ラ 
♦後 2 輪に 取り付ける 
♦タイヤ チェーンに 付属の 取扱説明書に 従 ラ 
♦取り付け 後 0 .己〜 1 .0km 走行したら 締め 直しを おこな ラ 
■  4-Wheel  AHC  &  AVS  装着 車は 

寒; 令 時は、 4-Wheel  AHC の 作動に 制限び かかる 場合び あります。 

(一 P,  24 己） 

■寒を 地 用 ワイ パー ブ レー ドに ついて 

• 降雪 期 に 使用す る 寒; 令 地 用 ワイ バー ブレー ドは 雪び 付着す るのを 防 ぐた め 
に 金属 部分を 3’ ムで 覆って あります。 トヨタ 販売店で 各 車 指定の ブレードを 
お ホめ ください。 

♦高ま 走行 時は、 通常の ワイ バー ブレードより ガラスび ふを 取りに くくなる こ 
とびあります。 その場合には 速度を 落として ください。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


A 警告 

■を 用 タイヤ 装着 時の 警告 

し U 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 車両の コント □ー ルび 不能と なり、 重大な 傷害を 受け 
たり、 最悪の 場合 死 t 事故に つなび る おそれび あり ます。 

♦指定 サイズの タイヤを 使用す る 
♦空気 圧を 推奨 値に 調整す る 

♦お使いになる を 用 タイヤの 最高 許容 速度 や 制限速度を こえる 速度で 走行し 
ない 

■タイヤ チェーン 取り付け 時の 警告 

4  -Wheel  AHC&AVS 装着 車は、 車 高 制御を 停止 させて ください。 才ー トレ 
ベ U ング 機能に より 車 高び かわり 車両に 体び 挟まれた りして、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび ありを 険 です。 （一 P.  23 目） 

■タイヤ チェーン 装着 時の 警告 

下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 安全に 車を 運転す る ことび でを ずに、 思わめ 事故に つ 
なび 0、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死亡 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 

♦装着した チェーンに 定められた 制限速度、 ちしく は 30km/h のど ちらか 化い 
ちを こえる 速度で 走行し ない 

♦路面の 凹凸 や 巧を 避ける 

♦急 加速、 急八ン ドル、 急 ブレーキ や シフト 操作に よる 急激な エンジンブレーキ 
の 使用は 避ける 

♦カーブの 入り □手前で 十分 減速して 車の コントロールを 失 ラのを 防ぐ 

■駐車 時の 警告 

パーキング フ レーキを かけずに 駐車 するとを は、 必ず 輪 止めを して < ださい。 輪 
止めを しないと、 車び 動を 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


304 


2-5. 様々 な 状況での 運転 


A ミち 意 

■タイヤ チェー ンの 使用に ついて 

• トヨタ 純正 タイヤ チェーンの ご 使 巧を おすすめ します。 トヨタ 純正 品し:! がの 夕 
イヤ チェーンの 中には、 使用す ると 車体に あたり、 走行の さまたげ となる おそ 
れび あるち のちあります。 

詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦アル 5 ホイール* に タイヤ チェーンを 取り付け ると、 ホイールに 傷び 付く こと 
び あ 0 ます。 

■フ □ント ウインドウ ガラスに 付いた 化を 除去ず ると をは 

たたいて 割らないで < ださい。 

ウインドウ ガラスの 内側 （車内 側） び 割れる おそれび あります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


30 已 


2-5. 様々 な 状況での 運転 


306 


ま 巧 装備の 巧い 方  3 


3-1 .エア] ン • 

デフ オッ ガーの 使い方 


フ □ン ト エアコン .  308 

IJ ャ ェァコン .  320 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガー 

(曇 0 取 0) .  32 巳 

フ □ント ワイパー 
デ アイサ ー .  327 

3-2. 室内 巧の つけ 方 

室内 灯 一覧 .  328 

- イン テ U ア ランプ . 329 

- パーソナル ランプ . 331 

3-3. 収納 装備の 使い方 

収納 装備 一覧 .  333 

- グ □ーブ ボックス . 33 已 

- コンソール ボックス . 336 

- 才ーバ ーへッ ド コン ソール 

ボックス . 337 

- カップ ホルダー . 338 

- ボトル ホルダー . 340 

- 力ード ホルダー . 342 

■ル 物入れ . 343 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 


クールボックス .  344 

サンバ イヴー .  346 

バニ テイ ミラー .  347 

時計 .  348 

外気 温度 表示 .  349 

灰皿 .  350 

シガ レッ トライ ター .  3 已 1 

アクセサリー ソケット • 

アクセサリー 

つン セン K .  3 已 2 

ステアリング ヒーター .  3 已已 

シート ヒーター & 

ベンチレーター .  357 

アーム レスト .  361 

コー ト フック .  362 

アシスト グ リップ .  363 

フ □ァ マット .  364 

ラ ゲージ ルーム 内 装備 .  366 
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3- 1 .エアコン •デフ ォッ ガーの 使いち 

フ □ント エアコン 


設定 温度に 合わせて 吹き出し □と 風 量を 自動で 調 壁し まず。 

■ ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お柔 りの 
方は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧 < ださい。 

■ ナビ ゲーシ ョン システム 非 装着 車 

► U ヤ エアコン 非 装着 車 


□フ □ント ワイパー デ アイサ ー 装着 車 
曰フ □ント ワイパー デ アイサ ー 非 装着 車 
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u ヤ エアコン 装着 車 


助手席 温度 調整 


風 量 表示 

助手席 

吹き出し □表示 


助手席 _ 
温度 表 巧 


助手席 吹 さ 出し □切 0 替え 


内外 気 
切 0 誓え 

L  口 


前 席/後 席 
設定 モード 
切り替え 


谷呂 S ぶ SimJ 


畏 


-風量 切 0 替え 運転席 温度 調整 
運転席 

吹を 出し □表示 
REAR 表示 


運転席 
温度 表术 


; 細ぶ: 游 ，弓 


< な > 


回 


内気 循環 外気 導で 


1 - 1 

曲 

お 

班 OFF 


花粉 

除去 


喊 ] REAR 


運転席 
吹 さ 出し □ 
切 0 替え 

J 


- 才ート 

ミ； t 巧 
日 又 化 

送風 

'停止* 


■独立/連動 モード 切 0 替え 
'-フ □ン ト ガラス 曇り 取り 

エア] ンの ON  •  OFF  ITY31C004 


凸フ □ント ワイパー デ アイサ ー 装着 車 
曰フ □ント ワイパー デ アイサ ー 非 装着 車 

^ クール ボックスび ON のとき は、 フ □ント エアコンを 停止す る ことび できません。 
(一 P.  344) 


-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使い方 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


[才 ート 設定を 使う とき 


EJM 1 I  auto を 巧ず 

吹 さ 出し □と 風 量び 自動で 調整され まず。 

- - |T_EMP 

巨画 司 設定 温度を 上げる ときは  V  [  の" A" 側を、 下げる と 

きは" V" 側を 巧ず 

運転席と 助手席の 温度を 別々 に 調整で をまず。 


I お好みの 設定で 使 ラと さ 

■エアコンの ON  •  OFF を 切り替え るには 


_  MC  を 巧す 

スイッチを 巧ず たびに エアコンの ON  .  OFF び 切 0 替わります。 

■設定 温度を かえるには 

► U ヤ エアコン 非 装着 車 

温度を 上げる ときは  の" A" 側を、 下げる ときは" V 

側を 巧ず 


dual  を 巧す ごとに、 巧 立 モードと 連動 モードび 切 0 替わ 0 ます。 


独 AA 亡 ー ト （  dual 


連動 モード （ dual 


の 表示灯が 点灯）： 運転席と 助手席の 温度を 別々 に 調整 
でを ます。 助手席の 温度 調整を する 
と、 自動で 独立 モードに 切 0 替わり 
ます。 


の 表示灯が 消灯）： 全席の 設定 温度が 運転席の 設定 温度 
と 連動し ます。 
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u ヤ エアコン 装着 車 

温度を 上げる とさは 
側を 押す 


- ITEMP  I - 1 

V  了へ J の" 八" 側を、 下げる ときは" V" 


を 巧す ごとに、 独立 モー ドと 連動 モー ドび 切 0 誓わ 0 ます。 


独立 モード （ 


連動 モード （ 


4Z0NE 


の 表示灯が 点灯）： 操作した 席の 温度を 別々 に 調整で さ 
ます。 助手席 や 後 席の 温度 調整を す 
ると、 自動で 独立 モードに 切 0 誓ね 
0 ます。 

の 表示灯が 消灯）： 全席の 設定 温度が 運転席の 設定 温度 
と 連動し ます。 


風 量を かえるには 

< な >  f の ">" 側 （増） か "<" 側 （減） を 巧ず 


風 量は 7 段階に 調整で をまず。 
送風を 止が ると きは 巧 OFF 


を 押します。 


-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使い方 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■吹き出し 口を 切り替え るには 

► U ヤ エアコン 非 装着 車 


MODE 


を 押す 


押す たびに 吹き出し 口が 切り替わ 0 
ます。 


n 運転席 側 切 0 替え 
曰 助手席 側 切 0 替え 

押す たびに 吹き出し 口が 切り 誓わ 0 
ます。 吹を 出し □表示は 下の 状態を 
示して います。 

運転席と 助手席の 吹を 出し □を 別々 
に 選択で をます。 

※運転席 側の み 
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-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使い方 
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!-l. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■外気 導入- 内気 循環を 切り替え るには 

►フ □ン ト ワイパー デ アイサ ー 装着 車 

を 巧す 

ボタンを 押す たびにが 気 導入. 内気 循環が 切 0 誓わ 0 ます。 
内気 循環を 選択して いると をは、 表示灯が 点灯し ます。 

► フ □ン ト ワイパー デ アイサ ー 非 装着 車 
内気 循環に 切り替え るには、 を 押す 

外気 導入に 切り替え るには、 「 を 押す 
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前 席 か 5 リ ヤ エアコンを 操作ず るには （リ ヤエ アコ ン 装着 車） 


設定 温度を かえるには 

を 巧ず 


HQl 


REAR 


巨圆 u 温度を 上げる ときは 
"V" 側を 巧ず 


^ - IT^EMpJ — ^ 

V  了 の" A" 側を、 下げる ときは 


F — [tempj — = 


の" A" 側か" V" 側を 押す と、 後 席 左ち の 温度を 別々 に 調 
整で さます。 （独立 モード） 


4Z0NE  を 押す と、 全席の 設定 温度び 運転席の 設定 温度と 連動し ます。 （連 


動 モード） 


4Z0NE  を 押す ごとに、 独立 モードと 連動 モードび 切り 誓わ 0 ます。 


風 量を かえるには 

を 押す 


REAR 


臣画 司  <  巧  >  の" > "側 （増） か" ぐ 側 （減） を 押す 


風 量は 7 段階に 調整で をます。 
送風を 止める とを は 巧 OFF 


を 押します。 


I 吹き出し □を 切り替え るには 


1MI1 


REAR 


を 押す 


を 押す 


押す たびに 吹き出し 口が 切り替わります。 （^P.  322) 


-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 


室内 装備の 使い方 


3 巧 


!-l. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


(フ □ント ガラスの 量りを 取る には 


嚇 FRONT  を 押す 

エアコンが 作動し ます。 

自動的に 外気 導入に 切り替わ 0 ます。 

曇 0 が 取れたら 再度  雨? FRONT 

を 巧す と、 前の モードに ち ど 0 ます。 


I 花粉 除去 機能を 使 ラには 

亨 ； I を 巧す 

内気 循環に 切 0 誓わ 0、 上半身に 送風して 花粉を 除去し ます。 通常 約 3 分 後に （が 
気温が 低い ときは 約 1 分 後に） P  ] を 押す 前の モー ドに ちどります。 
途中で 動作を 止が ると さは 再度  P  を 押す と 前の モードに ちどります。 
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風向きの 調 壁と 吹き出し □の 開閉 


中央 吹 さ 出し 口 


►左ち 吹 さ 出し 口 


n 風向きの 調整 
曰 吹を 出し □の 開閉 


n 風向 さの 調整 
曰 吹 さ 出し □の 開閉 


n 風向 さの 調整 
曰 吹を 出し □の 開閉 


-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使い方 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


曰 知識 


I 才ート 設定の 作動に ついて 

Li (下の よ ラな 制御を する 場合び あります。 制御を 解除した いとを は、 お好みの 
設定で 使用して ください。 

を 押 した 直後 しばらく 送風び 停止す る 


♦暖房 時、 を 風を 上半身に 向けて 送る 

■内気 循環に ついて 

長時間、 内気 循環を 使 5 と ガラスび 曇る 場合び あり ます。 

■内が 気 切り 營え について 

設定 温度 や 室内 温度な どに より、 自動的に 内気 循環 または 外気 導入へ 切り替わ 
る 場合び あります。 

■フ □ン ト ガラスの 量りを 取る とき 

内外 気の 温度に よって 自動的に が 気 導入に 切り替わる 場合び あります。 

■が 気温 度が 0  ‘C1U 下のと き 


7c  を 押しても エアコンび 作動し ない 場合び あります。 


■巧 お 除去 機能に ついて 

• 外気 温び 化い とさは、 ガラ ス窓曇 D 防止の ためにし U 下の よ ラ な 作動を する こ 
とび あ 0 ます。 

- 内気 循環に 切り替わらない 
- エアコンび 自動的に 作動す る 

♦湿度び 非常に 高い とさに 使 5 と ガラスび 曇る 場合び あります。 

♦巧 粉 除去 機能び OFF のとを も 花粉は フィルターで 取り除かれて います。 

■吹き出し □を* み‘ にした とき 

頭寒足熱を 目的と した 吹を 出しの ため、 設定 温度に よっては、 足元に 送られる 
風び 上半身に 送られる 風より 暖め られて 送風され ます。 
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■エアコンの 臭いに ついて 

♦エアコン 使用 中に、 ま 室内 外の さまざまな 臭いび エアコン 装置 内に 取り込まれ 
て ミ 居 ざり 合う ことにより、 吹き出し □からの 風に 臭し 化'; する ことび あります。 

♦エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために、 駐車 時は か 気 導入に して お 
< ことを おすすめ します。 

♦エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために、 オー ト 設定での 使用 時には 
エアコン 始動 直後、 しばらく 送風び 停止す る 場合び あります。 


A 警告 

■フ □ン ト ガラスの 量りを 防止ず るた めに 

湿度び 非常に 高い とさに エアコンを 化い 設定 温度で 作動 させて いると をは、 
硕 品…」 を 押さないで ください。 外気と ガラスの 温度 差で ガラスの 外側び 曇り 
視界を さまたげる 場合び あります。 


A ミち 意 

■バッテリー あびり を 防 ぐた めに 

エンジン 停止 中は エアコンを 使用し ないで ください。 


-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 


室内 装備の 使い方 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 

U ヤ エアコン* 


設定 温度に 合わせて 吹き出し □と 風 量を 自動で 調整し まず。 


風 量 切 0 誓え 切 0 替え 

ITY31C006 


I 才ート 設定を 使う とさ 

E Jtil 1 I  A 品） I を 巧ず 

エアコンび 作動し、 吹を 出し □と 風 量び 自動で 調整され ます。 


巨画 互 設定 温度を 上げる ときは の" A" 側を、 下げる ときは" V 


側を 巧ず 

後 席 左ち の 温度を 別々 に 調整で をます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


!-l. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


I お好みの 設定で 使う とき 

■設定 温度を かえるには 


温度を 上げる ときは temp の" A" 側を、 下げる ときは" V" 側を 巧ず 


後 席 左ち の 温度を 別々 に 調整で をます。 

■ 風 量を かえるには 

[  < 拍 >  1^ の ">" 側 （増） か " く" 側 （減） を 巧ず 
風 量は 7 段階に 調整で をます。 

送風を 止める ときは ["货 OFF  I を 巧し ます。 


室内 装備の 使い方 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■吹き出し □を 切り替え るには 


MODE  を 巧す 


巧す たびに 吹を 出し □び 切 0 替わ 0 ます。 吹 さ 出し □表示は L ツ 下の 状態を 示して 
います。 


上半身に 送風 


上半身と 足元に 送風 


足元に 送風 
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風向きの 調 壁と 吹き出し □の 開閉 


►後 席 中央 吹 さ 出し 口 


n 風向を の 調整 
且吹さ 出し □の 開閉 


n 風向 さの 調整 
曰 □欠 さ 出し □の 開閉 


室内 装備の 使い方 
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!-l. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


口 知識—   —    

■才ー ト 設定の 作動に ついて 

Li (下の よ ラな 制御を する 場合び あります。 制御を 解除した いとを は、 お好みの 
設定で 使用して ください。 

•  [a^o  ] を 押した 直後し ばらく 送風び 停止す る 
♦暖房 時、 を 風を 上半身に 向けて 送る 

■吹を 出し □を， 夕 にした とを 

頭寒足熱を 目的と した 吹を 出しの ため、 設定 温度に よっては、 足元に 送られる 
風び 上半身に 送られる 風より 暖め られて 送風され ます。 


A ま 意 

■バッテリー あがりを 防ぐ ために 

エンジン 停止 中は エアコンを 使用し ないで ください。 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 

リヤ ウインドウ デフ ォッ ガー （曇り 取り) 


► ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お柔 りの 
方は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

► ナビ ゲーシ ヨン システム 非 装着 車 
リヤ ウインドウの 量りを 取る とさに お使いく ださい。 


ON /OFF 

巧す ごとに ON  ■  OFF び 切 0 替わ 
0、 作動 中は インジケーターび 点 打 
します。 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガーは 自 
動的に OFF になります。 

作動 時間は 外気 温 や 車 速に よって 

^ イラストは 前後 左ち 独立 温度 コント □一 
ルオー ト エアコンで 代表して いまず。 


白 知識 
■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ’’ スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 

■5 ラー ヒー ター 装着 車は 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガーを ON にす ると、 ミラーヒーターも 同時に 作動し 
ます。 （一 P.  98) 


A 警告 

■  S ラー ヒーター 作動 中の 警告 （5 ラー ヒーター 装着 ま） 

ドア = ラーの 表面び 非常に 熱くな ります。 やけどを する おそれび あるので ふれ 
ないで  <  ださい。 


室内 装備の 使い方 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


A ミち 意 

■バッテリー あびり を 防ぐ ために 

連続して 長時間 使用す ると、 バッテ U — あびり の 原因と なり ます。 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 

フロン ト ワイパー デ アイサ ー* 


► ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お乗りの 
方は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

► ナビ ゲーシ ョン システム 非 装着 車 

フ □ン ト ガラスと ワイ パー ブ レー ドの 凍結を 防ぐ ために お使いく だ 
さい。 


ON /OFF 

巧す ごとに ON  •  OFF び 切り替わ 
0、 作動 中は インジケーターび 点 
なします。 

フ □ン トワ イバー デ アイサーは、 
約 1 已 分で 自動的に OFF にな 0 ま 
す。 

**^イラス トは 前後 左ち 独立 温度 コン ト □一 
ルオー ト エアコンで 代表して います。 


白 知識 
■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニツシ ヨン ON モードの とを 


A 警告 
■作動 中の 警告 

フ □ン トウ イン ドウ ガラス 下部 および 運転席 側 フロン ト ピラー 横の 表面び 熱く 
なって おり、 和け どを する おそれが あるので ふれないで < ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使い方 
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3-2. 室内な のつ けち 

室 巧 巧 一覽 


n フ □ント イン テ U ア ランプ*  (一 P.  32 日） 

0 フ □ント パー ソ ナル ランプ*  (一 P.  331) 

□ シフ ト 照明*  ("エンジン スタート ストップ" スイ ッチび ア クセサ 
U- または イグ ニッシ ヨン ON モード） 

QU ヤ パー ソ ナル ランプ*  (^P.  331) 

且 U ヤイ ンテ U ア ランプ （一 P.  329) 

0 足元 照明* 

□ "エンジン スタート ストップ" スイッチ 照明 
0 イン サイ ド八ン ドル 照明* 

曰 ドア カー テシ ランプ* 

田フ □ン トス カッ フ プレート 照明* 

田 ドア S ラー 照明* 

田 ステップ 照明* 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


3-2. 室内 灯の つけ 方 


インテリア ランプ 


[インテリア ランプ* 


□ ドア 連動 ON  /  OFF 

ドア 連動 日 N にして いると、 ドアの 開 
閉に 連動して 作動し ます。 

且 点灯/消 好 


□ 消 好 

曰 ドア 連動 日 N  /  OFF 

ドア 連動 日 N にして いると、 ドアの 開 
閉に 連動して 作動し ます。 

0 点 打 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


►フ □ント （A タイプ) 


室内 装備の 使い方 
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3-2. 室内 灯の つけ 方 


インテリア ランプ 


ITO32C032 


□ 点火 了 
且 消な 
□ ドア 連動 

ドアの 開閉に 連動して 作動し ます。 


►  U ヤ 旧 タイプ) 


□ ドア 連動 

フ □ン トイ ンテ U アラン プを ドア 連 
動に している と、 ドアの 開閉に 連動し 
て 作動し まず。 

曰 点 打 
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3-2. 室内 灯の つけ 方 


パー ソ ナル ランプ’ 


► フ □ン 


点灯/消灯 


点な/消 打 


点な/消 打 


車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使い方 
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3-2. 室内 灯の つけ 方 


パー ソ ナル ランプ 


白 知識      

■イル 5 ネー テッ ド エントリーシステム 

電子 キーの 検 巧- ドアの 施錠/解 錠- ドアの 開閉- "エンジン スター トス トッ 
ブ スイッチの モードに より、 各部の 照明び 自動的に 点な •消な します。 

■自動 消な 機能 

イン テ U アラン プ スイッチの ドア ポジションび ON のとを、 半 ドア 状態で なの 照 
明び 点 巧した ままの 場合は、 約 20 分 後に 自動で 消な します。 

(■' エンジン スター トス トップ" スイ ッチび OFF のとを のみ） 

•" エンジン スター トス トップ" スイ ッチ 照明 
♦フ □ント イン テ U ア ランプ* 

♦U ヤイ ンテ U アラン プ 
♦イン サイ ド八ン ドル 照明* 

♦足元 照明* 

• ドア 5 ラー 照明* 

♦ステップ 照明* 

■販売店 または ナビ ゲー ショ ン 画面で 設定 可能な 機首 目 

室内な の 消灯までの 時間な どの 設定を 変更で をます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 


A ま 意 

■バッ テリーあ びりを 防ぐ ために 

エンジンび 停止した 状態で、 長時間 点な しないで ください。 


332 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


3 -五 収納 装備の 使いち 

収納 装備- 覽 


曰 ドア ポケット 
0 グ □ーブ ボックス 
〇 オーバーへ ッ ド コンソール ボックス* 
且 カード ホルダー 
0 カップ ホルダー 
□ コン ソール ボックス 
クールボックス* 

□ル 物入れ 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


室内 装備の 使い方 
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3-3. 収納 装備の 使い方 


A 警告 

■収納 装備に 放置し 口まい けない もの 

メガ ネ、 ライター や スプレー ちを 収納 装備 内に 放置した ままに しないで くださ 
し、。 放置した ままで いると、 なのよ ラな ことび 起こる おそれび ありを 険 です。 

♦室温び 高く なった とさの 熱 や、 他の 収納 物との 接触な どに より、 メガ ネび変 巧 
やひび 割れを 起こす 

♦室温び 高く なった とさに ライター や スプレー 宙び 爆発したり、 他の 収納 物との 
接触で ライターび 着火したり スプレー 宙の ガスび ちれるな どして 火災に つな 
びる 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


グ □-ブ ボックス 


f グ □-ブ ボックス 

n 開ける （ボタンを 巧ず) 
旦 メカニカル キーで 施綻 
a メカニカル キーで 解綻 


白 知識 

■グ □-ブ ボックス ランプに ついて 

車 幅 灯び 点 打して いると を、 グローブ ボ ッ クスを 開く と ランプび 点な します。 

仕切り 板 下側に ある ツメ （2 ケ 所） をはず し 
て 取りは ずす ことび でを ます。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

グローブ ボック スを 必ず 開 じて く ださい。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた フタび 体に あたったり、 収納して いたちのび 飛び 
出 したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


■仕切り 板に ついて 


室内 装備の 使い方 
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3-3. 収納 装備の 使い方 


コン ソール ボックス 


I コン ソール ボックス 

下段 ボックスには、 保冷 機能び 付く タイプ （クールボックス） と 付かな 
い タイプ （下段 コンソール ボックス） び ありまず。 

クールボックスに ついては、 P.  344 を 参照して ください。 

►上段 コンソール ボックス 


ノブを 巧して フタを 持ち上げる 


►下段 コンソール ボックス* 


レノ （一を 弓 I いて フタを 持ち上げる 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


コン ソ ー ル ホック ス 、才 ー パ ー へッ ド コン ソ ー ル ホック ス 


A 警告 
■走行 中の 警告 

コンソール ボックスの フタを 必ず 開 じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた フタび 体に あたったり、 収納して いたちのび 飛び 
出 したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


[才 ー バ ー へッ ド コン ソ ー ル ボックス*^ 


ボタンを 巧ず 

サングラス などの ル 物を 一時的に 収 
納す るのに 便利です。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

オー ノ （一へ ッ ド コンソール ボック スを 必ず 閉 じて く ださい。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた フタび 体に あたったり、 収納して いたちのび 飛び 
出 したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


室内 装備の 使い方 
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3-3. 収納 装備の 使い方 


カ ップ ホルダー 


I カツ プ ホルダー 


►フ □ント （A タイプ) 


►フ □ント （巨 タイプ) 


フタを 巧す 


下段 コンソール ボックスの フタを 
開ける 


►  |」ャ* 

巨 M]] セカンド シート アーム レストを 引 さ 出ず （一 P.  361) 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


目 知識  —   

■フ □ント カップ ホルダー (A タイプ） を 取りは ずずに は 

ベース 部分を 持って ホルダーを 引を 上げ ま 
す。 


A 警告 

■収納して はいけ ないちの 

カップ ホルダーには カップ やちし U がの ちのを 置かないで < ださい。 

急 ブレーキ や 事故に より 落ちて けび をす る おそれび あります。 やけどを 防ぐ た 
めに 温かい 飲み物には フタを 閉めて おいてく ださい。 

■カップ ホルダーを 使わない とさは 

フタを 必ず 閉 じて く ださい。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた フタび 体に あたったり、 収納して いたちのび 飛び 
出 したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


A ま 意 

■カップ ホルダーの 破損を 防ぐ ために 

♦カップ ホルダーの フタに 手を ついたり、 足で 踏んだり しないで ください。 

♦  U ヤ カップ ホルダーび 出て いる 状態で、 1」 ヤ アーム レス トを 格納し ないで くだ 
さい。 


3-3. 収納 装備の 使いち 

カ ップ ホルダー 


室内 装備の 使い方 
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3-3. 収納 装備の 使い方 


ボ トル ホルダ ー 


(ボ トル ホルダー 


► フ □ント ドア 


►  U ヤ ドア 


► ラ ゲージ ルーム サイド 部 （ トノ カバー 非 装着 車) 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ホ トル ホ ルタ ー 


► ラ ゲージ ルーム サイド 部 （ トノ カバー 装着 車) 


白 知識 

■ボ トル ホルダー について 

♦ペット ボ トルの フタを 必ず 閉めてから 収納して ください。 

♦ぺッ ト ボトルの 大 ささ、 おによ つては 収納で をない ことび あります。 


A ま 意 

■収納して はいけ ないちの 

ボトル ホルダーには、 ジュース などび 入って いる 紙 コップ や ガラス 製の コップ 
などを 収納し ないで ください。 ジュース などび こぼれたり、 ガラス 製品び 割れ 
た 0 する おそれび あ 0 ます。 


室内 装備の 使い方 
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3-3. 収納 装備の 使い方 


力 ー ド ホルダ ー 


I 力ー ド ホル ター 


►サンバ イヴ ー （運転席 側) 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


3-3. 収納 装備の 使いち 


ル 物入れ 


[ル 物入れ 


A 警告 
■走行 中の 警告 

ル 物入れには、 転びり やすいちの や、 凹面から はみ出る よ ラな ちのを 置かない 
で  <  ださい。 

急 ブレーキ 時な どに 収納 してい たちのび 飛び出 したりして、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび ありを 険 です。 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

クールボックス* 


エン ジンび かか つてい ると き、 エアコンを 利用し た 保を をず る ことび 
でさまず。 


[/A 


ITY34C030 


レノ （一を 引いて フタを 持ち上げ 
る 


ON  /  OFF 

クール ボックスび ON のとき は、 
表示な び 点な します。 

フ □ン ト エアコン 停止 中に クール 
ボックスを ON にす ると、 自動的 
にフ □ン ト エアコンび 作動し ま 
す。 


白 知識 

■クールボックスび ON のとを 

フ □ン ト エアコンを 停止す る ことは でを ません。 
■が 気温び 約 日 政 下のと き 
保; 令 機能が 作動 しない 場 含が あり ます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 
■走行 中の 警告 

クールボックスの フタを 必ず 閉じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた フタび 体に あたったり、 収納して いたちのび 飛び 
出 したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


A ミち 意 

■バッテリー あがりを 防ぐ ために 

エンジン 停止 中は クールボックスを 長時間 ON の 状態に しないで ください。 


室内 装備の 使い方 


34 已 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

サンバイザー 


n 下ろす 

B 下ろ した 状態で フ ックか 日は 
ずし、 横へ まわず 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

バニ テイ ミラー 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

時計 


► ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お柔 りの 
方は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

► ナビ ゲーシ ョン システム 非 装着 車 

ボタンを 押して 時刻を 調整ず る ことび でさまず。 

n  " 時" を 調整ず る 
且 "分’’ を 調整ず る 
a  "分" を 00 にず る※ 

※(例） 1:00  ~  1:29^1:00 
1:30  ~  1:59^2:00 


白 知識 

■時刻び 表示され ると を 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード または イ グニッ 
シ ヨン ON モードの とを 

■バッ テリ ー端 テの 脱 着を したと きは 

時計は 自動的に 1 :〇〇 に セツ ト されます。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

か 気温 度 表示 


► ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お柔 りの 
方は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

► ナビ ゲーシ ョン システム 非 装着 車 

"エ ン ジン スタートス トップ" スイ ッ チび イグ ニッシ ョン ON モー 
ドの とさ、一  30  °C か 5 已〇  °C の あいだで 表示され まず。 


OUTSIDE  TEMP 

,?5c 


白 知識 

■  または" E" が 表示され たと きは 

システム 異常の おそれび あります。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

■表示に ついて 

なの 場合は、 正しい が 気温 度び 表示され なかったり、 温度 表示の 更新び 遅 < なっ 
たりす る ことび あります び、 故障ではありません。 

♦停車して いると き や、 化 速 走行 （約 20km/h しツ 下） のとき 
♦外気 温度び 急激に 変化した とを 佳 庫、 トンネルの 出入り □付近な ど） 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

灰皿 


► フ □ント 


フタを 巧して 開ける 

取 0 はずす とさは、 プ □テク ター 
を 押さえて 手前に 弓 I き 出します。 


フタを 開ける 

取りは ずす ときは、 フタを 持って 
引き上げます。 


A 警告 

■使用 後に ついて 

フタを 必ず 閉じて < ださい。 走行 中の 思わめ 事故 や 急停車に より、 けび をす る 
おそれび あります。 

■出义 を 防ぐ ために 

♦マッチ. タバコな どの 火は 完全に 消してから 灰皿の 中に 入れ、 確実に 閉めて く 
ださい。 

♦灰皿の 中に 紙く ずな どの 燃え やすいちのを 入れないで ください。 


3 已〇 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

シガ レツ トライ ター 


シガ レツ トライ ターを 押し込む 
もとの 位置に もどった 5 使用で を 
ます。 


白 知識 
■使用を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード または イ グニッ 
シ ヨン ON モードの とを 


A 警告 

■やけどを 防ぐ ために 

♦シガレット ライタ ーの 金属 部分に ふれないで ください。 

♦シガ レッ トライ ターを 押さえた ままに しないで ください。 

• トヨタ 純正 品し ソ 外の 電気製品の 電源 ソケッ トを 挿し 込まないで ください。 
ソケッ トび変 おし、 その後 シガ レッ トラ イターを 使用した とさに シガレット 
ライターび 飛び出したり、 押し込まれた まま 出て こない おそれび あります。 


室内 装備の 使い方 


3已1 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

ア クセヴ U— ソケット. ア クセヴ IJ— コンセント 


アクセサリーソケット ： 1 吕 V 10A 未満の 電気製品を 使 ラと きの 電源 
として お使いく ださい。 

アクセサリーコンセント： AC100V  100W じ (下 の 電気製品を 使う 
とさの 電源と して お使いく ださい。 


■アクセサリー ソケット 

► フ □ント 


フタを 手前に 引いて 開ける 


►  U ヤ 


3 已 2 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


ラ ゲージ ルーム （GX のみ） 


フタを 手前に 引いて 開ける 


■アクセサリー コンセント （AX、 ZX のみ） 


フタを 引 さ 上げて 開ける 


白 知識 


■使用を 件 

ア クセヴ U — ソケッ ト： "エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ 1」 一 
モー ド または イ グニ ッシ ヨン ON モー ドのと を 

ア クセヴ U — コンセント： "エンジン スタート ストップ" スイッチび イ グニッ 
シ ヨン ON モードの とを 

■アクセサリー ソケッ トを 使用ず ると さは 

接続す る 機器に よっては、 USB 端子* と 同時に 使用す る ことび でさない 場合び 
あります。 

USB 端子に ついては、 別冊 「ナビ ゲー シ ヨン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使い方 


3 已 3 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A ミち 意 

■シヨー トや 故障を 防ぐ ために 

ソケッ トや コン セン トに 異物び 入ったり、 飲料水な どび かかった D しないよ ラ 
に、 使用 しないと をは、 フタを 閉めて おいてく ださい。 

■ヒュ ーズが 切れる のを 防ぐ ために 

ア クセヴ U- ソケッ ト ： 12V 10A を 超えない ようにして ください。 

ア クセヴ U- コンセント ： AC 1 00V で 最大 消費 電力 100W を 超えない よ ラに 
してく ださい。 

最大 消費 電力び 100W を 超える 電気製品を 使用す ると、 保護 回路び 働を、 使用 
でを なくなります。 この場合、 コンセントを はずして 消費 電力び 100W しツ 下に 
なれば 使用す る ことび でを ます。 

■バッ テリ ー あが りを 防止ず る ために 

エンジンを 停止した 状態で ア クセヴ U — ソケット- ア クセヴ 1」 ー コンセントを 
長時間 使用 しないで ください。 

■正常に 使用で きない おそれの ある 電気製品 （アクセサリーコンセント） 

消費 電力び 1 00W け 下であって もな のよ ラな 機器は 正常に 作動し ない 場合び あ 
ります。 

♦起動時の 消費 電力び 大 をい 機器 （ブラウン管 式 テレビ •コンプレッサー 式; 令 蔵 
庫- 電気 ポンプ- 電動 工具な ど） 

♦電源 周波数の 切り替え (50  /  60Hz) の ある 機器 （時計. オーディオ など） 
♦精密な データを 計測す る 機器 （医療機器- 計量器な ど） 

♦その他 （マイコン 制御 式 電気毛布- タッチ センサー 付を ランプな ど） 


3 已 4 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

ステアリング ヒーター* 


八ン ドルの レ ザー部分を 暖める ことび できまず。 


ON /OFF 

作動 中は イ ン ジケーターび 点 
灯しまず。 


曰 知識 
■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ’’ スイッチび イグ ニッシ ヨン ON のとを 

■タイマー機能 

約 30 分 後に 自動で OFF になります。 

■イ ン ジケーターが 点滅し た 場合 

スイッチを OFF にし、 もう一度 スイッチを 押してく ださい。 点滅び さらに 続く 
場合は システムの 異常び 考えられます。 作動を 停止し、 トヨタ 販売店で 点検を 
受けて ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3 已已 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

■やけどに ついて 

な 温 やけどを 負 5 おそれび あるた め、 しツ 下の ちび ふれない よ ラに ごを 意 < ださ 
し、。 

- 乳 幼 お、 お テ さま、 お年寄り、 病人、 体の 不自由な 方 
- 皮膚の 弱い 方 
- 疲労の 激しい 方 

- 深酒 やお 気を さそ ラ 薬 （睡眠薬、 風邪薬な ど） を 服用され たち 


A ま 意 

■バッ テリ ー あび りを 防止ず る ために 

エンジンび 停止して いると をは スイッチを OFF にして くださし、。 


3 已 6 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

シ ー トヒ ー タ ー & ベンチ レ ー タ ー 


シート を 暖めたり、 シート か 5 風を 出して 通気を よくで きまず。 

■フ □ン トシ ー トヒ ー タ ー & ベンチ レ ー タ ー （ZX のみ） 

n ツマ 三を 押し出す 

温度 や 風 量を 調整した あとは ツマ 
S を 押しち どして  <  ださい。 

且 OFF 

且 シートから 風を 出す 

インジケーターが 点 打し ます。 
ツマ S を 左に まわす ほど 風 量が 強 
< な 0 まず。 

□ シー トを 暖める 

インジケーターが 点灯し まず。 
ツマ ミを ちに まわす ほど 高温に な 
0 ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使い方 


3 已 7 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


■フ □ン トシー トヒー ター* 


■セカンド シート ヒーター A 


n ツマ 三を 押し出す 

温度を 調整した あとは ツマ ミを 押 
しち どして  <  ださい。 

且 ON 

シート ヒーターび 日 N のとを は、 
インジケーターび 点灯し まず。 

□ 温度を 調整す る 

ちに まわず ほど 温度は 高くな り ま 
ず。 


n 運転席 側 用 スイッチ 
且 助手席 側 用 スイッチ 

曰 強 
□弱 

且 OFF 

シート ヒーターび 日 N のとを は、 
インジケーターが 点 打し ます。 


3 已 8 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


白 知識      

■作動を 件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とを 

■フィ ルターについて 

ベンチ レーターには フイ ルターび 入って います。 交換の 際は トヨタ 販売店に 
ご 相談く ださい。 


A 警告 

■やけどを 防ぐ ために 

♦低温 やけどの おそれび あるた め、 し U 下の ちは とくに ご ミ 主意く ださい。 

- 乳 幼 お. お テ さま. お年寄り. 病人. 体の 不自由な ち 
- 皮膚の 謂いち 
- 疲 ちの 激しい ち 

- 深 ミ 酉 やお 気を さそ 5 薬 （睡眠薬'  風邪薬な ど） を 服用され たち 
♦シートに ち 巧- クッシ ョンな どを 使用し ないで ください。 

シート ヒ ー ターの 使用 により な 温 性び 高ま り 異常 過熱の 原因になります。 

♦シート ヒーターを 必要し ツ 上に 使用し ないで ください。 

低温 やけどを 負った り、 シート ヒーターの 異常 過熱の 原因になる おそれび あり 
ます。 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A ミち 意 

■シー ト ヒータ ー & ベンチ レーターの 故障を 防ぐ ために 

凹凸の ある 重量 物を シー トの 上に 置いたり、 針金 や 針な どの 鋭利な ちのを まを 
刺したり しないで  <  ださい。 

■バッ テリ ー あが りを 防止ず る ために 

エンジンび 停止して いると をは スイッチを OFF にし、 インジケーターび 消えた 
ことを 確認して ください。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

アーム レスト* 


ス トラップを 引 さなび b アーム 
レス トを 倒しまず。 


A ミち 意 

■アーム レス トの 破損を 防ぐ ために 

過度の 負荷を かけないで ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

コート フック* 


リヤ ドアの 上に ある アシス ト グリ ップ には、 コー ト フック* び 付いて 
いまず。 


A 警告 

■コート フック * へ かけて はいけ ないちの 

八ン ガー や 他の 硬い ちの、 鋭利な ちのを かけないで < ださい。 

SRS カーテン シールド エアバッグが ふくらん だとを に、 それらの ものが 飛び、 
重大な 傷害 または 死 t につな がる おそれが あります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

アシス ト グリップ 


天井に 取りつ け 5 れ ている アシスト グリップ （回輯 式） は、 走行 中に 
シート に 座って いる 状態で 体を 支える ときに お使いく ださい。 

乗降 時な どでは、 ピラーに 取りつ け 5 れ ている アシスト グリップ （固 
定式） を お使いく ださい。 

n アシスト グ リップ （固定 式） 
曰 アシスト グ リップ （回転 式） 


A 警告 

■アシスト グリップ （回 お 式） について 

アシスト グ リップ （回転 式） は、 乗降 時 や シートから 立ち上び ると をな どに 使 
用し ないで  <  ださい。 


A ま 意 

■破損を 防ぐ ために 

アシス トグ U ップに 重い ちのを かけたり、 過度の 負荷を かけないで ください。 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

フロア マット 


お 車 （年式） 専用の フ □ア マットを、 フ □ア カーペットの 上に しっか 
りと 固定して お使いく ださい。 


固定 フック （ク リップ） に フ〇 
アマ ッ ト 取り付け 巧を はめ込む 


固定 フック （クリップ） 上部の 
レバーを まねして、 フ □アマ ッ 
卜を 固定ず る 

* A マークを 必ず 合わせて ください。 


固定 フック （ク リップ） の お 巧は イラストと 異なる 場合び ありまず。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 フロア マットび ずれて 運転 中に 各 ペダルと 干渉し、 思わ 
めス ピー ドび 出たり 車を 停止し にくくなる など、 重大な 事故に つなび る おそれび 
あります。 

■運転席に フ □アマ ッ トを 敷く ときは 

• トヨタ 純正 品であって ち、 他 車種 および 異なる 年式の フ □アマ ッ トは 使用し ない 
♦運転席 専用の フロア マッ トを 使用す る 
•固定 フック （ク リップ） を 使って、 常に しっかりと 固定す る 
♦他の フロア マッ ト 類と 重ねて 使 巧し ない 
♦フ □アマ ッ トを 前後 逆さまに したり、 裏返して 使用し ない 
■運転ず る 前に 

♦フロア マットび すべての 固定 フック （ク 
リップ） で 正しい 位置に しっかりと 固定 
されて いる ことを 定期的に 確認し、 とく 
に 洗車 後は 必ず 確認を 行 5 

♦エンジン 停止 および シフト レバーび P の 
状態で、 各 ペダルを 奥まで 踏み込み、 フロ 
アマ ッ トと 干渉し ない ことを 確認す る 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

ラ ゲージ ルーム 巧 装備 


■ □—プ フック 


► 上側 


積 荷の 固定 用 として ご 使用く だ 
さい。 


ツマ S を 巧し なび 日、 手前に 引 
いて フタを 開 < 


ツマ S を 巧し なびら、 手前に 引 
いて フタを 開 < 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


I 兰角 表示板 等 収納 スペース 


ダイヤルを まわして □ック をは 
ずし、 カバーを 持ち上げて 開 < 

王 角 表示 打を 収納し、 中の バンド 
で 固定し まず。 


トノ カバー 本体の 両端を 内側に 押 
し 込んで、 ホル ターから 取りは ずす 
取り はず した あとは、 車から 降ろ して 
保管して ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使い方 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


曰 知識 


■ トノ カバーを 取り付ける ときは* 


両端の "TOP" を 上に して 取り付け てくだ 
さい。 


A 警告 

■□- プ フックに ついて 

使用 しないと をは、 必ず もとの 位置に もどして おいてく ださい。 

■走行 中の 警告 

各 収納 スペースの フタを 必ず 閉じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに 収納 してい たちのび 飛び出 したりして、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび ありを 険 です。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


お 手入れの しかた  4 


4-1 .お 手入れの しかた 

外装の 手入れ .  370 

内装の 手入れ .  374 

タイヤに ついて .  377 

4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

ボンみ 外 .  380 

エンジン ルーム カバー .  382 

電球 （バルブ） の 交換 .  384 

ヒューズの 点検、 交換 .  403 

キーの 電池 交換 .  412 

ウォッ シャー 液の 補給 .  414 

エアコン フイ ルターの 
清掃 •交換 .  41 巳 
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4-1 .お 手入れの しかた 

か 装の 手入れ 


お 手入れは、 1ソ下 の 項目を 実 砲して ください。 

♦水を 十分 かけな び 日 車体、 足 まわり、 下 まわりの 順番に 上 か 日 下 
へ 巧れ を 洗い落とず 

♦車体は スポンジ や セー ム皮 のよ ラな 柔日 かいを ので 洗 ラ 
• 巧れ び ひどい とさは カー シャンプーを 使用し、 水で 十分 洗い流ず 
• 水を ふさ 取る 

• 水のは じきび 悪く なった とさは、 ワックスび けを おこな ラ 

ボデ ーの 表面の ミちれ を 落と してち 水び 玉 状に ならない ときは、 車体の 温度び 
をえ ている とを （およそ 体温 じ (下を 目 まとして ください） に ワックスを かけ 
ます。 

なお、 ボディ コート- ホイール コート- ガラス コー ト など トヨタ ケミ 
カル 商品を 施工され た 場合は、 お 手入れ 方法び 異なりまず。 詳し < は 
トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 


白 知識 

■自動 洗車 機を 使う ときは 

♦ドア 5 ラーを 格納し、 車両 前 側から 洗車して ください。 また、 走行 前は 必ず 
ドア 5 ラーを 復帰 状態に もどして ください。 

♦ブラシで 車体に 傷び 付を、 塗装を 損な ラ ことび あります。 

♦洗車 機に よっては、 U ヤス ポ イラー* び 引っ かかり、 洗車び できない 場合 や、 
傷付いたり 破損す る おそれが あり ます。 

♦自動 洗車 機に 入れる 前に、 車両の 給油 口が しっかり 閉まって いる ことを 確認 
して  <  ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-1 .お 手入れの しかた 


■高圧 洗車 機を 使 ラと きは 

♦車内に 水び 入る おそれび あるた め、 ノズルの 先端を ドア ガラス や ドア 砕 付近 
に 近付けす ざないで ください。 

♦駆動 系 部品 （ディ ファレン シャル ギヤな ど） の ベア U ングや オイル シール 部 
品に 近付けす ざないで < ださい。 

近付けす ざると、 水圧び 高いた め、 内部への 水入り やグ 1」 ス流 出に より、 性 
能び 劣化す る おそれび あり ます。 

■車両 移動を とちな う 洗車 機を 使う ときは 

侵入 •傾斜 センサー* を 停止して ください。 （一 P. 120) 

車両び 動く と オート アラームび 作動し ます。 

■アル 5 ホイール* 

♦中性 洗斉临 使用し、 早めに 巧れ を 落として ください。 研磨 剤の 入った 洗剤 や 
硬い ブラシは 塗装を 傷めます ので 使用し ないで ください。 

♦夏場の 長距離 走行 後な どで ホイールび 熱い とさは、 洗剤は 使用 しないで くだ 
さい。 

• 洗剤 を 使用 した あとは 早めに 十分 洗い流して ください。 

■バンパー および サイ ド モール デ ィング* 

研磨 剤 入り の 洗剤で こす らな いよ ラに してく ださい。 

■フ □ント ドア ガラスの 撥水コ ー ティ ング について* 

♦撥 水 効果を 長持ちさせる ため、 し U 下の ことに ミ 主意して ください。 

•フロント ドア ガラス 表面の ミ 尼な どの 巧れ を 落とす 
. 巧れ は 早めに やわらかい 湿った 巧な どで 清掃す る 
- 研磨 剤び 入った ガ ラスク U —ナ ーやワ ッ クスを 使用 しない 
- 金属製の 道具で 霜 取りを しない 
♦水滴のは じを び 悪 くな つたと をは 補修す る ことび でを ます。 

詳しくは トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■洗車を ずると きは 

エンジン ルーム 内に 水を かけないで ください。 

電気 部品な どに 水び かかる と 車両 火災に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■フ □ン トウ イン ドウ ガラスを 清掃ず ると きは （雨滴 感知 式 ワイ パー装着 車） 

ワイ パースイ ツチを OFF にして くださし、 
AUTO モードに なつて いると、 なのよ ラな 
とさに ワイパーび 不意に 作動し、 指な どを 
挟み 重大な 傷害を 受けた 0、 ワイ パーブ 
レー ドな どを 損傷す る おそれび あります。 


♦雨滴 センサー 上部の フ □ン トウ イン ドウ ガラスに 手で ふれた とを 

♦水分を 含んだ 巧な どを 雨滴 センサーに 近付けた とを 

♦フロン トウ イン ドウ ガラスに 衝撃を 与えた とき 

♦車内から 雨 ミ 商 センサー 本体に ふれるな どして 衝撃を 与えた とを 

■排気管に ついて 

排気管は 排気ガス により 熱くな ります ので、 エンジン 停止 直後な どに ふれない 
で < ださい。 やけどを する おそれび あります。 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A ミち 意 

■塗装の 努化や 車体- 部品 （ホイール など） の 腐食を 防ぐ ために 

♦なのよ 5 な 場合は ただちに 洗車して ください。 

- ミ 毎 岸 地帯を 走行した あと 
- 凍結防止剤を 散 巧した 道路を 走行した あと 

- コールタール. 花粉. 樹液- 鳥の 面ん- 虫の 死び いなどび 付着した とを 
- ばい 煙- 油煙- 粉 じん- 鉄粉- 化学物質 などの 降下び をい 場所を 走行した 
あと 

- ほこり- ミ 尼な どで 激しく 巧れ たと を 
- 塗装に ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤び 付着 したと を 
♦塗装に 傷び 付いた 場合は、 早めに 補修して < ださい。 

♦ホイール 保管 時は、 腐食を 防ぐ ために ちれを 落とし、 湿気の 少ない 場所へ 保管 
してく ださい。 

■ランプの 清掃 

♦ミ 主意して 洗って ください。 有機 溶剤 やおい ブラシは 使用し ないで ください。 
ランプを 損傷させる おそれび あります。 

♦ランプに ワックスび けを おこなわないで < ださい。 

レンズを 損傷す る おそれび あ ります。 

■ 自動 洗車 機を 使用ず ると きは （雨滴 感知 式 ワイパー 装着 車） 

ワイ パースイッチを OFF にして くださ しん AUTO モー ドに なって いると、 不意 
に ワイパーび 作動 して ワイ ノ f ー ブレー ドな どを 損傷す る おそれび あります。 


373 


4-1 .お 手入れの しかた 

巧 装の 手ス ►れ 


お 手入れは、 1ソ下 の 要領で 実施く ださい。 

■ 車内の 手入れ 

掃除機な どで ほこり を 取り除 さ、 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 
ふさ 取る 

■ 本 革 部分の 手入れ 

• 掃除機な どで ほこり や 砂を 取り除く 

• 薄めた 洗剤を 柔日 かい 巧に 含ませ、 巧れ をふさ 取る 

ウール 用の 中性洗剤を 約已日 /〇 の 水を 液まで 薄めたち のを 使用 してく ださい。 
• 真水を ひたした 巧を 固く しぼり、 表面に 残った 洗剤を ふさ 取る 

参 乾いた やわらかい 巧で 表面の 水分を ふさ 取り、 風通しの よい 曰 陰 
で 乾燥させる 

■ 合成皮革 部分の 手入れ 

• 掃除機な どで 大まかな ミちれ を 取る 

• スポンジ や 柔らかい 巧を 使用 して 合成皮革 部分に 刺激の 少ない 
洗剤を つける 

• 数 分 間 そのまま にして おいて か 日 巧れ を 落とし、 固  <  しぼった さ 
れいな 巧で 洗剤を ふさ 取る 
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4-1 .お 手入れの しかた 


白 知識    

■本 軍部 分の お 手入れの 目 ま 

品質を 長 < 保 つため、 年に 2 回 程度の 定期的な お 手入れを おすすめ します。 

■力一 ぺッ トの洗 ミき 

カー ぺッ トは 極力 乾いた 状態を なつこと を おすすめ します。 

洗 ミ 争には、 市販の 泡 タイプ ク U —ナ ーび ご 利用に なれます。 

スポンジ または ブラシを 使用して 泡を カー ぺッ トに 広げ、 円を ffl くよ ラに 塗り 
込んで ください。 直接 水を かけたり せず、 ふを 取って から 乾燥 させて ください。 

■シ ー ト ベルト 

刺激の 少ない 洗剤と める ま 湯で、 巧 か スポンジを 使って 洗って ください。 シー 
ト ベル トの 擦り切れ- ほ つれ- 傷な どを 定期的に 点検して ください。 （一 P.  82) 


A 警告 

■車両への 水の 浸入 

♦車内に 水を かけたり 液体を こぼしたり しないで ください。 

電気 部品な どに 水び かかる と、 故障 や 車両 火災に つなび る おそれび ありを 険で 
す。 

♦  SRS エアバッグの 構成 部品 や 配線を めら さないで ください。 （一 P. 128) 
電気の 不具合に より、 エアバッグび 展開したり、 正常に 機能し なくなり、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■内装の 手入れを ずると きは （とくに インス トル メン ト パネル） 

諮 出し ワックス や麗出 しク U —ナ ーを 使用 しないで く ださい。 イ ンス トル メン 
ト バネルび フロン トウ イン ドウ ガラスへ 映り 込み、 運転者の 視界を さまたげ 思 
わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害ち しく は 死 t におよ ぶ おそれび あり ます。 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A ミち 意 

■清掃ず ると を 使用ず る 溶剤に ついて 

♦変色'  シ 5  •塗装は びれ の 原因になる ため、 なのを 剤は 使用し ないで < ださい。 
- シートし i (外の 部分： ベンジン- ガソ U ン などの 有機 溶剤 や 酸 または アル カ 
U 性の 溶剤- 染色 剤- 漂白剤 

- シー ト 部分： シンナー. ベンジン. アルコール、 その他の 揮発性のを 剤 
♦麗 出し ワック スや範 出 しク U -ナ ーを 使用 しないで く ださい。 インス トル メン 
ト パネル やその 他 内装の 塗装のは びれ • 溶解. 変形の 原因になる おそれび あり 
ます。 

■軍の 傷みを 避ける ために 

革の 部分の 損傷- 消耗を 避ける ために、 し U 下の ことを お守りく ださい。 

♦革に 付し、 た ほこり や 砂は すぐに 取り除く 

♦直射日光に 長時間 さらさな いよ ラに する。 とくに 夏場は 曰 陰で 車を な 管す る 

♦ビニール 製-プラスチック 製-ワックス 含有の ものは、 車内び 高温に なると 革 
に 張り付く おそれび あるた め、 革張りの 上に 置かない 

■フ □アに 水が かかる と 

フロアを 水で 洗わないで ください。 

オーディオ や フロア カー ぺッ ト下 にある 電気 部品に 水び かかる と、 車の 故障の 
原因と なったり、 ボデ ーび 鐘び る おそれび あ ります。 

■ リヤ ウイン ドウ ガラス、 リヤ クォーター ガラスの 内側を 掃除ず ると きは 

♦熱線 や アンテナを 損傷す る おそれび あるた め、 ガ ラスク U —ナ ーな どを 使わ 
ず、 熱線 や アンテナに そって 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 軽く ふいて くだ 
さい。 

♦熱線 や アンテナを 引つ かいたり、 損傷 させない よ ラに 気を付けてく ださい。 
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4-1 .お 手入れの しかた 

タイヤに ついて 


タイヤの 点検は、 法律で 義務付け 5 れ ていまず。 日常 点検と して 必ず 
タイヤを 点検して ください。 

タイヤの 摩耗を 均等に し 寿命を のばず ために、 タイヤ □- テーシヨ ン 
(タイヤ 位置 交換） を 已 ,000km ごとに おこなって ください。 

■タイヤの 点検 項目 

タ イヤ はじ (下の 項目を 点検 してく ださい。 

点検 方法は 別冊 「メンテナンス ノート」 を お読みく ださい。 

• タイヤ 空気 圧 

空気 圧の 点検は、 タイヤび をえ ている ときに おこなって ください。 

• タイヤの 亀裂- 損傷の 有無 
• タイヤの 溝の 深さ 

• タイヤの 異常 摩耗 （極端に タイヤの 片側の みび 摩耗して いたり、 
摩耗 程度び 他の タイヤと 著し < 異なるな ど） の 有無 

■ タイヤ □ー テー シ ヨンの しかた 

図で おず とお 0 に タイヤを □一 
テーシ ヨンして  <  ださい。 

タイヤの 摩耗 状態を 均一に し、 寿 
命を のばす ために、 トヨタは 定期 
点検 ごとの タイヤ □ー テーシヨ ン 
を 推奨し ます。 
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4-1 .お 手入れの しかた 


白 知識  

■タイヤ 空気 圧の 数値 


タイヤの 指定 空気 圧は、 運転席 側の タイヤ 
空気 圧 ラベルで 確認す る ことび でを ます。 


タイヤ サイズ 

空気 圧 X’ 

[kPa(k  旨/ cm  う] 

前輪 

後輪 

27 己/ 6 己 R1 7 

1 1 己 S 

230(2.3) 

230(2.3) 

28 己/ 60R18 

1 16H 

230(2.3) 

230(2.3) 

28 己/己 0R20 

1 12H 

230(2.3) 

230(2.3) 

※： タイヤび; 令え ている とさの 空気 圧 


■タイヤ 関連の 部品を 交換ず ると を 

タイヤ- ディスク ホイール- ホイール 取り付け ナツ トを 交換 するとを は、 トヨタ 
販売店に ご 相談  <  ださい。 


A 警告 

■点検、 交換 時の 警告 

必ずし ソ 下の ことを お守り ください。 

お守りいた だかない と、 駆動 系 部品の 損傷 や 不ま定 な 操縦 特性に より、 死 t 事 
故 や 負傷に つなび る おそれび あり ます。 

♦タイヤは すべて 同ー メーカー- 同一 銘柄 •同ー トレ ッ ド パターンで、 摩耗 差の 
ない タイヤを 使用して ください。 

♦メーカー 指定 サイズし U がの タイヤ や ホイールを 使用し ないで ください。 

♦ラジアルタイヤ ■バイアス ベル テツ ド タイヤ ■バイアス プライ タイヤを 混在 使 
用し ないで  <  ださい。 

♦サマー タイヤ •オール シーズン タイヤ •冬 巧 タイヤを 混在 使 巧し ないで ください。 


378 


4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■異常び ある タイヤの 使用禁止 

異常び ある タイヤを そのまま 装着して いると 走行 時に 八ン ドルを とられた D、 
異常な 振動を 感じる ことび あります。 また、 し U 下の 事態に なり、 思わめ 事故に 
なるお それび あります。 

♦破裂な どの 修理で をない 損傷を 与える 
♦車び 横 すべりす る 

♦まの 本来の 性能 （燃費- 車両の 方向 ま 定性- 制動 距離な ど） び 発揮され ない 

■タイヤ 交換 時の ま 意 

♦必ず ナツ トの テーバー 部を 内側に して 取 
り 付けて ください。 

テー I て 一部を が 側に して 取り 付ける と、 
ホイールび 破損し はずれて しまい、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれび あ 0 ます。 


♦ねじ 部に オイル やグ U —スを 塗らないで ください。 

ナツ トを 締める とさに 必要し ツ 上に 締め付けられ、 ボルトび 破損したり、 デ ィス 
クホ イー j レび 損傷す る おそれび あります。 

また ナツ トび ゆるみ ホイールび 落下して、 重大な 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 オイル やグ U —ス びね じ 部に 付いている 場合は ふを 取って ください。 


/^^ま意 

■走行 中に 空気 ちれび 起こった 6 

走行を 続けないで  <  ださい。 

タイヤ または ホイールび 損傷す る ことび あります。 

■悪路 走 巧に 巧ず る ま 意 

凹凸の ある 路上を 走行 するとを はま 意して ください。 

タイヤの 空気び 抜けて、 タイヤの クッション 作用び 低下す る おそれび あります。 
また、 タイヤ'  ホイール'  ま 体な どの 部品ち 損傷す る おそれび あ D ます。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

ボンネット 


車内 か 5 □ック を 解除して、 ボン ネッ トを 開けまず。 


ボン ネッ ト 解除 レバーを 引く 
ボン ネッ トび みし 浮 さ 上び 0 ま 
す。 


レバーを 引 さ 上げて ボンネット 
を 開ける 


口 知識  

■バッテリー 端子を はずず とさは 

バッテ 1」 一端 子を はずす と、 コンピューターに 記憶され ている 情報び 消去され 
ます。 バッテ 1」 一端 子を はずす とさは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■走 巧 前の 確認 

ボン ネ ットび しっかり □ック されて いる ことを 確認して く ださい。 

□ック せずに 走行す ると、 走行 中に ボンネットび 突然 開いて、 生命に かかわる 
重大な 傷害に つなび る おそれび あります。 

■エンジン ルー ムを 点検した あとは 

エンジン ルーム 内に 工具 や 巧を 置を 忘れて いない ことを 確認して ください。 
点検 や 清掃に 使用した 工具 や 巧な どを エンジン ルーム 内に 置を 忘れて いると、 
故障の 原因と なったり、 また、 エンジン ルーム 内は 高温になる ため 車両 乂 巧に 
つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

■ボン ネッ トを 閉める とさは 

ボンネットを 閉める とさは、 手な どを 挟ま 
ない よ ラに を 意して ください。 

重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険で 
す。 


A を 意 

■ボ ンネ ットや ダン/  くー ステ ーの 損傷を 防ぐ ために 

♦ボン ネッ トを 閉める とさは、 体重を かけるな どして 強く 押さないで ください。 
ボン ネッ トが へこむ おそれが あります 0 

♦ボン ネッ ト には ボン ネッ トを 支える ための ダン パース テ ーが 取り付けられて 
います。 ダン パース テ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ため; 欠の ことを お守り < ださ 
い。 

- ビこー ル片- ステッカー- 粘着 材 などの 異物を ステ ーの □ッド 部 （棒 部） 
に 付着 させない 

- □ッド 部を 軍手な どで ふれない 

- ボンネットに トヨタ 純正 品し U 外の アク セヴ U — 用品を 付けない 
- ステ ーに 手を かけたり、 横 方向に 力を かけたり しない 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

エンジン ルーム カバー 


電球 （バルブ） の 点検 •交換な どを おこなう ときに 取りは ずしまず。 
■エンジン ルーム カバーの 取りは ずしち 


□ 広げる 
曰 挿し 込む 
B 巧す 


■クリップの 取り付けち 


□ 

辯 

ち^ぶ 

且 

呈 

□ 

み 

遗 

ITY43C078 

A 警告 

■エンジン ルーム カバーを 取りは ずず とさは 

カバーを 取りは ずす 前に、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 FF にし 
て < ださい。 熱く なった 部品で やけどを したり、 作動 中の 部品に 巻を 込まれて 
けがを する おそれが あり ます。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A ミち 意 

■エンジン ルー ム カバーを 取り付けた あとは 

もとの 場所に 確実に 取り付けられ ている ことを 確認して ください。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

電球 （バルブ） の 交換 


LU 下に 記載ず る 電球は、 ご 自身で 交換で きまず。 詳細が 不明な 場合 や 
その他の 電球 交換に ついては、 トヨタ 販売店に ご ホ目談 ください。 

■ 電球の 用意 

切れた 電球の W  (ワット） 数を 確認して ください。 （一 P.  480) 

■エンジン ルーム カバーの 取りは ずし 

一 P.  382 

■フ □ント の バルブ 位置 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ リヤの バルブ 位置 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


(電球 交換の しかた 

■ヘッド ランプ （□- ビ ーム) 


ITY43C012 


目 力 手 席 側の 交換 時は、 ウォッシャー 
あ 補給 □の 固定 ク U ップ （1 個） を 
はずし、 巧 給 □を 車両 後方に 傾ける 


カバーを 取りは ずず 


ソケッ トを 取りは ずず 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


電球を 取りは ずす 


電球を 交換し、 ソケットを 取り付 
ける 

取り付け 部と 電球の ツ; <  (3 か 所） を 
合わせて 挿し 込みます。 


ソケッ トを まわして 固定す る 
ソケッ トを 軽く ゆさぶって ぐらつを 
がない ことを 確認し、 いったんへ ッ ド 
ランプを 点灯 させ、 ソケッ トの 取り付 
け 部から ランプの 光び ちれて いない 
ことを 目視 確認して ください。 


巨! m] カバーを 取り付ける とさは、 た甜现 2 1 と 逆の 手順で 取り付ける 
巨圆 互 助手席 側を 交換した とを は、 HM で と 逆の 手順で 取り付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■へツ ド ランプ （八 イ ビーム) 


^  と ~ 'ITI43 為 


ソケッ トを 取りは ずす 


電球を 取りは ずす 


電球を 交換し、 ソケットを 取り付 
ける 

取り付け 部と 電球の ツ; (3 か 所） を 
合わせて 挿し 込みます。 


ソケッ トを まわして 固定す る 
ソケッ トを 軽く ゆさぶって ぐらつき 
がない ことを 確認し、 いったん ヘッド 
ランプを 点灯 させ、 ソケッ トの取 0 付 
け 部から ランプの 光び もれて いない 
ことを 目視 確認して ください。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■フ □ン トフ オグ ランプ* 


す ごし i 血み f 


ボルト （2 本） をはず し、 ナット 
(1 個） を ゆるめ、 カバーを めくる 

□ ボルト 
旦 ナット 


コネクターを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 


電球を 交換ず る 

取り付け 部と 電球の ツメ （3 か 所） を 
合わせて 挿し 込みまず。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


電球を まわして 固定す る 


ソケッ トを 取り付ける 

ソケッ トを 軽く ゆさぶって ぐらつを 
がない ことを 確認し、 いったん フォグ 
ランプを 点灯 させ、 電球の 取 0 付け 部 
から ランプの 光び もれて いない こと 
を目視 確認して ください。 


巨 画！] カバーを 取り付ける ときは、 た动 却 1 1 1 と 逆の 手順で 取り付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■フ □ン トち向 指示な/非常 点滅 I 灯 


目 力 手 席 側の 交換 時は、 ウォッシャー 
あ 補給 □の 固定 ク U ップ （1 個） を 
はずし、 巧 給 □を 車両 後方に 傾ける 


ソケッ トを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 


国 团 TI 取り付ける とさは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取り付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


後退 I 灯 


ITI43T093 


バック ドアを 開け、 ナット （3 個) 
をはず し、 ランプ 本体を はずず 


カノ （一を はずず 


八 ー ネスを とりはずし、 ソケット 
を 取りは ずず 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


電球を 取りは ずず 


巨 画 回 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ リヤち 向 指示 灯/非常 点滅 I 灯 


バック ドアを 開け、 カバー に 個） 
と ボルト （2 本） をはず し ランプ 
本体を はずず 

傷び 付く のを 防ぐ ため、 図の よ ラに 巧 
などを きいて 保護して ください。 


八 ー ネスを 取りは ずず 


ソケッ トを取 0 はずず 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


m43T0 的 


巨 画 回 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ リヤ フオグ ランプ* 


ボルト （1 本） をはず し、 アンダー 
カノ （一を め  <  る 


ソケッ トを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 


ITY43C065 

巨圆 で 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


番号な 


ランプ 本体を 取りは ずず 

車両 内側に 巧し 付けな び 日、 手前に 引 
いては ずします。 


ソケッ トを 取りは ずず 


ヴ 


電球を 取りは ずず 


取り付ける とさは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取 り 付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ステップ 照明* 


ソケッ トを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 


E1OT31 取り付ける とさは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取 り 付ける 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ドア = ラー 照明 = 


S ラーの 鏡面を 上向 さに 傾ける 


鏡面を 取りは ずず 

傷び 付く のを 防ぐ ため、 図の ように 巧 
などを 卷 いて 保護して ください。 


コネクターを 取りは ずず 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ソケッ トを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 


mu 取り付け ると をは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取 り 付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ その他の 電球 

じ [下の 電球び 切れた とさは、 トヨタ 販売店で 交換して ください。 

• 車 幅な 

♦サイ ド 方向 指示な/非常 点滅な 
• 制動な 
♦尾灯 

♦八 イマ ウン トス トップ ランプ 

白 知識 

■レンズ 内の 水滴と 量り 

しツ 下の ような ときは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 ただし、 レンズ 内の一時 的 
な 曇りは、 機能 上 問題ありません。 

♦レンズ 内側に 大粒の 水 ミ 商び 付いている 
•ランプ 内に 水び たまって いる 

■電球の 交換に ついて 

電球の 交換 作業を するとを に、 部品な どの 破損び む 配な ちは、 トヨタ 販売店に 
ご 相談く ださい。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■電球を 交換ず ると きは 

♦ライトは 消な してく ださい。 消な 直後は 熱いた め、 交換し ないで ください。 
やけどを する ことび あ D ます。 

♦電球の ガラス 部を 素手で ふれないで ください。 

プラスチック 部 または 金属 ケース 部を 持って ください。 また、 電球を 傷付けた 
り、 落下 させたり する と 球 切れ したり 破裂す る ことび あ ります。 

♦電球 や 電球を 固定す るた めの 部品は しっかり 取り付けて ください。 

取り付けび 不十分な 場合、 発熱 や 発火、 ちし < はへッ ド ランプ 内部への 浸水に 
よる 故障 や、 レンズ 内に 曇りび 発生す る ことび あります。 

♦電球- ソケット- 電気回路- および 構成 部品を、 修理 または 分解し ないで くだ 
さい。 感電して、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あります。 


A ま 意 

■お 車の 故障 や 义災を 防ぐ ために 

電球び 正しい 位置に しっかり と 取り付けられ ている ことを 確認して く ださい。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

ヒューズの 点検、 交換 


ライ トび つかない とさ や 電気系統の 装置が 働かない とさは、 ヒューズ 
切れが 考え 5 れ まず。 ヒ ューズ の 点検を おこなって く ださい。 

EHm  "エンジン スター h ストップ" スイッチを OFF にず る 
固画互 ヒューズ ボックスを 開ける 
► エンジン ルーム 


ツメを 巧し なびら、 カバーを 持 
ち 上げる 


► 目 力 手 席 足元 （ ヒューズ ボ ッ クス A) 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


►運転席 足元 （ヒューズ ボックス 巨）* 


カノ （一を 取 0 はずず 


固圆 [互 故障の 状況から、 点検ず ベ さ ヒューズを 「ヒューズの 配置と 
負荷」 （一 P.  405) で 確認ず る 


ヒューズ はずしで ヒューズを 引 
さ 抜 < 


固 画 互 ヒューズび 切れて いない か 点検ず る 


n 正常 

曰 ヒューズ 切れ 

ヒ ューズ ボックスの 表示に 従い、 規 
定 容量の ヒューズに 交換し ます。 


ITY42C012 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


5  6  7  8  9 10  11 1213141516 

I _ 1 1_|  |_|  |_|  |_|  |_|  |_|  |_|  1_1  1_1  1_1  1_1  1_1 

□ 

□ 

I ~ I  鬥-- 

nnnnnnnnn 

□ 

I 

□ 

_ ..  i 

I ヒュ ーズの 配置と 負荷 

■エンジン ルーム 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

A/F 

1 己 A 

A/F ヒーター 

2 

HORN 

lOA 

ホーン 

3 

EFI  MAIN 

2 己 A 

EFI システム 

4 

IG2  MAIN 

吕 OA 

インジェクター 

已 

SEAT-A/C  LH 

2 己 A 

シー ト ヒータ ー& ベンチ レーター 

6 

RR  S/HTR 

20A 

IJ ヤシ ー ト ヒーター 

7 

DEICER 

20A 

フ □ント ワイパー デ アイサ ー 

扫 

CDS  FAN 

2 己 A 

モ使巧 

9 

TOW  TAIL 

吕 OA 

未 使 巧 

10 

RR  P/SEAT 

30A 

U ヤシー ト 

1 1 

ALT-CDS 

lOA 

オルタ ネート コンデンサー 

12 

FR  FOG 

7 .己 A 

フ □ント フォグ ランプ 

13 

SECU  阿  TY 

己 A 

EFI コンピュータ 

14 

SEAT-A/C  RH 

2 己 A 

シー ト ヒータ ー& ベンチ レーター 

]已 

STOP 

1 己 A 

制動な 

ココ コ 

5  6  7 


〔4U 

〔3U 

〔2U 

〔1U 


X 

/ 

1 - II - II - in  n  n  n  1~1  n 

1718  19202122 

I _ N _ II _ 1|_|  |_|  |_|  1_1  1_1  1_1 

n  n  n  n  n  n  n  n  rn  n  n  n 

23242 5% 272829  30313233 

LJ  l l  l l  LJ  l l  1—1  l l  U  LJ  LJ  LJ  1 1 

In  n  n  n  n  n 

343536373839 

ILJ  LJ  LJ  LJ  LJ  LJ 

In  n  n  n  n  n 

4041424 3/44 

ILJ  LJ  LJ  LJ  ILI  LJ 

/ 

X 

40 已 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

16 

AI  PUMPHTR 

lOA 

未 使 巧 

17 

IMB 

7 .已 A 

ID コード ボックス 

18 

AM2 

己 A 

メイン ボデー ECU 

19 

D0ME2 

7 .己 A 

バニ ティ ランプ 

20 

ECU- 巨 2 

己 A 

ドライビング ポジション メモ U — シス 

テム 

21 

AMP2 

吕 OA 

オーディオ 

22 

RSE 

7 .己 A 

U ヤシ ー ト エンターテイメント 

23 

TOWING 

吕 OA 

未使用 

24 

DOOR  N0.2 

2 已 A 

メイン ボデー ECU 

2 已 

STR  LOCK 

20A 

ステア U ング □ック ECU 

26 

TURN-HAZ 

1 己 A 

ち 向 指示な/非常 点滅 灯 

27 

EFI  MAIN2 

20A 

フェーエル ポンプ 

28 

ETCS 

lOA 

EFI システム 

29 

ALT-S 

己 A 

オルタ ネー タ 

30 

AMPl 

30A 

オーディオ 

31 

RAD  N0.1 

lOA 

オーディオ 

32 

ECU- 巨 1 

己 A 

スマ ー ト エン ト U — & スター トシス テ 

ム 

33 

DOMEl 

己 A 

カー テシ ライト 

34 

HEAD  LH 

ISA 

へッ ドラン プ八イ ビーム （左側） 

3 已 

HEAD  LL 

ISA 

ヘッド ランプ □ー ビーム （左側） 

36 

IN」 

lOA 

イグ こッシ ョン、 インジェクター 

37 

MET 

己 A 

メーター 

38 

IGN 

lOA 

スマ ー ト エン ト U — & スター トシス テ 

ム 

39 

DRL 

己 A 

未 使 巧 

40 

HEAD  RH 

ISA 

ヘッド ランプ 八 イビー ム （ち 側） 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

41 

HEAD  RL 

ISA 

へッ ド ランプ □ー ビーム （ち 側） 

42 

EFI  N0.2 

7 .己 A 

エア フ □—メ ーター 

43 

RR  A/C  N0.2 

7 .己 A 

モ使巧 

44 

DEF  N0.2 

已 A 

5 ラー ヒーター 

4 已 

SPARE 

己 A 

予備 ヒューズ 

46 

SPARE 

1 己 A 

予備 ヒューズ 

47 

SPARE 

吕 OA 

予備 ヒューズ 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■助手席 足元 （ヒューズ ボックス A) 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

CIG 

1 己 A 

シガ レツ トライ ター 

2 

BK/UP  LP 

lOA 

後退な 

3 

ACC 

7 .己 A 

スマ ー ト エン ト U — & スター トシス テ 

ム 

4 

PANEL 

lOA 

シガ レツ トライ ター 

已 

ECU-IG  N0.2 

lOA 

エアコン. ヒー ター 

6 

WINCH 

己 A 

未 使 巧 

7 

A/C  IG 

lOA 

U ヤ ウインドウ デフ オツ ガー 

扫 

TAIL 

1 己 A 

尾な- ま 号な 

9 

WIPER 

吕 OA 

フ □ント ワイパー 

10 

WSH 

20A 

フ □ン トウ オツシ ヤー 

1 1 

RR  WIPER 

1 己 A 

1」 ヤ ワィ バー 

12 

4WD 

20A 

4WD 

13 

LH-IG 

己 A 

シー ト ベルト プ U テン シヨ ナー 

14 

ECU-IG  N0.1 

己 A 

ドア □ック ECU 

]已 

S/ROOF 

2 己 A 

ムーン ルーフ 

16 

RR  DOOR  RH 

20A 

パワー ゥィンドゥ 

17 

MIR 

1 己 A 

電動 格納 5 ラー 

18 

RR  DOOR  LH 

20A 

パワー ゥィンドゥ 

19 

FR  DOOR  LH 

20A 

パワー ゥィンドゥ 

20 

FR  DOOR  RH 

20A 

パワー ゥィンドゥ 

n^u 

nMU  n 如 u 
n  の  u 

nuu  n 卽 u 

n^u  nwu 

nuu  n%u 

nwu  n 巧 u 

n 目 u  su 

nsu  n の u 

n7u  n の u 

n6u  n リ u 

n 日 u  n 如 u 

n4u  n 巧 u 

IMnu  n  ご 

n3u  n^u 

n2u  nwu 

niu  n 化 u 

^ J 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

21 

RR  FOG 

7 .己 A 

U ヤ フォグ ランプ 

22 

A/C 

7 .已 A 

エアコン 

23 

AMI 

己 A 

未 使 巧 

24 

Tl  &  TE 

1 己 A 

電動 チル ト & テ レスコ ピック ステア 1」 
ング 

2 已 

FR  P/SEAT  RH 

30A 

フロン トシー ト 

26 

PWR  OUTLET 

ISA 

バヮー アウトレット 

27 

〇臣 D 

7 .己 A 

ダイア グノー シス 

28 

PS 巨 

吕 OA 

プリ クラッシュ シー ト ベルト 

29 

DOOR  N0.1 

2 已 A 

メイン ボデー ECU 

30 

FR  P/SEAT  LH 

30A 

フ □ン トシー ト 

31 

INVERTER 

ISA 

インバーター 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ 運転席 足元 （ヒ ユー ズボ ッ クス B)  * 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

RSF  LH 

吕 OA 

ヴー ド シート 

2 

B/DR  CLSR  RH 

吕 OA 

U  ャ  ECU 

3 

巨/ DR  CLSR  LH 

吕 OA 

U  ャ  ECU 

4 

RSF  RH 

吕 OA 

ヴー ド シート 

巳 

DOOR  DL 

1 己 A 

未使用 

6 

AHC-B 

20A 

4-Wheel  AHC  ECU 

7 

TEL 

已 A 

高機能 DCM 

扫 

TOW  巨 K/UP 

7 .己 A 

モ使巧 

呂 

AHC-B  N0.2 

lOA 

4-Wheel  AHC  ECU 

10 

ECU-IG  N0.4 

已 A 

VGRS  ECU 

1 1 

SEAT-A/C  FAN 

lOA 

送風 シート 

12 

SEAT-HTR 

20A 

シー ト ヒーター 

13 

AFS 

己 A 

未 使 巧 

14 

ECU-IG  N0.3 

己 A 

車 間 制御 コンピュータ 

]已 

STRG  HTR 

lOA 

ステア U ング ヒーター 

16 

TV 

lOA 

ナビ ゲー シヨ ン システム 

2 


n8u  n 巧 U 

n7u  n 巧 u 

n6u  nMU 

n5u  ncu 

n4u  ncu 

n3u  n^u 

n2u  n ぶ u 

niu  n 己 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


白 知識        

■ヒュ ーズを 交換した あと 

♦交換して ち ライ ト 類び 点な しないと をは、 電球を 交換して ください。 

(一 P'  384) 

♦取り替え てち 再度 ヒュ ーズび 切れる 場合は、 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて < 
ださい。 

■バッ テリ ー か 5 の 回路に 過剰な 負 巧が かかる と 

配線び 損傷を 受ける 前に ヒュ ーズび 切れる ように 設計され ています。 


A 警告 

■車の 故障 や、 車両 义災を 防ぐ ために 

なの ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 車の 故障 や 火災、 けび をす る おそれび あります。 

♦規定 容量!; (がの ヒューズ または ヒューズ 1；( がの ちのを 使用し ないで ください。 
• 必ず トヨタ 純正 ヒ ューズ か 同等 品を 使用 してく ださい。 

♦ヒュ ー ズやヒ ューズ ボック スを 改造し ないで く ださい。 


41 1 


4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

キーの 電池 交換 


電池が 消耗 している とさは、 新 しい 電池に 交換して く ださい。 


■用意ず るを の 

• テープを をいた マイナス ドライバー 
• ル さい プラス ドライバー など 
•  U チウ ム 電池 CR] 己 32 

■ 電池 交換の しかた 


メカニカル キーを 抜く 


カノ （一を はずず 


消耗した 電池を 取 0 出ず 

新しい 電池は + 極を 上に して 取 0 
付けます。 
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EURI 取り 付ける とさは、 取りは ず したと さと 逆の 手順で 取り 付ける 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


口 知識  —  

■電池び 消耗して いると 

し U 下の よ ラ な 状態び 起こ ります。 

♦スマート エン ト U-& スタートシス テム、 ワイヤレス 機能び 作動し ない 
♦作動 距離び 短 < なる 

■ リチウム 電池 CR1 色 32 の 入手 

電池は トヨタ 販売店、 時計店 および カメラ 店な どで 購入で をます。 

■キー 電池を 交換した ときは 

キーの スイ ツチを 押し、 本体の LED び 点な する ことを 確認し ます。 


A 警告 

■取りは ずした 電池と 部品に ついて 

おモ さまに さわらせないで < ださい。 

部品び ル さいため、 誤って 飲み込む と、 のどな どに つまらせ 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


ま 意 

■交換 後、 正常に 機能させる ために 

し U 下の ことを 必ず お守り ください。 

• めれ た 手で 電池を 交換 しない 
鐘の 原因になります。 

♦電池し ツ 外の 部品に、 ふれたり 動かしたり しない 
参 電極を 曲げない 

• ドライバーに テーピングを したり、 巧され を あててから はずす 
カノ （一に 傷び 付  <  おそれび あ D ます。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

ウォ ッシャ ー 液の 補給 


►オプ ティ ト □ン メーター 装着 
車 

ウォッシャー 液び 出なかった 
り、 マルチ イン フ ォメーシヨ 
ン ディスプレイに 警告 メッ 
セー ジび表 おされた 日、 
ウオ ッシヤ ー 液を 補給して く 
ださい。 


► アナ □グ メーター 装着 車 


ウォッシャー 液び 出なかった 
0、 ウォッシャー あ 残 量 警告 
灯び 点灯した 日、 ウオッ 
シャー 液を 補給して < ださ 
し、。 


A 警告 

■ウォ ッシャ ー 液を 補給ず ると きは 

エンジンび 熱い とを や エンジンび かかつ ている とさは、 ウォッシャー 液を 補給 
しないで ください。 ウオッ シャー 液には アルコール 成分び 含まれて いるた め、 ェ 
ン ジンな どに かかる と 出火す る おそれび ありを 険 です。 


A ま 意 

■ウ ォッ シャー 液に ついて 

ウォッシャー 液の かわりに、 せっけん 水 や エンジン 不凍液な どを 入れない でく 
ださい。 

車体の 塗装に しみび 付く おそれび あり ます。 

■ウォ ッシャ ー 液の 薄め 方 

必要に応じて 水で薄めて ください。 水と ウォッシャー 液の 割 含は、 ウオッ シャー 
液の 容器に 表示して ある 凍結 温度を 参考に して < ださい。 


414 


4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

エアコン フィルターの 清掃 • 交換 


エアコンを 快適に お使いいた だくた めに、 エアコン フィルターを 定期 
的に 清掃、 または 交換して ください。 

■ 交換の しかた 

Ifci 社 h  I  "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 
ON モードに し、 内気 循環に 切り替えて、 "エンジン スタート 
ストップ" スイッチを OFF にず る 


グ □ーブ ボックスを 開け、 仕切 
り 板を 取りは ずず （一 P.  335) 


フィルター カバーを 取りは ずず 


フイ ルター ケースを 取りは ずず 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


フィルターを 取りは ずし、 新し 
い フィルターと 交換す る 

「下 UP」 マー クの 矢印び 上を 向く 
ように 取り付けます。 


取り 付ける と 去は、 取りは ず したと さと 逆の 手順で 取り 付ける 


目 知識  一  

■エアコン フイ ルターの 清掃- 交換に ついて 

エアコン フイ ルターは し U 下の 時期を 目安に 清掃、 または 交換して ください。 

ミ 青 掃： 1 己, 000 km  [7, 已〇 0km ※ ] ごと 
交換：  30,000 km  [1 己, 000 km  *  ] ごと 

※大 都巿や 寒; 令 地な ど、 交通量 や 粉 じんのを い 地区 

■エ アコ ンの風 量び 減少、 したと きは 

フイ ルターの 目づ まりび 考えられ ますので、 フイ ルターを 清掃、 または 交換し 
てくだ さい。 

なお、 フィルターの 清掃に つい 口ん トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


ま 意 

■エアコンを 使用ず ると きのを 意 

フイ ルターを 装着せ ずに エアコンを 使用す ると、 故障の 原因と なること び あり 
ます。 おず フイ ルターを 装着して ください。 

■エアコン フイ ルターを 交換ず ると きのを 意 

必ず "エンジン スター ト ストップ" スイッチび OFF の 状態で おこなって くだ 
さい。 
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トラブルび 起を た 6  5 


日- 1 .まず 初めに 

故障した ときは .  418 

非常 点滅 灯 

(ノ V ヴード ランプ） .  419 

発 炎 筒 .  420 

けん 引に ついて .  422 

日- 2. 緊急 時の 対処 法 

警告 灯が ついた ときは .  426 

警告メッセージが 
表示され たと さは 
(オプ テイ ト □ン メーター 

装着 車) .  433 
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已 -1 .まず 初めに 

巧 障した とまは 


故障のと きは ずみ やかに; 欠の 指示に 従ってく ださし、。 


非常 点滅な （一 P.  41 日） を 点滅 
させな び 5、 車を 路肩に 寄せ 停 
車す る 

非常 点滅な は、 故障な どで やむ を 
得ず 路上駐車 する 場合、 他 車に 巧 
日せ るた め 使用し ます。 


高速道路 や 自動車 専用 道路で 
は、 次の ことに 従 ラ 
• 同乗者を 避難させる 
• 車両の 已 Om じ (上 後方に 発 炎 
筒 （一 P.  420) と 停止 表示 
板を 置  <  か、 停止 表示 巧を 使 
用ず る 

- 見通しび 悪い 場合は さ 日に 後方 
に 置いて ください。 

- 発 炎 筒は、 燃料 ちれの 際 や トン 
ネル 内では 使用し ないで くださ 
い。 

♦その後、 ガードレールの 外側 
などに 避難ず る 


白 知識 

■停止 表 ル 板 • 停止 表 ルな について 


♦高速道路 や 自動車 専用 道路で やむ を 得ず 
駐 停車す る 場合は、 停止 表示板 または 停 
止 表示な の 表示び、 法律で 義務付けられ 
ています。 

♦停止 表示板 •停止 表示な は、 卜 3 夕 販売 
店で 購入す る ことび でを ます。 
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5-1. まずな] めに 

非常 点滅! 灯 （八 ザード ランプ) 


故障な どで やむ を 得ず 路上駐車 ずる 場合、 他 車に 知 5 せる ために 使用 
して  <  ださい。 

スイッチを 巧ず 

すべての ち 向 指示な び 点滅し ま 
す。 

も ラー 度 巧す と ミ 肖な します。 


目 知識  — — 

■非常 点滅な について 

エンジン 停止 中に、 非常 点滅な を 長時間 使用す ると、 バッテ U —び あびる おそ 
れ びあります。 


トラブルび 起さたら 


9 

n 

4 


5-1. まずな] めに 

発 炎 筒 


高速道路 や 踏切な どでの 故障- 事故 時に 非甫 信号 用と して 使用し ま 
ず。 （ トンネル 内 や 可燃物の 近くでは 使 巧し ないで ください） 

発 炎 時間は 約已 分で ず。 非常 点滅！ 打と 併用 してく ださい。 


ITY51C001C 


日 力 手 席 足元の 発 炎 筒を 取り 出ず 


本体を まわしな びら 抜 さ、 本体 
を 逆さに して 挿し 込む 


先端の フタを 取り、 ずり 薬で 発 
炎 筒の 先端を こず 0、 着火 させ 
る 

おず 車 外で 使用して ください。 
着义 させる 際は、 筒先を 顔 や 体に 
向けないで  <  ださい。 
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5-1. まず 初めに 


口 知識  _  _  _  _  _ 

■発 炎 筒の 有効期限 

本体に 表示して ある 有効期限び 切れる 前に、 トヨタ 販売店で お ホめ < だ さい。 有 
効 期限び 切れる と、 着火し なかったり、 がび ル さくなる 場合び あります。 


A 警告 

■発 炎 筒を 使用 しては いけない 場所 

し U 下の 場所では、 発 炎 筒を 使用 しないで <  ださい。 

煙で 視界び 悪 < なったり、 引火す る おそれび あるた めを 険 です。 

• トンネル 内 

♦ガソ U ン など 可燃物の 近く 
■発 炎 筒の 取り扱い について 

し U 下の ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 〇を険 です。 
♦使用 中は、 発 炎 筒を 顔 や 体に 向けたり、 近付けた りしない 
♦発 炎 筒は、 お テ さまに さわらせない 


トラブルび 起さたら 


の 


5-1. まずな] めに 

けん 引に ついて 


けん 引は、 できるだけ トヨタ 販売店 または 専門 業者に ご 依頼く ださい。 
■けん 引ずる 前に 

LU 下の 場合は、 駆動 系の 故障び 考えられる ため、 トヨタ 販売店へ ご 
連絡  <  ださい。 


• エンジンは かかる び、 車び 動かない 


• 異常な 音び ずる 

■けん 引され ると をは 


車体に 傷び 付かない よ ラに □一 
プを けん 引 フックに かける 

前進 方向で けん 引して ください。 


手順 


□ープ の 中央に 白い 巧を 付ける 
巧の 大きさ： 

0.3 m 平ち （30cm  X  30 巳 m ルツ 上 


I な 謂 I  3  I けん 引され る 車両の エンジンを かける 

エンジンが かからな いとを は "エンジン スタート ストップ" スイッチを 
ア クセサ U — モー ド または イグ ニツシ ヨン 日 N モー ドに して < ださい。 
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5-1. まず 初めに 


lEgilfill 4 1 トランスファー スイ ツチを H4 かつ センター デフ □ ツクを OFF 
の 状態に し、 センター デフ □ツク 作動 表示な び 消な した ことを 
確認す る 

固圆 [司 4-Wheel  AHC 装着 車： 車 高を N  (標準） モー ドに して 車 高 
制御を 停止ず る （一 P.  23 日） 

固圆[ 互 けん 引され る 車両の シフ トレバーを N にして か 日、 パーキン 
グ ブレーキを 解除ず る 

けん 引 中は、 前の 車の 制動な にを 意し、 □ープ を たるませな いよ ラに し 
て  <  ださい。 


曰 知識 


U ヤ側 のけん 引 フックは、 自 車より 輕い車 
を やむ を 得ず 一般 路上で □ープ により けん 
引 するとを に 使用し ます。 


フロント 側 けん 引 フックは けん 引され ると をに 使 ラ もので あり、 他 車を けん 引 
する ための ちので はあり ません。 
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■他 車を けん 引ずる 


■けん 引 フックの 使用 目の 


トラブルび 起さたら 


已 -1 .まず 初めに 


A 警告 

■車両を 運搬ず ると きは 

おず 4 輪 接地 または、 4 輪と ち 持ち上げた 状態で 運搬して < ださい。 
駆動装置び 焼を 付を を 起こ したり、 車び 台車 か ら 飛び出す おそれび あ ります。 

♦駆動 系 内部の 異常び あると 思われる とを、 およびな のとを は、 必ず 車両 積載 車 
などに よ D  4 輪と ち 持ち上げて 運搬して ください。 

センター デフ ロック 作動 表示灯び 消な 
せず、 センターデ フロックび OFF  (解 
除） になった ことび 確認で をない とを 
センターデフ □ック 状態 （ON のとを） 

で 故障した とを 


•4-Wheel  AHC  &  AVS 装着 車は、 4 輪 接地で かつ エンジンび かかって いる 状 
態で 他 車に けん 引して もら 5 とさは、 車 高を N  (標準） モードに して、 車 高 
制御を 停止 させた 状態で おこな ってく ださい。 オート レべ U ン グ 機能に より 車 
高び かわり、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 （一 P.  239) 

■けん 引 中の 運転に ついて 

♦けん 引を おこな ラと をは 細む のま 意を 仏って ください。 

けん 引 フック や ロープに 過剰な 負荷を かける 急 発進 や、 間違った 車両 操作は 避 
けて  <  ださい。 

けん 引 フック や ロープび 破損す る おそれび あ 0 ます。 万一の 場合、 その 破片び 
周囲の 人な どに あたり、 重大な 傷害を 与える おそれび あ 〇を険 です。 

♦"エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にしないで ください。 

八ン ドルび ロックされ 八ン ドル 操作び でを なくなり、 思わめ 事故に つなび る お 
それび あ 〇を険 です。 

• けん 弓 I される 車は、 慎重に 運転 してく ださい。 

エンジンび 停止して いると ブ レーキの 効を び 悪 く なったり、 八ン ドルび 通常よ 
り 重くな ります。 
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5-1. まず 初めに 


A ミち 意 


固 縛 用 フックは、 船舶 固 縛で 車両を 輸送 
するとを に 使用す るた めの ちので す。 け 
ん 引には 絶対に 使用し ないで ください。 


■車両の 損傷を 防ぐ ために 

けん 引 するとを はし U 下の ことを 必ず お守りく ださい。 

♦ワイヤー ロープは 使用し ない 

♦速度 30km/h し U 下、 距離 80km しツ 内で けん 引す る 

♦前進ち 向で けん 引す る 

♦ヴス ペン シヨ ン部 などに ロープを かけない 

上記の 速度、 距離を 超えての けん 引、 または 後進ち 向での けん 引を すると トラ 
ンス 5 ッシ ヨンに 悪影響を およぼし、 損傷す る おそれび あります。 これらの 場 
合は、 車両 積載 車な どに よ D  4 輪と ち 持ち上げて 運搬して ください。 

■長い 下り坂で けん 引ずる ときは 

レッカー 車で けん 引して ください。 

レ ツカ ー車で けん 引 しないと、 ブ レーキび 過熱 し 効を び 悪くなる おそれび あり 
ます。 
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■固 縛 用 フックに ついて 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

警告な びつ いたと をは 


警告 丹が 点 丹 または 点滅した ままの 場合は、 落ち着いて な 下の よ ラに 
対処して ください。 点 幻 •点滅しても、 その後 消' 灯 ずれば 異常では あ 
りません。 ただし、 同じ 現象び 再度 発生した 場合は、 トヨタ 販売店で 
点検を 受けて ください。 


I ただちに 停車して ください。 走行を 続ける とを 険 でず。 

じ (下の 警告は ブレーキの 故障の おそれび ある ことを 意味し まず。 ただち 
に 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して < ださい。 


警告 灯 

警告な 名- 警告 内容 

(①） 

ブレーキ 警告な （警告 ブザー X’） 

- ブレーキ 液の 不足 
- ブレーキ 系統の 異常 

パーキング ブレーキが 解除され ていないと をち 点灯し ます。 
解除 後、 消灯 すれば 正常です。 

**"バーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー ： 

パーキング ブレーキを 解除し ない まま 車を 発進 させ、 車 まび 約 巳 km/h しツ上 になる 
と、 警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 

警告 ブヴ ーび 鳴った とさは、 パーキング ブレーキを 解除して ください。 


I ただちに 停車して ください。 

じ (下の 警告は、 お 車への ダメージ や 思わめ 危険を 巧く おそれび ある こと 
を 意味し ます。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して 
< ださい。 


警告 灯 

警告な 名- 警告 内容 

1-  +1 

巧電 警告な 

充電 系統の 異常 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


I ただちに ，点検を 受けて ください。 

じ (下の 警告は、 放置ず ると、 システムび 正し < 働かず、 思わめ を 険や故 
障を あく おそれび ある ことを 意味し まず。 ただちに トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて  <  ださい。 


警告 灯 

警告な 名- 警告 内容 

0 

エンジン 警告な 

- エンジン 電子 制御システムの 異常 
•電子 制御 ス □ッ トルの 異常 

. オー トマ チック トランスミッション 電子 制御システムの 異常 

が 

SRS エアバッグ/プリ テン ショ ナー 警告な 

- SRS エア バッ グ システムの 異常 
- プリ テン ショ ナー付 シー ト ベル トシス テムの 異常 

(風 

ABS & ブレーキ アシス ト 警告な 

- ABS の 異常 
- ブレーキ アシス トの 異常 

A/TOIL 

TEMP 

オー トマ チック トランス 5 ッシ ョン 油 温 警告な & 

- トランスミッション フルードの 温度 異常 （点灯） 

ただちに 安全な 場所に 停車し、 シフト レバーを P にして、 エ 
ン ジンを かけた まま 温度が 下び るまで 待ちます。 しばらくし 
て 表示び 消えたら、 走行可能 にな 0 ます。 

- トランスミッション システムの 異常 （点滅） 

PCS 

PCS 警告 巧* 

プリ クラッシュ セーフ テイ システムの 異常 

システムの 異常 時!; 1外 にわ、 警告 打が; 欠の よ ラに 作動し ます。 

•システムの 作動 時には、 速い 点滅で お知らせ します。 （^P.  290) 

. プ U クラッシュ ブ レー キを OFF にす ると 点滅し ます。 (^P.  295) 

- システムが 一時的に 使用で さない とさに 点滅し ます。 （^P.  437) 

* : 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告 灯 

警告な 名- 警告 内容 

因 

スリップ 表示な 

■VSC システムの 異常 
■TRC システムの 異常 

- ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ル システムの 異常 
- ク □-ル コン ト □- ルの 異常 
- マルチ テ レイン セレ ク トの 異常 

の 

クルーズ コン ト □ー ル 表示な※ 

クルーズ コン ト □-ル システムの 異常の おそれ 

ON-OFF スイッチを OFF にし、 再度 設定ず る。 

設定で をない とを、 またはす ぐに 解除され ると をは、 トヨタ 販 
売店で 点検を 受けて ください。 

^ アナ □グ; > (ー ター 装着 車 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


ただちに 処置して ください。 


LU 下の 警告は、 それぞれの 巧 処方 法に 従って 処置し、 警告 巧び 消なず る 
のを 確認して ください。 


警告な 


警告な 名- 警告 内容 


ぶ 


半 ドア 警告な （警告 ブザー※ 1) 

いずれ かの ドアび 確実に 開 
まっていない 


開いて いる ドアを 閉める 


雨 


余 


燃料 残 量 警告 口 

燃料の 残 量 （約 1 日 下） 

運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な （警告 ブザー^2) 

運転席 シー ト ベル トの非 着用 


燃料を 補給す る 


シートベルトを 着 巧す る 


ぶ 


(ナビ ゲー シヨ ン 
システム 装着 車） 


，各 


助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な （警告 ブザー^2) 

助手席 シー ト ベル トの非 着用 


シートベルトを 着 田す る 


(ナビ ゲー シヨ ン 
システム 
非 装着 車） 


A/TP 


オートマチック トランス 
ミッション/  ^:ー キング 警告 灯 

トランス ミッションの 異常 


トランス ファーを H4 または 
L4 にす る （一 P.  24 目） 


ム 


マスター ウ オーニング &  J 

システムの 異常 時に ブ プーと 共 
に 点灯- 点滅し マルチ イン フオ 
メー シヨ ン デイ ス プレイ に 警告 
メッセージを 表示し ます。 


^P.  433 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告 灯 

警告な 名- 警告 内容 

が 

ウォッ シャー 液 残 量 警告な ぷ 4 

ウォッ シャー 液の 残 量 

ウォッシャー 液を 補給す る 

エンジン オイル 警告な 夕 4 

エンジン オイルの 不足 

エンジン オイル 量を 点検し、 オイ 
ルを 補給ず る 

^  ' 半 ドア 走行 時 警告 ブザー： 

いずれ かの ドアが 確実に 閉まって いない 状態で 走行し、 車 速が 日 km/h  LU 上に な 
ると、 警告 ブヴ ーが 鳴ります。 

^2 運転席* 助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告 ブザー： 

運転席- 助手席 シー ト ベル トを非 着用の まま、 車 速が 約 20km/h  l；Lb になる と、 
警告 ブヴ ーが 30 秒 間 断続的に 鳴 0 ます。 その後ち 運転席 • 助手席 シー ト ベルト 
を 非 着用の まま だと、 ブヴ ーの 音が かわり 9 日 秒 間 鳴ります。 

^3 オプ ティ ト □ン方 ー ター 装着 車 
《4 アナ □グ方 ー ター 装着 車 

白 知識 

■助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告な の 柔員検 知 センサーの 作動に ついて 

♦乗員び いな < てち、 シートに 荷物な どを 置く と、 センサーび 重量を 検 巧して 
警告 巧び 点滅す る ことび あります。 

♦座布団な どを 敷く と、 センサーび 乗員を 検巧 せず 警告 灯び 作動 しない ことび 
あります。 


■L4 作動 表示な や センターデフ □ック 作動 表示む び 点滅した ときは 

所定の 対処ち 法に 従って 処置して ください。 （一 P.  252) 

ブレーキ 警告 灯 や エンジン 警告 灯び 同時に 点な している 場合 や、 所定の 対処ち 
法を おこなって ち、 L4 作動 表示な や センター デフ ロ ック 作動 表示な び 点滅し 続 
けて いる 場合は、 エンジン や ブレーキ システム、 4WD システムび 故障して いる 
おそれび あります。 この場合は、 トランス ファーモードの H4 と L4 間の 切り 替 
えびで を なくなつ たり、 センター デフ ロックの □ッ ク、 アンロックび でを なく 
なること びあります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


[ただちに 処置して ください。 （アナ □グ メー ター装着 車） 

それぞれの 巧 処方 法に 従って 処置し、 警告 巧び 消なず るのを 確認して < 
ださい。 


車内 

車 外 

スマ ー ト エン ト 

IJ  一  & スタート 
システム 警告 灯 

警告 内容 

対処ち 法 

1 回 

なし 

-Im 

電 テキ ー を 携帯 していな 
い 状態で エンジンを かけ 
よ ラと した 

電子 キーを 携帯す る 

( 

10 秒 P 
点な） 

電子 キーを 携帯して いな 
い 状態 かつ、 "エンジン ス 
タート ストップ’’ スイ ッ 
チび OFF 1；( がの 状態で 運 
転 席し U がの ドアび 開閉 さ 
れた 

電モ キーを 携帯す る 

1 回 

吕回 

— Im 

電 テキ ー を 携帯 していな 

い 状態 かつ、 シフト レバー 
が P の 状態で、 "エンジン 
スタート ストップ" ス 

イッチを OFF にせずに 運 

転 席 ドアが 開閉され た 

- "エンジン スター ト 
ストップ" スイッチ 
を 日 FF にす る 
- 電子 キーを 携帯す る 

電 モキ ー を 携帯して いな 
い 状態 かつ、 シフト レバー 

•シフト レバーを P 
にす る 

- 電子 キーを 携帯す る 

連続 

連続 

— 

が P し U 外の 状態で" エン 
ジン スタート ストップ" 

スイッチを OFF にせずに 
運転席 ドアが 開閉され た 

5-2. 緊急 時の 対処 法 


I" エンジン スタートス トップ" スイッチ 上の イン ジケーターについて 


"エンジン スター トス トップ" ス 
イ ッチ 上の インジケーターび 点滅 
した 場合は、 下記の 表に 従って そ 
れぞれ 対応して  <  ださい。 


インジケーター 
のが 態 

警告 内容 

対処 方法 

緑色に 点滅 
(吕日 秒 間） 

エンジン 始動 操作 時に ステア 1」 
ング □ツク び 解除され ず、 エン 
ジンび 始動し なかった 

八ン ドルを 左ち に 動かしな び 
ら エン ジン 始動 操作を おこな 
ラ 

憧 色に 点滅 
(1 己 砂 間） 

ステア U ング □ ツクシ ステ ムま 
たは 電源 システムに 異常が 発生 
した 

トヨタ 販売店に 連絡す る 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

警告 メッセ- ジ がま ホ をれ たと まは （オプ テイ ト □ンメ -夕- 装 詰) 


マルチ イン フ オメー シ ヨン ディスプレイに 警告 メッセー ジび 表示 さ 
れた 場合は、 落ち着い てむ 下の ように 対処して ください。 


n マスター ウ オーニング 

マルチ イン フオ 六ーシ ヨン デ ィス 
プレイ に 警告; > (ッ セージが 表示 さ 
れ ている とを、 点 打 •点滅し ます。 

且 マルチ イン フオ ーシ ヨン 
ディスプレイ 


処置 後に 再度 メッセージが 表示され たと さは、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


(ただちに, 点検を 受けて ください。 

なの 警告は、 放置ず ると、 システムび 正し < 働かず、 思わめ 危険 や 故障 
を 招く おそれび ある ことを 意味し まず。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 
受けて  <  ださい。 


警告メッセージ 


警告 内容 


ステア U ング □ック 
システム チェック 


ステアリング □ツクシ ス テムの 異常 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 


ム 


トランス 5 ッシ ヨン 
システム チェック 


才ー トマ チック トランス S ツシ ヨンの 異 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


常 


ム 


PCS システム 
チェック 


PCS 

X 


PCS  (プリ クラッシュ セー フ テイ システム） の 

異常"^ 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


装着 車の み 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 


警告 内容 


クルーズ システム 
チェック 


ム 


クルーズ コン ト □ー ル システムの 異常^ 

；< インス イッチを 一度 OFF にし、 再度 設定し 
て  <  ださい。 


レーダー クルーズ コント □ー ル システムの 異常^ 

；< インス イッチを 一度 OFF にし、 再度 設定し 
て  <  ださい。 


4-WHEEL  AHC 

システム チェック 


ム 


4-Wheel  AHC システムの 異常※ 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 


クリアランス ソナ ー& バック ソナ ーの 異常 & 

異常の ある 部分に マークび 表示され 点滅し ます。 


VGRS 

システム チェック 


ム 


S 装着 車の み 


VGRS の 異常 3 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


(ただちに 処置して ください。 

: 欠の 内容は、 それぞれの 対処 方法に 従って 処置し、 警告メッセージび 消 
巧ず るのを 確認して く ださい。 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処 方法 


運転席 
ドア 開 


を 


各 ドアび 確実に 閉まつ 
ていない 

開いて いる ドアが 表示 
されます。 

各 ドアが 確実に 閉まつ 
ていない 状態の まま、 
車 速が 約 己 km/h を こ 
えたと をには I ム I が 
点滅し ブヴ ーが 鳴 0 ま 
す。 


各 ドアを 閉める 


ムーン ルー フが 
開いて います 


(庶 威） 


パーキング プ レーキを 
解除して < ださい 


(庶 威） 


ムーン ルー フび 確実に 閱 
まっていない 状態で" エ 
ン ジン スター トス トツ 
プ" スイッチを OFF にし 
て 運転席 ドアを 開けた‘ X 


パーキング ブレーキび 
解除され ていない 

パーキング ブレーキ 
を かけた まま、 車 まび 
約 巳 km/h を こえた と 
をに 表示され ます。 


ムーン ルーフを 閉める 


パーキング ブレーキを 
解除す る 


S 装着 車の み 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


AT ミが 品 異常 
まを な 場所に 
停車して くだを し、 


ム 


オートマチック トランス 
5 ツシ ヨン フルー ドの 温 
度が 異常に 高 < なった 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ま 
す。 


ただちに 安全な 場所に 
停車し、 シフ トレバー 
を P にして、 エンジン 
を かけた まま 温度が 下 
がるまで 待つ 

しばら < して 表示び 消 
えたら、 走行可能 にな 
0 ます。 表示び 消えな 
いとを は、 トヨタ 販売 
店に ご連絡く ださい。 


PCS 現在 

使用で さま だん 


PCS  (点滅） 


PCS  (プリ クラッシュ 
セーフ テイ システム） び 
現在 機能して いない‘^ 


グ U ル または センサー 
の ミちれ を 取 0 除く 
プ U クラッシュ セーフ 
ティ システムが 過熱し 
ている 場合は、 通常 温度 
になる まで 待つ 


エンジン オイル 不足 


エンジン オイルの 不足 


エンジン オイル 量を 点 
検 し、 オイルを 補給す 
る 


ウォッ シャー 液 不足 


ウオッ シャー 液が 残り 
わずか 


ウオッ シャー 液を 補充 
する 


< 装着 車の み 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


給油して 下さい 


ソナー ミちれ 


ム 


燃料び 残りわず か 


燃料を 給油す る 


クリアランス ソナ ーの 
センサー 部分の 巧れ、 
氷な どの 付着 X’ 


巧れ および 氷な どを 取 
り 除く 


レーダーミちれ 
清掃 必要 


ム 


クルーズ 現在 
使用で さません 


五 


レーダー クルー ズ コント 
□- ルの センサー部分の 
巧れ、 氷な どの 付着‘ X 


巧れ および 氷な どを 取 
り 除く 


レーダー クルーズ コン 
卜 □ー ルの 車 間 制御の 
測定 不可^ 


システムび 悪天候と 判 
断した ため、 使用で を 
ません。 


6 装着 車の み 
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警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


- 吾- 


(点嫩 


(レーダー クルーズ コン 
卜 □- ルの 車 間 制御 中） 
衝突のを 険性 ’X 


ブレーキを 踏む 


PCS  (点滅） 


衝突の 可能性が高い、 ま 
たは プ U クラッシュ ブ 
レー キび 作動して いる こ 
とを 示ず 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ま 
ず。 


ブレーキで 減速す る 


6 装着 車の み 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


(ただちに 処置して ください。 

それぞれの 巧 処方 法に 従って 処置し、 警告 メ ッ セージび 消なず るのを 確 
認 してく ださい。 


車内 まか 

敌化  靖化 

言 口  言 口 

ブヴー ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 

対処 方法 

"エンジン スター 
トス トップ’’ ス 
イッチび OFF  L ソ 
列の 状態で 運転 
席 W かの ドアび 
開閉され、 同乗者 
び 電子 キーを 持 
ち 出した 

電 テキ ー を 車 
内に ち どす 

シフト レバーび 
P の 状態で、‘‘ ェ 
ン ジン スター 
トス トップ" 
スイッチを OFF 

にせずに 電子 
キーを 持ち出し 
たま ま 運転席 ド 
アび 開閉され た 

" エンジン ス 

タート ス トッ 
プ" スイッチ 
を 日 FF にす る 

または 電子 
キ ー を 車内に 
ち どす 

正規の 電テ 
キーげ 車 室内 
にない 状態で 
走行を はじめ 

た 

電モ キーを 携 
帯して エン ジ 
ンを かけて < 
ださい。 X’ 

1 回  3 回 


キ ー が 

見つかり まだん 


ム 


(点滅） 


1 回  なし 


キ ー が 

見つかり まだん 


A 


(点滅） 


^ 電子 キーが 車内に あってち エンジンび 始動し ない 場 含は、 電池が 切れて いるか 電波 
の 状況が 悪い 可能性び あ 0 ます。 （^P.  36) 
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車内  車が 

お 化  寧 化 

言 口  言 口 

ブヴー ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処 方法 


連続 音 なし 


P レンジに 
乂れて 下さい 


A 


(点滅） 


連続 音 連続 音 


P レンジに 
乂れて 下を い 


キ ー が 

見つかりません 


(交互に 表示） 


五 


(点滅） 


シフト レバーが 
P 政 外の 状態で 
" エンジン ス 
ター トス トッ 
プ" スイッチを 
OFF にせずに 
運転席 ドアを 開 
いた 

シフト レバーが 
P 政 外の 状態で 
" エンジン ス 
ター トス トッ 
プ" スイッチを 
OFF にせずに 
電 テキ ー を 持 
ち 出した まま 
運転席 ドアが 
開閉され た 


シフト レバーを 
P にす る 


- シフト レバーを 
P にす る 
•電子 キーを 車 
内に 入れる 


441 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


車内  車が 

唆 化  整 化 

言 口  言 口 

ブヴー ブヴー 


警告メッセージ  警告 内容  対処 方法 


メカ こ カルキ ー 


で 解 錠して" エ 
ン ジン スター 


1 回  なし 


プ レーキを 
踏みな が 5 キーで 
エンジン スイ ツチに 
ち 虫れ てくだ さい 


(庶 威) 


ト ストップ" 
スイッチを 押し 
た 際、 車 室内で 
電デ キーを 検出 
でさなかった 
" エンジン ス 
ター トス トッ 
プ" スイッチを 
押した とさに 車 
室内で 電子 キー 
を 検出で さない 
ことが 2 回 連続 
で 続い た 


ブレーキ ぺダ 
ルを 踏みな が 
ら 電子 キーで 
" エンジン ス 
タート ス トツ 
プ" スイッチに 
ふれる 


1 回  なし 


キー バッテリー 
残りわず か 


電子 キーの 電池 
残 量び 少ない 


新しい 電池と 
交換す る 
レ P'  334) 


ム 
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車内  車が 

敢化  营化 

言 口  言 口 

ブヴー ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処 方法 


1 回  なし 


始動 時は プ レー キ巧 
措みながら エンジン 
スイッチを 巧して 
< ださい 


ム 


(点滅） 


" エンジン ス 
タート ス トッ 
プ" スイッチが; 
日 FF の 状態で 運 
転 席の ドアを 開 
開して から、 エ 
ン ジンを 始動せ 
ずに" エンジン 
スター トス トッ 
プ" スイッチを 
アクセサリー 
モードに 2 回 政 
上した 


始動 時は ブレー 
キ ペダルを 踏ん 
で" エンジン ス 
タート ス トッ 
プ" スイッチを 
押す 


1 回  なし 


ステアリング □ック 
未 解除 


ム 


(点滅） 


" エンジン ス 
ター トス トッ 
プ" スイッチを 
押してから 約 3 
砂!; (内に ステ 
ア U ング □ック 
が 解除で をな 
かった 


ブレーキ ぺダ 
ルを 踏んで ノ  V 
ン ドルを 左ち 
に まわしながら 
" エンジン ス 
タート ス トツ 
プ" スイッチを 
巧す 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I その他の メッセー ジ 


なの 内容は、 それぞれの 対処 法に 従って 処置し、 警告メッセージび 消え 
るのを 確認して 下さい。 （一 P.  2 已已） 


警告メッセージ 


対処 方法 


CRAWL 操作 時は 
L4 に 切替え、 

D または R レンジに 
乂れて 下さい 


トランス ファース イッチを L4 に 切替え、 シフト 
レバーを D か R にす る 


CRAWL 操作 時は 
作動を 件の 確認を 
して 下を い 


ク □ー ル コン トロールの 作動を 件に 従って 使用 
する 


夕ー ン アシスト 機能 
操作 時は 作動を 件の 
巧 認 をして 下さい 


ターン アシス ト 機能の 作動 条件に 従って 使用す 
る 


公 


夕ーン アシスト 機能 
操作 時は CRAWL を 
ON にして 下さい 


ターン アシスト 機能を 操作 可能に する には、 ク 
□- ルコント □- ルス イッチを 日 N の 状態に する 
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白 知識      

■ レーダークルー ズ コント □叫い の 車 間 制御 中の 警告 表示に ついて 

車間距離び 短 < てち、 し U 下の よ 5 な 場合は 警告 メ ッ セージび 表示され ない おそ 
れ びあります。 

♦先行 車と 自 車の 車 速び 同 じか 先行 車の ちび 速い とを 

♦先行 車び 非常に ゆっくり した 車のと を 

♦速度を 設定した 直後 

♦アク セ j レぺダ j レび 踏まれた とを 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

パンクし たと をは 


パンクした タイヤを、 備え付けの スペアタイヤと 交換して ください。 
(タイヤに ついての 詳しい 説明は、 P.  377 を 参照して ください） 

■ ジャ ッキで 車体を 持ち上げる 前に 

• 地面び 固 < 平らな 場所に 移動ず る 
♦パーキング ブレーキを かける 
• シフト レバーを P に 入れる 
• 侵入- 傾斜 センサー* を OFF にず る （一 P. 1 1 7) 

•  4-Wheel  AHC  装着 車： 

車 高 制御を 停止ず る （一 P.  239) 

• エンジンを 停止ず る 

• 非常 点滅な を 点滅させる 

■ 工具と ジャ ツキの 搭載 位置 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


■工具 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


[ジャッキの 取り出し 方 


カバーを 取りは ずず 


固定 バンドを はずず 


□ ゆるめる 
曰 締める 

使用 後は わとの 位置に もどします。 
また、 ジャッキは バンドで 確実に 固 
定 してく ださい。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


手順 


固定 バン ドを はずして 取り出ず 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I スペアタイヤの 取り出し 方 

Egim ジャ ツキ 八ン ドルを 組み付ける 

工具 箱 か 5 ジャ ツキ 八ン ドル- ジャ ツキ 八ン ドル 延長 バーを 取 0 出し、 巧の 
手順で 組み付けます。 


n ネジ部 （1 ヶ 所） を ドライバー 
を 使用 して ゆるめる 


曰 ジャッキ 八ン ドル、 ジャッキ 八 
ン ドル 延長 バーを 組み付け、 ネ 
ジ部 （1 ケ 巧） を 締め付ける 

ネジ 部び しっか 0 と 固定され ている 
ことを 確認し ます。 


フタを め < る 


4 已〇 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


組み付けた ジャ ッキ 八ン ドルを 挿 
し 込む 

□ 下び る 

曰 上び る 

当て 巧を ジャッキ 八ン ドルの 下にし 
て バック ドアを 保護して ください。 


スペアタイヤび 完全に 地面に 着く 
まで 下げる 


スペアタイヤを 引き出し、 アン 
カープ レートを 取りは ずず 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I パンクした タイヤの 交換 


手順 


輪 止め ’X をず る 


パンクした タイヤ 

輪 止めの 位置 

前輪 

左側 

ち 側 後輪 ラし ろ 

ち 側 

左側 後輪 ラし ろ 

後輪 

左側 

ち 側 前輪 前 

ち 側 

左側 前輪 前 

^ 輪 止めは、 トヨタ 販売店で 購入す る 
ことび でを ます。 


センター オーナ メン ト をはず ず 
傷び 付く のを 防ぐ ため、 図の ように 巧 
などを 卷 いて 保護して ください。 


4 已 2 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


IM41 ジヤ ツキ 八ン ドルを 組み付ける 

工具 箱 か 5 ジヤ ツキ 八ン ドル- ジヤ ツキ 八ン ドル 延長 バー- ジヤ ツキ 八ンド 
ルノ （一を 取 0 出し、 巧の 手順で 組み付けます。 


n ボルト に 本） •ネジ 部 （1 ヶ 所) 
を ジャッキ 八ン ドル および ドラ 
イ バーを 使用して ゆるめる 


旦 ジャッキ 八ン ドル 延長 バーと 
ジャ ッキ 八ン ドル ノ （一を 組み付 
け、 ボルトに 本） を 締め付ける 

ボル トび しっか 0 と 固定され ている 
ことを 確認し ます。 


0 ジャッキ 八ン ドル 延長 バーと 
ジャッキ 八ン ドルを 組み付け、 
ネジ部 （1 ケ 巧） を 締め付ける 

ネジ 部び しっか 0 と 固定され ている 
ことを 確認し ます。 


4 已 3 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


ITY52C015a 


組み立てた ジャッキ 八ン ドルを 
ジャ ッキ 巧 部に 挿 し 込み、 ジャッ 
キセッ ト 位置に ジャッキを かける 

フ □ン ト： シャシーフレーム サイ 
ドレール 下 

U ヤ： U ヤ アクス ル八ウ ジング 下 


タイヤび 地面から かし 離れる ま 
で、 車体を 上げる 


ナットず ベて を 取りは ずし、 タイ 
ヤを 取りは ずず 

タイヤを 直接 地面に 置く ときは、 ホ 
イー ルの 意匠 面に 傷び 付かない よ ラ 
意匠 面を 上に してく ださい。 


4 已 4 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


タイヤの 取り付け 


ホイール 接触 面の 巧れ をふさ 取る 
ホイール 接 軸 面び 巧れ ている と、 走行 
中に ナツ トび ゆるみ、 タイヤび はずれ 
る おそれび あ 0 ます。 


巨 画 回 タイヤを 取り付け、 タイヤび びた つかない 程度まで 手で ナットを 
仮 締めす る 

►スチール ホイール 装着 車 


ナツ トの テーパー 部び ホイールの 
シー ト 部に 軽く あたる まで まわず 


ナツ トの 座金び ホイールに 軽く あ 
たるまで まわす 


4 已日 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


ITI52T109 


車体を 下げる 


図の 番号 順で ナツ トを 2、 3 度し つ 
か 0 締め付ける 

締め付け トルク 

スチール ホイール 装着 車： 

209 N  •  m  (2 1 3 1  kgf  •  cm) 

アル S ホイール 装着 車： 

131N  •  m  (1336k 旨 f  •  cm) 

センター オーナ; ><ン トを 取り付け 
る 


4 已 6 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


パンクした タイヤ- ジャッキ- 工具の 収納 


タイヤの 意匠 面び 上になる よ ラに 
地面に 置 さ、 アンカー プレートを 
取り付ける 

アンカープレー トの ツメを ホイール 
の 巧に かけて  <  ださい。 


mm2] ジャ ッキ 八ン ドルを まわ して タイヤを 上げる （一 P.  4 已 0) 

タイヤび 地面 か 日 離れた とさに、 アンカー プレー トび ホイールの 巧に 確実に 
かかって いる ことを 確認して ください。 また、 タイヤを 十分に きを 上げた 
日、 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

巨圆互 工具 - ジャッキを 収納ず る 


曰 知識 


■スペアタイヤ について 

空気 圧を 必ず 点検して < ださい。 （^P.  48 日） 

■オート アラーム について 

タイヤ 交換を おこな ラ 前に、 必ず 侵入- 傾斜 センサー# を 停止して ください。 
(^P. 1 20) 

車両が 動 < と オート アラームが 作動し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■ジャッキの 使 巧に ついて 

ジャ ッキの 取 D 扱いを 誤る と、 車び 落下して 死 t またはけ びに つなび る おそれ 
び 友 D ます。 

しツ下 のこと を お守り ください。 

♦ジャッキは タイヤ 交換、 タイヤ チェーン 取り付け、 取 D はずし 1；( がの 目的で 
使用 しない 

♦備え付けの ジャ ッキは、 お客様の 車に しか 使 ラ ことび でさない ため 他の 車に 
使った 0'  他の 車の ジャッキを お客様の 車に 使わない 

• ジャ ッキ セッ ト 位置に 正 しく ジャ ッキび かかって いる ことを 確かめる 

♦ま 高 制御び 停止の 状態で、 エンジンを 停止す る （一 P.  239)  (4-Wheel  AHC 
&  AVS 装着 車） 

♦ジャ ッキで 支えられ ている 車の 下に 体を 入れない 

♦ジャ ッキで 支えられ ている 状態で、 エンジンを かけたり 走らせない 

♦車内に 人を 乗せた まま 車を 持ち上げない 

♦まを 持ち上げ ると をは、 ジャッキの 上 または 下に ものを 載せない 
♦車を 持ち上げ ると をは、 タイヤ 交換で をる 高さし U 上に 上げない 
♦まの 下にち ぐり 込んで 作業す る 場合は ジャ ッキ スタン ドを 使用す る 

車両を 下げる 際は とくに、 ご 自身 や 周囲の 人び けび を しないよ ラ ま 意して くだ 
さい。 


4 已 S 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■タイヤ 交換に ついて 

♦なの ことを 必ず お守り ください。 

お守り いただかな いと、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

. スペアタイヤは 完全に 地面に 降ろしてから 取り出す 
- センター オーナメントは 直接 手を かけて 取らない 
取り扱いには 十分に ミ 主意して ください。 けび をす る おそれび あります。 

- 走行 直後、 ディスク ホイール や ブレーキ まわりな どには ふれない 
走行 直後の ディスク ホイール や ブレーキ まわりは 高温に なって いるた め、 
タイヤ 交換な どで 手 や 足な どび ふれる と、 やけどを する おそれび ありま 
す。 

•  4  -Wheel  AHC  &  AVS 装着 車は、 車 高 制御を 停止 させて ください。 才一 
トレべ  U  ング 機能に よ  0  車 高び かわり 車両に 体び 挟まれた  0  して、  思わめ 
事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 （一 P.  239) 

♦なの ことを お守りいた だかない と ナッ トび ゆるみ、 ホイールび はずれ 落ち、 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

- ホイールの 交換 後は すぐに 適正な 締め付け トルクで ナッ トを 締める 
ス チール ホイール 装着 車：  20 日 N  •  m  (21 31 k 邑 f  -  cm) 

アルミ ホイール 装着 車： 1 31 N  .  m  (1 33 日 k 呂 f .  cm) 

- タイヤの 取り付けには、 使用して いる ホイール 専用の ナットを 使用す る 
- ボルト や ナットの ねじ 部 や、 ホイールの ボルト 巧に つぶれ や 亀裂な どの 異 
常び ある 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受ける 
- ナットを 取 D 付ける とさは、 必ず テーパー 部を 内側に して 取り付ける 
レ P.  37 白） 

■パ ワー バック ドア 装着 車の タイヤ 交換に ついて 

タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー バック ドア メイン スイッチ （一 P.  46) を 
OFF にして ください。 OFF にしない と、 誤って パワー バック ドア スイッチを 操 
作した とさに バック ドアび 動を、 指 や 手な どを 挟んで けび をす る おそれび あり 
ます。 


4 已 9 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A ミち 意 

■パンクした ままの 走行に ついて 

タイヤび パンクした 状態で 走行を 続けないで ください。 

短い 距離の 運転で ち、 タイヤと ホイールび 修理で をない ほどの 損傷になります。 

■タイヤを 格納ず ると きは 

♦タイヤと 車両との あいだに ものび 挟まつ ていない ことを 確認して ください。 

♦タイヤを 格納 後、 タイヤび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 
走行 中には ずれる おそれび あり ます。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 

エンジンが かからな いとを は 


正しい エンジン のかけ 方 （一 P. 169) に 従っても、 また ステアリン 
グ □ック を 解除 （一 P. 171) してち エンジンび かか 5 ない とさは、 む 
下の ことを ご 確認く ださい。 

■スターターは 正常に まわって いるのに エンジンび かか 5 ない 

■I ■曰  A 

喊 n 

LU 下の 原因び 考え 日れ まず。 

• 燃料び 入って いない 可能性び あ 0 まず。 

給油して  <  ださい。 

• 燃料を 吸い込みず ざて いる 可能性び あり まず。 

再度、 正しい 手順 （一 P. 169) に 従って、 エンジンを かけて く 
ださい。 

♦エンジン イモ ビラ イヴ ー システム に 異常び ある 可能性び あり 
まず。 （一 P. 1 1 已） 

■ スターターが ゆっくり まわる/室内な •へッ ド ランプび 暗い/ 
ホーンの 音び ル さい、 または 鳴 5 ない 場合 

LU 下の 原因び 考え 日れ まず。 

♦バッ テ U- あびり の 可能性び ありまず。 （一 P.  467) 

♦バッ テ U —の ターミナルび ゆるんで いる 可能性び あり まず。 

■ スタ ー タ ー がま わらない 

電装 品の 断線 や ヒューズ 切れな ど、 電気系統 異常の 可能性び ありま 
ず。 異常の 種類に よっては、 エンジンを 一時的な 処置で かける こと 
びで きまず。 （一 P.  4 己 2) 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


■スターターび まわらない/室内な. へッ ド ランプが 点な しな 
い/ホ ー ンび 鳴らない 場合 

LU 下の 原因び 考え 日れ まず。 

♦バッ テ U —の ターミナルび はずれて いる 可能性び あり まず。 

♦バッ テ U- あびり の 可能性び ありまず。 （一 P.  467) 

• ステア U ング □ ック システムに 異常び ある 可能性び あり まず。 

処置の しかたび ねか 5 ない とさ、 あるいは 処置を しても エンジンび かか 日な 
いとを は、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 


I 緊急 始動 機能 

通常の エンジン 始動 操作で エンジンび 始動 しないと さは、 じ (下の 手順で 
エンジンび 始動ず る 場合び ありまず。 累急時 LU 外は、 この 方法で 始動 さ 
せないで  <  ださい。 

Rllfil 1 I  ノ （ー キング ブ レーキを かける 
E3112I シフ ト レノ （一を P に 入れる 

巨 画 回" エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセサ U — モード 
にず る 

巨 M3 ブ レー キ ペダルを しっかり 踏みな びら、 約] 已秒じ (上 "エンジン 
スタート ストップ" スイッチを 巧し 続ける 
上記の 方法で エンジンび 始動 してを、 システムの 故障び 考え られ まず。 
ただちに ト ヨタ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

シフ トレ パーび シフ ト でまない とまは 


ブ レー キ ペダルを 踏んだ 状態で シフ ト レバーび シフ ト でさない 場合、 
シフト □ツクシ ス テム （シフト レバーの 誤 操作を 防ぐ 装置） などの 故 
障び 考えられまず。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
ただし一時 的な 処置と して、 じ TF の 方法で シフ ト レバーを シフ ト ずる 
ことが でさまず。 

IHIMII I  ] (ー キング ブ レーキを かける 

固圆®" エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセサ U — モー 
ドに ずる 


シフ ト □ック 解除 ボタンを 巧ず 
ボタンを 巧して いる あいだは レ 
バーを シフ ト できます。 


お 腫 I  3  I ブレーキ ペダルを 踏む 


トラブルび 起さたら 


3 
6 

4 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

キーを な < したと をは 


キー ナンパー プ レー トに巧 刻され たキー ナンパーと 残りの キーか 5、 
トヨ タ 販売店で ト ヨタ 純正 品の 新しい キーを 作る ことが でさまず。 

(一 P.  26) 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

電子 キーが 正常 に 働かない とまは 


電子 キーと 車両 間の 通信び さまたげ 5 れ たり （一 P.  39)、 電子 キーの 
電池が 切れた ときは、 スマー ト エン トリ ー& スター トシス テムと ワイ 
ヤ レス リモコンび 使 巧で き なくなりまず。 このよ ラな 場合、 じ (下 の 手 
順で ドアを 開けたり、 エンジンを 始動したり ずる ことができまず。 


[ドアの 砲綻 •解綻 


メカ ニ カルキー (一 P.  26) を 使つ 
て 操作し ます 

n 全 ドア 施綻 
曰 全 ドア 解 錠 

メカ ニ カルキーの 操作で ドア ガラス • 
ム ー ンル ー フの 開閉を 実施す る こと 
がで をます （AX、 ZX のみ)。 詳しく 
は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


I モー ドの 切り替え/エンジン 始動の 方法 

iiim シフト レノ （一び P の 状態で ブレーキ ペダルを 踏む 

電モ キーの トヨタ エンブレム 面で、 
"エンジン スター トス トップ" ス 
イ ッチに ふれる 

この 操作 中に いずれ かの ドアび 開閉 
される と、 スマート エントリー & ス 
ター トシス テムが "エンジン スター 
ト ストップ" スイッチに ふれた 電子 
キーを 正し <検 知で をず 警告音が 鳴 
0 ます。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


巨 IE; 欠の 操作を おこな ラ 
モードの 切 0 替え： 

ブヴ ーび 鳴って から 10 砂 じ (内に、 ブレーキ ペダルから 足を 離 
して "エンジン スタート ストップ" スイッチを 巧し まず。 ス 
イッチを 巧す ごとに モー ドび 切り替わりまず。 （一 P. 170) 
エンジン 始動： 

ブザーび 鳴って から 10 秒 じ (内に、 ブレーキ ペダルを しっかりと 
踏み込んで、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 押し ま 
す。 

処置を してち 作動 しないと をは、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 

白 知識 

■エンジン 停止の しかた 

通常の エンジン 停止の しかたと 同様に、 シフト レバーを 口にして "エンジン ス 
タート ストップ" スイッチを 押します。 

■電池 交換に ついて 

ここで 説明 している エンジン 始動の 方法は 一時的な 処置です。 電池び 切れた とを 
は、 ただちに 電池の 交換を おすすめ します。 （一 P.  412) 

■販売店で 設定 可能な 機首 目 

ドア キー 連動 ドア ガラス 開閉機 能な どを 設定す る ことび でを ます。 

(車両 カスタマイズ 機能 一覧  一 P.  482) 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

パッ テリ ーび あがつ たと をは 


バッ テリ ーび あがつ た 場合、 じ TF の 手順で エン ジンを 始動ず る ことが 
でさまず。 

ブースター ケーブルと 12V の バッテ U — 付 さ 救援 車び あれば、 LU 下 
の 手順に 従って、 エンジンを 始動させる ことび でさまず。 


ボンネットを 開け、 バッテ U —の + 端 テの カバーを はずし、 ブース 
ター ケーブルを 次の 順につな ぐ 

n 赤色の ブースター ケーブルを 自 車の バッテ U —の + 端モ につ 
なぐ 

B 赤色の ブースター ケーブルのを ラ ー方の 端を 救援 車の バッテ 
U 一 の + 端モ につな ぐ 

0 黒色の ブースター ケーブルを 救援 車の バッテ U —の 一端 モ につ 
なぐ 

Q 黒色の ブースター ケーブルのを ラー 方の 端を バッテ 1」 一 か 日 離 
れ た、 未 塗装の 金属 部 （図に おず よ ラな 固定された 部分） につな ぐ 
固圆 [互 救援 車の エンジンを かけ、 回転を 少し 高めに して、 約 已分間 
自 車の バッテ U —を 充電ず る 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


EHm  "エンジン スタートス トップ" スイ ッチび OFF の 状態で いず 
れ かの ドアを 開閉ず る 

救援 車の エンジン 回転を 維持した まま、 "エンジン スター トス 
トップ" スイッチを いったん イグ ニッシ ヨン ON モー ドに して 
から 自 車の エンジンを かける 

Ifeitdl 5 1 自 車の エンジンび 始動 した 日、 ブースター ケーブルを つない 
だと さと 逆の 順では ずず 

エンジンび かかって ち、 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


日 知識  — 

■バッ テリーあがり 時の 始動 について 

この 車両は、 押しび けによ る 始動は でを ません。 

■バッテリー あがりを 防ぐ ために 

♦エンジンび かかって いないと をは、 ライ トや オーデ イオの 電源を切って < だ 
さい。 

• お 浦な どで 長時間 止ま ってい ると をは、 不必要な 量 装 品の 電源を切 っ てくだ 
さい。 

■バッテリーび あがった ときは 

コンピューターに 記憶され ている 情報び 消去され ます。 バッテ U —び あびった 
とさは トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

■バッ テリ ー の巧電 について 

バッテ 1」 一の 電力は、 車両を 使用して いない あいだち、 一部の 電装 品に よる 消 
費や 自然 放電の ために、 少しずつ 消費され ています。 そのため、 車両を 長期 間 
放置す ると、 バッテ 1」 一び あ びって エン ジンを 始動で をな くなる おそれび あ D 
ます。 （バッ テ U- は 走行 中に 自動で 充電され ます） 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■バッ テリ ーの 引义ま たは 爆発を 防 ぐた めに 

バッテ U —から 発生す る 可燃性 ガスに 引火 して 爆発す る おそれび あ 0 を険 です 
ので、 乂や乂 巧び 発生 しないよ ラし U 下の ことを お守りく ださい。 

♦ブースター ケーブルは 正しい 端 テ または 接続 箇所し U がに 誤って 接触 させない 
♦ブースター ケーブルは" +’’ と" 一’’ の 端子を 絶 巧に 接触 させない 
♦バッ テ 1」 一 付近では、 喫煙したり マッチ や ライター などで 火を 起こさない 

■バッ テリーの 取り扱い について 

バッテ U — 内 には 有毒で 腐食 性の ある 酸性の 電解液び 入って おり、 また 関連 部 
品には 鉛 または 鉛の ミ 居 合 物を 含んで いるので、 取り扱いに 関し、 下の ことを 
必ず お守りく ださい。 

♦バッ テ U -を取 り 扱う ときは 保護 メ ガネを 着用 し、 液 （酸） び 皮膚 • 効 g • 車体 
に 付着し ないように する 

♦必要し U 上、 顔 や 頭な どを ノ （ッテ 1」 一に 近付けない 

♦誤って バッテ 1」 一 液び 体に 付着したり 目 に 入った 場合、 ただちに 大量の 水で 洗 
し、 すぐに 医師の 診察を 受ける 

また、 医師の 診察を 受ける まで、 水を 含ませた スポンジ や 巧を 患部に あてて 
お < 

♦誤って バッテ 1」 一 液を 飲み込んだ 場合、 多量の 水を 飲んで、 すぐに 医師の 診察 
を 受ける 

♦バッ テ 1」 一の 支柱. ター 5 ナル. その他の 関連 部品の 取り扱い 後は 手を 洗 ラ 
• お テ さまを バッテ U —に 近付けない 


A ま 意 

■ブー スター ヶー ブルの 取り扱い について 

フース ター ケーブルを 接続したり、 取りは ずす とさは、 を 却 フアン や ベルトに 
巻を 込まれな いよ ラに 十分 ミ 主意して ください。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

オー パー ヒートし たと をは 


才一 八’ー ヒートした とさは： 

111 [で 車を 安全な 場所に 止め、 ェアコンを 止める 
固圆 [互 ェンジン ルーム か 日 蒸気び 出て いるか 確認ず る 
蒸気び 出て いる 場合： 

ェンジンを 停止し、 蒸気び 出 なくなった 日、 ま 意して ボン 
ネットを 開け、 ェンジンを 再 始動ず る 
蒸気び 出て いない 場合： 

ェンジンを かけた まま、 注意して ボン ネッ トを 開ける 
IE 311811 3  I ラジェ ー タ ー を 却 用の ファ ンび 作動 している か 確認ず る 
ファンび 作動して いる 場合： 

水温 計の 針び 下び って さて か 日 ェン ジンを 停止ず る 
ファンび 作動して いない 場合： 

すぐに ェンジンを 停止して、 トヨタ 販売店に 連絡ず る 

ェンジンび 十分に; ちえて か 日、 
を 却 水の 量 や ラジェーター コア 
部 （放熱 部） のを 却 水 ちれを 点 
検 する 

ェンジン ルーム カバーを 取 0 はず 
すには （^P.  382) 


; 令 却 水び 不足して いる 場合は、 
冷却水を 補給ず る （一 P.  478) 

を 却 水がない 場合は、 応急 措置と 
して 水を 補給し ます。 


早めに 最寄 りの ト ヨタ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


口 知識   

■才 ー バ ー ヒ ー ト とは 

li (下の 状態び オー ノ （ー ヒー ト です。 

♦水温 計の 針び レツ ド ゾーンに 入ったり、 エンジン 出力び 低下す る 
♦エンジン ルームから 蒸気び 出る 


A 警告 

■エンジン ルーム 点検 中の 事故 やけが を 防ぐ ために 

♦エンジン ルームから 蒸気び 出て いる 場合は、 蒸気び 出なくなる まで ボンネット 
を 開けないで ください。 エンジン ルーム 内び 高温に なって いるた め、 やけどな 
どの 重傷を 負 ラ おそれび あ 0 ます。 

♦エンジンび かかって いると をは、 手 や 着 巧を フアン や ベルトから 離して くださ 
し、。 

♦ボンネット （一 P.  38 0)、 エンジン ルー ム カバー (一 P.  382) のま 意 事項 も 
併せて お読みく ださい。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱い ラち は ラジエーター キャップを 開けない 
でく ださい。 

高温の 蒸気 や; 令 却 水び 圧力に よって 噴を 出し、 やけどな どの 重傷を 負 5 おそれ 
び あ D ます。 


A ミち 意 

■を 却 水を 入れる ときの ミち 意 

エンジンび 十分に; 令え てから 入れて ください。 

を 却 水は ゆっくり 入れて ください。 

エンジンび 熱い とさに 急に; 令たい; 令 却 水を 入れる と、 エンジンび 損傷す る おそ 
れ びあります。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

スタック したと をは 


めかる みや 砂地、 雪道な どで タイヤが 空區 したり 埋まり 込んで 動けな 
く なった とき は; 欠の 方法で 脱出 してく ださい。 

HM で パーキング ブレーキを かけ シフ トレバーを P にして エンジン 
を 停止ず る 

固 画 回 後輪 周辺の ± や 雪を 取り除く 
固画 回 後輪の 下に 木 や 石な どを あてび ラ 
IfeirdI  4 1 エンジンを 再 始動す る 

m 司 シフ トレバーを D または R に 入れ、 パーキング ブレーキを 解 
除 して 注意し なび ら アクセル ぺダ J レを 踏む 


白 知識 


茶 を 押して アクティブ TRC を 日 FF にし 
て  <  ださい。 

《 L アナ □グ^ー ター 装着 車 
& と オプ テイ ト □ン^ ー ター 装着 車 


■エ クス トラ ハイ モード （4-Wheel  AHC  &  AVS 装着 車) 

-^P.  243 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■i^出ずるとをは 

前進と 後退を 繰り返して スタックから 脱出す る 場合、 他の 車- ちの または 人と 
の 衝突を 避ける ため 周囲に 何ち ない ことを 確認して ください。 

スタ ック から 脱出 するとを、 車び 前方 または 後ち に 飛び出す おそれび あり ます 
ので、 とくに 注意して ください。 

■シフ ト レバーを 操作ず ると きは 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作 しないよ ラに 気を付けてく ださい。 

車び 急 発進し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 


A ま 意 

■ トランス ミ ッ シヨ ン やその 他の 部品への 損傷を 避ける ために 

♦後輪び 空転す るのを 避け、 必要し U 上に アクセル ペダルを 踏まないで ください。 
♦このち 法で 脱出で をなかった 場合、 けん 引に よる 救援び 必要です。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

車両を 緊急 停止す るには 


万一、 車び 止ま 5 なくなった とさの 非常時の み、 む 下の 手順で 車両を 
停止 させて ください。 

iiirn ブ レーキ ぺダ J レを 両足で しっかり と 踏み 続ける 

ブレーキ ペダルを 繰 0 返し 踏まないで ください。 通常よ 0 強い 力び 必要 
とな 0、 制動 距離ち 長くな 0 ます。 

1111 互 シフ トレバーを N に 入れる 

► シフト レバーび N に 入った 場合 
固圆 [互 減速 後、 車を 安全な 道路 協に 停める 
iitiil  4 1 エンジンを 停止ず る 


► シフト レバーび N に 入らない 場合 

liiim ブレーキ ペダルを 両足で 踏み 続け、 巧 能な 限り 減速させる 


"エンジン スター トス トップ" 
スイ ッ チを 3 秒 じ (上 巧 し 続ける 
か、 素早 <  3 回 じ (上 連続で 巧し 
て エンジンを 停止ず る。 


1111 互 車を 安全な 道路 協に 停める 


A 警告 

■走行 中に やむ を 得ず エンジンを 停止ず ると きは 

ブレーキの 効 さが 悪くなる と共に 八ン ドルが 重 < なる ため、 車の コント □ー ル 
がしに くくな り 危険です。 エンジンを 切る 前に、 十分に 減速す るよ ラに してく 
ださい。 
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ま両 仕様  6 
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6- 1 .仕様 一覧 

メンテナンス データ （ 指定 燃料 • オイル 量な ど） 


使用ず る オイル や 液 類の 品質に より、 お 車の 寿命は 著しく 左ち され ま 
ず。 トヨタ 車には 最も 適した トヨタ 純正 オイル •液 類 a ソ 下、 脂定 
銘柄] といい まず） の ご 使用を おず ずめ しまず。 指定銘柄に (外を 使用 
される 場合は、 指定銘柄に ホ 目 当ず る 品質の ちのを ご 使用く ださい。 


1  燃料 


指定 燃料 

容量 [L] 暖考 値） 

無鉛 プレ 5 アム ガソ 1」 ン （無鉛 八 イオ ク） 

93 

I エンジン オイル 


指定銘柄 

容量 [L] (参考 値‘ XI) 

オイルの み 
交換 

オイルと 
オイル 
フイ ルター 
交換 

トヨタ 純正 モーター オイル SN  0W-20  ^  2 
—API  SN， RC/ILSAC  GF- 己， SAE  0W-20 
トヨタ 純正 モーター オイル SN  5W-20 
—API  SN， RC/ILSAC  GF- 己， SAE  己 VV-20 
トヨタ 純正 モーター オイル SN 已 W-3 日 
——API  SN,  RC/ILSAC  白 F- 己， SAE  己 W- 吕〇 

トヨタ 純正 モーター オイル SN 1 0W-30 
——API  SN,  RC/ILSAC  白 F- 己， SAE  1 OW-30 

7.1 

7.5 

1 エンジン オイルの 容量は 交換す る 際の 目安です。 オイル 量の 確認は、 エンジンを 暖 
機 後に 停止し、 巳 分し ツ上 経過して か 5 レベル ゲージで 行って ください。 

2  0W-20 は 新車 時に 充 慎され ている、 最も 省 燃費 性に 優れる オイルです。 
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6-1 .仕様 一 


■指定 エンジン オイル 

API 規格 SN/RC、 SM/EC か、 ILSAC 規格 合格 油を おず ずめ しま 
す。 なお、 ILSAC 規格 合格 油の 宙 には ILSAC  CERTIFICATION 
ル サック サーティ フィ ケー シ ヨン） マークび 付いていまず。 

n  API マーク 

□  ILSAC  CERTIFICATIONS-^ 


■ エンジン オイル 推奨 粘度 

下記 表に 基づを、 外気 温に 適 した 粘度の ちのを ご 使用く ださい。 


*  0W-20 は 新車 時に 充 慎され ている、 省 燃費 性に 優れる オイルで ず。 

オイル 粘度に ついて （例と して 0W-20 で 説明し まず）： 

-  0W-20 の 0W は、 な 温 時の エンジン 始動 特性を おしてい まず。 W の 
前の 数値び ル さい ほどを 場 や 寒冷 時の エンジン 始動び 容易に なり ま 
す。 

-  0W-20 の 20 は、 高温 時の 粘度 特性を 示して いまず。 

粘度の 高い （ 数値び 大 をい） オイルは 高速 または 重 負荷 走行に 適して 
いまず。 


車両 仕様 
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6-1 .仕様 一! 


[フシ 1— 夕一 


指定銘柄 

容量 [L] 慘考 値） 

U ヤ エアコン 
装着 車 

U ヤ エアコン 
非 装着 車 

トヨタ 純正 スーパー □ン グライフ クーラント 
凍結 保証 温度 
濃度 30% 一 12 て； 

濃度 已〇 〇/〇  — 3 己て： 

17 .己 

14.7 

I 才ー トマ チック トランス ミッション 


指定銘柄 

容量 [L] 

(参考 値‘ X) 

トヨタ 純正 オー トフ ルード WS 

1 1.1 

& 容量は 参考 値です。 交換び 必要な 際は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


I デイ ファレン シャル 


指定銘柄 （推奨 粘度） 

容量 [L] 慘考 値） 

フ □ント 

U ャ 

トヨタ 純正 ディ ファレン シャル ギヤ オイル LT 
(API  GL- 己  SAE  7 己 W-8 己） 

1.90 

4.20 

I トランスファー 


指定銘柄 （推奨 粘度） 

容量 [L] 慘考 値） 

トヨタ 純正 トランスファー ギヤ オイル LF 
(SAE  7 已 W) 

1.4 己 

I パワー ステアリング 


指定銘柄 

容量 [L] 慘考 値） 

トヨタ 純正 パワー ステア U ング フルード 

1.2 
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I サスペンション （4-Wheel  AHC  &  AVS 装着 車) 

指定銘柄 

トヨタ 純正 ヴス ペン シヨ ン フルード AHC 


I ブ レー キ 

■ ブレ ー キ フル ー ド 

指定銘柄 

トヨタ 純正 ブレーキ フルード 2 日日 日 H 


■ブレーキ ペダル 


項目 

基準 値 [mm] 

遊び 

1 〜目 

踏み込ん だとを の 床板との すを 間*1 

93 し U 上 

エンジン 回転 時に 49 日 N  (已 Ok 旨 f) の 踏 力を かけた ときの 床板との すを 間の 最小値 
です。 


■パーキング ブレーキ 


項目 

基準 値 （回数） 

引を しろ 

操作 力 2 日日 N  (20k 旨り のと さの ノッチ※ 2 数 

己〜 7 

ノッチとは、 パーキング ブレーキを かける とさの 節度 （"カ チッ" という 音） のこと 
です。 


[ウォ ッソャ ー タソク 

容量 [L] (参考 値）  1  4.8 
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I タイヤ • ホイー ル 


タイヤ サイズ 

ホイール サイズ 

タイヤが; 令え ている とさの 
空気 圧 kPa  (k 旨/ cm う 

前輪 

後輪 

27 己/ 6 己 R1 7 1 1 己 S 

17x8」 

230  (2.3) 

230  (2.3) 

28 己/ 60R18 1 16H 

18x8」 

230  (2.3) 

230  (2.3) 

28 己/己 0R20 1 12H 

20x8  1/2」 

230  (2.3) 

230 但 .3) 

[電球 （バルブ) 


電球 

W  (ワット） 数 

へッ ド ランプ 

□- ビーム （バルブ タイプ： H11) 

已已 

八 イビー ム （バルブ タイプ： HB3) 

60 

フ □ン ト 方向 指示な/非常 点滅な 

21 

車 幅な 

LED* 

フロント フォグ ランプ （バルブ タイプ： H1 6)  * 

19 

サイ ド 方向 指示 好/非常 点滅な 

LED* 

車 外 

1」 ヤ 方向 指示 好/非常 点滅な 

16 

制動な 

LED  * 

尾 口 

LED  * 

後退 灯 

16 

U ヤ フォグ ランプ* 

21 

八 イマ ウン トス トップ ランプ 

LED* 

番号な 

己 

ドア 5 ラー 照明* 

己 

ステップ 照明* 

3.8 

& に D は、 Li 旨 ht  Emittin 旨 Diodes  (発光 ダ イオード） の 略で、 半導体 発光 電子素子 


です。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


6-1 .仕様 一 


電球 

W  (ワット） 数 

イン テ 1」 ア ランプ* 

8 

パーソナル ランプ* 

GX、 AX 

8 

ZX 

バニ ティ = ラー ランプ 

2 

車内 

ドア カー テシ ランプ 

己 

グ □ーブ ボックス ランプ 

1.2 

シフト 照明* 

LED  * 

イン サイ ド八ン ドル 照明* 

LED* 

足元 照明* 

LED* 

ス カッ フ プレート 照明* 

&  LED は、 Li 旨 ht  Emittin 旨 Diodes  (発光 ダ イオード） の 略で、 半導体 発光 電子素子 


です。 


1； 車両 仕様 


型式 

エンジン 

駆動ち 式 

UR」 202 

lUR-FE  (4 .巨 L ガソ U ン） 

4WD  (4 輪 駆動） 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


車両 仕様 
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已 -2 .カスタマイズ 機能 

車両 カスタマイズ 機能一 覽 


お 車には、 設定を 変更ず る ことが 可能な 数を くの 装備が 付いていまず。 
トヨ タ 販売店で 作動な どを ご靑 望の 設定に 変更ず る こ とがで きまず。 

機能に よっては、 他の 機能と 連動して 設定び かわる ちの わ あ 0 ます。 

詳しくは トヨタ 販売店へ お問い合わせく ださい。 

►ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車 

ナビ ゲー ショ ン システム （メーカー オプション） の 画面 操作に より 
設定を 変更ず る ことび でさる 機能を あり まず。 


[ナビ ゲーシ ヨン 画面で 車両 カスタマイズ 設定を ずる 


Eilii 


設定 •編集 


スイッチを 巧ず 


手順 


ITI62T001 


車両 I に タッチし 設定したい 項目 
に タッチず る 


巨 画 互 各項 目の 設定を ずる 
固团互 I 完了  I に タッチず る 

設定 変更 中 画面び 表示され ます。 

設定 変更 中は 化の 操作を おこなわないで < ださい。 

I 完了 1 に タッチせ ずに、 他の 画面に 切 0 替える と 設定は 変更され ません。 
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日- 2. カスタマイズ 機能 


t 車両 カスタマイズ 設定一 覧 

車両 カスタマイズ 設定は、 トヨタ 販売店で 変更ず る ことび でさまず。 
メーカー オプ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車では、 画面 操作に 
より 設定を 変更で さる 機能ち あり まず。 

また、 車両 側の スイ ツチ 操作で 設定で さる 機能ち ありまず。 

n ナビ ゲー シヨ ン システムの 画面 操作で 設定 巧 
B 車両 側の スイ ツチ 操作な どで 設定 巧 
□ トヨタ 販売店で 設定 巧 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

旦 

且 

スマート エン ト 

U — & スタート 

システム 

UP.  28) 

スマート エン ト U — 

& スタート システム 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

解 錠 ドアの 選択 

全席 

運転席 

〇 

〇 

〇 

ワイヤレス ドア 

□ック 

UP.  40) 

ワイヤレス 機能 

する 

しない 

— 

— 

〇 

半 ドア 警告 ブヴー 

する 

しない 

— 

— 

〇 

ワイヤレス リモコン 
の 2 回 操作の 解 錠 

しない 

する 

〇 

— 

〇 

スマート エン ト 

U  —  Si 

スタート シス テ 
ム  UP.  28) 

と ワイヤレス ド 

ァ □ック 

UP.  40) 共通 

作動の 合図 

レベル 7 

OFF 

〇 

— 

〇 

ロサー韻 讓） 

レベル 

1 〜巨 

作動の 含 図 
(非常 点滅 灯） 

する 

しない 

〇 

— 

〇 
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6-2. カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

且 

ドア □ック 

UP.  42) 

メカニカル キーに よ 

る 解 錠 

1 回で 全 
ドア 解 錠 

1 回で 運 
転 席 ドア 
解 錠、 連続 
2 回で 全 
ドア 解 錠 

〇 

— 

〇 

パワー バック 
ドア* 

(一 P'  45) 

スイ ツチ 操作 

長 押し 

短 押し 

— 

— 

〇 

作動 中の 合図 （ブヴ ー） 

する 

しない※ 1 

— 

— 

〇 

ワイヤレス リモコン 

操作 

1 回 
長 押し 

1 回 短 巧し 

— 

— 

〇 

2 回 押し 

なし 

ワイヤレス リモコン 

連動機 能 （ワン モー 
シ ヨン） 

あり※ 2 

なし※ 3 

— 

— 

〇 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


日- 2. カスタマイズ 機能 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

且 

パ ワー 

ゥ イン ドゥ 《-4 

UP.  102) 

ドア キー 連動 開閉 
機能 

なし 

あ D 

— 

— 

〇 

スマート エン ト U- 

& スタート システム 

連動 開 機能 

なし 

あ D 

— 

— 

〇 

ワイヤレス リモコン 

連動 開閉機 能 

なし 

あ D 

— 

— 

〇 

ムーン 
ル— フ*《4 

UP.  106) 

ドア キー 連動 開閉 
機能※ 已 

なし 

開閉 作動 

— 

— 

〇 

開 作動の み 

閉 作動の み 

ドア キー 連動 作動 時 
の 開閉 部位 

スライド 

のみ 

チル ト 
のみ 

— 

— 

〇 

ワイヤレス リモコン 
連動 開閉機 能‘ ^  S 

なし 

開閉 作動 

— 

— 

〇 

開 作動の み 

閉 作動の み 

ワイヤレス リモコン 

連動 作動 時の 
開閉 部位 

スライド 

のみ 

チル ト 
のみ 

— 

— 

〇 

スマート エン ト U- 

& スタート システム 
連動 開 機能 X’  7 

なし 

あ D 

— 

— 

〇 
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6-2. カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

且 

ランプ 自動 点な- 
消灯 システム 

UP. 1 99) 

ライ ト センサーの 感 
度 調整 

0 

—  2 〜 + 

2 

〇 

— 

〇 

ランプを 点 口す る ま 
での 時間 

標準 

長め 

— 

— 

〇 

イルミネーション 
(^P.  328) 

室内 照明の 消 巧まで 
の 時間 

1 已砂 

7. 已秒 

30 秒 

OFF 

〇 

— 

〇 

"エンジン スタート 

ストップ’’ スイッチ 
OFF 後の 作動 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

解綻 時の 作動 

する 

しない 

— 

— 

〇 

ドア 5 ラー 照明- 
ステップ 照明の 点な 
時間* 

1 已砂 

7. 已砂 

30 秒 

OFF 

〇 

— 

〇 

足元 照明の 点 好* 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

シフ ト 照明の 点灯* 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

接近 時の ルーム 
ランプの 点な* 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

ク U ア ランス 

ソナー 

UP.  229) 

U ヤ センター センサー 

の検知 可能 距離 

遠い 

近い 

〇 

— 

〇 

ブヴ ー音 量 

レベル 3 

レベル 

1 〜已 

〇 

— 

〇 

ソナー 表示の 切り かえ 

すべて 
表 お 

表术 なし 

〇 

— 

〇 

486 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


日- 2. カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

且 

エアコン※ 8 
側 冊 r ナビ 
ゲー シ ヨン シス 
テム 取扱 書」 

参照） 

AUTO スイッチを 

ON にした とを、 

A/C  (エアコン） ス 
イッチび 連動して ON 
になる 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

AUTO スイッチび 

ON のとを、 連動し 
てが 気 導入と 内気 循 
環を 自動的に 切り 替 
える 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

U ャ ワイ パ ー& 

ウオツ シヤー 

UP.  20 目） 

車を 切り替え 機能‘ X  9 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

液 だれ 防止 機能 9 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

ウォッ シャー 連動 
機能’ xg 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

U バース 
連動機 能 ^ W 

1 回 

連続 

— 

— 

〇 

なし 

エコ ドライ ブイ 
ン ジケーター ラ 

ンプ 

UP.  160) 

エコ ドライブ インジ 

ケーター ランプの 作 
動 

する 

しない 

— 

〇 

〇 

487 


6-2. カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

且 

且 

その他 

周囲の 明るさに よ 

0、 メーター などの 
照度を 自動 減 光ず る 
ための センサーの 感 

度調即 

0 

—  〇 〜 

— 

— 

〇 

周囲の 明るさに より、 

減 光した メーターな 
どの 照度を もとに も 
どす ための センサー 

の 感度 調節 

0 

—  〇 〜 

— 

— 

〇 

1 この場合、 作動 開始 時の ブヴ ーは 残 0 ます。 

2 この場合、 ワイヤレス 1」 モ コン 操作は 「1 回 長 巧し」 に 限定され まず。 

3 この場合、 バック ドア 解 錠 後 ワイヤレス I」 モ コンで バック ドアを 開ける ことび でを 
ます。 

4aX、 ZX  のみ。 

5 バ ワーウ イン ドウの ドア キー 連動 開閉機 能び 「あ 0」 のとを に 設定び 変更で をます。 

S バ ワーウ イン ドウの ワイヤレス I」 モ コン 連動 開閉機 能び 「あ 0」 のとを に 設定び 変 
更 できます。 

7 バワー ウインドウの スマート エン ト U-& スタートシス テム 連動 閉 機能び 「あり」 
のとを に 設定び 変更で をまず。 

8 ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車の エアコン のみ 変更び でを ます。 
g  ZX のみ。 

1 Dzx の 雨滴 感知 式ワ イノ （一 装着 車の み。 


488 


日- 2. カスタマイズ 機能 


□知識     

■車両 カスタマイズ について 

♦r スマー ト エン ト U-& スタートシス テム」 び [しない j の 場合、 r 解 錠 ドア 
の 選択」 はでを ません。 

♦解 錠 後、 ドアを 開けなかった とさの 自動 施錠び 作動した とさの 合図は、 「作 
動の 合図 （ブヴ ー)」- 「作動の 合図 （非常 点滅 灯)」 の 設定に 依を します。 

■ 車両 側の スイ ッ チで 設定を お こなつ た 場合 

ナビ ゲー シヨ ン システム 装着まで、 ナビ ゲー シヨ ン 画面で 設定で をる 項目を、 ま 
両側の スイ ッ チで 設定 した 場合、 ナ ビ ゲー シヨ ン 画面の 項目 表示は、 す ぐに 切 
り 替わりません。 

いつたん "エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にしてから イ グニッ 
シ ヨン ON モードに すると、 画面 表示び 切り替わります。 

■ナビ ゲー シヨ ン 画面で カスタマイズを おこな ラと きは 

を 全な 場所に 停車し、 パーキング ブレーキを かけ、 シフト レバーを P にして く 
ださい。 また、 バッテ U — あびり を 防ぐ ため、 エンジンび かかって いる 状態で 
操作を おこなって ください。 


A 警告 

■ナビ ゲー シヨ ン 画面で カスタマイズを おこな ラと きは 

エンジンを かけた 状態で 操作を おこな ラた め、 車庫 内な ど 囲まれた 場所では、 十 
分に 換気を して < ださい。 換気を しないと、 排気ガスび 充満し、 排気ガスに 含 
まれる 一酸化 酸素 (C0) により、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あります。 
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初期設定び 必要な 頃 目 


な 下の 項目は バッ テリー を 再 接続したり、 メンテナンスを おこなった 
あとな どに、 システムを 正しく 働かせる ために 初期設定び 必要で ず。 


項目 

初期設定び 必要な とを 

参照 

パワー バック ドア* 

•バッ テ U —の 充電- 交換 後の 再 
接続 時 

- ヒユー ズ父換 後 

P.  48 

パック ガイ ド モニター* 

別冊 「ナビ ゲー シヨ 
ン システム 取扱 書」 

マルチ テ レイン 
モこ 夕一* 

P.  282 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


さ  <  いん 


略語 一覧 .  492 

五十音順 さくいん .  493 

症状 別 さくいん .  504 


一力 ー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お乗りの お 客 
様は、 次の 装備に ついては 「ナビ ゲー シ ョン システム 取扱 書」 を お 読 
み  <  ださい。 

- GPS ボイス ナビ ゲー ショ ン 
- オーディオ & ビジュアル 
- バック ガイド モニター 
- エアコン 
- ETC システム 

- リ ヤ シート エンターテイメント システム 
- ヘルプ ネット スイッチ パネル 
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アルフ アベ ツ ト 略語 

カタ カナ 表記 

A/C 

ェアコン 

A 巨 S 

アンチ ロック ブレーキ システム 

AHC 

アクティブ 八イ ト コント ロール 

AI-SHIFT 

アー ティ フィ カル イン テ U ジェンス シフト 

AVS 

アダプ ティ ブバ U アブ ルサス ペンション システム 

CRAWL 

ク □ー ルコント ロール 

DISP 

ディスプレイ 

ECT 

エレ ク ト □ニック コント □-ル トランスミッション 

ECU 

エレクト U ック コン トロール ユニット 

EDR 

イ ベン ト データ レコーダー 

ETC 

エレ ク ト □ニック 1 -― ル コレクション 

INT 

インター 5 テント 

KDSS 

キネ ティ ック ダイナ 5 ッ クヴス ペン ショ ン システム 

LED 

ライ トエ 5 ッ ティング ダイオード 

PCS 

プ U クラッシュ セーフ ティ システム 

PWR 

パヮー 

RSCA 

□ー ル セン シング オブ カーテン シールド エアバッグ 

SRS 

ヴプ u>< ン タルレ スト レイン トシス テム 

TRC 

トラ クシ ョン コント □-ル 

V 白 RS 

バ U アブ ル ギヤ レシオ ステア リング 

VSC 

ビーク ルスタビ U ティ コント □-ル 
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五十音順 さ < いん 

五十音順 さ < いん 


アー ムレ スト . 361 

RSCA  OFF スィッチ . 138 

アクティブ TRC . 吕 8 已 

アクティブ 八 イト 

コント □— J レ . 239 

アクティブへ ッ ドレ スト . 56 

アクセサリー コンセント . 3 已 2 

アクセサリー ソケット . 352 

ァシスト グ IJ ップ . 363 

アダプ ティブ バリア ブル 

サスペンション システム . 248 

アンチ □ック ブレーキ 
システム . 吕 S 已 

の  イー ジーク □ー ザ ー . 48 

ETC 嫁 

イグ ニッシ ョン スイッチ . 169 

イ ベン ト データ レコーダー . 吕 2 

イル S ネー テッ ド エントリー 

システム . 332 

イン テ U ア ランプ 

W  数 . 481 

スィッチ . 32 曰 

イン ナー ミラー . 94 


H ウインた— 


W  数............. ..... ....... 

480 

スイッチ.......………… 

................ 178 

電球の 交換.………..... 

.……………384 

イン ドウ 

ウオ ッシ ヤー . 

....204,  20 曰 

パワー ウインドウ… 

....... ....... .. 102 

U ヤ ウインドウ 

デフ オッ ガー ........ 

. 32 巳 

ウインドウ □ッ クス イッチ . 102 

ウ ォーニング ライト . 426 

ウォ ッシ ヤー 

液の 補給.…………………….... ...... 414 

スイッチ….……………… 20 4， 209 

タンク 容量 . 479 

冬の 前の 準備- 点検 . 302 

運転 

寒; 令 時の 運転 . 302 

正しい 姿勢 . 126 

手順 . 158 

運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 灯 . 429 

ち ェァ コン※ 

オート エアコン ........ . ..... ..........308 

花粉 除去 機能 ....... ....................316 

フィルターの 交換 . .....41 已 

フ □ン ト エアコン . 308 

U ヤ ェァコン . 320 

ェァバッグ 

一般的な 警告 . 134 

SRS ェァバッグ . 128 

おモ さまの ためのを 意 . 134 

カーテン シールド エアバッグに 
関する 警告.…………. ........ . …… 134 

カーテン シールド エアバッグの 

作動 条件…… . . 130 

改造- 分辭 . 137 

警告 打...……………………………… 427 
サイ ド エアバッグに 
関ず る 警告….…………….… …… 134 
サイ ド エアバッグの 
作動 条件.………………….... ...... 130 


※： y —力 ー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムは、 別冊 
「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 
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五十音順 さ < いん 


作動 条件 . 130 

正しい 姿勢.…………….... ...... ..... 12 目 

配置 . ]  2 扫 

エコ ドライブイン ジケーター 

ランプ . 160 

AUX 端子※ 

エンジン 

エンジン （イグ ニッシ ヨン） 

スイッチ . ] 色 曰 

エンジン 回輯 計..……… ....... ..... 181 

エンジンび かからない… ....... ..461 

エンジン 警告な..………………… 437 
エンジン ルーム カバー………… 382 
オーバーヒート ........ ...............  470 

かけち.…………. . 169 

緊急 始動 機能 . 462 

ボンネット . 380 

エンジン イモビ ライザー 

システム . 1 1 已 

エンジン オイル 

冬の 前の 準備-点検 . 302 

容量 . 476 

"エンジン スタート ストップ’’ 
スイッチ . 169 


巧 ォィル 

指定 燃料- オイル 量な ど..…… 476 


応急 用 タイヤ 

空気 圧 . . . .  480 

スペアタイヤ...……. ..... . ....... ....446 

オーディオ※ 

才ート アウ エイ & 

オートリターン 機能 . 93 

オート アラーム . 1 17 

オート エアコン . 308 


オートマチック トランス ミッション 

S  モ ー K . . .  ]7 已 

オートマチック トランス 
ミッシ ョン………….…….… ...... 173 

シフ トレバーび 

シフ ト でさない . 463 

才ーバ ー ヒート （エンジン） ........ 470 

才ーバ ー ヘッド 

コンソール ボックス . 337 

オープナー 

給油 □ . 1 1 1 

バック ドア . 4 已 

ボンネット . 380 

お 子 さまの 安全の ために 

ウインドウ □ック スイ ッチ….]  02 

エアバッグ に関する 警告 ........ 134 

おモ さまの シー ト ベルト 
着用………………………. ..... ..........87 

キーの 電池に 関する 警告 ........ 413 

子供 専用 シート . 139 

シー ト ベルトに 関する 警告 ....... 88 

チ ヤイ ル ド シー トの 固定 ........ 149 

チ ヤイ ル ドプ □テク ター . 43 

発 炎 筒の 取り扱い に関する 

警告 . 421 

バック ドアに 関する 警告 . 已〇 

バッテ |」一 に関する 警告 ........ 469 

パワー ウインドウに 
関する 警告………………….. ...... 104 

ムーン ルー フ に関する 警告.… 1 0 目 
U ヤ シートに 関する 警告 ........ ...71 

オドメーター （積算 距離計） ........ 181 
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五十音順 さ < いん 


田 力-テン シ- ルドて アパ ッグ ..... 128 


力ー ド ホルダー . 342 

が 気温 度 表示 . 349 

カスタマイズ 機能 . 482 

ガソリ ン スタン ドでの 情報 . 已 08 

カップ ホルダー . 338 

巧 お 除去 機能 . 316 

寒冷 時の 運転 . 302 

白 キ- 

キー.… . . . ..........26 

キーナン バー..… . ..........26 

キー レス エン ト |」一 ........ ..........40 

キーを な <  した . …….464 

電子 キー..… . ……………………26 

電子 キーび 正常に 働かない.… 4 色已 

電子 キーの 電池が 切れた . 4 巨 巳 

メカニカル キー . 26 

ワイヤレス リモコン . 40 

キネ テ ィッ クタ’ イナ ミック 

サスペンション システム . 吕 8 已 

給油 □ . 111 

給油 後平 均 燃費 . 1 9 已 

緊急 時の 対処 

エンジンび かからない . 461 

才ーノ  くー ヒート した ...............  470 

キーの 電池び 切れた ...............  46 已 

キーを な <  した .......................  464 

警告 巧び ついた..…. . .......426 

警告メッセージび 

表示され た....……… . ……433 

けん 弓し..…. . …….422 

故障した とさ . 41 扫 

シフ トレバーび 

シフトで さない . 463 


車両を 緊急 停止す る ........ ……..474 

スタックした..……………………. 472 
電子 キーび 正常に 働かない ….4 目已 
発 炎 筒………………………………… 420 
八ック ドアび 開かな < 

なった . 49 

バッテ U —が あびった . 467 

パンクした . 446 

B  空気 圧 （タイヤ） . 480 

空調 

オート エアコン . 308 

フィルターの 交換 . 41 已 

クールボックス . 344 

区間 距離計 . 181 

曇り 取り 

フ □ント ガラス ..... ............. ...... 316 

S  ラー ヒーター . . . ........98 

U ヤ ウインドウ 

デフ ォッ ガー . 32 已 

クリアランス ソナー & 

バック ソナー . 229 

クルーズ コント □ー ル . 212 

グ □ーブ ボックス . 33 已 

ク □ー ルコント □ー ル . 2 己已 


※： y —力 ー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムは、 別冊 
「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 


49 已 


五十音順 さ < いん 


E 警音器 （ホ- ン） . 180 

計器 

メーター . 181 

メーター 照度 調整 ダイヤル.… 1 8 已 
警告 灯 

ABSSl ブ レーキア シスト …… 427 

PCS . 427 

SRS ェアバッグ . 427 

ウォッ シャー 液 残 量 . 430 

エンジン . 427 

オート 7 チック トランス 
ミッション ノ  くーキング……… 429 
オート 7 チック 

トランス ミッ ショ ン油温 ..... 427 
クルー ズ コント □-ル 

表示灯 . 42 扫 

シートベルト 非 着 巧 . 42 曰 

スマート エン ト U — & 

スタート システム . 431 

ス U ップ 表示な . 42 扫 

充電 . 426 

燃料 残 量 . 429 

半 ドア . 42 曰 

プ U テン ショ ナー . 427 

ブ レー キ . 42 日 

マスター ウォー ニン グ… .........  439 

警告 ブザー 

ク U アラン スソナ ー ........ …….233 

シートベルト 非 着 巧... ..... …….429 

シフ ト ダウン 制限..…………..... 176 

スマ ー ト エン ト U  —  & 

スタート システム..……………… 36 
接近 警報 （レーダー クルーズ 


パーキング ブレーキ 
未 解除 走行 時......................... 426 

半 ドア ..... ...................... ..... ....... 42 曰 

ブ レー キ . 426 

ムーン ルーフ 閉め 忘れ . 107 

警告メッセージ . 433 

傾斜 センサー . 119 

化粧 巧 S ラー . 347 

けん 弓 1 . 422 

減衰 力 切り 曾え スイッチ . 248 

曰  つー ト フック . 362 

交換 

エアコン フィ ルター . 41 已 

キーの 電池.. . . . .…412 

タイヤ..………………....... ..... ....... 4 已 2 

電球……………………….…………… 384 

ヒ ューズ . 403 

工具 . 44 巨 

航:続 可能 距離 . 194 

後退 阿 

W  数 . 480 

電球の 交換 . 384 

子供 専用 シート . 139 

か 物入れ . 343， 366 

コンソール ボックス . 33 日 

コン ライト . 199 

H サ-ド シ-卜 

格納.. ...... .......... ...... ............62,  66 

調整.. ...... .......... ...... .... ..... .... ...... …已 8 

サイ ドエ アバ ッグ . 128 

サイ ドち 向 指示 灯 


コン ト □- ル） . 22]  W  数. . . . . . . . 480 

電球の 交換 . 401 

レバー . 178 
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五十音順 さ < いん 


二 角 表示板 固定 巧 バンド ........ 

....367 

二 角 表示板 等 収納 スペース.... 

....367 

サンバイザー . 

… .346 

n  シ -h' 

デ 供 専用 シート . 13 曰 

サード' シート . 58 

セカンド シート . 已 8 


正しい 姿勢 . 126 


チャイルドシートの 固定.…. 

... 149 

手入れ……... . . 

,...374 

フ □ント シート . 

.... ..已 已 

フ □ン トシー トの 調整に 

関する^  告… ...................... 

……已 7 

へッ ドレ スト ...... .................. 

.......11 

U 中 シートの 調整に 関する 

^告 . 

，… ... 71 

シー ト ヒーター . 

,...3 已 7 

シー ト ベルト 

お 子 さまの 着用 . 

…… 87 

緊急 時 シートベルト 

固定 機構 . 

，… ... 86 

シートベルト 非 着用 警告 灯. 

,...429 

シートベルト 

プ U テン シヨ ナー . 

，… ... 8 已 

清掃-手入れ…….…………….. 

,...37 已 

正しい 着用...……… . . 

.…. .82 

チャイルドシートの 固定.…. 

... 149 

胃 整…… . . . . 

，…. ..82 

妊娠 中の ちの 着用 ....... . ...... .. 

，… ...8 巨 

プ U クラッシュ シー トべ J レト… 8 已 

シガ レツ トライ ター . 

,...3 已 1 

室内 巧 

W 数 . 

,...481 

イン テ U アラン プ . 329 


自動 消灯 機能 . 332 

パーソナル ランプ . 331 

シフ トレバー 

オートマチック トランス 
ミッシ 3 ン… ..… …… … .... …… 173 
シフ トレバーび 

シフ ト でさない . 463 

シフ ト □ックシ ス テム . 463 

車 高 切り替え スイッチ . 239 

車 高 制御 OFF スイッチ . 239 

車 速 

平均 車 速 . 1 9 已 

スピードメーター . 181 

ジャッキ 

車 載 ジャッキ . 446 

ジャッキ 八ン ドル 

組み付け . 4 已 0， 453 

車 幅 打 

W  数 . 480 

電球の 交換 . 401 

ランプ スイッチ . 199 

車両 カスタマイズ . 482 

車両 型式 . 481 

車両 仕様 . 47 巨 

車両 データの 記録 . 21 

収納 装備 . 333， 366 

手動 光軸 調整 ダイヤル . 200 

瞬間 燃費 . 1 日已 

初期設定 . 490 

助手席 シー ト ベルト 

非 着用 警告 灯 . 429 

侵入 センサー . 119 
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五十音順 さ < いん 


0 水温 計 . 181 

スイッチ 

DISP . 194 

イグ ニッシ ョン . 16 曰 

ウインドウ □ック . 102 

エンジン （イグ ニッシ ョン）… 16 目 

カメラ スイッチ . 26 色 

クルーズ 

コント □-ル . 212.  216 

ク □ー ル コン ト □ー ル. ...... .....  2 已已 

シート ヒーター. . . . 3 已 7 

車間距離 切り かえ..………….… .  2] 目 
車 高 切り替え スイ ッチ.……..… 23 曰 
車 高 制御 OFF スィ ッ チ.… … 23 目 
侵入- 傾斜 センサー OFF  ...... 120 

ステア U ング ヒーター . 3 已已 

ドア □ック . 42 

ドライビング ポジション 

メモリー . 73 

トランスファー . 24 曰 

パヮー ゥィンドゥ . 102 

非常 点滅 打 . 41 曰 

フォグ ランプ . 202 

ムーン ルーフ . 106 

ランプ . ] 目 曰 

ワイパー & ウ オツシ ヤー 

. 2041  20 曰 

スタック 

スタックした..…...............……. 472 

ステア U ング スイッチ 
(オーディオ）※ 

ステアリング ヒーター . 3 已已 

ステアリング ホイール 

調整 . 91 

スピードメーター . 181 


スペアタイヤ 

空気 圧… . . . . . ..480 

収納 場所 . 446 

スペック . 476 

スマ ー ト エントリー & 

スタート システム 

エンジンの 始動 . 169 

作動 範囲 . 31 

車両 カスタマイズ 機能 . 482 

正常に 働かない . 4 日已 

節電 機能 . 33 

ドアの 施錠- 解 錠 . 29 

バック ドアの 施錠- 解 錠..……… 30 

ち 清掃 

外装. . . . 370 

シー トべ J レト . 37 已 

内装...……. . ..........374 

制動 阿 

W  数 . 480 

セカンド シート 

格納 . 已 9 

調整 . 已 8 

サード シートへの 乗り降り ....... 已 9 

積算 距離計 . 181 

セキュリティ カメラ . 1 19 

センサー 

イン ナー S ラー . 曰 巳 

侵入- 傾斜 センサー . 117 

プ U クラッシュ セーフ ティ 
システム ..... ............... ..... ....... 29 已 

へッ ド ランプ . 201 

レーダー クルーズ 

コント □—ル . 216 

洗車 . 370 
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五十音順 さ < いん 


前照灯 

WlJ .........................................  480 

スイッチ . ] 目 曰 

電球の 交換 . 384 

センター デフ □ック スイ ッチ .....  249 

速度計 . 181 

タイヤ 

空気 圧 . .  480 

交換………..………………………… .  4 已 2 
スペアタイヤ...…………………… 446 
チェー ン… 302 

点検.………. . .………………..377 

パンクした..……. . .  44 目 

冬 用 タイヤ . 302 

□ー テーシ ヨン . 377 

タコ メーター . 181 


手入れ 

外装………. . 370 

シー トべ J レト . 37 已 

内装..…….....….. ...... ..……………..374 

テールランプ 

W  数 . 480 

スイッチ . 199 

電球の 交換 . 401 

デフ ォッ ガー 

フ □ント ガラス . 316 

S ラー ヒーター . 98 

U ヤ ウインドウ 

デフ ォツ ガー...………………… .32 已 

電圧計 . 182 

電球 

W 数………………..…....... ..… . ...... 480 

交換.…………….. ...... ……………….384 

電子 キー 


Q チェ- ン （タイヤ チェ- ン） ....... 302 

チ ャイ ル ド シート 

IS0F1X  バーでの 固定 ........ ..... ] 己] 

シー ト ベル ト での 固定.…….....] 已〇 


作動 範囲 . 31 

正常に 働かない . 4 巨已 

節電 機能 . 33 

電池が 切れた . 412 

電話 スイッチ※ 


チャイルド プ □テク ター . 43 

駐車 ブレーキ . 179  日  ドア 

ドア ガラス ........ ............. ...... ....102 


ツール . 446 


ディスプレイ 

警告メッセージ . 433 

マルチ イン フ オメー シヨ ン 
ディスプレイ . 192 


ドァ S ラー ........ ............. ...... .......96 

ドァ □ック . . . 42 

バック ドァ . . 4 已 

フ □ント ドア . ............42 

U  ヤドァ . . . ...42 

ドア ガラス . 102 

ドア ポケット . 333 


※： メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムは、 別冊 
「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 
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五十音順 さ < いん 


ドア 巧一 

Mm . 

.3 已〇 

胃 整………… ……… ................... 

… 96 

八 ザ ー ド ランプ 

盗難 防止 システム 

W  数….……. . . . . 

.480 

エンジン イモ ビラ イヴ ー 

スイッチ . 

.419 

システム . 

.. 1 ] 已 

電球の 交換 . 

.384 

オート アラーム . 

..117 

発 炎 筒 . 

.420 

卜 ー ク スイ ッチ※ 

バックアップ ランプ 

時計 . 

..348 

W 数 . 

.480 

ドライビング ポジション 

電球の 交換 . 

.384 

メモリー . 

.…. 73 

パ’ ック ガイ ド モニタ※ 

トラ クシ ョン コント □ー ル ....... 

..285 

バック ドア . 

....45 

トランスファー スイッチ 

249 

パ’ ック ド アイー ジーク □—ザ ー 

… .48 

トリップメーター . 

.. 181 

バッ テリー 

バッテ U —び あびった.……… 

.467 

ナビ ゲー ショ ン システム※ 

をの 前の 準備 点 お . 

.302 

ち -- てァ パック’ . 

パ’— ティ S ラー . 

.347 

.. 128 

バニ ティ S ラー ランプ 

荷物 

W  数……... . . 

.481 

積む とさの ミ 主意 . 

..300 

バー ティ = ラー ランプ . 

.347 

囚 

バリア ブル ギヤ レシオ 

燃費 

ステア リング . 

.28 已 

給油 後平 均 燃費............ ...... ... 

.. ] 曰已 

バルブ 

瞬間 燃費..... . . . . 

] 曰已 

W 数 . 

.480 

燃料 

ガソ U ン スタンドでの 情報.. 

交換 . 

.384 

..已 08 

パヮー ゥィンドゥ . 

.10 吕 

給油 . 

..111 

パヮー バック ドア . 

… .4 已 

mm . 

..476 

パンク 

燃料 計..……………… ...... ........... 

.. 181 

パンクした..……......…………… 

.446 

燃料 残 量 警告な.… ...... ........... 

..429 

番号 打 

mm....................... ……. . ...... ... 

..476 

W  数……..……… ...... ....... ..... ..... 

.480 

巧 

電球の 交換 . 

.384 

パーキング ブレーキ . 

.. 179 

半 ドア 警告 口 . 

.429 

パーソナル ランプ 

八ン ドル 

W 数 . 

..481 

mm. . . . . . . 

....91 

スイッチ . 

..331 

已〇〇 


五十音順 さ < いん 


巧 ビ-ク ルスタビ リ テイ 

コント □— J レ . 吕 S 已 

ヒー ター 

オ ート エアコン . 3 曰扫 

シート ヒーター . 3 已 7 

ステア U ング ヒーター . 3 已已 

S ラー ヒーター . 98 

非常 点滅 打 

W  数 . 480 

スイッチ.…………… ....... ........ ….41 曰 

電球の 交換………………………….  384 

尾灯 

.............................. ...... .….480 

スイッチ……. ..... ....................... 199 

ヒ ューズ . 403 

表示灯 . 187 

ヒル スタート アシスト 
コント □— J レ . 吕 8 已 

巧  4-Wheel  AHC . 239 

フォグ ランプ 

W  数 . 480 

スイッチ . 202 

電球の 交換 . 384 

フック 

けん 引 フック……………………… 422 
コート フック..…………………….  362 
□— プ フック……………………… 36 目 

冬 用 タイヤ . 302 

プリクラ ッ シュ シー ト ベルト ........ 8 已 

プリ クラッシュ セーフ テイ 

システム . 293 

フルタイム 4WD . 249 

ブレーキ 

パーキング ブレーキ . 17 曰 


ブレーキ アシスト . 28 已 

フ □ァ マット . 364 

フ □ント シート 

調整.....….......... ...... ............. ...... ... 已已 

フ □ン トち向 指示/ 非常 点 減 丹 

W  数 . 480 

電球の 交換 . 384 

レバー . 178 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

W  数 . 480 

スイッチ . 202 

電球の 交換 . 384 

フ □ン ト ワイパー デ アイサ ー ...... 327 

H  平均 車 速 . 1 日已 

平均 燃費 . 1 日已 

へッ ド ランプ 

W  数. . . . …..480 

手動 光軸 調整 ダイヤル . 200 

スイッチ . 199 

電球の 交換 . 384 

ライ ト センサー . 201 

へッ ド ランプ クリーナー . 211 

へッ ドレ スト 

調整 . 77 

ヘルプ ネッ トス イッチ※ 


※： y —力 ー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムは、 別冊 
「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 


已 01 


五十音順 さ < いん 


巧 ホーン . 180 

ホイール . 377 

ち 向 指示な 

W  数 . 480 

電球の 交換 . 384 

レノく一 . 178 

ち 向 指示 レバー . 178 

補助 確認 装置 . 100 

ボトル ホルダー . 340 

ボンネット . 380 

曰  マルチ イン フオ メー シヨ ン 

ディスプレイ . 192 

マルチ テ レイン ABS . 28 曰 

マルチ テ レイン セレクト . 261 

マルチ テ レイン モニター . 26 巨 

職 ミラ- 

イン ナー S ラー . 94 

ドア ミラー . 96 

バニ ティ S ラー . 347 

補助 確認 装置 . 100 

S ラー ヒーター. ....... ...............  32 已 

巧 ムーン ルーフ . 106 

巧 メ- 夕- 

表示の 切り かえ……………….…. 183 

マルチ イン フ オメー シヨ ン 

ディスプレイ . 192 

メーター.… . . . . 181 

メーター 照度 調整 ダイヤル.… 1 8 已 

メモリー コール 機能 . 74 

メンテナンス 

メンテナンス データ . 476 


巧 油圧計 . 182 

US 巳 端子※ 

ユーザー カスタマイズ . 482 

油脂 類 . 476 

6 ライセンス プ レ-トランプ 

W  数 . 480 

電球の 交換 . 384 

ランプ 

W  数 . 480 

足元 照明 . 328 

イン サイ ド 八ン ドル 照明 ........ 328 

イン テ U ア ランプ . .....32 日 

室内 打 一覧..………..……………… 328 
ス カッ フ プレート 照明 ..... …….328 

ステップ 照明 ....... .……………….328 

電球の 交換………………………….  384 

ドア カー テシ 照明 . …..328 

ドア S ラー 照明 . 328 

パーソナル ランプ . 331 

バニ ティ S ラー ランプ . 347 

非常 点滅な . 419 

フォグ ランプ . 202 

へッ ド ランプ . 199 

で 向 指示な . 178 

ライ ト センサー . 201 

ラ ゲージ ルーム 内 装備 . 36 日 
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五十音順 さ < いん 


P リヤ ウインドウ デフ オ ッガ- ..... 32 已 


リ ヤシー ト 

調整 . 58 

ヴー ド' シート . 62,  66 

セカンド シート . 巳 目 


リヤ シー ト エンターテイメント※ 
U ヤち向 指示/表示 点滅 巧 


W  数 . 480 

電球の 交換 . 384 

レノ （一 . . . 178 

U 中 フォグ ランプ 

W^. ...................................... ..480 

スイッチ..………………………...… 202 
電球の 交換………………………….  384 

ルー ト 案内 表示 設定 画面 . 196 

冷却水 

冬の 前の 準備-点検 . 302 

容量 . 47 扫 

冷却 装置 


エンジン オーバーヒート ........ 470 


レーダー クルーズ 

コント □—ル . 216 

□—プ フック . 366 

ワイ パー 

ス イッチ . 20 4.  20 目 

ワイパー デ アイサ ー . 327 

ワイヤレス ドア □ック 

電池 交換 . 41 2 

リモコン . 40 


※： メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムは、 別冊 
「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 
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症状 別 さくいん 

症が 別 さ < いん 


タイヤび パンクした 


バンクした とさは 


エンジンび かか S ない 


P.  461 

エンジンび かからない とさは 

P. 115 

エンジン イモ ビラ イヴ ー システム 

P.  467 

パッ テリ ーが あがった ときは 

シフ トレバーび 動かない 


シフ トレバーが シフ ト でさない とを 
は 


水温 計の 針び 
ホい ゾーンに 入った 


エンジン ルームから 

蒸気び 立ちのぼった 


オーバーヒートした とさは 


キーを な <  した 


バッテ U —び あびった 


ドアび 施錠で さない 


P.  464 

キーを な <  したと さは 

P.  467 

パッテ U —び あびった とさは 

P.28 

P.  40 

P.  42 

ドア 

バック ドアび 開かない  > 

P.  49 

バック ドアび 開か なくなった とさは 

ホーンび 鳴り 出した  > 

P. 117 

オート アラーム 
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症状 別 さくいん 


►アナ □グ メーター 


オプ テイ ト □ン メーター 


I 


めかる みや 砂地な どで  \ 

動けな く なった  / 

P.472 

スタック したと をは 

警告 打び 点 打、 点滅した  \ 

P.  426 

警告な びつ いたと さは 

已〇已 


症状 別 さくいん 


■警告 灯 一覧 


(① )1 ブ レ-観? 眉 I を I* ドア 警告 口 


充電 警告な 

燃料 残 量 警告な 

1  +1 

P.  426 

m 

P.  42 曰 

A/T0IL 

才- 卜巧 リク トランス ミツ 

ム 

運転席 シー ト ベルト 

TEMP 

シヨ ン瓶品 警部 P.  427 

み 

非 着用 警告な P.42 白 

0 

エンジン 警告な 

P.  427 

が 

SRS エアバッグ/ プ U テン 
シヨ ナー 警告 打 P.  427 

(@) 

ABS  & ブレーキ アシ 
スト 警告 灯  P.  427 

が 

ウォツ シャー 液 残 量 
警告 口  P.  430 

の 

クルーズ コント □一 
ル 表示な  P.  428 

PCS 

PCS 警告な 

P.  427 

PASSENGER 

ぶ 

助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な P.42 白 

PASSENGER 

A/TP 

才- トマ チック トランス ミッ シヨ 
ン パ-キング 警告 口  P.  429 

ム 

マスター ウ オーこ ング 
P.  42 白 

-l-c 

ス 7 —  ト エントリー & スタート 
システム 警告 灯  P.  43 1 

因 

ス U ップ 表示な 

P.  428 
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症状 別 さくいん 


警告 メ ッ セージび 表示され た 
(オプ テイ ト □ン メーター 装着 車） 


警告音び 鳴った 


P.433 


警告 メ ッ セージび 表 おされた とさは 


■警告 巧の 点灯. 点滅、 または マルチ インフォメーション デ ィス 
プレイ* の 警告 メッ セージを ご 確認く ださい。 


• 警告 打び 点 巧- 点滅して いる （一 P.  42 己） 
♦警告メッセージび 表示され ている （一 P.  433) 


■警告な び 点な • 点滅 や マル チイ ンフ ォメ ー シヨ ン ディ ス プレイ* 
に 警告 メ ッ セージ びないと 去、 または 車 外で 警告音び 鳴った とさ 
は、 じ (下の ことを ご 確認く ださい。 


お 車の 状況 

鳴った とさの 状況 

参照 ページ 

停車/駐車 中 

ドアを 開けた とを 

P. 吕目 

車が に 出た とを 

スマ ー ト エン ト U  & スター トシ 
ス テムで □ ック スイ ッチを 押し 
たと を 

走行 中 

シフト レバーを R にした とさ 

P. 176 

シフトダウンした とさ 

P. 176 

レーダー クルーズ コン ト □ー ル* 
を 使つ ている とさ 

P.  216 

ブレーキを 踏んだ とを 

P. 166 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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ガソリンスタンドでの 情報 

給油 や 交換な どの 際に 必要になる 項目を まとめて あります。 


徹由 □ 


P.  m 


ボン ネッ ト フック 


P.  380 


燃料の 容量 
(参考 値） 

93L 

燃料の 種類 

無鉛 プレミアム ガソ リン 撫鉛 A イオ ク） P. 1 12,  47 巨 

タイヤが 冷えて いる 
とさの 空気 圧 

タイヤ サイズ 

前輪  後輪 

27 己/ 6 己 R1 7 1 1 己 S 

230 (2.3)kPa(k  旨/ cm2) 

28 己/ 60R18 1 16H 

28 己/己 0R20 1 12H 

エンジン オイル 容量 
(参考 値） 

オイルの み 交換 時 

7.1L 

オイルと オイル フィルター 交換 時 

7 .已 L 

エンジン オイルの 
種類 

トヨタ 純正 モーター オイル 

•  SN  0W-20  (API  SN,  RC/ILSAC  GF 百  SAE  0W-20) 

•  SN  日 W-2 日 （API  SN,  RC/ILSAC  GF- 己  SAE  已 W-2 日） 

•  SN  日 W-3 日 (API  SN,  RC/ILSAC  GF- 日， SAE  日 W-3 日） 

•  SN  1 日 W-3 日 (API  SN,  RC/ILSAC  GF 百  SAE  1 日 W-3 日） 

已 08 


お問い合わせ、 ご 相談は 
下記へ お願いいた します。 

トヨタ自動車 株式会社 お客様 相談 センター 

全国 共通 • フリー コール 

踊 0800 -700-7700 

オープン 時間 3 日日 曰 日： 弧〜 18: 弧 

所在地 〒化 0  -  0002  名古屋 市中 村 区 名那四 T 目 1 日の 27 
第二 量 田 ビル 西 館 7 階 

「個人情報 保護 方針」 について は、 
http; //WWW.  toyota.cojp にて 掲載して おります。 


1-3 巧 白 動 軍 巧 巧 会社 

http://toyota.Jp 
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